
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年４月 

山口県教育委員会 

 

令和５年度 

山口県教育推進の手引き 





はじめに 

 

 県教育委員会では、２０１８年１０月に策定した「山口県教育振興基本

計画」に基づき、教育目標である「未来を拓く たくましい『やまぐちっ

子』の育成」に向け、「知・徳・体の調和のとれた教育の推進」「学校・家

庭・地域が連携・協働した教育の推進」「生涯を通じた学びの充実」「豊か

な学びを支える教育環境の充実」の４つの柱に沿って本県の教育課題に対

応した諸施策を総合的・計画的に推進してきたところです。 

 

 この間、全ての公立小・中・高・特別支援学校等へのコミュニティ・ス

クールの導入による地域連携教育の推進や、「県立高校将来構想」に基づ

く特色ある学校づくりの推進、新型コロナウイルス感染症の拡大による社

会変化にいち早く対応して整備したＩＣＴ環境の効果的な活用など、各分

野において、教育の質の向上に努めてきました。 

 

 今後、国においては、「２０４０年以降の社会を見据えた持続可能な社

会の創り手の育成」及び「日本社会に根差したウェルビーイングの向上」

をコンセプトとした次期教育振興基本計画に沿って、教育施策を推進して

いくこととなりますが、県教委としても、国の計画を参酌するとともに、

これまでの取組成果や課題等を検証した上で、新しい「山口県教育振興基

本計画」の策定に向け取り組んでいるところです。 

 

 本手引きは、本県教育に関わる全ての人が、本県教育の現状やめざす方

向性、取組内容等を共有し、一体となって取り組むために、本県の教育目

標の実現に向けた令和５年度の取組内容を体系的・総合的に示すとともに、

市町教育委員会や学校が、それぞれの取組を点検・評価しながら改善・見

直しを図る、いわゆるＰＤＣＡサイクルに沿った教育活動ができるよう、

関係指標等の各種データや学校現場での取組の参考となる資料を掲載し

ています。 

 

 各学校におかれましては、本手引きを有効に活用し、学校の教育目標の設

定や教育活動の点検・評価等を通じた継続的な学校運営の改善を図るととも

に、創意工夫しながら積極的な教育活動を展開され、児童生徒や保護者、地

域の期待に応える学校づくりに努めていただきますようお願いします。 

 

令和５年４月 

山口県教育委員会教育長  繁 吉 健 志 
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１ 教育を取り巻く社会状況の変化
（１）人口減少・高齢化の進展
（２）急速な技術革新とグローバル化の進展

（３）地域や社会経済的な背景

ひら

教育目標：未来を拓く たくましい「やまぐちっ子」の育成

高い志をもち、未来に向かって挑戦し続ける人
知・徳・体の調和がとれた生きる力を身に付けるとともに、他者

と協働しながら力強く生きていく人
郷土に誇りと愛着をもち、グローバルな視点で社会に参画する人

３つの力（学ぶ力、創る力、生き抜く力） ３つの心（広い心、温かい心、燃える心）の育成

目標達成に向けて

施策の展開

総合的・計画的な施策の推進

 知・徳・体の調和のとれた教育の推進
 学校・家庭・地域が連携・協働した教育の推進
 生涯を通じた学びの充実
 豊かな学びを支える教育環境の充実

２ 子どもの状況
（１）子どもの学力・学習
（２）子どもの生活
（３）子どもの体格・体力
（４）児童生徒の生徒指導上の諸課題
（５）高校卒業者の進学・就職
（６）「やまぐち型地域連携教育」推進による子ども

たちの変容

（７）子どもたちと向き合う教員の長時間勤務の状況

本県教育をめぐる状況

やまぐちっ子
のすがた
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本県においては、社会総がかりで子どもたちの学びや育ちを支える「やまぐち型地域連携教育」の推

進により、子どもたちの自己肯定感・自己有用感の高まりや、地域の行事やボランティア活動への積極

的な参加などの効果が見られるほか、人の役に立つ人間になりたい、自分にはよいところがあると考え

ながら生活を送っている子どもたちの割合は、全国の状況と比べ望ましい傾向にあります。また、学力

についても向上・改善傾向にあり、これらは、本県の子どもたちのよさと考えられます。

また、本県教育の特色は、豊かな先見性、進取の気質、質実剛健の気風、郷土を愛し郷土に奉仕する

精神とともに、「若さに期待し、若さに託してきた」優れた教育風土に代表されると言われており、これ

らは本県が未来に引き継ぐべき貴重な財産です。

今後も、こうした本県教育の特色を生かしながら、子どもたちのよさを更に伸ばし、社会の変化が激

しさを増し、複雑で予測困難となることが見込まれるこれからの難しい時代において、高い志をもち、

多様な人々と協働しながら、主体的に自らの将来や社会を力強く切り拓いていく子どもたちを育ててい

くことが必要です。

このため、時代の変化という「流行」の中で、未来を切り拓いていくための力の基礎は、学校教育に

おける「不易」たるものの中で生まれるとの考えのもと、県民総参加のもと取り組んできた教育目標「未

来を拓
ひら

く たくましい『やまぐちっ子』の育成」を継承し、知・徳・体の調和のとれた教育の推進や教

育環境の整備など、学校・家庭・地域が一体となった取組を推進します。

 

 

 

★★ 高高いい志志ををももちち、、未未来来にに向向かかっってて挑挑戦戦しし続続けけるる人人 

★★ 知知・・徳徳・・体体のの調調和和ががととれれたた生生ききるる力力をを身身にに付付けけるるととととももにに、、他他者者とと協協働働 

ししななががらら力力強強くく生生ききてていいくく人人 

★★ 郷郷土土にに誇誇りりとと愛愛着着ををももちち、、ググロローーババルルなな視視点点でで社社会会にに参参画画すするる人人 

未来を拓
ひら

く たくましい「やまぐちっ子」の育成

やまぐちっ子のすがた

山口県の教育目標
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「３つの力」「３つの心」の育成

広い心

「「互互いいのの人人格格やや価価値値観観
をを受受けけ入入れれ、、尊尊重重すするる
ととととももにに、、互互いいにに理理解解
しし協協力力しし合合うう、、前前向向きき
でで広広いい心心」」  
 

多様な考えや立場を
理解し、尊重する態度
や、他国の伝統・文化
を理解し、協調してい
く態度、郷土の伝統や
文化を地域や人とのつ
ながりを通じて尊重
し、継承する態度、ま
た、平和を愛する心や
態度などを育んでいき
ます。

学ぶ力

「「ここれれかかららのの社社会会にに
おおいいてて求求めめらられれるる、、
幅幅広広いい知知識識とと柔柔軟軟なな
思思考考力力にに基基づづくく判判断断
をを可可能能ににすするる、、生生涯涯
をを通通じじてて主主体体的的にに学学
びび続続けけるる力力」」 
 

知的好奇心を高
め、自ら学びに向か
う意欲や態度を身に
付けさせるととも
に、基礎的・基本的
な知識及び技能や、
これらを活用して未
知の状況にも対応で
きる思考力・判断
力・表現力などを育
成します。

目標達成に向けて

「「社社会会構構造造がが大大ききくく変変化化すするる中中、、よよりりよよいい未未来来

にに向向かかっってて新新たたなな価価値値をを創創りり出出すす力力」」 

 

自ら課題を見つけ、将来を見通しながらより

よく解決していく力や､科学的なものの見方

や考え方、情報や技術を活用する力、豊

かな創造力を育成します。

創る力

生き抜く力

「「自自己己をを肯肯定定しし、、社社会会のの中中でで役役割割をを 
果果たたすす責責任任感感やや勤勤勉勉なな態態度度をを有有しし、、多多様様なな 
他他者者とと連連携携・・協協働働ししななががらら、、様様々々なな困困難難をを 
乗乗りり越越ええてていいくく行行動動力力」」 
 

社会生活において不可欠な規範意識や倫理観、
コミュニケーション能力とともに、自己肯定感や
自己有用感、たくましく生き抜いていくために必
要な健康や体力を育成します。

温かい心

「「人人間間にに対対すするる深深いい愛愛情情やや自自然然・・生生命命にに
対対すするる畏畏敬敬のの念念ななどどをを基基盤盤ととししたた、、豊豊かかでで
温温かかいい心心」」 

 
他者を思いやり、共感したり感動したりする心

や態度、社会に貢献しようとする態度、感謝する
心や態度などを育んでいきます。

燃える心

「「大大いいななるる夢夢やや高高いい理理想想ををももちち、、そそのの実実現現ををめめ

ざざすす、、不不撓撓
ふ と う

不不屈屈
ふ く つ

のの意意志志やや勇勇気気ななどど、、熱熱くく燃燃ええるる

心心」」 

 

未知なるものに進んで挑戦する態度や、困
難に立ち向かい、それに打ち勝とうとす

  る態度、また、新しいものを進んで取
   り入れようとする態度などを育んで
     いきます。
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教育目標においてめざす「やまぐちっ子」の「すがた」の実現に向けては、「３つの力」と「３つの心」

を育むために、コミュニティ・スクールを基盤として、授業等での取組をはじめ、学校の組織的な取組

や家庭・地域との連携による取組内容をより一層充実していくことが必要です。 

 ここでは、「やまぐちっ子」の「すがた」の実現に向けて、育みたい「力」や「心」とともに期待する 

学校での具体的な取組内容を示しています。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 

高い志をもち、 

未来に向かって 

挑戦し続ける人 

 

知・徳・体の調和がとれた生きる力 を身に

付けるとともに、他者と協働しながら力強く

生きていく人 

郷土に誇りと愛着をもち、 

グローバルな視点で社会 

に参画する人 

３つの力 
<学ぶ力・創る力・生き抜く力> 

３つの心 
<広い心・温かい心・燃える心> 

めめざざすす「「ややままぐぐちちっっ子子」」のの「「すすががたた」」のの実実現現にに向向けけてて  

＜学校の組織的な取組＞ 

■ 年間指導計画に位置付けた計画的な取組の推進 

■ 学習指導要領に基づいた授業等の充実 

■ 教員の指導力の向上に向けた校内研修等の充実 

■ 授業評価による取組の確認・改善 

■ 学校教育目標やチャレンジ目標等に位置付けた全校体制での取組の推進 

■ 児童会・生徒会活動や学校行事等の特別活動の充実 

■ 学校評価の活用による取組の確認・改善 

■ コミュニティ・スクール、地域学校協働活動（地域協育ネット等の取組）の一体的 

な推進 

■ 地域における家庭教育支援の充実 

＜家庭･地域との連携＞ 

＜授業等での取組＞ 
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「「高高いい志志ををももちち、、未未来来にに向向かかっってて挑挑戦戦しし続続けけるる人人」」をを育育ててるるたためめにに 

◆ 一人ひとりの願いや思いを、未来への大いなる夢や理想へと高め、その実現に向けた強い意志を有している。

◆ 大きく変化することが予想されるこれからの社会において、将来に対し希望をもちながら、自らを高めるための努力

を惜しまず、未知なるものへ進んで挑戦する態度や困難を乗り越える態度、新しいものを取り入れようとする態度を身

に付けている。

－新たな価値を創り出す力－
◇ 自ら課題を見つけ、将来を見通しながらよりよく解決

していく力
◇ 科学的なものの見方や考え方、情報や技術を活用する力
◇ 豊かな創造力  

創る力

－不撓
ふとう

不屈
ふくつ

の意志や勇気など、熱く燃える心－

◇ 未知なるものに進んで挑戦する態度

◇ 困難に立ち向かい、それに打ち勝とうとする態度

◇ 新しいものを進んで取り入れようとする態度

燃える心
育育みみたたいい「「力力」」やや「「心心」」 

＜＜授授業業等等ででのの取取組組＞＞ 
□ 子どもたちが夢や志を育んだり、将来のことを考えたりすることを意識しながら授業を行って

いる。

□ めあてを明確に示すなどして、子どもたちが主体的に学び、達成感を感じるとともに、勉強が「好

き」という思いをもつ授業を行っている。

□ 子どもたちが、興味・関心やキャリア形成の方向性等に応じて、見通しをもって粘り強く取り

組み、自分の学習活動を振り返って次につなげることができるよう、授業を展開している。

□ 子どもたちが挑戦する場面に出会い、自分で考え自分から取り組むことができるよう、課題解

決的な学習を行っている。

□ 授業の中に、先人の｢志｣や身近な人の｢夢｣等にふれる場面を設けている。

□ ＩＣＴや新聞等、情報や技術を活用する場面を設けている。  など

＜＜学学校校のの組組織織的的なな取取組組＞＞ 
□ キャリア教育全体計画に基づき系統的・計画的なキャリア教育を行っている。

□ キャリア・パスポートを活用し、子どもたちが学習や生活の見通しを立てたり、振り返ったり

することにより、将来の在り方・生き方を考える活動を行っている。

□ 職場見学・職場体験・インターンシップ等を通して、職業に対する意識を高める取組を積極的

に進めている。

□ 1/2 成人式や立志式など、子どもたちの夢や志を育む取組を行っている。

□ 児童会・生徒会活動を通して、子どもたちが学校生活上の課題を見付け、協力して解決してい

く取組を進めている。

□ 特別活動等を通して、子どもたちの挑戦する態度を育む取組を進めている。

□ 各種検定試験、科学・語学系コンテスト（大会）、作品制作（製作）などの創作活動等に積極的

に挑戦し、創造性を発揮するよう働きかけている。  など

＜＜家家庭庭・・地地域域ととのの連連携携＞＞
□ 学校だより等を通じて、子どもの夢や保護者の思い、将来のことについて家庭で語り合う機会

を設けている。

□ リーフレット「夢をはぐくむ家庭の元気」を活用するなどして、家庭の中での役割を考えさせ

る機会を設けている。

□ 熟議等を通して、「地域の未来」を考える機会を設けるなど、子どもたちが「社会の担い手」と

しての意識や自己有用感を高める取組を積極的に進めている。

□ 地域の人々との交流の場面を設けるなど、地域の人々の願いや思いに子どもたちがふれる機会

を設けている。  など
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「「知知・・徳徳・・体体のの調調和和ががととれれたた生生ききるる力力をを身身にに付付けけるるととととももにに、、他他者者とと協協働働 
ししななががらら力力強強くく生生ききてていいくく人人」」 をを育育ててるるたためめにに 

◆ 志をもちながら未来に向かって挑戦し続けるために必要な、学び続ける力やたくましさ、さらにはこれらを支える豊か

な人間性を有している。

◆ 様々な人々とのつながりや支え合いが求められるこれからの社会において、他者を思いやり、共感したり、感謝したり

する心を有するとともに、他者と協働して自己のよさや可能性を見出し、個性を発揮しながら、主体的に考え、判断し、行

動するなど、自主・自立の精神に富んでいる。

－生涯を通じて主体的に学び続ける力－

◇ 知的好奇心
◇ 自ら学びに向かう意欲や態度
◇ 基礎的・基本的な知識・技能
◇ 思考力・判断力・表現力 等

育育みみたたいい「「力力」」やや「「心心」」 

－多様な他者と連携・協働しながら、
困難を乗り越えていく行動力－

◇ 規範意識や倫理観
◇ コミュニケーション能力
◇ 自己肯定感、自己有用感
◇ たくましく生き抜いていくため
に必要な健康や体力

－豊かで温かい心－
◇ 他者を思いやり、共感したり感
動したりする心や態度

◇ 社会に貢献しようとする態度
◇ 感謝する心や態度

学ぶ力 温かい心

＜＜授授業業等等ででのの取取組組＞＞ 
□ 知的好奇心を喚起し、自ら学ぶ意欲や態度を育む授業を行っている。

□ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を通して、基礎的･基本的な知識･技能、思

考力・判断力・表現力等の確かな学力を育成する授業を行っている。

□ 記録、説明、論述、討論などの言語活動や多様な他者と協働した探究的な学びなどを通じて、子

どもたちのコミュニケーション能力を育成し、考えを広げ深める授業を行っている。

□ 道徳科や特別活動等を通して、子どもたちの倫理観や社会性、規範意識、豊かな心を育む授業

を行っている。

□ 体育科、保健体育科の授業や学校給食の場面等で、健康増進や体力向上に向けた取組に関心を

もたせる継続的な取組を行っている。  など

＜＜学学校校のの組組織織的的なな取取組組＞＞ 
□ 全国学力・学習状況調査等の結果を活用するなど、エビデンスに基づいた子どもたちの学力向上に向け

た取組を進めている。

□ 人権教育や道徳教育を推進し、人権尊重の意識や、互いを尊重する心、思いやりの心を育む教

育を進めている。

□ 集団宿泊活動やＡＦＰＹ等の体験活動を通して、豊かな人間関係を育む教育活動を推進している。

□ 障害のある子どもたちとの交流の機会を設けるなど、共に尊重し合う心を育む取組を進めている。

□ 「新体力テスト」や「生活習慣調査」等の結果を踏まえ、体力の向上や食生活の改善に関する

取組を推進している。

□ 学校行事や学級活動等を通して､仲間と協力して困難を乗り越える経験や感動体験のある取組

を進めている。  など

＜＜家家庭庭・・地地域域ととのの連連携携＞＞ 
□ 学校・家庭・地域が学校・地域連携カリキュラム等を見直す機会を設定し、子どもたちに身に

付けさせたい資質・能力を共有している。

□ 学力や体力の状況を家庭や地域と共有し、学力・体力の向上に向けた取組を地域ぐるみで進めている。

□ 「家庭学習の手引き」等を活用して、家庭での学習習慣の定着に向けた取組を進めている。

□ 挨拶や言葉遣い等の礼儀やマナーなど、子どもたちの規範意識を高める取組を地域ぐるみで行

っている。

□ 地域の人々や異年齢の人々と接する機会を通して、多様な世代にふれ、子どもたちの思いやり

や感謝する心を育む取組を進めている。

□ ボランティア活動を通して、主体的な社会貢献や社会参画につながる取組を進めている。など
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＜＜家家庭庭・・地地域域ととのの連連携携＞＞  
□ 地域の教育資源を効果的に活用し、地域課題を解決する取組等を通してふるさとへの誇りや愛

着を育む活動を地域ぐるみで行っている。 
□ 地域行事等に家族や学校単位で積極的に参加・参画することを通して、子どもたちの地域づく

りに向けた意識を育んでいる。 
□ 地域人材を学校に招き、昔遊び体験等、伝統、文化にふれる機会を設けている。 
□ 公民館や地域の関係団体等と連携し、子どもたちが地域の伝統、文化を継承する取組を地域ぐ

るみで行っている。 
□ 身近な大人や先輩の生き方や考え方にふれ、自己の生き方について考える機会を設けている。 など 

「「郷郷土土にに誇誇りりとと愛愛着着ををももちち、、ググロローーババルルなな視視点点でで社社会会にに参参画画すするる人人」」  
をを育育ててるるたためめにに  

◆ 人、もの、情報等が地球規模で行き交い、多様な文化や価値観に触れる機会が増加するなど、広がりゆく社会において、豊

かな国際感覚をもち、幅広い視野で考え、行動することができる。 

◆ また、そのような時代だからこそ、自分を育んできたふるさとの自然や人、伝統、文化を大切にする気持ちをもち続け、ふ

るさとや自分が住んでいる地域のよりよいコミュニティづくりなど、主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与して

いる。  
 

育育みみたたいい「「力力」」やや「「心心」」  

－新たな価値を創り出す力－ 

◇ 自ら課題を見つけ、将来を見通
しながらよりよく解決していく力 

◇ 科学的なものの見方や考え方、 
情報や技術を活用する力 

◇ 豊かな創造力 

創る力 

－多様な他者と連携・協働しながら、 
 困難を乗り越えていく行動力－ 
◇ 規範意識や倫理観 
◇ コミュニケーション能力 
◇ 自己肯定感、自己有用感 
◇ たくましく生き抜いていくため
に必要な健康や体力 

生き抜く力 

－互いに理解し合う、前向きで広い心－ 
◇ 多様な考えや立場を理解し、尊
重する態度 

◇ 他国の伝統、文化を理解し、協
調していく態度 

◇ 郷土の伝統や文化を地域や人と
のつながりを通じて尊重し、継承
する態度 

◇ 平和を愛する心や態度 

広い心 

＜＜授授業業等等ででのの取取組組＞＞  
□ 「『これが私の故里だ』～山口県伝統･文化教材集～」の活用や校区のフィールドワークなど、ふ

るさとの自然や人、文化等への関心を高める授業を行っている。 
□ 古典、歴史、唱歌・和楽器、武道等の我が国の伝統に接する学習を取り入れるなど、伝統、文

化を継承・発展させる心や態度を育む授業を行っている。 
□ 諸外国の歴史や文化等に接する学習を取り入れ、幅広い視野で考え行動する態度を育む授業を

行っている。 
□ ＩＣＴや新聞等を活用して、地域社会や世界の動きにふれることができる授業を行っている。 など 

＜＜学学校校のの組組織織的的なな取取組組＞＞  
□ 地域や伝統、文化に関する学習を年間指導計画等に位置付け、計画的に取り組んでいる。 
□ 伝統、文化を継承する地域人材や世界を舞台に活躍している人材と交流できる機会を教育課程

に位置付けるなど、子どもたちの視野を広げる取組を進めている。 
□ 職場見学・職場体験・インターンシップ等を通して、地域の産業や人々とふれあう機会を設け

ている。 
□ 海外姉妹校交流など言語や文化の異なる海外の人々との交流を通して、国際感覚を身に付ける

機会を設けている。  など 
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教育目標：未来を拓く
　ひ　ら

 たくましい「やまぐちっ子」の育成

知・徳・体の調和のとれた
教育の推進

学校・家庭・地域が連携・
協働した教育の推進

生涯を通じた学びの充実

豊かな学びを支える教育
環境の充実

㉓　学校安全の推進

㉔　学校における働き方改革の推進

㉕　教職員の資質能力の向上

㉖　校種間連携・一貫教育の推進

①　キャリア教育の推進

②　主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習指導の充実

③　グローバルに活躍し、イノベーションを担う人材の育成

④　進路指導の充実

⑤　読書活動の推進

㉑　「輝く、夢あふれるスポーツ元気県やまぐち」の実現に向けた取組の推進

㉒　教育施設・設備の整備、教育環境の向上

⑮　家庭教育支援の充実

⑥　学校における人権教育の推進

⑦　いじめ・不登校等生徒指導上の諸課題への取組の充実

⑯　社会教育施設等を活用した教育の充実

⑭　地域連携教育の充実

⑰　人生１００年時代を見据えた生涯学習の推進

⑱　地域社会における人権教育の推進

⑧　体力向上の推進

⑨　食育の推進

⑩　健康教育の推進

⑪　特別支援教育の推進

⑫　幼児期における取組の充実

⑬　少人数教育の推進

㉗　多様な学びのニーズに応える特色ある学校づくり

㉘　私学の振興

㉙　修学支援の充実

⑲　地域とともにすすめる文化財の保存・活用

⑳　文化にふれあい親しむ環境づくりの推進

施策の展開
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㉖　校種間連携・一貫教育の推進

①　キャリア教育の推進

②　主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習指導の充実

③　グローバルに活躍し、イノベーションを担う人材の育成

④　進路指導の充実

⑤　読書活動の推進

㉑　「輝く、夢あふれるスポーツ元気県やまぐち」の実現に向けた取組の推進
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⑱　地域社会における人権教育の推進

⑧　体力向上の推進

⑨　食育の推進

⑩　健康教育の推進

⑪　特別支援教育の推進

⑫　幼児期における取組の充実

⑬　少人数教育の推進

㉗　多様な学びのニーズに応える特色ある学校づくり

㉘　私学の振興

㉙　修学支援の充実

⑲　地域とともにすすめる文化財の保存・活用

⑳　文化にふれあい親しむ環境づくりの推進

施策の展開

 

 

 

 

 

 

 

 施策 

   1  キャリア教育の推進 

   2  主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習指導の充実 

   3  グローバルに活躍し、イノベーションを担う人材の育成 

   4  進路指導の充実 

   5  読書活動の推進 

   6  学校における人権教育の推進  

   7  いじめ・不登校等生徒指導上の諸課題への取組の充実 

   8  体力向上の推進 

   9  食育の推進 

  10  健康教育の推進 

  11  特別支援教育の推進 

12  幼児期における取組の充実 

  13  少人数教育の推進 

 

 

総合的・計画的な施策の推進 

知・徳・体の調和のとれた教育の推進 

注 各施策の【主な取組】における下線を引いた箇所（「○○○○」）は、県教委が作成

した資料を示しています。また、【取組の推進に向けて】の＜県参考資料＞には、県

教委が作成したその他の資料を示しています。 

なお、関連資料を閲覧するためのＵＲＬや二次元コードが掲載されている場合があ

りますが、情報の更新等によりアクセスできなくなる可能性があります。 
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１１ キキャャリリアア教教育育のの推推進進 
【取組方針】

◆ 子どもたちの社会的・職業的自立に向けて、必要な基盤となる「基礎的・汎用的能力」
を育むとともに、夢を抱かせ、さらに夢を志に進化させる教育の推進を充実させる。

◆ 学校で学ぶことと社会との接続を意識したキャリア教育を実践するとともに、全教職員
の共通理解の下、学校教育活動全体を通じた組織的・効果的な取組の推進を図る。

◆ 主体的に自らの未来を切り拓くとともに、郷土に誇りと愛着をもち、地域に貢献する子

どもたちを育成するため、学校と家庭、地域、産業界等が連携したキャリア教育を推進し、

体験活動をはじめとする教育活動の一層の充実を図る。

【主な取組】（担当課：義務教育課／高校教育課／特別支援教育推進室／地域連携教育推進課）

主な指標 最新値 目標値

将来の夢や目標をもっている児童生徒の割合
小 83.6% 
中 69.6% 
(2022年度) 

増加させる

地域と連携して「1/2成人式」や「立志式」を行っている公立小･

中学校の割合

小 26.7%  
中 37.9% 
(2022年度) 

小 100%

中 100%

高校在学中に、体験的なキャリア教育（インターンシップ、大学・

企業訪問等）を行った生徒の割合

高校３年生
97.9% 

(2022年度) 
高 100%

主主なな取取組組とと内内容容 実実施施主主体体 

■ 小・中・高連携によるキャリア教育の効果的な推進
○ 学校教育活動全体を通じたキャリア教育の推進

・ 学校で学ぶことと社会との接続を意識したキャリア教育を実践するととも
に、育成する力を明確にしたキャリア教育全体計画や年間指導計画の作成・
見直しによる組織的・効果的な取組の推進

学校

○ 校種間の連携によるキャリア教育の効果的な実践
・ 「キャリア教育実践事例集」、「キャリア教育年間指導計画作成資料」を活用
した取組の充実（小・中）

・ 連携体制の強化等をめざした「キャリア教育推進会議」の開催（７月、１月）
・ 「県市町キャリア教育連携・推進会議」の開催
・ 校種間の連絡協議会等の活用による連携した取組の促進
・ キャリア・パスポートの効果的な活用

県・市町・

学校

○ 志を抱かせる教育の推進
・ 地域と連携した｢1/2成人式｣(小)、｢立志式｣(中)を契機とする志を抱かせる
教育の充実

・ 高校生が県内大学生等と自分の将来などについてディスカッションをする
機会の充実

県・市町・
学校

○ 中学生の進路選択のための情報発信の充実

・ 「キャリア・ガイドブック『夢サポート』」の活用

県・市町・

学校（中）

■ 職場見学・体験、インターンシップ等の体験活動の充実

○ キャリア教育を通した“ふるさと山口”の再発見
・ 職場見学､職場体験活動､インターンシップ、大学・企業訪問等の実施
・ 普通科高校における「地域活性型インターンシップ」を含めた「インターン
シップ推進事業」の実施及び学校独自の取組の促進（高）

県・市町・

学校

○ 全県的な推進体制による学校と家庭、地域、産業界等との連携強化
・ 職場体験、インターンシップ等の受入先の確保（商工会議所等との連携）

・「やまぐち教育応援団」の活用（登録事業所等団員数： Ｒ５.１月末現在 4,943人）

県・市町・

学校

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載
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・ 地域と連携した｢1/2成人式｣(小)、｢立志式｣(中)を契機とする志を抱かせる
教育の充実

・ 高校生が県内大学生等と自分の将来などについてディスカッションをする
機会の充実

県・市町・
学校

○ 中学生の進路選択のための情報発信の充実
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○ キャリア教育を通した“ふるさと山口”の再発見
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県・市町・

学校

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載

○○ キキャャリリアア教教育育推推進進のの視視点点 

 

○○ 小小・・中中・・高高をを通通じじたた系系統統的的・・計計画画的的なな取取組組をを推推進進 

＜発達の段階に応じて、夢や目標を考える（夢をデザインする）視点＞

 

○○ 学学校校でで学学ぶぶこことととと社社会会ととのの接接続続をを意意識識しし、、学学校校教教育育活活動動全全体体をを通通じじててキキャャリリアア教教育育をを推推進進 

 

 

発発達達のの段段階階にに応応じじてて
小学校段階から教育活動全体を
通じての系統的取組の積み上げ

体体験験活活動動をを重重視視ししてて
職場体験、インターンシップ等
の体験活動の充実

連連携携・・協協力力ししてて
学校と家庭、地域、産業界等と
の連携・協力体制の強化

          発達の段階

３つの視点

小学校（小学部） 中学校（中学部） 高等学校（高等部）

低学年 中学年 高学年 １年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年

自自分分ががししたたいいこことと 

自自分分ががででききるるこことと 

社社会会がが求求めめてていいるるこことと  

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

本県キャリア教育のねらい

夢夢やや目目標標ををももちち、、一一人人のの社社会会人人ととししてて自自立立ででききるるよようう、、自自分分ににふふささわしい
生生きき方方をを実実現現ししよよううととすするる意意欲欲やや態態度度、、能能力力をを育育成成すするる

わしい

様々な体験等を通じて自分がしたいことを見つけ、将来の夢や目標につなげる

夢や目標の実現に向けて継続的に努力し、自分ができることを増やし自分のよさを伸ばす

社会の一員としての自覚を深め、自分の役割を果たそうとする意欲や能力を高める

学学習習意意欲欲 

・ 日々の教科等の授業において、学習内容と社会
や職業との関連を意識させる工夫

・ 教科指導の中でもキャリア教育をしていると
いう教員の認識

・ 将来の夢を描くことに加え、「働くこと」の実
際や必要な資質・能力の育成につながる指導の
工夫

・ 体験活動（職場見学、職場体験、インターンシ
ップ等）の事前・事後指導の充実

・ 学校と家庭・地域、産業界等の連携強化 など

◇◇ 学学力力のの向向上上 

◇◇ 基基礎礎的的・・汎汎用用的的

能能力力のの育育成成 

学学習習意意欲欲 

「「子子どどももたたちちにに学学びびとと社社会会やや仕仕事事ののつつななががりりをを伝伝ええるる」」 

～～学学校校とと家家庭庭・・地地域域、、産産業業界界等等のの連連携携をを通通じじてて～～ 

「
学
習
意
欲
」
に
も
波
及

・・ 学学ぶぶ目目的的のの明明確確化化 

・・ 学学びびのの内内容容とと社社会会ととののつつななががりりのの重重視視 

・・ 教教科科・・科科目目のの学学びびがが社社会会やや仕仕事事でで活活

用用さされれるるここととのの実実感感 
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２２    主主体体的的・・対対話話的的でで深深いい学学びびのの実実現現にに向向けけたた学学習習指指導導のの充充実実  
【取組方針】 
 ◆ 学習指導要領の趣旨を踏まえ、「生きる力」を育むという理念の下、理数教育、伝統や文

化に関する教育、道徳教育、外国語教育、体験活動については、重点的に取組を推進する。 
◆ リアルな体験を通じた学びとⅠＣＴを効果的に活用した学びを組み合わせ、「個別最適

な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けた取組を推進する。 
 ◆ コミュニティ・スクールを核とし、小・中・高等学校等のそれぞれの学校段階における

教育内容の充実のためのカリキュラム・マネジメントを推進する。 
 

【主な取組】（担当課：義務教育課／高校教育課／地域連携教育推進課／教育情報化推進室／特別支援教育推進室） 

主主なな取取組組とと内内容容  実実施施主主体体  

■ 「組織力」「授業力」「連携力」による確かな学力の定着と向上 

 ○ 学校の組織力の充実 
 ・ 「学校・地域連携カリキュラム」を軸とした、教科等横断的な視点からの教

育課程編成など、学校・家庭・地域が一体となって取り組むカリキュラム・マ
ネジメントの充実 

 ・ 全国学力・学習状況調査と山口県学力定着状況確認問題（ＣＢＴ）を活用し
た全校体制での年間２回の検証改善サイクルの推進（小・中） 

 ・ 学力向上に向けた校内研修と組織的・計画的な授業改善の取組の促進 
 ・ 少人数学級化や加配教員等の活用による個に応じたきめ細かな指導体制の充

実（小・中） 
 拡 小学校専科加配教員の配置拡充 
 ・ やまぐち学習支援プログラム等を活用した組織的な支援体制の充実（小・中） 

県・市町・

学校 

○ 教員の授業力の向上 
 ・ 主体的・対話的で深い学びの実現に向け、自ら学習活動を振り返って自己の

変容や伸びを自覚できる授業づくり等を促進 
・ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図る取組の推進 

 ・ 教科の専門性やキャリアステージに応じた授業力の向上のための研修の充実 
 ・ やまぐち総合教育支援センター作成の教育プログラムや探究研修モジュール

を活用した探究的な学びの質の向上 
 ・ 大学入学者選抜改革に対応した授業展開や学習評価の工夫・改善（高） 

県・市町・

学校 

○ 学校・家庭・地域の連携力の強化 
 ・ コミュニティ・スクールを核とし、学力課題等の解決に向けた地域の教育資

源を活用した教育活動の充実 
 ・  学校運営協議会等での熟議を通した、家庭・地域等、子どもの育ちに関わる

多くの人々の連携・協働による学習習慣や生活習慣の確立（小・中） 
・ 地域の人が授業づくりに関わるユニット型研修の促進（小・中） 

 ・ 接続する学校や、幼児教育・保育施設等との連携による、発達の段階に応じ
た指導方法の工夫改善 

・ 学校間連携や高大連携の充実（高） 

県・市町・

学校 

新 日本語指導を必要とする児童生徒への支援の充実（小・中） 
 ・ ＮＰＯ法人との遠隔・オンライン日本語指導の実施 
 ・ 指導補助者・支援員等による日本語教育サポートに対する補助 

県・市町・

学校 

■ 理数教育の充実 

 ○ 理数に関する授業づくりの活性化 
 ・ 理科授業改善研修会の実施（小・中） 
 ・ 理科、数学に関する学習活動の実践事例の収集及び発信（高） 

県・市町・ 

学校 

○ 学校間連携・校種間連携の強化 
 ・ 異校種間の連携による科学技術等に関する研修会の開催 
・ 大学と連携し､高校生が講師として参画する小・中学生対象の科学教室の開催 
・ 理数教育推進拠点校（理数科又は探究科設置高校６校）が連携して取り組む 
活動の実施及び成果の普及（高） 

県・市町・ 

学校 

○ 創造性豊かな人材の育成に向けた教育活動の推進 
 ・ 「サイエンスやまぐち2023」等の科学作品展・科学研究発表会の開催(10・11月) 
・ 異なる分野を研究した生徒同士の切磋琢磨の場を提供する探究学習成果
発表大会の開催（３月）（高） 

県・市町・ 

学校 
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○ 創造性豊かな人材の育成に向けた教育活動の推進 
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県・市町・ 

学校 

 

■ 伝統や文化に関する教育の充実 

 ○ 授業等における伝統文化に関する学習の充実 
・ 伝統や文化に関する学習等、地域の施設・人材を活用した学習の充実及び年
間指導計画等への位置付けの明確化 

・ 「『これが私の故里だ』～山口県伝統・文化教材集～」や「山口県中学校武道
指導の手引き」等の活用による授業改善の促進 

県・市町・

学校 

○ 地域の伝統芸能の伝承者、文化団体等による学校公演や授業参加等の促進 
 ・ 「やまぐち教育応援団」や「学校芸術文化ふれあい事業」等の活用の促進 
 ・ 地域との連携・協働による体験的な学習の充実 

県・市町・

学校 

■ 道徳教育の充実 

 ○ 教育活動全体を通じて行う道徳教育の推進 
・ 児童生徒の実態を踏まえ、道徳科を要とした各学校の道徳教育全体計画や具
体的な指導計画の見直し、改善 

・ 「心に響く講師」派遣事業の推進 

県・市町・ 

学校 

○ 道徳教育における教員の指導力向上 
 ・ 道徳教育パワーアップ研究協議会（７月）や道徳授業セミナー（10～11月）

の開催 
 ・ 「やまぐちっ子の心を育む道徳教育」プロジェクト推進校（小・中 14校、 

高２校、特支１校）における取組事例の普及 
 ・ やまぐち総合教育支援センターと共同した「考え、議論する道徳科授業づく

り研修講座」の開催（小・中） 
 ・ 「『考え、議論する道徳』の授業づくり～道徳科を要とした道徳教育の充実に

向けて～」パンフレット及び「道徳科の授業づくりのために～授業ＤＶＤ～」
の積極的な活用の推進 

県・市町・ 

学校 

○ 指導者の育成 
・ 道徳教育ブラッシュアップ研修会による市町教委担当者の指導力向上 
・ 国の指導者養成研修受講者等を活用した道徳教育学校サポート事業の実施 

県・市町・ 

学校（小中） 

■ 外国語教育の充実 

 ○ 校種間連携による外国語教育（英語教育）の充実 
・ 小中高連携英語教育推進校における校種間連携を視点とした研究による指導
方法の工夫・改善 

・ 「小中高連携英語教育推進校連絡協議会」の開催（５月）等による各地域の
計画的な取組の促進 

県・市町・

学校 

○ 指導方法や評価方法の工夫・改善 
 ・ 本県における英語教育の目標設定（生徒の英語力、「ＣＡＮ－ＤＯリスト」を

活用した学習到達目標の設定・公表・達成状況の把握、生徒の英語による言語
活動の割合、パフォーマンステストの実施、教員の英語使用の割合）及び目標
到達に向けた指導方法の工夫・改善 

・ 小学校英語専科教員の配置（小） 
・ 校種別スキルアップ研修会等の開催 
・ 研修協力校における児童生徒のコミュニケーションへの関心･意欲を高める
授業実践の普及 

・ 指導と評価の一体化を図る言語活動の充実 
・ 生徒の英語力向上事業（英検ＩＢＡ）の実施（中） 

県・市町・

学校 

■ 職業教育の充実 

 ○ ものづくりへの興味･関心の喚起と知的好奇心の育成 
・ ものづくり教室やものづくりイベント等の活用 
・ 電子ブック「山口県の工業」の活用 

県・市町・

学校 

○ 専門的な技術の習得や資格取得の促進 
・ 山口マイスター等の熟練技能者の積極的な活用による技術講習会等の実施 
・ １人１台タブレット端末等のＩＣＴ環境を効果的に活用しながら、基礎から
高度な資格まで生徒の意欲やスキルに応じた講習会の実施 

・ 介護分野における多様で質の高い福祉サービスを提供できる人材の育成に
向けた「介護職員初任者研修」等の実施 

・ 学習意欲の向上や自己有用感を高めることができる「きらめき検定」（山口
県特別支援学校技能検定）の実施 

県・ 

学校（高特） 
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○ 地域や産業界と連携した学習活動の推進 
・ 地域、地元企業等と連携した起業家精神の醸成に向けた教育活動や地域活性
化につながる取組を通じた本県産業を担う人材の育成 

・ 地元企業等とも連携しながら、最先端のデジタル化対応産業教育装置を活用
した実践的な実習を行うことで、ＤＸに対応した専門技術をもった人材の育成 

県・ 

学校（高特） 

新 産業界との連携によるカーボンニュートラルの実現を担う人材の育成 
・ 専門高校で学ぶ生徒への脱炭素社会の実現に向けた意識の醸成と必要な資 
質・能力を身に付けた人材の育成をめざす「企業から学ぶ！専門高校カーボン
ニュートラルプロジェクト」の実施 

県・ 

学校（高） 

■ 主権者教育・消費者教育・環境教育の充実 

 ○ 計画的・組織的な主権者教育の推進 
 ・ 児童生徒の主体的な学習活動に基づいた主権者教育を全校体制で推進 
 ・ 高等学校等における年間指導計画に基づいた主権者教育の実施（高） 
・ 主権者教育に関する教員研修の実施（高） 

県・市町・ 

学校 

○ 消費者教育の充実 
 ・ 消費生活にかかわる内容を第２学年までに履修（高） 
 ・ 消費者庁作成の消費者教育教材「社会への扉」等の消費者教育関連資料を活

用した授業の実施（高） 
 ・ 消費生活相談員や弁護士などの実務経験者の学校教育での活用 
 ・ 消費者教育に関する教員研修の実施 

県・市町・

学校 

○ 関係機関等との連携強化 
 ・ 県選挙管理委員会及び市町選挙管理委員会等が実施する出前講義の積極的活用 
 ・ 県議会や市町議会が実施する議会訪問見学及び模擬議会への参加を促進 
 ・ 山口県消費生活センター等が実施・提供する出前講座・教材の積極的活用 

県・市町・ 
学校 

○ 計画的、体系的な環境教育の推進 
 ・ 「環境教育推進計画（令和２年３月改定）」の活用促進 
・ ＳＤＧｓの趣旨を踏まえた「持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）」の推進 
・ 環境学習全県ネットワーク等との連携や、環境マネジメントサイクルを取り

入れた「やまぐちエコリーダースクール認証制度」の活用 

県・市町・ 
学校 

■ 教育の情報化の充実 

 ○ 教科情報の充実 
・ 教科情報に関する定期的・継続的な研修会の実施 
・ クラウド環境による情報科担当教員のコミュニティの形成 

県・市町・

学校 
○ プログラミング教育（「プログラミング的思考）の育成等）の充実 
 ・ プログラミングロボット等を活用した授業実践研究を通した指導事例の創出

の推進 

県・市町・

学校 
○ 情報モラル教育の充実 

・ 情報モラル教育年間指導計画に基づく情報モラル教育の充実 
・ 情報モラル教育の充実に向けた研修会等の実施 

県・市町・

学校 
○ 教科等の指導におけるＩＣＴの活用 
 ・ 教員等のＩＣＴ活用指導力向上に向けた研修の充実 
・ 「やまぐちＩＣＴ新たな学びラボ(YAMA-LABO)」の充実及び活用の促進 
・ 教育データの活用の推進 

県・市町・

学校 

○ 校務の情報化の推進 
 ・ 統合型校務支援システムの早期導入及び活用促進による業務の効率化 
・ クラウドサービス等を利用した教職員間の情報共有の推進 

県・市町・

学校 

■ 体験活動の充実 

 ○ 発達の段階に応じた体験活動の推進 
・ 「学校・地域連携カリキュラム」を軸とし、地域の教育資源を活用した地域
との連携・協働による体験活動の充実・推進 

・ 小・中学校教育課程研究協議会等の研修会における体験活動の好事例の普及 

県・市町・

学校 
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○ 地域や産業界と連携した学習活動の推進 
・ 地域、地元企業等と連携した起業家精神の醸成に向けた教育活動や地域活性
化につながる取組を通じた本県産業を担う人材の育成 

・ 地元企業等とも連携しながら、最先端のデジタル化対応産業教育装置を活用
した実践的な実習を行うことで、ＤＸに対応した専門技術をもった人材の育成 

県・ 

学校（高特） 

新 産業界との連携によるカーボンニュートラルの実現を担う人材の育成 
・ 専門高校で学ぶ生徒への脱炭素社会の実現に向けた意識の醸成と必要な資 
質・能力を身に付けた人材の育成をめざす「企業から学ぶ！専門高校カーボン
ニュートラルプロジェクト」の実施 

県・ 

学校（高） 

■ 主権者教育・消費者教育・環境教育の充実 

 ○ 計画的・組織的な主権者教育の推進 
 ・ 児童生徒の主体的な学習活動に基づいた主権者教育を全校体制で推進 
 ・ 高等学校等における年間指導計画に基づいた主権者教育の実施（高） 
・ 主権者教育に関する教員研修の実施（高） 

県・市町・ 

学校 

○ 消費者教育の充実 
 ・ 消費生活にかかわる内容を第２学年までに履修（高） 
 ・ 消費者庁作成の消費者教育教材「社会への扉」等の消費者教育関連資料を活

用した授業の実施（高） 
 ・ 消費生活相談員や弁護士などの実務経験者の学校教育での活用 
 ・ 消費者教育に関する教員研修の実施 

県・市町・

学校 

○ 関係機関等との連携強化 
 ・ 県選挙管理委員会及び市町選挙管理委員会等が実施する出前講義の積極的活用 
 ・ 県議会や市町議会が実施する議会訪問見学及び模擬議会への参加を促進 
 ・ 山口県消費生活センター等が実施・提供する出前講座・教材の積極的活用 

県・市町・ 
学校 

○ 計画的、体系的な環境教育の推進 
 ・ 「環境教育推進計画（令和２年３月改定）」の活用促進 
・ ＳＤＧｓの趣旨を踏まえた「持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）」の推進 
・ 環境学習全県ネットワーク等との連携や、環境マネジメントサイクルを取り

入れた「やまぐちエコリーダースクール認証制度」の活用 

県・市町・ 
学校 

■ 教育の情報化の充実 

 ○ 教科情報の充実 
・ 教科情報に関する定期的・継続的な研修会の実施 
・ クラウド環境による情報科担当教員のコミュニティの形成 

県・市町・

学校 
○ プログラミング教育（「プログラミング的思考）の育成等）の充実 
 ・ プログラミングロボット等を活用した授業実践研究を通した指導事例の創出

の推進 

県・市町・

学校 
○ 情報モラル教育の充実 

・ 情報モラル教育年間指導計画に基づく情報モラル教育の充実 
・ 情報モラル教育の充実に向けた研修会等の実施 

県・市町・

学校 
○ 教科等の指導におけるＩＣＴの活用 
 ・ 教員等のＩＣＴ活用指導力向上に向けた研修の充実 
・ 「やまぐちＩＣＴ新たな学びラボ(YAMA-LABO)」の充実及び活用の促進 
・ 教育データの活用の推進 

県・市町・

学校 

○ 校務の情報化の推進 
 ・ 統合型校務支援システムの早期導入及び活用促進による業務の効率化 
・ クラウドサービス等を利用した教職員間の情報共有の推進 

県・市町・

学校 

■ 体験活動の充実 

 ○ 発達の段階に応じた体験活動の推進 
・ 「学校・地域連携カリキュラム」を軸とし、地域の教育資源を活用した地域
との連携・協働による体験活動の充実・推進 

・ 小・中学校教育課程研究協議会等の研修会における体験活動の好事例の普及 

県・市町・

学校 

主な指標 最新値 目標値

全国学力・学習状況調査正答率の全国平均との比較（公立小・

中学校）

小
国 65%〔65.6%〕
算 63%〔63.2%〕

(2022年度) 
小・中学校全区

分で全国平均

を上回る
中

国 70%〔69.0%〕
数 52%〔51.4%〕

(2022年度) 

勉強が「好き」「どちらかといえば好き」である児童生徒の割合

（公立小・中学校）

小 60.7%〔60.9%〕
中 62.8%〔60.0%〕
(2022年度) 

増加させる

課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組む児童生徒の

割合（公立小・中学校）

小 76.5%〔77.3%〕
中 82.7%〔79.2%〕
(2022年度) 

増加させる

    (担当：義務教育課／

小・中学校における取組

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

やまぐちっ子の学力を育む検証・改善委員会からの提言
                                令和５年２月

１１ 学学校校のの「「組組織織力力」」のの一一層層のの充充実実 

○ 子どもたちに育成すべき資質・能力を身に付けさせるため、「カリキュラム・マネジメントの手引き」に

基づいて、「学校・地域連携カリキュラム」の充実を図り、学校・家庭・地域が一体となってカリキュラム・

マネジメントに取り組むこと

○ 山口県学力定着状況確認問題と全国学力・学習状況調査を活用した年間２回の検証改善サイクルの徹底

や、ＣＢＴによる採点システムを活用したスピード感のある情報提供等、各学校における課題の焦点化や課

題解決に向けた組織的・計画的な授業改善の取組を促進すること

○ 課題を的確に把握し改善するため「やまぐち学習支援プログラム」を効果的に活用し、きめ細かな学習を

支援する体制づくりに取り組むこと

２２ 教教員員のの「「授授業業力力」」ののささららななるる向向上上 

○ 「主体的・対話的で深い学び」を実現するために、子どもたち自身が学習活動を振り返って自己の変容や

伸びを自覚したり、社会や実生活とのつながりを実感したりすることができる授業づくりを促進するととも

に、効果的な指導方法等の研修会を実施するなどして、教員の指導力の向上を図ること

○ リアルな体験を通じた学びとⅠＣＴを効果的に活用した学びを組み合わせ、「個別最適な学び」と「協働

的な学び」の一体的な充実に向けた取組を推進すること

○ 教員のキャリアステージに応じた研修会等において、授業力や教科の専門性等の一層の向上を図り、研修

の成果の還元に努めること

３３ 学学校校・・家家庭庭・・地地域域のの「「連連携携力力」」のの一一層層のの強強化化 

○ 「社会に開かれた教育課程」の実現に向け、コミュニティ・スクールの経営者として管理職がリーダーシ

ップを発揮し、中学校区における学力課題や、子どもたちに身に付けさせたい資質・能力を学校・家庭・地

域で共有するとともに、地域の教育資源の活用を引き続き推進すること

○ 学校運営協議会等での熟議を通して、家庭・地域等、子どもの育ちに関わる多くの人々が一体となって中

学校区で育つ子どもたちの学習習慣や生活習慣の確立を図ること

○ 接続する学校や幼児教育・保育施設等との連携により、発達の段階に応じた指導方法の工夫・改善を図る

とともに、子どもが自己の将来に夢や目標をもち、その実現に向けて学ぶことができる取組を促進すること

「「組組織織力力」」「「授授業業力力」」「「連連携携力力」」にによよるる確確かかなな学学力力のの定定着着とと向向上上  

    (担当：義務教育課／高校教育課)

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載
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「やまぐち型地域連携教育」による家庭や地域との連携・協働を基盤として、「学校の組織力

の充実」「教員の授業力の向上」「学校・家庭・地域の連携力の強化」の３つの視点から学習指

導要領の趣旨を踏まえた教育活動の更なる充実を図り、これからの時代に求められる資質・能

力の育成に向けた体制づくりと授業改善を推進する。

山山口口県県教教育育委委員員会会にによよるる学学力力向向上上のの取取組組（（小小・・中中学学校校段段階階）） 
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「やまぐち型地域連携教育」による家庭や地域との連携・協働を基盤として、「学校の組織力

の充実」「教員の授業力の向上」「学校・家庭・地域の連携力の強化」の３つの視点から学習指

導要領の趣旨を踏まえた教育活動の更なる充実を図り、これからの時代に求められる資質・能

力の育成に向けた体制づくりと授業改善を推進する。

山山口口県県教教育育委委員員会会にによよるる学学力力向向上上のの取取組組（（小小・・中中学学校校段段階階）） 高等学校等における取組

 「「主主体体的的・・対対話話的的でで深深いい学学びび」」のの実実現現にに向向けけてて  

≪「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の視点（イメージ）≫

【県教委としての取組の方向性】
○ 県教委主催各種事業等における実践研究の成果の普及

  ・ 学習指導方法・評価方法等に係る実践研究の成果普及のための公開授業・研究協議
  ・ 県内各学校で活用できる校内研修資料の作成

指指導導とと評評価価のの一一体体化化にに向向けけてて  

≪「指導と評価の一体化」における学習評価の視点（イメージ）≫

【県教委としての取組の方向性】
○ 研修機会の充実

  ・ 県教委作成の「高等学校における学習評価の手引き～『指導と評価の一体化』の推
進に向けて～（理論編）/（実践編）」(R3.5/R3.10)等を活用した校内研修の充実

  ・ 学校訪問等における「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善及び観点
別学習状況の評価についての研究協議

教員の

指 導 改 善
生徒の

学 習 改 善
学 習 評 価   

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を行うことで、学校教育におけ
る質の高い学びを実現し、学習内容を深く理解し、資質・能力を身に付け、生涯にわたっ
て能動的（アクティブ）に学び続けるようにすることが求められています。

生徒に必要な資質・能力を効果的に育成するためには、教科等の目標及び内容と学習評
価とを一体的に検討することが重要であり、授業の改善と評価の改善を両輪として行って
いくこと（指導と評価の一体化）が求められています。

【【主主体体的的なな学学びび】】 

学ぶことに興味や関心をもち、自己
のキャリア形成の方向性と関連付けな
がら、見通しをもって粘り強く取り組
み、自己の学習活動を振り返って次に
つなげる「主体的な学び」が実現でき
ているか。

【深い学び】

習得・活用・探究という学びの過程の中で、
各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働
かせながら、知識を相互に関連付けてより深く
理解したり、情報を精査して考えを形成したり、
問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考
えを基に創造したりすることに向かう「深い学
び」が実現できているか。

学ぶことに興味や関心をもち、自己
のキャリア形成の方向性と関連付けな
がら、見通しをもって粘り強く取り組
み、自己の学習活動を振り返って次に
つなげる「主体的な学び」が実現でき
ているか。

【深い学び】

習得・活用・探究という学びの過程の中で、
各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働
かせながら、知識を相互に関連付けてより深く
理解したり、情報を精査して考えを形成したり、
問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考
えを基に創造したりすることに向かう「深い学

【【対対話話的的なな学学びび】】 

子ども同士の協働、教職員や地
域の人との対話、先哲の考え方を
手掛かりに考えること等を通じ、
自己の考えを広げ深める「対話的
な学び」が実現できているか。

【育成をめざす資質・能力】
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探探究究的的なな学学びびのの質質のの向向上上 
(担当：高校教育課/義務教育課/地域連携教育推進課/教育情報化推進室)

■ 教育プログラム一覧（11本）

A 【やまぐち発の自己発見プログラム】
● 知らない間に自分を縛っていた「見えない常

識」を外し、自分の能力を開花させる。
・ A-1 常識のタガを外す
・ A-2 自分を売り込む名前デザイン

C 【教員向け教育プログラム】
● ＰＢＬやＳＴＥＡＭ教育の視点での授業設

計や生徒の発想を促すファシリテーションを
実現する。
・ C-1 きびる型 STEAM教育の手引き
・ C-2 ファシリテーションを考える

               ワークショップ
・ C-3 プロジェクトマネジメントの型

やまぐち発のコミュニティ型ＰＢＬの教育プログラム

「「BB--55 中中身身ののいいららなないいププレレゼゼンンのの授授業業」」が
  R4年度県立学校で最も活用されています。

児童生徒はププレレゼゼンンテテーーシショョンンのの「「技技」」を使って相手に伝

わりやすいプレゼンテーションができると好評です。

B 【やまぐち発のコミュニティ型PBL 】
● 「生徒が主体的に考える」「地域や社会の課

題に取り組む」「地元に興味と愛着をもつ」こ
とを重視した PBLの授業をめざす。
＜調査方法＞
・ B-1 クリエーティブ・リサーチ
＜アイデア発想＞
・ B-2 PROTOTYPE FOR ONE
・ B-3 アイデア１００本ノック
・ B-4 誰でもデザイナーになれる授業
＜プレゼンテーション＞
・ B-5 中身のいらないプレゼンの授業
＜クリティカルシンキング＞
・ B-6 プロセスの模様替え

「やまぐちＩＣＴ新たな学び（YAMA-LABO）」

サイト「やまぐちの新たな学び」ページから

教育プログラムをダウンロードできます。

YAMA-LABOサイト「やまぐち新たな学び」ページ

探究的な学びの質を高める「教育プログラムの研究開発」探究的な学びの質を高める「教育プログラムの研究開発」

まなびで“きびる”プロジェクトまなびで“きびる”プロジェクト
～まなびで、学校・家庭・地域をきびって（つないで）いきたい～

・ 自分を縛っていた考えを外し、自分にどんな特徴があるのかを見見つつめめななおおすすヒヒンントトとすることによ

り、主主体体的的なな課課題題解解決決、、豊豊かかなな発発想想ににつつななげげまますす。。【【ややままぐぐちち発発のの自自己己発発見見ププロロググララムム】】

・ 各教科や総合的な探究（学習）の時間等の探究的な学びにおける、課題発見・解決のための調調査査方方

法法ややアアイイデデアア発発想想ののココツツ、解決策を伝えるためのププレレゼゼンンテテーーシショョンンのの技技を知ることができる解解決決・・

思思考考ツツーールルです。【【ややままぐぐちち発発ののココミミュュニニテティィ型型ＰＰＢＢＬＬ】】 

■ 教育プログラムとは・・・「探究学習のヒント」

新たな学び 授業

自己発見

課題解決

A【やまぐち発の自己発見プログラム】

B 【やまぐち発のコミュニティ型PBL】

C【教員向け教育プログラム】
・リフレクション

・調査
・アイデア発想
・クリティカルシンキング
・プレゼンテーション

・授業設計
・ファシリテーション
・プロジェクト・マネジメント

■ 教育プログラムとは・・・「探究学習のヒント」

「まなびで“きびる”プロジェクト」（令和２・３・４年度）で開発した教育プログラムを総合的な

探究（学習）の時間等で活用することで、児童・生徒の思考を深めることが期待できます。また、初め

て指導する先生方にも効果的に指導できるツールとして活用できます。
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探探究究的的なな学学びびのの質質のの向向上上 
(担当：高校教育課/義務教育課/地域連携教育推進課/教育情報化推進室)

■ 教育プログラム一覧（11本）

A 【やまぐち発の自己発見プログラム】
● 知らない間に自分を縛っていた「見えない常

識」を外し、自分の能力を開花させる。
・ A-1 常識のタガを外す
・ A-2 自分を売り込む名前デザイン

C 【教員向け教育プログラム】
● ＰＢＬやＳＴＥＡＭ教育の視点での授業設

計や生徒の発想を促すファシリテーションを
実現する。
・ C-1 きびる型 STEAM教育の手引き
・ C-2 ファシリテーションを考える

               ワークショップ
・ C-3 プロジェクトマネジメントの型

やまぐち発のコミュニティ型ＰＢＬの教育プログラム

「「BB--55 中中身身ののいいららなないいププレレゼゼンンのの授授業業」」が
  R4年度県立学校で最も活用されています。

児童生徒はププレレゼゼンンテテーーシショョンンのの「「技技」」を使って相手に伝

わりやすいプレゼンテーションができると好評です。

B 【やまぐち発のコミュニティ型PBL 】
● 「生徒が主体的に考える」「地域や社会の課

題に取り組む」「地元に興味と愛着をもつ」こ
とを重視した PBLの授業をめざす。
＜調査方法＞
・ B-1 クリエーティブ・リサーチ
＜アイデア発想＞
・ B-2 PROTOTYPE FOR ONE
・ B-3 アイデア１００本ノック
・ B-4 誰でもデザイナーになれる授業
＜プレゼンテーション＞
・ B-5 中身のいらないプレゼンの授業
＜クリティカルシンキング＞
・ B-6 プロセスの模様替え

「やまぐちＩＣＴ新たな学び（YAMA-LABO）」

サイト「やまぐちの新たな学び」ページから

教育プログラムをダウンロードできます。

YAMA-LABOサイト「やまぐち新たな学び」ページ

探究的な学びの質を高める「教育プログラムの研究開発」

まなびで“きびる”プロジェクト
～まなびで、学校・家庭・地域をきびって（つないで）いきたい～

・ 自分を縛っていた考えを外し、自分にどんな特徴があるのかを見見つつめめななおおすすヒヒンントトとすることによ

り、主主体体的的なな課課題題解解決決、、豊豊かかなな発発想想ににつつななげげまますす。。【【ややままぐぐちち発発のの自自己己発発見見ププロロググララムム】】

・ 各教科や総合的な探究（学習）の時間等の探究的な学びにおける、課題発見・解決のための調調査査方方

法法ややアアイイデデアア発発想想ののココツツ、解決策を伝えるためのププレレゼゼンンテテーーシショョンンのの技技を知ることができる解解決決・・

思思考考ツツーールルです。【【ややままぐぐちち発発ののココミミュュニニテティィ型型ＰＰＢＢＬＬ】】 

■ 教育プログラムとは・・・「探究学習のヒント」

新たな学び 授業

自己発見

課題解決

A【やまぐち発の自己発見プログラム】

B 【やまぐち発のコミュニティ型PBL】

C【教員向け教育プログラム】
・リフレクション

・調査
・アイデア発想
・クリティカルシンキング
・プレゼンテーション

・授業設計
・ファシリテーション
・プロジェクト・マネジメント

「まなびで“きびる”プロジェクト」（令和２・３・４年度）で開発した教育プログラムを総合的な

探究（学習）の時間等で活用することで、児童・生徒の思考を深めることが期待できます。また、初め

て指導する先生方にも効果的に指導できるツールとして活用できます。

理理数数教教育育のの充充実実    （担当：高校教育課／義務教育課／地域連携教育推進課）

理数教育の「裾野拡大」「意欲向上」「能力伸長」の３つの視点から、児童生徒の発達の

段階に応じた手だてを講じることにより、ねらいとする能力・態度の育成を小学校・中学校・

高等学校と系統的に進めていく。

○ 早い段階からの科学に対する興味・関心の喚起

○ 体験的・探究的活動に重点を置いた理数教育の実施

○ 児童生徒の発達の段階に応じた系統的・継続的な理数教育の充実

【身に付けさせたい能力等】
能力伸長 【手立て】

◆ 生徒同士が高め合う場・成果を披
露する場の提供

【競技会・セミナー・発表会】

◆ 学校間連携・校種間連携の強化
【全県的な取組への拡大】

◆ 体験的・探究的な活動の充実
【観察・実験の重視、授業改善】

◆ 大学やＪＡＸＡなど校外の専門機
関と連携した活動の充実

【先端科学技術体験・地域の自然体験】

◆ 大学や地域の産業界と連携した科
学教室の開催

【科学技術や地元産業に関する体験】

・ 科学的に考察

し表現する能力・

態度

・ 創造的な能力

・ 様々なことに

挑戦する態度

・ 知識・技能を活

用し、探究心を

もって、課題を

解決しようとす

る能力・態度

意欲向上

・ 知的好奇心を

も っ て 主 体 的

に 学 ぼ う と す

る態度

裾野拡大

切磋琢磨し、
より高いレベ
ルに挑戦

理数を学ぶ意
義や有用性を
実感

科学技術・自
然の事物・現
象 に 対 す る
興味・関心の
喚起

【やまぐちサイエンス・キャンプ】 【「科学の甲子園」山口県大会】
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① 道徳教育推進のための協力体制の確立
○ 校長の方針を明確化し、学校の特色や課題に即した道徳教育を展開

○ 「道徳教育推進教師」を中心とした全校体制による取組

② 道徳教育の全体計画、道徳科の授業の年間指導計画の工夫、見直し
○ 生命尊重や思いやりの心、規範意識等の各学校の道徳教育の重点内容項目の明確化

○ 学校の教育活動全体を通じて行う観点からの全体計画の見直し

○ 特色ある教育活動や豊かな体験活動等と関連付け、計画的に道徳性を育成する別葉※の作成

○ 全体計画に基づき、教科書や副教材を効果的に活用する年間指導計画の見直し
※ 別葉とは、道徳授業以外の道徳教育の内容及び時期を、全体計画の一部として一覧表にして示した

もの

③ 道徳科の授業の充実
○ 主体的に考え、他者の考えを通して道徳的価値の自覚を深めるための指導の手だての検討

○ 国の指導者養成研修受講者を講師として行う校内研修等の実施による全教職員の指導力の向上

④ 家庭や地域と連携した道徳教育の推進
○ 地域人材や専門家などゲストティーチャーと連携・協働した授業や、児童生徒と保護者や

地域の方がともに語り合う参加型の授業などによる取組の推進

○ 学校運営協議会と連携し、道徳教育の視点から目的を共有した教育活動の展開  

道道徳徳教教育育のの充充実実      （担当：義務教育課／高校教育課／特別支援教育推進室）

  

「やまぐちっ子の心を育む道徳教育」プロジェクト

児童生徒がいじめの問題等に主体的に対処することのできる実効性ある力を育成

道徳授業セミナー（10 月～11 月）
■ 道徳科に対応した指導方法や発達の段階に

応じた指導方法等、道徳科の特質を生かした授
業の公開（２年次推進校）

※ 幼・小・中・高等学校の教員対象

道徳教育パワーアップ研究協議会（７月）
■ 「道徳科を要とした道徳教育の推進に向けた道

徳教育推進教師の役割」についての講義
■ 小・中・高各部会での各校種における効果的な

取組事例の共有化と授業づくり研修
※ 小・中・高等学校の道徳教育推進教師対象

心に響く講師派遣事業（６月～１月）          
■ 道徳教育の充実に向け、心に響く外部講師を派

遣し保護者や地域と児童生徒がともに考えること
ができる講演会や授業を実施

※ 小・中学校対象（実施予定校：20～25 校）

道徳教育学校サポート事業（６月～１月）
■ 国の指導者養成研修受講者等による校内研修へ

の指導支援
※ 小・中学校対象（実施予定校：20～25 校）

○ 小・中学校においては、道徳科を要として子どもたちの基本的な倫理観や社会性、規範意識
等を育むとともに、発達の段階に応じた道徳教育を充実

○ 高等学校においては、公民科の「公共」及び「倫理」並びに特別活動を中核的な指導の場面と
しつつ、学校の教育活動全体を通じた道徳教育を充実

○ 指導力の向上、校内指導体制の充実、家庭・地域との連携による道徳教育の推進
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① 道徳教育推進のための協力体制の確立
○ 校長の方針を明確化し、学校の特色や課題に即した道徳教育を展開

○ 「道徳教育推進教師」を中心とした全校体制による取組

② 道徳教育の全体計画、道徳科の授業の年間指導計画の工夫、見直し
○ 生命尊重や思いやりの心、規範意識等の各学校の道徳教育の重点内容項目の明確化

○ 学校の教育活動全体を通じて行う観点からの全体計画の見直し

○ 特色ある教育活動や豊かな体験活動等と関連付け、計画的に道徳性を育成する別葉※の作成

○ 全体計画に基づき、教科書や副教材を効果的に活用する年間指導計画の見直し
※ 別葉とは、道徳授業以外の道徳教育の内容及び時期を、全体計画の一部として一覧表にして示した

もの

③ 道徳科の授業の充実
○ 主体的に考え、他者の考えを通して道徳的価値の自覚を深めるための指導の手だての検討

○ 国の指導者養成研修受講者を講師として行う校内研修等の実施による全教職員の指導力の向上

④ 家庭や地域と連携した道徳教育の推進
○ 地域人材や専門家などゲストティーチャーと連携・協働した授業や、児童生徒と保護者や

地域の方がともに語り合う参加型の授業などによる取組の推進

○ 学校運営協議会と連携し、道徳教育の視点から目的を共有した教育活動の展開  

道道徳徳教教育育のの充充実実      （担当：義務教育課／高校教育課／特別支援教育推進室）

  

「やまぐちっ子の心を育む道徳教育」プロジェクト

児童生徒がいじめの問題等に主体的に対処することのできる実効性ある力を育成

道徳授業セミナー（10 月～11 月）
■ 道徳科に対応した指導方法や発達の段階に

応じた指導方法等、道徳科の特質を生かした授
業の公開（２年次推進校）

※ 幼・小・中・高等学校の教員対象

道徳教育パワーアップ研究協議会（７月）
■ 「道徳科を要とした道徳教育の推進に向けた道

徳教育推進教師の役割」についての講義
■ 小・中・高各部会での各校種における効果的な

取組事例の共有化と授業づくり研修
※ 小・中・高等学校の道徳教育推進教師対象

心に響く講師派遣事業（６月～１月）          
■ 道徳教育の充実に向け、心に響く外部講師を派

遣し保護者や地域と児童生徒がともに考えること
ができる講演会や授業を実施

※ 小・中学校対象（実施予定校：20～25 校）

道徳教育学校サポート事業（６月～１月）
■ 国の指導者養成研修受講者等による校内研修へ

の指導支援
※ 小・中学校対象（実施予定校：20～25 校）

○ 小・中学校においては、道徳科を要として子どもたちの基本的な倫理観や社会性、規範意識
等を育むとともに、発達の段階に応じた道徳教育を充実

○ 高等学校においては、公民科の「公共」及び「倫理」並びに特別活動を中核的な指導の場面と
しつつ、学校の教育活動全体を通じた道徳教育を充実

○ 指導力の向上、校内指導体制の充実、家庭・地域との連携による道徳教育の推進

外外国国語語教教育育のの充充実実              （担当：義務教育課／高校教育課）

明明日日ののややままぐぐちちをを担担うう産産業業人人材材育育成成事事業業業業業 
・・ 全全国国レレベベルルのの技技術術力力やや実実践践力力ををももっったた人人材の育成成 

学科の特色に応じた熟練技能者による技術講習会の実施

材材の育成
学科の特色に応じた熟練技能者による技術講習会の実施

・・ ＤＤＸＸにに対対応応ししたた専専門門技技術術ををももっったた人人材材のの育育成成成成成成成成成 

デジタル化対応産業教育装置を活用した技術講習会や資格取

得講座の実施得講座の実施

・・ 資資格格取取得得等等のの支支援援 
ICT 等も効果的に活用し、生徒の意欲やスキルに合わせた資格

取得等を推進取得等を推進

企企業業かからら学学ぶぶ！！専専門門高高校校カカーーボボンンニニュューートトララルルププロロジジェェククトト 
カーボンニュートラルの実現に向けて先進的に取り組む企業と専門高校が連携

し、学科の専門性に応じた研修や現場見学、現場実習等の教育活動を展開

専門高校、総合支援学校（就業実践科）等に入学

職職業業人人にに求求めめらら

れれるる力力 
○ 各専門分野に必要

な実践力

○ 専門分野にとどまら

ず、社会の変化や産業

の動向に対応する力

○ 自らの将来や社会

を力強く切り拓いて

いく力

○ 自らの将来や社会

を力強く切り拓い

いく力

応応用用・・発展 
（（専専門門知知識識やや技技術術のの育育成成・・ 

地地域域産産業業をを担担うう意意識識のの向向上上））

基基礎礎・・基基本本  

（（知知識識・・技技能能のの向向上上））

山山口口県県産産業業のの将将来来をを担担うう人人材材のの育育成成 

小・中学校 ものづくり教室、工場見学の実施
    電子ブック「山口県の工業」の活用等

産・学・公との連携・協力
企業、大学、関係機関等

・ 企業実習受入、講師派遣

・ 若年技能者人材育成支援等事業

・ 次代を担う産業人材育成推進事業

・ ものづくり産業技能向上対策事業 等

○○ 将将来来ののススペペシシャャリリスストトのの育育成成：：専専門門分分野野のの基基礎礎的的・・基基本本的的なな知知識識・・技技術術のの定定着着とと実実践践力力のの育育成成 
○○ ：：地地域域産産業業やや地地域域社社会会ととのの連連携携 
○○ 人人 間間 性性 豊豊 かか なな 職職 業業 人人 のの 育育 成成：：規規範範意意識識、、倫倫理理観観のの育育成成 

職職業業教教育育のの充充実実     (担当：高校教育課／義務教育課／特別支援教育推進室)

な実践力

○ 専門分野にとどまら

ず、社会の変化や産業

の動向に対応する力

○ 自らの将来や社会発展

探探究究・・創創造造 
（（課課題題解解決決力力のの育育成成・・ 

実実践践力力のの強強化化）） 
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①知識・概念を習得する、②地域社会に参加する、③自分で考え判断する、そして④投票
に向けて準備する、の４つの視点から、主権者教育を「積極的に」「効果的に」「公正に」
推進し、自ら考え判断し、行動する高い資質をもった有権者を育成する。

教教育育のの情情報報化化のの充充実実 
（担当：教育情報化推進室/高校教育課/義務教育課/教職員課/特別支援教育推進室/学校

安全･体育課/やまぐち総合教育支援センター）

主主権権者者教教育育のの充充実実 (担当：高校教育課／義務教育課／学校安全・体育課／教職員課)

自自らら考考ええ判判断断しし、、行行動動すするる高高いい資資質質ををももっったた有有権権者者のの育育成成 

「実際の投票行動を促す取組」
○ 模擬選挙  ○ 模擬議会  ○ 選挙啓発  ○ 公職選挙法の理解 など

④④投投票票にに向向けけてて準準備備すするる 

「社会参加を促す取組」
○ ボランティア
○ インターンシップ
○ 地域と連携した教育活動
○ 地域の課題解決に向けた取組 など

「政治的リテラシーの育成」
○ 論理的思考力

○ 多面的・多角的に考察し、公正に判断する力

○ 協働的に追究し解決する力

○ 公共的な事柄に自ら参画しようとする力 など

③③自自分分でで考考ええ 
判判断断すするる 

②②地地域域社社会会にに 

参参加加すするる 

「政治や選挙に関する基礎的な知識・概念の学習」
○ 日本国憲法  ○ 現代の諸課題  ○ 政治制度、選挙の仕組み など

①①知知識識・・概概念念をを 
習習得得すするる 

【教育の情報化の３つの柱】
○ 情報教育の充実 ～児童生徒の情報活用能力の育成～

(1) 学習指導要領の円滑な実施（教科情報、プログラミング教育の充実等）

(2) 情報モラル教育の充実

  ア 情報教育年間指導計画の作成

  イ 情報モラル研修会の実施

（県警や民間事業者との連携）

○ 教科等の指導におけるＩＣＴの活用

～各教科等の目標を達成するための効果的なＩＣＴの活用～

(1) 教員等のＩＣＴ活用指導力向上に向けた研修の充実  

(2) 「やまぐちＩＣＴ新たな学びラボ（ＹＡＭＡ－ＬＡＢＯ）」の充実及び活用促進

(3) 教育データの活用の推進

○ 校務の情報化の推進

～児童生徒と向き合う時間の確保、情報共有によるきめ細かな指導～

(1) 統合型校務支援システムの早期導入や活用促進による業務の効率化

(2) クラウドサービス等を利用した教職員間の情報共有の推進

【教育の情報化の３つの柱】
～児童生徒の情報活用能力の育成～

学習指導要領の円滑な実施（教科情報、プログラミング教育の充実等）

児童生徒が変わる

【教育の情報化の３つの柱】

次の３つの柱を中心とした教育の情報化を推進するとともに、令和２年度に整備した
ＩＣＴ環境を活用し、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させ、子ど
もたちの可能性を広げる「やまぐちスマートスクール構想」を推進することで、変化の
激しい社会に主体的に対応する人材の育成をめざす。
※ 「やまぐちスマートスクール構想」の推進に向けた取組はＰ９５参照

統合型校務支援システムの早期導入や活用促進による業務の効率化

学校が変わる

教科等の目標を達成するための効果的なＩＣＴの活用～ 授業が変わる
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①知識・概念を習得する、②地域社会に参加する、③自分で考え判断する、そして④投票
に向けて準備する、の４つの視点から、主権者教育を「積極的に」「効果的に」「公正に」
推進し、自ら考え判断し、行動する高い資質をもった有権者を育成する。

教教育育のの情情報報化化のの充充実実 
（担当：教育情報化推進室/高校教育課/義務教育課/教職員課/特別支援教育推進室/学校

安全･体育課/やまぐち総合教育支援センター）

主主権権者者教教育育のの充充実実 (担当：高校教育課／義務教育課／学校安全・体育課／教職員課)

自自らら考考ええ判判断断しし、、行行動動すするる高高いい資資質質ををももっったた有有権権者者のの育育成成 

「実際の投票行動を促す取組」
○ 模擬選挙  ○ 模擬議会  ○ 選挙啓発  ○ 公職選挙法の理解 など

④④投投票票にに向向けけてて準準備備すするる 

「社会参加を促す取組」
○ ボランティア
○ インターンシップ
○ 地域と連携した教育活動
○ 地域の課題解決に向けた取組 など

「政治的リテラシーの育成」
○ 論理的思考力

○ 多面的・多角的に考察し、公正に判断する力

○ 協働的に追究し解決する力

○ 公共的な事柄に自ら参画しようとする力 など

③③自自分分でで考考ええ 
判判断断すするる 

②②地地域域社社会会にに 

参参加加すするる 

「政治や選挙に関する基礎的な知識・概念の学習」
○ 日本国憲法  ○ 現代の諸課題  ○ 政治制度、選挙の仕組み など

①①知知識識・・概概念念をを 
習習得得すするる 

【教育の情報化の３つの柱】
○ 情報教育の充実 ～児童生徒の情報活用能力の育成～

(1) 学習指導要領の円滑な実施（教科情報、プログラミング教育の充実等）

(2) 情報モラル教育の充実

  ア 情報教育年間指導計画の作成

  イ 情報モラル研修会の実施

（県警や民間事業者との連携）

○ 教科等の指導におけるＩＣＴの活用

～各教科等の目標を達成するための効果的なＩＣＴの活用～

(1) 教員等のＩＣＴ活用指導力向上に向けた研修の充実  

(2) 「やまぐちＩＣＴ新たな学びラボ（ＹＡＭＡ－ＬＡＢＯ）」の充実及び活用促進

(3) 教育データの活用の推進

○ 校務の情報化の推進

～児童生徒と向き合う時間の確保、情報共有によるきめ細かな指導～

(1) 統合型校務支援システムの早期導入や活用促進による業務の効率化

(2) クラウドサービス等を利用した教職員間の情報共有の推進

児童生徒が変わる

次の３つの柱を中心とした教育の情報化を推進するとともに、令和２年度に整備した
ＩＣＴ環境を活用し、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させ、子ど
もたちの可能性を広げる「やまぐちスマートスクール構想」を推進することで、変化の
激しい社会に主体的に対応する人材の育成をめざす。
※ 「やまぐちスマートスクール構想」の推進に向けた取組はＰ９５参照

学校が変わる

授業が変わる

 

３３    ググロローーババルルにに活活躍躍しし、、イイノノベベーーシショョンンをを担担うう人人材材のの育育成成  
【取組方針】 

◆ 目標や課題にチャレンジし、グローバルな視点やリーダーシップ、高い志をもって言語

や文化が異なる人々と協働しながら課題解決に向けて行動できる人材の基盤となる資質・

能力の育成に向け、実践的な語学力・コミュニケーション能力、郷土をはじめ日本や諸外

国の伝統・文化を理解・尊重する態度及び国際協調・協力を実践する態度等を身に付けさ

せる取組を推進する。 

◆ 探究科では、質の高い深い学びを通し、知識・技能の確実な習得を図るとともに、専門

的な研究活動や教科の発展的な学習を推進することにより、思考力・判断力・表現力など

を高め、大学等における高度でより能動的な学修につながる学力を育む。 

◆ 体験的・探究的活動に重点を置いた理数教育の充実を図り、知的好奇心をもって主体的

に学ぼうとする態度や、科学的に探究する能力、創造的な思考力などの育成を図る。 
 

【主な取組】   （担当課：義務教育課／高校教育課） 

 

 

主主なな取取組組とと内内容容  実実施施主主体体  

■ 海外留学の促進 

 ○ 慶尚南道友好相互交流の推進 

・ 韓国慶尚南道から訪問団を招き、高校での授業体験・意見交換等を通した

相互交流や産業・文化施設訪問等による異文化体験を実施（高） 

（交流テーマ：「ＳＤＧｓ」、実施時期：10月以降を予定） 

県・ 
学校（高） 

○ 海外留学に対する気運の醸成 

新 海外留学への関心を喚起し、留学に対する意欲や気運を醸成する「Ａｌｏ

ｈａミーティング」、「Ｍａｈａｌｏミーティング」の開催（中・高） 

・ 海外留学をする高校生への留学に必要な経費の一部を補助（高） 

（留学先：ハワイ、実施時期：７月末～８月中旬 

人数：上限 20人、補助金額：上限 60千円／人［予定］） 

県・市町・ 
学校（中高） 

■ 英語によるコミュニケーション能力の育成 

 ○ 教員研修の充実 

・ 外国語指導助手と日本人教員との効果的なティーム・ティーチングに資す

る「山口県外国語指導助手指導力等向上研修会」の実施 

○ 英語教育の充実 

 ・ 米軍岩国基地関係者との交流や、地域で行われる国際交流イベントへの参加の促進 

・ 県東部地域において、１人１台タブレット端末等を活用したオンライン英

会話講座受講や海外研修等により英語力を育成 

県・市町・ 
学校 

■ グローバルリーダーの育成 

 ○ 未来を拓く次代のリーダーの育成 

・ 課題解決能力・コミュニケーション能力等の国際的素養の育成に向けた発

展的・探究的な学習活動の実施 

・ 地域に貢献する次世代リーダー・グローカル人材を育成 

県・ 
学校（高） 

■ 大学等での高度な学修の基盤となる学力育成（探究科） 

 ○ 探究科の充実 

・ 宇部高校、下関西高校及び萩高校に設置している探究科において、大学入

学者選抜への対応に取り組むとともに、次代を担うリーダーとして活躍でき

る人材を育成 

・ これまでの取組の成果と課題を踏まえ、今後の探究科の拡充について検討 

県・ 
学校（高） 
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主な指標 最新値 目標値

中学校卒業段階で英検３級以上相当、高等学校卒業段

階で英検準２級以上相当を達成した中高校生の割合

中学校卒業段階

50.7％

高等学校卒業段階

48.3％

（2022年度）

中学校卒業段階

60.0％

高等学校卒業段階

50.0％

ヤング・サイエンティスト拡大事業における小・中学

生対象の科学教室への参加者数

小・中 2,628人

（2022年度）
小・中 24,000人

やまぐちサイエンス・キャンプの参加高校生数
高 74人

（2022年度）
高 100人

○ 協働的・課題解決的な学習活動の充実

・ 課題を解決していく力や表現力等を育成する科目を設定し、情報を分析し

て自分の考えを論理的にまとめる力や、プレゼンテーション能力等を育成

・ 数学・理科・英語において、より高度な内容を含む科目を設定し、発展的な

学習を行うことで、高い学力を育成

・ 全ての教育活動の中で、ゼミ形式の授業やフィールドワークなど、多様な

学習形態を積極的に活用

県・学校
（高）

■ 体験的・探究的活動に重点を置いた理数教育の充実

○ 大学等と連携した次代の技術革新を担う人材育成

・ 「『科学の甲子園』山口県大会」（中学生・高校生対象）の開催（８・11月）

・ 「国際科学オリンピック」への参加促進及び能力伸長に向けたやまぐち

サイエンス・キャンプの開催（６月）

県・市町・
学校（中高）

○ 創造性を高める指導方法の開発・普及

・ スーパーサイエンスハイスクール指定校による研究成果発表会の開催

・ 理数科又は探究科設置高校等における課題研究など体験的・探究的な学習

活動の充実（大学やＪＡＸＡなど外部専門機関との連携）

県・学校
（高）

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載
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主な指標 最新値 目標値

中学校卒業段階で英検３級以上相当、高等学校卒業段

階で英検準２級以上相当を達成した中高校生の割合

中学校卒業段階

50.7％

高等学校卒業段階

48.3％

（2022年度）

中学校卒業段階

60.0％

高等学校卒業段階

50.0％

ヤング・サイエンティスト拡大事業における小・中学

生対象の科学教室への参加者数

小・中 2,628人

（2022年度）
小・中 24,000人

やまぐちサイエンス・キャンプの参加高校生数
高 74人

（2022年度）
高 100人

○ 協働的・課題解決的な学習活動の充実

・ 課題を解決していく力や表現力等を育成する科目を設定し、情報を分析し

て自分の考えを論理的にまとめる力や、プレゼンテーション能力等を育成

・ 数学・理科・英語において、より高度な内容を含む科目を設定し、発展的な

学習を行うことで、高い学力を育成

・ 全ての教育活動の中で、ゼミ形式の授業やフィールドワークなど、多様な

学習形態を積極的に活用

県・学校
（高）

■ 体験的・探究的活動に重点を置いた理数教育の充実

○ 大学等と連携した次代の技術革新を担う人材育成

・ 「『科学の甲子園』山口県大会」（中学生・高校生対象）の開催（８・11月）

・ 「国際科学オリンピック」への参加促進及び能力伸長に向けたやまぐち

サイエンス・キャンプの開催（６月）

県・市町・
学校（中高）

○ 創造性を高める指導方法の開発・普及

・ スーパーサイエンスハイスクール指定校による研究成果発表会の開催

・ 理数科又は探究科設置高校等における課題研究など体験的・探究的な学習

活動の充実（大学やＪＡＸＡなど外部専門機関との連携）

県・学校
（高）

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

東東部部地地域域ググロローーカカルル人人材材育育成成事事業業
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育育
成成 

ググロローーババルル人人材材のの育育成成にに向向けけてて             (担当：高校教育課)
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人人
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育育
成成 

ＯＯｈｈａａｎｎａａ！！ハハワワイイ交交流流ププロロググララムム

探探究究科科ののねねららいい【【概概念念図図】】               (担当：高校教育課)

Ａｌｏｈａミーティング

ハワイへの短期留学

Ｍａｈａｌｏミーティング

留学に向けた意欲の醸成
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１４日間の語学研修ホームステイ

留学成果の発表
ハワイとのオンライン交流活動
次年度に向けた留学機運の醸成
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４４  進進路路指指導導のの充充実実  
【取組方針】 

 ◆ 子どもたちが生涯にわたって学び続ける意欲をもち、自立した社会人となるための基盤 

  をつくることができるよう、各学校における組織的な進路指導体制を強化するとともに、 

生徒一人ひとりの希望に応じた系統的・計画的かつきめ細かな進路指導を推進する。 

◆ 生徒の進路意識の醸成、学習習慣の定着、学力の伸長に資する取組等を支援し、生徒一 

人ひとりの進路実現を図る。 

 ◆ 郷土に誇りと愛着をもった社会の有為な形成者を育成するため、教員と就職サポーター

等の連携強化により、地域産業に対する理解を促す取組や積極的な求人開拓を進め、生徒

の意向を踏まえた就職の実現を図る。 

【主な取組】         （担当課：義務教育課／高校教育課／特別支援教育推進室） 

主主なな取取組組とと内内容容  実実施施主主体体  

■ 組織的、系統的・計画的な進路指導の推進 

 ○ 中学校における進路指導の充実 

 ・ キャリア教育の視点に立った進路指導と進路相談等による子どもたちの状況 

に応じたきめ細かな支援の充実 

・ 「県市町キャリア教育連携・推進会議」の開催 

・ キャリア・パスポートの効果的な活用 

県・市町・

学校（中） 

○ 進路指導計画による系統的な進路指導の推進 

 ・ 学校の特色や生徒の実態に応じた進路指導計画(進路シラバス)の工夫・改善 

県・ 
学校（高） 

○ 個人別進路資料による継続的な進路指導の推進 

 ・ 一人ひとりの進路希望や学習の状況を集約した個人別進路資料(進路カルテ)

の活用促進及び工夫・改善 

県・ 
学校（高） 

○ 総合支援学校における小学部から高等部まで一貫したキャリア教育の推進 

 ・ 個別の教育支援計画や個別の指導計画、キャリア発達段階表等の活用によ

る障害の状態に応じたきめ細かな支援の充実 

学校（特） 

■ 進学支援の充実 

 ○ 中学校における進学支援の充実 

 ・ 「キャリア・ガイドブック『夢サポート』」の活用 

・ 高校教員等を講師とした「進路説明会」の開催 

 ・ 高校生を講師とした「卒業生に学ぶ会」の開催 

学校（中） 

新 進学意欲の向上を図る取組の充実 

・ 次代に求められる資質・能力をもった生徒を育成するためのセミナーや、

最先端の研究に関する講座等を実施 

・ 地域医療を担う人材の育成に向け、医学部進学に向けたセミナーや体験プ

ログラムを実施 

県・ 

学校（高） 

○ 進路意識の醸成や学習意欲の向上を図る進学指導の充実 

・ 「学校プランサポート」による学習合宿や学校間の連携など各学校のオリ

ジナリティあふれる進学指導の工夫・改善 

・ 高校と大学等の連携による、県内大学等の魅力を体験する企画を実施 

県・ 

学校（高） 

○ 一人ひとりに応じた教科指導等の充実に向けた個別の指導計画の作成と活用 

 ・ 個別の指導計画に基づく、進路希望の実現に向けた、きめ細かな各教科等

の指導や授業改善等の充実 

学校（特） 
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４４  進進路路指指導導のの充充実実  
【取組方針】 

 ◆ 子どもたちが生涯にわたって学び続ける意欲をもち、自立した社会人となるための基盤 

  をつくることができるよう、各学校における組織的な進路指導体制を強化するとともに、 

生徒一人ひとりの希望に応じた系統的・計画的かつきめ細かな進路指導を推進する。 

◆ 生徒の進路意識の醸成、学習習慣の定着、学力の伸長に資する取組等を支援し、生徒一 

人ひとりの進路実現を図る。 

 ◆ 郷土に誇りと愛着をもった社会の有為な形成者を育成するため、教員と就職サポーター

等の連携強化により、地域産業に対する理解を促す取組や積極的な求人開拓を進め、生徒

の意向を踏まえた就職の実現を図る。 

【主な取組】         （担当課：義務教育課／高校教育課／特別支援教育推進室） 

主主なな取取組組とと内内容容  実実施施主主体体  

■ 組織的、系統的・計画的な進路指導の推進 

 ○ 中学校における進路指導の充実 

 ・ キャリア教育の視点に立った進路指導と進路相談等による子どもたちの状況 

に応じたきめ細かな支援の充実 

・ 「県市町キャリア教育連携・推進会議」の開催 

・ キャリア・パスポートの効果的な活用 

県・市町・

学校（中） 

○ 進路指導計画による系統的な進路指導の推進 

 ・ 学校の特色や生徒の実態に応じた進路指導計画(進路シラバス)の工夫・改善 

県・ 
学校（高） 

○ 個人別進路資料による継続的な進路指導の推進 

 ・ 一人ひとりの進路希望や学習の状況を集約した個人別進路資料(進路カルテ)

の活用促進及び工夫・改善 

県・ 
学校（高） 

○ 総合支援学校における小学部から高等部まで一貫したキャリア教育の推進 

 ・ 個別の教育支援計画や個別の指導計画、キャリア発達段階表等の活用によ

る障害の状態に応じたきめ細かな支援の充実 

学校（特） 

■ 進学支援の充実 

 ○ 中学校における進学支援の充実 

 ・ 「キャリア・ガイドブック『夢サポート』」の活用 

・ 高校教員等を講師とした「進路説明会」の開催 

 ・ 高校生を講師とした「卒業生に学ぶ会」の開催 

学校（中） 

新 進学意欲の向上を図る取組の充実 

・ 次代に求められる資質・能力をもった生徒を育成するためのセミナーや、

最先端の研究に関する講座等を実施 

・ 地域医療を担う人材の育成に向け、医学部進学に向けたセミナーや体験プ

ログラムを実施 

県・ 

学校（高） 

○ 進路意識の醸成や学習意欲の向上を図る進学指導の充実 

・ 「学校プランサポート」による学習合宿や学校間の連携など各学校のオリ

ジナリティあふれる進学指導の工夫・改善 

・ 高校と大学等の連携による、県内大学等の魅力を体験する企画を実施 

県・ 

学校（高） 

○ 一人ひとりに応じた教科指導等の充実に向けた個別の指導計画の作成と活用 

 ・ 個別の指導計画に基づく、進路希望の実現に向けた、きめ細かな各教科等

の指導や授業改善等の充実 

学校（特） 

主な指標 最新値 目標値

高校生等の就職決定率
99.8% 

(2021年度) 

100%に

近付ける

高校生等の県内就職割合
83.0% 

(2021年度) 
85%以上

中学校・高校卒業者のうち進路決定者の割合
中 99.0%
高 97.2% 
(2021年度)

増加させる

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 就職支援の充実

○ 就職ガイダンス、応募前職場見学、職場体験等による地域産業に対する理解の促進
・ 地域に就職した卒業生や山口県に I ターン等をした若者との座談会、
地域や地域産業の魅力を知るためのセミナーの実施

・ ＩＣＴを活用したオンライン面接や労働法制等の指導の充実
・ 山口しごとセンターやハローワーク等によるガイダンス等の実施
・ 就職を希望する生徒等と企業の採用担当者との面談を実施
・ 応募前職場見学等の積極的な実施

県・市町・

学校

（中高特）

○ 教員と就職サポーター等の連携による組織的な求人開拓や広域での迅速な
マッチング
・ 県内就職促進統括マネージャーを中心とした求人情報等の一元管理と情報
の共有化を通じた県内広域でのマッチングの促進

・ 教員等と企業の採用担当者の情報交換を実施
・ 教員等による企業訪問

県・学校

（高特）

○ 総合支援学校における職業教育・進路指導・就職支援の充実
・ 教員と総合支援学校就職支援コーディネーター、就職サポーターとの連携

  による現場実習先や求人の開拓及び企業の障害者雇用に関する理解促進
・ 生徒の就労意欲の向上や進路実現・進路先での定着等に向けた職場体験・

現場実習の充実
・ 就業実践科を中心とした職業教育・進路指導の充実
・ 学習意欲の向上や自己有用感を高めることができる「きらめき検定」（山
口県特別支援学校技能検定）の充実

県・学校

（高特）

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

高校生等が県内大学

等を訪問する取組

県内大学の大学生等

が県立学校を訪問す

る取組

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

高校生が、県内大学等の魅力やよさを知るための取組を県内大学等と連携して実施することに

より、若者の県内定着の促進に資する。

県県内内大大学学等等のの魅魅力力ややよよささににつついいててのの理理解解促促進進 

県県内内大大学学等等へへのの進進学学促促進進にに向向けけたた高高大大連連携携のの推推進進  
～やまぐちの未来へつなぐ高大連携事業～ （担当：高校教育課）

～大学等連携プラットフォーム運営事業～ （担当：総務部学事文書課）

「学校案内」「仕事体験」などのコーナーを
設置し、体験を通じて将来の進路を考える

県内大学魅力体験サポート 県内進学・仕事魅力発信フェア in やまぐち

「県内進学ガイドブック」
「オープンキャンパスマップ」の配付

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載
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総総合合支支援援学学校校ににおおけけるる進進路路指指導導のの推推進進～～キキャャリリアア発発達達段段階階表表等等のの活活用用にによよるるききめめ細細かかなな支支援援～～ 
                    （担当：特別支援教育推進室）

             

キャリア発達段階表と指導内容(例) 

領  域 幼稚部 小 学 部 中 学 部 高 等 部

卒

業

後

の

生

活

人間関係形成能力

遊
び
を
中
心
と
し
た
発
達
全
体
の
促
進

・ 人とのかかわり
・ 集団参加
・ 意思表現
・あいさつ、清潔、身だし
なみ

・ 自己理解、他者理解
・ 協力・共同

・ 場に応じた言動

   

情報活用能力

・ 様々 な情報への関心
・ 社会のきまり
・ 金銭の扱い
・ 働くよろこび

・ 情報収集と活用

・ 金銭の管理
・ 役割の理解
・ 働くことの意義

・ 法や制度への理解
・ 消費生活の理解

将来設計能力
・ 習慣形成
・ 夢や希望
・ やりがい

・ 生きがい
・ 進路計画

  

意思決定能力
・ 目標設定
・ 自己選択
・ 振り返り

・ 自己選択(決定、責任)
・ 肯定的な自己評価
・ 自己調整   

国立特別支援教育総合研究所「知的障害のある児童生徒のキャリアプランニング・マトリックス」を参考

進進学学支支援援のの推推進進 ～やまぐちの未来を創るフロントランナー育成事業～

(担当：高校教育課)   

地域医療の充実や人口減少の改善等に向け、高い志をもった高校生に、最先端の研究の
動向を踏まえた講義・演習やハイレベル課外授業等を提供することにより、将来の山口県
を担う人材の育成を図る。

各総合支援学校で、児童生徒の自立や社会参加につながるよう、各学部において育てたい
力を整理したキャリア発達段階表等を活用して、きめ細かな進路指導を行う。
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総総合合支支援援学学校校ににおおけけるる進進路路指指導導のの推推進進～～キキャャリリアア発発達達段段階階表表等等のの活活用用にによよるるききめめ細細かかなな支支援援～～ 
                    （担当：特別支援教育推進室）

             

キャリア発達段階表と指導内容(例) 

領  域 幼稚部 小 学 部 中 学 部 高 等 部

卒

業

後

の

生

活

人間関係形成能力

遊
び
を
中
心
と
し
た
発
達
全
体
の
促
進

・ 人とのかかわり
・ 集団参加
・ 意思表現
・あいさつ、清潔、身だし
なみ

・ 自己理解、他者理解
・ 協力・共同

・ 場に応じた言動

   

情報活用能力

・ 様々 な情報への関心
・ 社会のきまり
・ 金銭の扱い
・ 働くよろこび

・ 情報収集と活用

・ 金銭の管理
・ 役割の理解
・ 働くことの意義

・ 法や制度への理解
・ 消費生活の理解

将来設計能力
・ 習慣形成
・ 夢や希望
・ やりがい

・ 生きがい
・ 進路計画

  

意思決定能力
・ 目標設定
・ 自己選択
・ 振り返り

・ 自己選択(決定、責任)
・ 肯定的な自己評価
・ 自己調整   

国立特別支援教育総合研究所「知的障害のある児童生徒のキャリアプランニング・マトリックス」を参考

進進学学支支援援のの推推進進 ～やまぐちの未来を創るフロントランナー育成事業～

(担当：高校教育課)   

地域医療の充実や人口減少の改善等に向け、高い志をもった高校生に、最先端の研究の
動向を踏まえた講義・演習やハイレベル課外授業等を提供することにより、将来の山口県
を担う人材の育成を図る。

各総合支援学校で、児童生徒の自立や社会参加につながるよう、各学部において育てたい
力を整理したキャリア発達段階表等を活用して、きめ細かな進路指導を行う。

○ 県内就職サポーター等の配置

◆ 就職サポーター（公立 17人、私立４人）

  ・ 就職相談を踏まえた求人開拓、情報提供、マッチング

  ・ 生徒との早い段階からの個人面談の実施

◆ チーフ就職サポーター（公立３人）

  ・ 求人情報等を集約し、県内全域での共有化

  ・ 県内３地域（県東部、県央部、県西部）に配置

◆ 県内就職促進統括マネージャー（公立１人）

  ・ チーフ就職サポーターの統括、県内企業情報の分析・

提供、連携機関との窓口一元化、県内の高校等からの要

望に応じた個人面談等の実施

◆ 総合支援学校就職支援コーディネーター（公立４人）

  ・ 総合支援学校の生徒の現場実習先の開拓、就職支援

・ 障害者雇用に関する理解促進

○ 県内企業訪問推進事業

→ 応募前職場見学、教員等による企業訪問･求人要請

○ 県内就職促進協議会

→ 教員等と企業の採用担当者との情報交換

○ 県内企業就職説明会

→ 高校等の１・２年生、３年生の就職を希望する生徒、

保護者と企業の採用担当者との面談

○ 関係部局と連携した取組の推進

→ ＩＣＴも活用しながら、県内企業の特色・魅力について

理解を深めるための情報提供等

○ 地域産業魅力発見セミナー

→ 高校等の１・２年生及びそ

の保護者を対象としたセミナ

ーの実施

・ 地域に就職した卒業生や山

口県にＩターン等をした若者

との座談会の実施

・ ＩＣＴを活用した県内企業

を理解するセミナー等の実施

○ 地域産業就職ガイダンス

→ 山口しごとセンター等との

連携による就職に向けた意識

の醸成を図るためのガイダン

ス等の実施

→ ＩＣＴを活用したオンライ

ン面接や労働法制等に係るガ

イダンス等の実施

○ 県内産業魅力探究セミナー

→ 県内で活躍している起業家

や企業の経営者等による県内

産業への理解を深めるセミナ

ーの実施

 

 

新規高卒者を取り巻く雇用情勢の変化に迅速に対応するため、「ガイダンスの充実」「求人

開拓の強化」「マッチングの促進」を３つの柱とし、関係機関との連携を深めながら、組織

的できめ細かな就職支援により、地域産業に対する理解を深め、県内就職を促進するととも

に、就職を希望する生徒の進路実現を図る。

就就職職支支援援のの推推進進           (担当：高校教育課／特別支援教育推進室)

求人開拓

の強化

マッチング

の促進

ガイダンス

の充実

相相
乗乗
効効
果果 

  就就職職をを希希望望すするる生生徒徒のの進進路路実実現現 

（（生生徒徒のの主主体体的的なな県県内内就就職職をを促促進進）） 

県県内内企企業業のの魅魅力力ややよよささににつついいててのの理理解解促促進進 
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５５  読読書書活活動動のの推推進進  
【取組方針】 

 ◆ 子どもの読書習慣の定着のため、家庭での読書の普及啓発や学校・地域で読書活動の推

進を担う人材の育成を図るとともに、山口県子ども読書支援センターを中核として、社会

全体で子どもの読書活動を推進する。 

 

【主な取組】 （担当課：地域連携教育推進課/義務教育課/高校教育課/特別支援教育推進室） 

主主なな取取組組とと内内容容  実実施施主主体体  

■ 学校における読書活動の推進 

 ○ 読書の機会の充実による読書活動の推進 

・ 読書の時間などの全校体制による読書活動の推進 

 ・ 地域のボランティア等と連携した読み聞かせやブックトーク等の充実 

 ・ 推薦図書の紹介や図書の展示の工夫等、委員会活動の活性化 

県・市町・ 

学校 

○ 授業での学校図書館等の活用促進 

 ・ 各教科や総合的な学習の時間（小・中）、総合的な探究の時間（高）等での

積極的活用 

 ・ 授業で活用する図書資料の整備・充実 

県・市町・ 

学校 

○ 学校図書館担当教職員等の資質向上 

 ・ 司書教諭配置の促進及び司書教諭等研修会における司書教諭と学校司書の 

役割等に関する研修の充実 

県・市町・ 

学校 

○ 学校図書館の整備・充実 

 ・ 国の図書整備５か年計画（R4～）を活用した図書や新聞の整備・充実 

県・市町・ 

学校 

■ 家庭や地域における読書活動の推進 

 ○ 県・市町における「子ども読書活動推進計画」の策定及び計画的推進 

 ・ 「子ども読書活動推進計画」策定状況調査の実施、計画策定の促進 

 ・ 「山口県子ども読書活動推進協議会」の運営 

県・市町・

学校・団体 

○ 「こどもの読書週間」（4/23～5/12）や「家庭の元気応援キャンペーン」等を

活用した子どもの読書活動を推進する気運の醸成 

 ・ 「山口県子ども読書活動団体表彰」の実施 

 ・ 「こどもの読書週間」等における子ども向け行事の開催 

県・市町 

■ 山口県子ども読書支援センターによる支援の充実 

 ○ 児童図書や子ども読書関連資料・情報提供の充実 

 ・ 「新刊児童書閲覧会（３回）」の開催 

 ・ メールマガジン「本はともだち」の配信 

 ・ 読書ボランティア団体や学校等への「団体貸出」の実施 

県・市町 

○ 子どもと本をつなぐ人材の育成と学校等への支援事業の実施 

 ・ 図書館と出会う読書活動「ライぶらり」の推進 

・ 「子どもと本をつなぐスキルアップ講座」の開催（２回） 

・ 「学校図書館セミナー」の開催(２回) 

・ 「保育所・幼稚園等関係者研修会」の開催（１回） 

・ 「出前こどもとしょかん」の実施 

・ 講師の派遣や学校図書館運営に係る相談 

県・市町・ 

学校・ 

保育所・ 

幼稚園等 
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５５  読読書書活活動動のの推推進進  
【取組方針】 

 ◆ 子どもの読書習慣の定着のため、家庭での読書の普及啓発や学校・地域で読書活動の推

進を担う人材の育成を図るとともに、山口県子ども読書支援センターを中核として、社会

全体で子どもの読書活動を推進する。 

 

【主な取組】 （担当課：地域連携教育推進課/義務教育課/高校教育課/特別支援教育推進室） 

主主なな取取組組とと内内容容  実実施施主主体体  

■ 学校における読書活動の推進 

 ○ 読書の機会の充実による読書活動の推進 

・ 読書の時間などの全校体制による読書活動の推進 

 ・ 地域のボランティア等と連携した読み聞かせやブックトーク等の充実 

 ・ 推薦図書の紹介や図書の展示の工夫等、委員会活動の活性化 

県・市町・ 

学校 

○ 授業での学校図書館等の活用促進 

 ・ 各教科や総合的な学習の時間（小・中）、総合的な探究の時間（高）等での

積極的活用 

 ・ 授業で活用する図書資料の整備・充実 

県・市町・ 

学校 

○ 学校図書館担当教職員等の資質向上 

 ・ 司書教諭配置の促進及び司書教諭等研修会における司書教諭と学校司書の 

役割等に関する研修の充実 

県・市町・ 

学校 

○ 学校図書館の整備・充実 

 ・ 国の図書整備５か年計画（R4～）を活用した図書や新聞の整備・充実 

県・市町・ 

学校 

■ 家庭や地域における読書活動の推進 

 ○ 県・市町における「子ども読書活動推進計画」の策定及び計画的推進 

 ・ 「子ども読書活動推進計画」策定状況調査の実施、計画策定の促進 

 ・ 「山口県子ども読書活動推進協議会」の運営 

県・市町・

学校・団体 

○ 「こどもの読書週間」（4/23～5/12）や「家庭の元気応援キャンペーン」等を

活用した子どもの読書活動を推進する気運の醸成 

 ・ 「山口県子ども読書活動団体表彰」の実施 

 ・ 「こどもの読書週間」等における子ども向け行事の開催 

県・市町 

■ 山口県子ども読書支援センターによる支援の充実 

 ○ 児童図書や子ども読書関連資料・情報提供の充実 

 ・ 「新刊児童書閲覧会（３回）」の開催 

 ・ メールマガジン「本はともだち」の配信 

 ・ 読書ボランティア団体や学校等への「団体貸出」の実施 

県・市町 

○ 子どもと本をつなぐ人材の育成と学校等への支援事業の実施 

 ・ 図書館と出会う読書活動「ライぶらり」の推進 

・ 「子どもと本をつなぐスキルアップ講座」の開催（２回） 

・ 「学校図書館セミナー」の開催(２回) 

・ 「保育所・幼稚園等関係者研修会」の開催（１回） 

・ 「出前こどもとしょかん」の実施 

・ 講師の派遣や学校図書館運営に係る相談 

県・市町・ 

学校・ 

保育所・ 

幼稚園等 

主な指標 最新値 目標値

読書が好きと感じている児童生徒の割合

(公立小・中学校) 

小  72.6%

中 68.1% 

(2022年度) 

増加させる

[基本方針] 

１ 県民総ぐるみによる子どもの読書活動の推進

・ 社会全体での子どもの自主的な読書活動や山口県の地域連携教育の仕組みを生かした

家庭、地域、学校が連携・協働した県民総ぐるみによる読書活動を推進する。

・ 子どもの発達の段階ごとの特徴に応じた自主的、対話的な読書活動の推進など、発達

の段階を意識した読書活動を推進する。

・ 子どもが読書に親しむ機会の提供や施設、設備その他の諸条件の整備・充実など、読

書活動を支える環境の整備に努める。

２ 子どもの読書活動を支える人材の育成

子どもの読書活動を支える人材の確保や資質の向上、これらの人々を指導できる専門的

な人材の育成に努めるとともに、更なるネットワークの構築を図る。

３ 普及啓発活動

   子どもの読書活動の重要性や効果等について普及啓発に努めるとともに、先駆的、モデ

ル的な取組の情報収集や提供、表彰による奨励等に努める。

[読読書書活活動動のの充充実実にに向向けけたた取取組組]] 

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

家庭、地域、学校が一体となった子どもの読書習慣の定着家庭、地域、学校が一体となった子どもの読書習慣の定着

学 校
○ 読書活動の推進  

○ 授業での学校図書館等の活用促進  

○ 学校図書館の環境整備  等

家 庭
○ 読み聞かせや親子読書の取組

○ 公立図書館等の活用

○ 読書イベント等への参加  等

地 域
○ 公立図書館における児童サービスの充実

○ 読書ボランティア活動への参加

○ ネットワーク化の推進  等

県・市町教育委員会
○ 「子ども読書活動推進計画」策定  ○ 公共図書館の整備・充実  ○ 司書教諭等の配置促進と研修の充実  

○ 家庭での読書の奨励  ○ 山口県子ども読書活動団体の表彰  ○ 保育所・幼稚園等における読書の推進   

○ 「山口県子ども読書活動推進協議会」の設置  ○ 「学校図書館ガイドライン」に基づいた学校図書館の整備・充実

○ ブックスタートの実施  等

山口県子ども読書支援センター
○ 読書ボランティア、図書館司書、学校図書館関係者、教員等を対象とした研修会の開催          

○ 講師派遣や学校図書館運営に係る相談   ○ホームページやメールマガジンによる情報提供     

○ 「出前こどもとしょかん」や「おはなし会」等の子ども向け行事の開催   ○団体貸出  等

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載

─ 31 ─



６６ 学学校校ににおおけけるる人人権権教教育育のの推推進進 
【取組方針】

◆ 「山口県人権推進指針」及び「山口県人権教育推進資料」に基づいて、児童生徒の心身

  の成長の過程に即し、教育活動を通して人権尊重の意識を高め、一人ひとりを大切にする

  教育を組織的・計画的に推進する。

◆ 児童生徒の自主性と実践への意欲の高まりをめざし、人と人との関わりの中で主体的な

学びが行われるよう、人権尊重の視点に立った指導の充実を図る。

【主な取組】 （担当課：人権教育課）

主な指標 最新値 目標値

人権教育に関するサテライト研修等への

県教委からの講師派遣回数

225回

（2018～2022年度累計）

250回以上

（2018～2023年度累計）

 

 

 

主主なな取取組組とと内内容容 実実施施主主体体 

■ 人権尊重の意識を高め、一人ひとりを大切にする教育の推進

○ 互いの人権が尊重され、安心して楽しく学ぶことができる環境づくり

・ 人権尊重の態度や児童生徒との信頼関係を基盤にした指導の充実

・ 自己存在感をもたせ、互いを尊重した言動ができるような指導の充実

○ 主体性を育み、課題解決力等を高める授業実践

・ 児童生徒が主体的に課題を解決する学習や、多様な体験活動の機会の設定

・ 児童生徒の自主的な意見表明や話合い活動の重視

県・市町・

学校

■ 教職員研修の充実

○ 人権が尊重された学校づくりや指導方法に関する研修の充実

・ 教科や領域等との関連を踏まえた人権教育の指導方法の工夫改善

・ 学校、家庭、地域社会が連携・協働した人権教育の推進の取組についての

情報提供

○ 研修機会の充実に向けた支援

・ やまぐち総合教育支援センターのサテライト研修の活用

・ キャリアステージに応じた指導力向上に向けた研修の実施

・ ブロック別人権教育担当者研究協議会における講師経費の支援（高）

県・市町・

学校

■ 人権に関する資料の整備と活用の促進

○ 基本的人権に関する理解を深めるための資料や情報の提供

・ 「山口県人権教育推進資料」に基づいた授業例の紹介

・ 様々な人権課題に関する法律や施策等についての情報提供

○ 視聴覚資料等の整備と活用の促進

・ 校種の特性に応じた活用しやすい視聴覚資料の研究

・ 視聴覚資料の効果的な活用例の作成

県・市町

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載
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６６ 学学校校ににおおけけるる人人権権教教育育のの推推進進 
【取組方針】

◆ 「山口県人権推進指針」及び「山口県人権教育推進資料」に基づいて、児童生徒の心身

  の成長の過程に即し、教育活動を通して人権尊重の意識を高め、一人ひとりを大切にする

  教育を組織的・計画的に推進する。

◆ 児童生徒の自主性と実践への意欲の高まりをめざし、人と人との関わりの中で主体的な

学びが行われるよう、人権尊重の視点に立った指導の充実を図る。

【主な取組】 （担当課：人権教育課）

主な指標 最新値 目標値

人権教育に関するサテライト研修等への

県教委からの講師派遣回数

225回

（2018～2022年度累計）

250回以上

（2018～2023年度累計）

 

 

 

主主なな取取組組とと内内容容 実実施施主主体体 

■ 人権尊重の意識を高め、一人ひとりを大切にする教育の推進

○ 互いの人権が尊重され、安心して楽しく学ぶことができる環境づくり

・ 人権尊重の態度や児童生徒との信頼関係を基盤にした指導の充実

・ 自己存在感をもたせ、互いを尊重した言動ができるような指導の充実

○ 主体性を育み、課題解決力等を高める授業実践

・ 児童生徒が主体的に課題を解決する学習や、多様な体験活動の機会の設定

・ 児童生徒の自主的な意見表明や話合い活動の重視

県・市町・

学校

■ 教職員研修の充実

○ 人権が尊重された学校づくりや指導方法に関する研修の充実

・ 教科や領域等との関連を踏まえた人権教育の指導方法の工夫改善

・ 学校、家庭、地域社会が連携・協働した人権教育の推進の取組についての

情報提供

○ 研修機会の充実に向けた支援

・ やまぐち総合教育支援センターのサテライト研修の活用

・ キャリアステージに応じた指導力向上に向けた研修の実施

・ ブロック別人権教育担当者研究協議会における講師経費の支援（高）

県・市町・

学校

■ 人権に関する資料の整備と活用の促進

○ 基本的人権に関する理解を深めるための資料や情報の提供

・ 「山口県人権教育推進資料」に基づいた授業例の紹介

・ 様々な人権課題に関する法律や施策等についての情報提供

○ 視聴覚資料等の整備と活用の促進

・ 校種の特性に応じた活用しやすい視聴覚資料の研究

・ 視聴覚資料の効果的な活用例の作成

県・市町

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載

人権教育の推進にあたっては、教育内容、指導方法とともに、学習の場そのものが、児

童生徒にとって、安心して、楽しく学ぶことのできる環境でなければなりません。そのた

め、互いを尊重した人間関係や人権が尊重された学習環境などが、人権教育の重要な基盤

となります。

＊ 意義…意味・価値

＊ 理念…基本的な考え方

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

基本的人権尊重の視点

に立った取組の中で、個

人の尊重、生命・自由・

幸福追求の権利の尊重、

法の下の平等など、〈基本

的人権に関わる学び〉と

して、基本的人権の意義

や人権尊重の理念の正し

い理解と人権の大切さに

気付く豊かな感性などの

育成をめざします。

主体性を育み、課題解決力等を高める授業実践（例） 

様々な人権問題

についての理解

基本的人権の意義や人権尊

重の理念についての理解□

（例）子どもの問題

★ 道徳科（小・中）

いじめの未然防止に向

けて、いじめにつながる可

能性のある場面や人間関

係を取り上げて話し合う

中で、生命の尊重や人権を

相互に尊重し合うことの

重要性について理解を深

めます。

（例）人権の普遍性

★ 公民科（高）

国際平和の実現に向け

た国際連合の取組を理解

するとともに、持続可能な

開発目標（SDGs）の理念

について考察することを

通して、人権の普遍性や

「人間の安全保障」という

考え方について理解を深

めます。

（例）人間関係調整力等

★ 学級活動（中）

「全員が活躍できる」を

テーマにクラスマッチで

実施する種目について話

し合う中で、互いの意見を

尊重しながら、協力してよ

りよい行事をつくり上げ

ようとする意欲や、問題解

決のための実践力等を高

めます。

多様な体験活動
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７７  いいじじめめ・・不不登登校校等等生生徒徒指指導導上上のの諸諸課課題題へへのの取取組組のの充充実実  
【取組方針】 

 ◆ 「山口県いじめ防止基本方針」に基づき、いじめの未然防止、早期発見・早期対応、全

てのいじめの解消をめざす取組を、学校・家庭・地域・関係機関等が連携して、社会総が

かりで推進する。 

 ◆ 豊かな心をもち、たくましく生き抜く児童生徒の育成に向け、心の教育の基盤となる「開

発的生徒指導」を推進することにより、暴力行為、いじめなどの問題行動や不登校の未然

防止の取組を一層強化する。 

 ◆ 生徒指導上の諸課題の早期解決をめざし、生徒指導・教育相談体制の充実・強化を図る

とともに、外部専門家や関係機関等との連携により、児童生徒や家庭、学校への専門的な

相談・支援機能を充実させる。 

【主な取組】        （担当課：学校安全・体育課／やまぐち総合教育支援センター） 

主主なな取取組組とと内内容容  実実施施主主体体  

■ 心の教育の取組の基盤となる開発的生徒指導の充実 

 ○ 問題行動等の未然防止に向けた開発的・予防的生徒指導の充実 

・ 「心の教育推進の手引き」「心の教育実践事例集」「よりよい生徒指導に向けて」 

「子どもたちの規範意識を育むために」等の活用による取組の推進 

 ・ 全ての公立学校で心の専門家であるスクールカウンセラー（ＳＣ）による児童 

生徒の心の育成をする「心理教育プログラム」の実施 

県・市町・ 

学校 

○ 児童生徒の自己肯定感・自己有用感の育成及び好ましい人間関係づくりの促進 

・ ＡＦＰＹや体験活動等を活用した授業づくりなどの研修会の開催 

県・市町・ 

学校 

■ 問題行動や不登校の早期発見・早期対応に向けた組織的な取組の充実 

 ○ 「山口県いじめ防止基本方針」「学校いじめ防止基本方針」に基づくいじめ対策の

充実・強化 

・ 「山口県いじめ問題対策協議会」を核とした、関係機関・団体等との連携強化 

 及び本県基本方針に基づく取組の検証・評価・改善 

・ 県立学校におけるいじめの重大事態発生時の調査等のための「山口県いじめ問 

題調査委員会」の設置 

・ 各学校の「いじめ対策委員会」を中核とした、学校基本方針に基づく実効的な 

いじめの防止等の取組の年間計画作成・実施・検証・評価・改善 

・ 教員を対象とした、いじめや自殺の未然防止のための研修会の開催 

・ 「いじめ防止・根絶強調月間」（10 月）における児童会・生徒会の主体的取組の推進  

県・市町・ 

学校 

○ 問題行動や不登校等の対策に係る校内体制の整備と校種間の連携強化 

・ 管理職及び生徒指導主任等を中核とした、迅速・的確かつ組織的な対応の強化 

 新 公立中学校の一部において、在籍する学級での学習や集団での生活が困難とな

った生徒の支援を行う特別の教室（ステップアップルーム）に専属教員（サポー

ト教員）を配置し、不登校等生徒に個別の支援を実施 

・ ＳＣやスクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）等の外部専門家の協力を得た、 

生徒指導・教育相談体制の充実・強化 

・ 入学後の円滑な適応に資する校種間の情報共有及び学校警察連携協議会の実施 

・ 教職員の生徒指導・教育相談に係る資質能力の向上に向けた各種研修会等の 

 開催 

・ 管理職を対象とした自殺予防教育推進に係る研修会の開催 

県・市町・ 

学校 
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７７  いいじじめめ・・不不登登校校等等生生徒徒指指導導上上のの諸諸課課題題へへのの取取組組のの充充実実  
【取組方針】 

 ◆ 「山口県いじめ防止基本方針」に基づき、いじめの未然防止、早期発見・早期対応、全

てのいじめの解消をめざす取組を、学校・家庭・地域・関係機関等が連携して、社会総が

かりで推進する。 

 ◆ 豊かな心をもち、たくましく生き抜く児童生徒の育成に向け、心の教育の基盤となる「開

発的生徒指導」を推進することにより、暴力行為、いじめなどの問題行動や不登校の未然

防止の取組を一層強化する。 

 ◆ 生徒指導上の諸課題の早期解決をめざし、生徒指導・教育相談体制の充実・強化を図る

とともに、外部専門家や関係機関等との連携により、児童生徒や家庭、学校への専門的な

相談・支援機能を充実させる。 

【主な取組】        （担当課：学校安全・体育課／やまぐち総合教育支援センター） 

主主なな取取組組とと内内容容  実実施施主主体体  

■ 心の教育の取組の基盤となる開発的生徒指導の充実 

 ○ 問題行動等の未然防止に向けた開発的・予防的生徒指導の充実 

・ 「心の教育推進の手引き」「心の教育実践事例集」「よりよい生徒指導に向けて」 

「子どもたちの規範意識を育むために」等の活用による取組の推進 

 ・ 全ての公立学校で心の専門家であるスクールカウンセラー（ＳＣ）による児童 

生徒の心の育成をする「心理教育プログラム」の実施 

県・市町・ 

学校 

○ 児童生徒の自己肯定感・自己有用感の育成及び好ましい人間関係づくりの促進 

・ ＡＦＰＹや体験活動等を活用した授業づくりなどの研修会の開催 

県・市町・ 

学校 

■ 問題行動や不登校の早期発見・早期対応に向けた組織的な取組の充実 

 ○ 「山口県いじめ防止基本方針」「学校いじめ防止基本方針」に基づくいじめ対策の

充実・強化 

・ 「山口県いじめ問題対策協議会」を核とした、関係機関・団体等との連携強化 

 及び本県基本方針に基づく取組の検証・評価・改善 

・ 県立学校におけるいじめの重大事態発生時の調査等のための「山口県いじめ問 

題調査委員会」の設置 

・ 各学校の「いじめ対策委員会」を中核とした、学校基本方針に基づく実効的な 

いじめの防止等の取組の年間計画作成・実施・検証・評価・改善 

・ 教員を対象とした、いじめや自殺の未然防止のための研修会の開催 

・ 「いじめ防止・根絶強調月間」（10 月）における児童会・生徒会の主体的取組の推進  

県・市町・ 

学校 

○ 問題行動や不登校等の対策に係る校内体制の整備と校種間の連携強化 

・ 管理職及び生徒指導主任等を中核とした、迅速・的確かつ組織的な対応の強化 

 新 公立中学校の一部において、在籍する学級での学習や集団での生活が困難とな

った生徒の支援を行う特別の教室（ステップアップルーム）に専属教員（サポー

ト教員）を配置し、不登校等生徒に個別の支援を実施 

・ ＳＣやスクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）等の外部専門家の協力を得た、 

生徒指導・教育相談体制の充実・強化 

・ 入学後の円滑な適応に資する校種間の情報共有及び学校警察連携協議会の実施 

・ 教職員の生徒指導・教育相談に係る資質能力の向上に向けた各種研修会等の 

 開催 

・ 管理職を対象とした自殺予防教育推進に係る研修会の開催 

県・市町・ 

学校 

 

※１ Ｆｉｔ：児童生徒の学校生活等への適応感を測定するためのアンケート調査 
※２ エリアスーパーバイザー：やまぐち総合教育支援センター配置の３人のＳＳＷの呼称 

県内３エリアを分担し、困難な問題を抱える児童生徒の環境への働きかけや関係機関との連携・調整を図
るとともに、市町配置のＳＳＷへの指導・援助を行う。 

 

○ 児童生徒理解の深化及び教育相談体制の充実 

新 中学校及び高等学校入学前の全ての児童生徒を対象とした「心理教育テスト」

の実施とその結果を踏まえたＳＣとの教育相談等の実施 

・ 短い間隔での生活アンケートの実施やＦｉｔ※１（小学校・中学校・高等学校版） 

の積極的な活用 

・ ＳＮＳ等を活用した相談体制の充実（高校等） 

 ・ １人１台タブレット端末等を活用したオンラインによる相談・カウンセリング

の推進 

県・市町・ 

学校 

○ 専門家の派遣等による課題解決に向けた児童生徒､家庭､学校等への支援の充実 

・ ＳＣ、ＳＳＷ、エリアスーパーバイザー※２（エリアＳＶ）、ファミリー・リレー 

ションシップ・アドバイザー（ＦＲアドバイザー：家庭問題専門家）等の外部専 

門家が連携した学校・児童生徒・家庭への支援体制の充実・強化 

 ・ 常勤（正規雇用）のＳＳＷが人材育成体制を構築することで、県内ＳＳＷ全体

の資質向上に係る取組を推進 

・ ＳＳＷによる、市町教委と連携した小学校入学時からの支援体制の構築 

・ エリアＳＶとの積極的な連携や、全市町へのＳＳＷの配置による支援体制の充実 

・ ＦＲアドバイザーによる介入支援 

・ 弁護士（スクールロイヤー）による、法的側面からのいじめ予防教育の実施（中・

高）及びいじめ等生徒指導上の諸課題への適切な対応に資する指導・助言 

県・市町・ 

学校 

○ 児童生徒の適切なインターネット利用に向けた対応 

・ 児童生徒の主体的な取組の推進及び「インターネットＫＹＴ資料集」の活用 

・ 大学と連携したネットトラブル等防止出前授業の実施（高校） 

・ 警察と連携した新入生を対象とする情報モラル教室の実施（高校） 

・ ネットトラブルに関する教職員研修会の開催 

県・市町・ 

学校 

○ 不登校児童生徒の社会的自立や学校復帰に向けた支援 

・ 教育支援センター（適応指導教室）を中心としたサポート体制の充実 

・ 不登校児童生徒の学習の機会の充実を目的とした分教室の設置 

・ 不登校児童生徒への支援充実に向けた連絡協議会の開催 

県・市町・ 

学校(小中) 

■ 学校・家庭・地域が連携した体制づくり 

 ○ コミュニティ・スクールや地域協育ネットと連携した取組の推進 

・ 地域における協議会等での熟議等を通した取組 

県・市町・ 

学校 

○ 子どもの未来を考えるフォーラムの開催 

・ いじめ等の諸問題の解決に向けたフォーラムによる広報・啓発（８月開催） 
県 

■ やまぐち総合教育支援センター等の相談・支援体制の充実 

 ○ 「子どもと親のサポートセンター」及び「ふれあい教育センター」による相談・支援 

・ 電話相談、来所相談及び要請相談（学校等を訪問しての相談）による、きめ細か 

な相談・支援（電話相談員、ＳＳＷ、ネットアドバイザー及びセンター職員が対応） 

県 

■ 緊急時等の学校への支援体制の充実 

 ○ 学校サポートチーム等の派遣 

・ 重大な事件･事故等への緊急対応や継続的な対応のための人的支援 

県・市町・ 

学校 

○ いじめの重大事態に係る児童生徒支援 

・ いじめの重大事態発生時の調査及び児童生徒等のケアのための外部専門家の派遣 

県・市町・ 

学校 
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主な指標 最新値 目標値

「いじめはどんな理由があってもいけないことだ」と思っ
ている児童生徒の割合
（公立小・中学校）

小 84.8% 
中 86.1% 

（2022年度）
増加させる

いじめの解消率
（公立小・中・高等学校、総合支援学校）

97.6% 
（2021年度）

100%に
近付ける

1,000人当たりの不登校児童生徒数
（公立小・中・高等学校）

小・中 26.6人  
高 9.5人

（2021年度）
減少させる

1,000人当たりの暴力行為発生件数
（公立小・中・高等学校）

6.0件
（2021年度）

減少させる

◆ 児童生徒の主体的活動機会の確保

◆ 「学校いじめ防止基本方針」に基づくいじめ等の防止のための取組の推進  

◆ 児童生徒への情報モラル教育（保護者等へのネット問題啓発）の充実

◆ 保護者や地域へ向けた、学校の基本姿勢や児童生徒の状況等に関する情報発信

◆ 「いじめ対策委員会」を中核とするいじめ対策の組織的な取組と評価・検証・改善

◆ 校種間・学校相互間の情報共有及び行動連携の強化

◆ 教職員の生徒指導･教育相談に係る指導力の向上

◆ ＳＣ・ＳＳＷ等の外部専門家との早期からの連携

◆ 家庭・地域・関係機関等と連携した、社会総がかりでの取組
 
 

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

開開発発的的生生徒徒指指導導にによよるる未未然然防防止止 

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載

学校の取組

いいじじめめのの未未然然防防止止、、早早期期発発見見・・早早期期対対応応、、 
全全ててののいいじじめめのの解解消消ををめめざざすす相相談談・・支支援援体体制制のの充充実実 

学校の取組

迅迅速速かかつつ組組織織的的なな活活動動にによよるる早早期期発発見見・・早早期期対対応応 
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主な指標 最新値 目標値

「いじめはどんな理由があってもいけないことだ」と思っ
ている児童生徒の割合
（公立小・中学校）

小 84.8% 
中 86.1% 

（2022年度）
増加させる

いじめの解消率
（公立小・中・高等学校、総合支援学校）

97.6% 
（2021年度）

100%に
近付ける

1,000人当たりの不登校児童生徒数
（公立小・中・高等学校）

小・中 26.6人  
高 9.5人

（2021年度）
減少させる

1,000人当たりの暴力行為発生件数
（公立小・中・高等学校）

6.0件
（2021年度）

減少させる

◆ 児童生徒の主体的活動機会の確保

◆ 「学校いじめ防止基本方針」に基づくいじめ等の防止のための取組の推進  

◆ 児童生徒への情報モラル教育（保護者等へのネット問題啓発）の充実

◆ 保護者や地域へ向けた、学校の基本姿勢や児童生徒の状況等に関する情報発信

◆ 「いじめ対策委員会」を中核とするいじめ対策の組織的な取組と評価・検証・改善

◆ 校種間・学校相互間の情報共有及び行動連携の強化

◆ 教職員の生徒指導･教育相談に係る指導力の向上

◆ ＳＣ・ＳＳＷ等の外部専門家との早期からの連携

◆ 家庭・地域・関係機関等と連携した、社会総がかりでの取組
 
 

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

開開発発的的生生徒徒指指導導にによよるる未未然然防防止止 

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載

学校の取組

いいじじめめのの未未然然防防止止、、早早期期発発見見・・早早期期対対応応、、 
全全ててののいいじじめめのの解解消消ををめめざざすす相相談談・・支支援援体体制制のの充充実実 

学校の取組

迅迅速速かかつつ組組織織的的なな活活動動にによよるる早早期期発発見見・・早早期期対対応応 

山山口口県県いいじじめめ防防止止基基本本方方針針（（概概要要））         
 

ⅠⅠ  学学校校がが行行うう具具体体的的なな取取組組                                                      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ⅡⅡ  そそのの他他                                                                           
○○  学学校校いいじじめめ防防止止基基本本方方針針のの評評価価・・検検証証・・改改善善及及びびいいじじめめ対対策策にに資資すするる積積極極的的なな取取組組

 ■■１１ 未未然然防防止止（（いいじじめめのの予予防防）） 
 ○○  生生徒徒指指導導・・教教育育相相談談のの充充実実・・強強化化 

「教職員の資質能力の向上」「児童生徒の行動観察」「児童生徒理解」「校種間連携の促進」
  ○○  学学校校のの教教育育活活動動をを通通ししたた取取組組 

「各教科・総合的な学習の時間」「道徳教育」「特別活動等における児童生徒の主体的な活動」
  ○○  「「いいじじめめ対対策策委委員員会会」」にによよるる評評価価・・検検証証・・改改善善 

「学校基本方針の評価・検証・改善」「いじめ対策委員会による情報集約と情報共有」
「未然防止の取組を学校評価の評価項目への位置づけ」

  ○○  家家庭庭・・地地域域ととのの連連携携 
「大人の意識の向上」「日頃からの信頼関係づくり」「地域の情報ネットワーク」「情報発信」

 ■■２２ 早早期期発発見見（（把把握握ししににくくいいいいじじめめのの発発見見）） 
  ○○  校校内内指指導導体体制制のの確確立立 
  「複数の教職員による指導体制づくり」「教育相談担当・養護教諭の役割」
  ○○  具具体体的的なな取取組組 
  「日常の観察」「生活アンケート」「教育相談」「ふれあいの時間」「研修の充実」「相談窓口の周知」
  ○○  家家庭庭・・地地域域ととのの連連携携 
  「学校運営協議会や地域協育ネット等の取組による開かれた学校づくり」「保護者懇談会の開催」

 ■■３３ 早早期期対対応応（（現現にに起起ここっってていいるるいいじじめめへへのの対対応応）） 
 ○○  学学校校のの体体制制づづくくりり 

  「いじめを認知した場合（疑われる場合も含む）の役割分担と対応例」
 ○○  対対応応すするる上上ででのの留留意意点点 

  「児童生徒・保護者への対応」「臨時保護者会の開催」「いじめのアフターケア」
  ○○  教教育育相相談談のの在在りり方方 
  「いじめられている児童生徒・いじめている児童生徒への教育相談」
 ○○  イインンタターーネネッットトやや携携帯帯電電話話等等をを利利用用ししたたいいじじめめへへのの対対応応 

  「初期対応」「関係機関との連携」「被害拡大の防止」
 ○○  保保護護者者ととのの連連携携 

  「いじめられている児童生徒・いじめている児童生徒の保護者への対応」「臨時保護者会の留意点」
  ○○  地地域域・・関関係係機機関関ととのの連連携携 
  「学校と地域との連携」「学校と関係機関との連携」「やまぐち児童生徒サポートライン」

 ■■４４ 重重大大事事態態へへのの対対応応（（生生命命、、心心身身又又はは財財産産にに重重大大なな被被害害がが生生じじたた疑疑いいががああるるいいじじめめ等等へへのの対対応応）） 
  ○○  重重大大事事態態のの判判断断 
  「いじめ対策委員会の判断」「県教委・学校法人からの指導助言」
  ○○  重重大大事事態態へへのの対対応応 
  「全容解明と早期対応」「いじめられている児童生徒・いじめている児童生徒への対応」
  ○○  学学校校にによよるる調調査査 
  「全容解明に向け、外部専門家と連携した調査」「調査の進捗状況及び結果等についての説明」
  ○○  調調査査にに当当たたっっててのの留留意意事事項項 
  「中立性・公平性の確保」「いじめられた児童生徒からの聴き取りが不可能な場合の対応」

                                   

学学  校校 

４４つつのの視視点点かかららのの取取組組 

 構構  成成  
  複数の教職員（管理職・生徒指導主任・
学年主任・養護教諭・教育相談担当教員・
生徒指導部員等）、ＳＣ・ＳＳＷ、その他関
係者

 役役  割割  

「未然防止」「早期発見」「早期対応」「重

大事態の対応」の実効的な取組及び取組

の評価・検証・改善を行ういじめ対策の

中核

いいじじめめ対対策策委委員員会会 

第第２２部部 学学校校ににおおけけるるいいじじめめのの防防止止等等ののたためめのの具具体体的的なな事事項項 
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８８  体体力力向向上上のの推推進進  
【取組方針】 

 ◆ 全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果を踏まえ、バランスのとれた体力向上に向

け、市町教育委員会、各小中学校、関係団体等と連携した組織的な取組の推進を図る（体

力向上維新プロジェクト）。 

 ◆ 教員の指導力向上に向けた各種研修会等への参加促進や、体育授業マイスターや地域ス

ポーツ指導者等の積極的な活用により、学校体育の充実を図る。 

 ◆ 運動習慣の確立や体力向上に向け、学校や地域の実態に応じて、学校支援人材等を活用

した指導体制の充実を図るなど、学校・家庭・地域が一体となった「オールやまぐち」に

よる取組を推進する。 

【主な取組】  （担当課：学校安全・体育課） 

主主なな取取組組とと内内容容  実実施施主主体体  

■ 体力向上に向けた組織的な取組の推進 

 ○ 関係団体等と連携した取組の充実 

・ 有識者による「体力アップチャレンジ協議会」の開催 
県 

○ 体力向上に向けた全小・中学校共通の取組の推進 

 新 準備運動、おうちで運動※１、新体力テスト※２の充実 

・  指導資料「柔軟性向上運動メニュー 改訂版」の活用 

新 「体力向上レポート」※３の作成 

県・市町・ 

学校（小中） 

○ 各学校の特色ある取組の推進 

新 各校の実態に合わせた取組（学校オリジナル活動）の充実 

（体力テストウィーク、朝ストレッチ等、学校独自の取組） 

県・市町・ 

学校（小中） 

■ 指導方法の工夫改善による学校体育の充実 

 ○ 体育・保健体育科授業の改善と充実に向けた教員の指導力向上 

・ 学校体育セミナー及び実技講習会等の開催による教員の指導力向上 

・ 体育授業マイスター制度※４を活用した教員の指導力向上 

 ・ 「ＩＣＴ体育推進校」によるＩＣＴを効果的に活用した実践研究 

県・市町・

学校 

 ○ 関係団体等との連携による学校体育の充実 

・ 武道・ダンス等、課題がみられる領域への地域スポーツ指導者の派遣 

・  幼児・児童を対象とした運動習慣の改善・定着に向けた取組の推進 

（運動遊び教室の実施、発育発達に応じた運動指導講習会の開催等） 

・ 運動動画（準備運動・おうちで運動・新体力テスト）コンテンツの作成 

・ 望ましい部活動指導の実現に向けた「部活動指導者サミット」の実施 

県・市町・

学校 

 ○ 部活動指導員の配置等による適切な運営のための体制整備 

・ 部活動指導員の配置による部活動指導体制の充実 

・ 部活動指導者の資質向上のための研修会の開催 

県・市町・ 

学校（中高） 

■ 家庭や地域と一体となった取組の推進 

 ○ 家庭と連携した取組の推進 

・ 指導資料（「運動大好き！やまぐちっ子体操」「子ども元気創造 体力アップチャ

レンジ」「子どもに経験させたい運動・遊び」「チャレンジやまぐち」等）を活用

した運動習慣確立に向けた取組の促進 

 ・ 「学校体育通信」の家庭への配付及び出前授業による啓発活動の充実  

県・市町・ 

学校 

（幼小中） 

○ 地域との連携による運動・遊び等の活動機会の確保 

・ 「やまぐち型地域連携教育」の仕組み等を活用した学校体育活動の充実 

県・市町・

学校 
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８８  体体力力向向上上のの推推進進  
【取組方針】 

 ◆ 全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果を踏まえ、バランスのとれた体力向上に向

け、市町教育委員会、各小中学校、関係団体等と連携した組織的な取組の推進を図る（体

力向上維新プロジェクト）。 

 ◆ 教員の指導力向上に向けた各種研修会等への参加促進や、体育授業マイスターや地域ス

ポーツ指導者等の積極的な活用により、学校体育の充実を図る。 

 ◆ 運動習慣の確立や体力向上に向け、学校や地域の実態に応じて、学校支援人材等を活用

した指導体制の充実を図るなど、学校・家庭・地域が一体となった「オールやまぐち」に

よる取組を推進する。 

【主な取組】  （担当課：学校安全・体育課） 

主主なな取取組組とと内内容容  実実施施主主体体  

■ 体力向上に向けた組織的な取組の推進 

 ○ 関係団体等と連携した取組の充実 

・ 有識者による「体力アップチャレンジ協議会」の開催 
県 

○ 体力向上に向けた全小・中学校共通の取組の推進 

 新 準備運動、おうちで運動※１、新体力テスト※２の充実 

・  指導資料「柔軟性向上運動メニュー 改訂版」の活用 

新 「体力向上レポート」※３の作成 

県・市町・ 

学校（小中） 

○ 各学校の特色ある取組の推進 

新 各校の実態に合わせた取組（学校オリジナル活動）の充実 

（体力テストウィーク、朝ストレッチ等、学校独自の取組） 

県・市町・ 

学校（小中） 

■ 指導方法の工夫改善による学校体育の充実 

 ○ 体育・保健体育科授業の改善と充実に向けた教員の指導力向上 

・ 学校体育セミナー及び実技講習会等の開催による教員の指導力向上 

・ 体育授業マイスター制度※４を活用した教員の指導力向上 

 ・ 「ＩＣＴ体育推進校」によるＩＣＴを効果的に活用した実践研究 

県・市町・

学校 

 ○ 関係団体等との連携による学校体育の充実 

・ 武道・ダンス等、課題がみられる領域への地域スポーツ指導者の派遣 

・  幼児・児童を対象とした運動習慣の改善・定着に向けた取組の推進 

（運動遊び教室の実施、発育発達に応じた運動指導講習会の開催等） 

・ 運動動画（準備運動・おうちで運動・新体力テスト）コンテンツの作成 

・ 望ましい部活動指導の実現に向けた「部活動指導者サミット」の実施 

県・市町・

学校 

 ○ 部活動指導員の配置等による適切な運営のための体制整備 

・ 部活動指導員の配置による部活動指導体制の充実 

・ 部活動指導者の資質向上のための研修会の開催 

県・市町・ 

学校（中高） 

■ 家庭や地域と一体となった取組の推進 

 ○ 家庭と連携した取組の推進 

・ 指導資料（「運動大好き！やまぐちっ子体操」「子ども元気創造 体力アップチャ

レンジ」「子どもに経験させたい運動・遊び」「チャレンジやまぐち」等）を活用

した運動習慣確立に向けた取組の促進 

 ・ 「学校体育通信」の家庭への配付及び出前授業による啓発活動の充実  

県・市町・ 

学校 

（幼小中） 

○ 地域との連携による運動・遊び等の活動機会の確保 

・ 「やまぐち型地域連携教育」の仕組み等を活用した学校体育活動の充実 

県・市町・

学校 

※１ おうちで運動：子どもが、毎日、家庭で、発達段階に応じた運動を行う取組
※２ 新体力テスト：正しい測定方法や動作のポイント等についての研修会の実施、実施時期の統一（対象：全学年、

６～７月）、体力確認テスト（対象：小４・中１、１１月～１２月）の実施
※３ 「体力向上レポート」：体力向上に向けた取組を効果的に実施するための工夫点、その取組内容や評価を記載
※４ 体育授業マイスター制度：体育の授業において高い指導力を有する教員を活用し、授業研究等を実施

〇〇 本本県県のの子子どどもものの体体力力のの状状況況 

  令和４年度の調査によると、本県の子どもの体力は、全国平均と比較して、持久力は優れ

ているものの、柔軟性や投力等については低い水準にある。体力低下の背景には、運動時間

の減少やスクリーンタイムの増加等、生活習慣の変化があると考えられ、加えて、新型コロ

ナウイルス感染症の影響が推測される。

〇〇 体体力力向向上上にに向向けけたた取取組組 

令和５年度は、各小中学校において、全ての学年で共通して取り組む事項を３点設定し、

その取組を各学校及び市町教育委員会、県教育委員会が一体となって、組織的に推進するこ

とにより、体力要素のバランスのとれた子どもの育成を図る。

○ 子どものスポーツ活動等の機会確保・充実に向けた部活動改革

・ 関係機関・団体等による「やまぐち部活動改革推進協議会」の開催

   （新たな体制整備に向けた諸課題の対応についての検討等）

・ 関係者への周知及び理解促進に向けた説明会の開催

・ 学校部活動の地域連携及び地域移行に向けた県・市町との連携による環境整備

県・市町・

学校（中）

主な指標 最新値 目標値

全国体力・運動能力、運動習慣等調査（スポーツ庁）にお
ける、体力合計点の県平均点（公立小・中学校）

小５男子 50.5点
小５女子 52.9点
中２男子 39.8点
中２女子 47.2点

(2022年度) 

増加させる

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載
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９９  食食育育のの推推進進  
【取組方針】 

 ◆ 朝食摂取をはじめとする望ましい食習慣の定着に向け、学校の食育推進体制の充実及び

PDCA サイクルに基づいた食育の推進を図るとともに、学校・家庭・地域が連携して、児

童生徒の発達の段階に応じた食育の取組を推進する。 

 ◆ 地場産食材の活用等による献立の工夫、衛生管理の徹底、食物アレルギーを有する児童

生徒への適切な対応などを積極的に働きかけ、学校給食の一層の充実を図る。 

 ◆ 食育推進の中核となる栄養教諭・学校栄養職員等、関係教職員の資質の向上のために、

研修会等の充実を図る。 

 

【主な取組】  （担当課：学校安全・体育課） 

主主なな取取組組とと内内容容  実実施施主主体体  

■ 望ましい食習慣の定着に向けた学校・家庭・地域の連携による組織的・計画的な食育の 

推進 

 ○ 児童生徒・家庭・地域の実態に応じた計画の見直し・改善の促進 

 ・ 「食に関する指導の手引〜学校・家庭・地域で取り組む食育の推進〜（令和

４年３月改訂）」を活用した全体計画・年間指導計画の見直し・改善の促進 

県・市町・

学校 

○ 栄養教諭等を中核とした食育推進体制の充実 

 ・ 栄養教諭等を中核とした学校全体で取り組む食育推進体制の充実 

 ・ 山口県食育推進会議における効果的な食育の取組の検討及び各種研修会や資

料で紹介された実践事例の共有による各学校の取組の充実 

県・市町・

学校 

○ 学校、家庭、地域のつながりを深める食育の推進 

 ・ 家庭や地域に向けた学校の食育推進活動の発信による協働化の促進 

・ 食育推進モデル地域における研究実践の成果の普及啓発 

県・市町・

学校 

■ 学校給食の充実 

 ○ 食に関する指導における生きた教材となる献立の工夫 

・ 教科等の学習内容や時期を考慮した年間献立計画に基づく献立作成の推進 

・ 地場産食材を活用した給食献立の工夫と食に関する指導による地域の食文

化や産業、環境への理解促進 

県・市町・

学校 

○ 安全・安心な学校給食の提供 

・ 関係機関と連携した衛生管理・危機管理に関する研修会の開催等による学校

の安全管理体制の強化 

・ 給食施設の衛生管理状況等の調査及び改善指導による安全管理の徹底 

県・市町・

学校 

○ 食物アレルギー事故防止に向けた取組の徹底 

・ 「学校におけるアレルギー疾患対応マニュアル（令和３年３月改訂）」に基

づいた各学校におけるアレルギー対応方針の見直し 

・ 関係機関と連携し方針に基づいた組織的な対応の徹底 

・ 児童生徒の正確な実態把握と個別の支援プラン作成の推進 

県・市町・

学校 

■ 栄養教諭・学校栄養職員の更なる資質能力の向上 

 ○ 食育及び給食管理に関する研修会等の充実 

・ 県立学校や各市町における食に関する指導研修会の充実 

・ 衛生管理指導者講習会、栄養教諭・学校栄養職員夏期研修会、学校給食研究

協議大会の充実 

・ 食育指導者養成研修への派遣 

○ 栄養教諭の計画的な配置の推進 

・ 栄養教諭の計画的な配置による食育の推進 

県・市町・

学校 

─ 40 ─



 

９９  食食育育のの推推進進  
【取組方針】 

 ◆ 朝食摂取をはじめとする望ましい食習慣の定着に向け、学校の食育推進体制の充実及び

PDCA サイクルに基づいた食育の推進を図るとともに、学校・家庭・地域が連携して、児

童生徒の発達の段階に応じた食育の取組を推進する。 

 ◆ 地場産食材の活用等による献立の工夫、衛生管理の徹底、食物アレルギーを有する児童

生徒への適切な対応などを積極的に働きかけ、学校給食の一層の充実を図る。 

 ◆ 食育推進の中核となる栄養教諭・学校栄養職員等、関係教職員の資質の向上のために、

研修会等の充実を図る。 

 

【主な取組】  （担当課：学校安全・体育課） 

主主なな取取組組とと内内容容  実実施施主主体体  

■ 望ましい食習慣の定着に向けた学校・家庭・地域の連携による組織的・計画的な食育の 

推進 

 ○ 児童生徒・家庭・地域の実態に応じた計画の見直し・改善の促進 

 ・ 「食に関する指導の手引〜学校・家庭・地域で取り組む食育の推進〜（令和

４年３月改訂）」を活用した全体計画・年間指導計画の見直し・改善の促進 

県・市町・

学校 

○ 栄養教諭等を中核とした食育推進体制の充実 

 ・ 栄養教諭等を中核とした学校全体で取り組む食育推進体制の充実 

 ・ 山口県食育推進会議における効果的な食育の取組の検討及び各種研修会や資

料で紹介された実践事例の共有による各学校の取組の充実 

県・市町・

学校 

○ 学校、家庭、地域のつながりを深める食育の推進 

 ・ 家庭や地域に向けた学校の食育推進活動の発信による協働化の促進 

・ 食育推進モデル地域における研究実践の成果の普及啓発 

県・市町・

学校 

■ 学校給食の充実 

 ○ 食に関する指導における生きた教材となる献立の工夫 

・ 教科等の学習内容や時期を考慮した年間献立計画に基づく献立作成の推進 

・ 地場産食材を活用した給食献立の工夫と食に関する指導による地域の食文

化や産業、環境への理解促進 

県・市町・

学校 

○ 安全・安心な学校給食の提供 

・ 関係機関と連携した衛生管理・危機管理に関する研修会の開催等による学校

の安全管理体制の強化 

・ 給食施設の衛生管理状況等の調査及び改善指導による安全管理の徹底 

県・市町・

学校 

○ 食物アレルギー事故防止に向けた取組の徹底 

・ 「学校におけるアレルギー疾患対応マニュアル（令和３年３月改訂）」に基

づいた各学校におけるアレルギー対応方針の見直し 

・ 関係機関と連携し方針に基づいた組織的な対応の徹底 

・ 児童生徒の正確な実態把握と個別の支援プラン作成の推進 

県・市町・

学校 

■ 栄養教諭・学校栄養職員の更なる資質能力の向上 

 ○ 食育及び給食管理に関する研修会等の充実 

・ 県立学校や各市町における食に関する指導研修会の充実 

・ 衛生管理指導者講習会、栄養教諭・学校栄養職員夏期研修会、学校給食研究

協議大会の充実 

・ 食育指導者養成研修への派遣 

○ 栄養教諭の計画的な配置の推進 

・ 栄養教諭の計画的な配置による食育の推進 

県・市町・

学校 

主な指標 最新値 目標値

朝食を毎日食べる児童生徒の割合

（公立小・中学校）

小６ 94.5 % 

中３ 93.8 % 

(2022年度) 

増加させる

食育は、生きる上での基本であって、知育、徳育、体育の基礎となるべきものとの認識に立
ち、様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を
実践することができる人間を育てる食育を推進することが必要である。
学校においては、子どもの食生活に関する現状を踏まえ、課題解決に向けて、食育推進体制

を整備し、学校給食を生きた教材として活用しながら、家庭や地域と連携して組織的・計画的
に食育を推進していくことが大切である。

１ 学校の食育推進体制の整備

２ 学校における食育の推進イメージ

＜＜県県参参考考資資料料＞＞ 学学校校安安全全・・体体育育課課   
「こども元気づくり関連サイトマップ」https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/site/kyouiku/26670.html
「山口県つながる食育推進事業報告書」(H31.2、R2.2)
＜＜国国参参考考資資料料＞＞ 文文部部科科学学省省
「食に関する指導の手引き－第二次改訂版－」（H31.3）
「栄養教諭を中核としたこれからの学校の食育～チーム学校で取り組む食育推進のＰＤＣＡ～」（H29.3）

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載
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1100  健健康康教教育育のの推推進進  
【取組方針】 

 ◆ 学校保健の組織的・計画的な取組に向け、保健主任や養護教諭を中心とした推進体制の

整備を図り、望ましい生活習慣の確立に向けた学校・家庭・地域が一体となった取組を進

めるとともに、学校保健の充実に向けた校内研修の実施と各種研修会への参加促進を図る。 

 ◆ アレルギー疾患等現代的な健康課題への対応や学校環境衛生活動の充実に向け、地域の

医療機関等との連携を促進するとともに、学校保健の中核となる養護教諭等の資質能力の

向上に向け、研修内容の充実を図る。 

 

【主な取組】  （担当課：学校安全・体育課） 

主主なな取取組組とと内内容容  実実施施主主体体  

■ 望ましい生活習慣の確立に向けた学校保健（保健管理・保健教育）の組織的・計画的な取

組の推進 

 ○ 各学校の実態に応じた学校保健の推進 

・ 家庭・学校医等との連携強化による保健管理の円滑な推進 

・ 児童生徒の実態を踏まえた学校保健計画等の毎年度の見直し・改善 

 ・ 学校保健委員会の計画的開催（年２回以上） 

学校 

○ 指導体制の充実による学校保健の推進  

・ 全教職員の理解と協力の下、児童生徒の心身の健康問題の早期発見・早期対

応及び自己管理能力の育成をめざした学校保健の充実 

・ 「教職員のための子供の健康相談及び保健指導の手引」等、文部科学省や日

本学校保健会が発行している資料等を活用した校内研修の実施 

・  学校保健研究大会等における健康教育の実践事例の共有による各学校の取

組の充実 

県・市町・ 

学校 

○ 学校・家庭・地域が一体となった学校保健の推進 

 ・ 生活習慣の改善に向けて、家庭・地域を巻き込んだコミュニティ・スクール

としての取組の推進（学校保健委員会の活用） 

 ・ 地域教育資源の活用等、学校・家庭・地域の協働化の推進（地域学校保健委

員会等の開催） 

県・市町・ 

学校 

■ 現代的な健康課題の解決に向けた取組の充実 

 ○ 学校保健の中核となる養護教諭等の資質能力の向上 

・ 養護教諭の専門的知識と技能の習得を目的とした各種研修会の開催 

・ 各地域に配置された養護教諭指導員※の指導力の向上を図る研修の実施 

・ 保健体育関係長期研修及び健康教育指導者養成研修への派遣 

県・市町・ 

学校 

○ 学校と地域の医療機関等との連携 

 ・ 感染症、アレルギー疾患、メンタルヘルスに関する問題、性に関する指導等、

現代的な健康課題の解決に向けた学校医・学校歯科医・学校薬剤師及び医療機

関等と連携した学校保健の推進 

 ・ がん教育の充実に向けた、がん教育推進協議会の設置及び推進地域における

研究実践等の実施 

 ・ 各学校における年 1回の薬物乱用防止教育の実施 

 ・ 学校薬剤師等の専門家と連携した学校環境衛生活動の充実（学校環境衛生基

準に基づく学校環境衛生検査の確実な実施等） 

県・市町・ 

学校 
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1100  健健康康教教育育のの推推進進  
【取組方針】 

 ◆ 学校保健の組織的・計画的な取組に向け、保健主任や養護教諭を中心とした推進体制の

整備を図り、望ましい生活習慣の確立に向けた学校・家庭・地域が一体となった取組を進

めるとともに、学校保健の充実に向けた校内研修の実施と各種研修会への参加促進を図る。 

 ◆ アレルギー疾患等現代的な健康課題への対応や学校環境衛生活動の充実に向け、地域の

医療機関等との連携を促進するとともに、学校保健の中核となる養護教諭等の資質能力の

向上に向け、研修内容の充実を図る。 

 

【主な取組】  （担当課：学校安全・体育課） 

主主なな取取組組とと内内容容  実実施施主主体体  

■ 望ましい生活習慣の確立に向けた学校保健（保健管理・保健教育）の組織的・計画的な取

組の推進 

 ○ 各学校の実態に応じた学校保健の推進 

・ 家庭・学校医等との連携強化による保健管理の円滑な推進 

・ 児童生徒の実態を踏まえた学校保健計画等の毎年度の見直し・改善 

 ・ 学校保健委員会の計画的開催（年２回以上） 

学校 

○ 指導体制の充実による学校保健の推進  

・ 全教職員の理解と協力の下、児童生徒の心身の健康問題の早期発見・早期対

応及び自己管理能力の育成をめざした学校保健の充実 

・ 「教職員のための子供の健康相談及び保健指導の手引」等、文部科学省や日

本学校保健会が発行している資料等を活用した校内研修の実施 

・  学校保健研究大会等における健康教育の実践事例の共有による各学校の取

組の充実 

県・市町・ 

学校 

○ 学校・家庭・地域が一体となった学校保健の推進 

 ・ 生活習慣の改善に向けて、家庭・地域を巻き込んだコミュニティ・スクール

としての取組の推進（学校保健委員会の活用） 

 ・ 地域教育資源の活用等、学校・家庭・地域の協働化の推進（地域学校保健委

員会等の開催） 

県・市町・ 

学校 

■ 現代的な健康課題の解決に向けた取組の充実 

 ○ 学校保健の中核となる養護教諭等の資質能力の向上 

・ 養護教諭の専門的知識と技能の習得を目的とした各種研修会の開催 

・ 各地域に配置された養護教諭指導員※の指導力の向上を図る研修の実施 

・ 保健体育関係長期研修及び健康教育指導者養成研修への派遣 

県・市町・ 

学校 

○ 学校と地域の医療機関等との連携 

 ・ 感染症、アレルギー疾患、メンタルヘルスに関する問題、性に関する指導等、

現代的な健康課題の解決に向けた学校医・学校歯科医・学校薬剤師及び医療機

関等と連携した学校保健の推進 

 ・ がん教育の充実に向けた、がん教育推進協議会の設置及び推進地域における

研究実践等の実施 

 ・ 各学校における年 1回の薬物乱用防止教育の実施 

 ・ 学校薬剤師等の専門家と連携した学校環境衛生活動の充実（学校環境衛生基

準に基づく学校環境衛生検査の確実な実施等） 

県・市町・ 

学校 

※ 養護教諭指導員：養護教諭の資質能力向上のため、職務に関する質疑や研修に対して指導・助言を行う経験

豊かで指導力のある養護教諭

主な指標 最新値 目標値

肥満傾向児の出現率

小学５年生

男子 11.42％

女子 8.09％

(2021年度) 

減少させる

12歳児でむし歯（う歯）のない人の割合
70.1％

（2021年度）
増加させる

＜＜県県参参考考資資料料＞＞ 

◇学校安全・体育課 「健康づくり推進に向けて」（H22.2）

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/77930.pdf

「子どもの健康をみんなで支えるために」（H23.3）

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/77929.pdf

○ アレルギー疾患対応に係る取組の充実

・ 「学校におけるアレルギー疾患対応委員会」での検討結果を踏まえた各学校

における組織体制の改善

  ・ 「学校におけるアレルギー疾患対応マニュアル（令和３年３月改訂）」の活用

・ アレルギー疾患対応に係る「緊急時対応事案」や「ヒヤリハット事例」の情

報共有及びエピペン○Rの使用方法を盛り込んだ校内研修の推進

県・市町・

学校

○ 学校歯科保健の推進

・ 学校歯科保健推進検討委員会（年２回開催）による効果的な指導内容の検討

及び検討内容の周知による各学校での指導体制・指導方法の改善

・ 「８０２０運動」推進表彰による学校歯科保健の普及啓発

・ 県健康福祉部、県歯科医師会等が連携して実施する口腔衛生意識向上事業に

関する学校における取組の普及啓発

県・市町・

学校

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載
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近年の社会環境の急激な変化や生活スタイルの多様化に伴い、児童生徒の生活習慣の乱れや

メンタルヘルスに関する問題、アレルギー疾患、喫煙・飲酒・薬物乱用、性に関する問題、感

染症、近視の増加など、新たな課題が顕在化している。

このような諸課題に適切に対応し、課題の解決を図るためには、健康教育を通じて、児童生

徒が生涯にわたり自らの健康を適切に管理し、改善していく資質や能力の育成に向けた取組を

学校全体で組織的・計画的に行うことが重要である。

こうした取組の過程においては、学校や家庭、地域、地域の医療機関等が連携し、多様な健康

課題に対する正しい認識と理解に基づいたきめ細かな学校保健を展開していくことが求められる。

取組の推進に向けた３つの視点
   

学校保健の領域・重点課題

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

① 各学校における児童生徒の健康課題の実態把握と組織体制の整備並びに研修機会の充

実による教職員の資質能力の向上

② 学校保健委員会の内容の充実と学校保健関係者との連携強化

③ 児童生徒の現代的な健康課題の解決に向けた学校と地域の専門家や関係機関等との連携推

・ 学校環境衛生活動

・ 感染症

・ 熱中症

・ 献血教育

・ 近視の増加

・ ICT環境の変化に伴う問題

・ スポーツ障害 等

学学校校保保健健ににおおけけるる重重点点課課題題 ※※はは特特にに重重点点ををおおくく 

ポイント
★ 指導の機会の充実 (身体計測、

全校集会時等）

★ 生活習慣に関する調査の実施

・振り返り、保護者との連携

★ 学校保健委員会等の充実（専

門家の意見を受け、学校と家庭

での役割を確認、同一地域内の

学校等の連携）

ポイント

★ 教育活動全体を通じて児童生

徒の発達の段階に応じた指導

★ 年間指導計画の作成

★ 組織づくりと研修体制の確立

★ 集団指導と個別指導の充実

★ 外部講師による講演・研修会

の充実

ポイント

★ 学校・地域の実態や児童生徒

の発達の段階に応じた指導内容

・方法の工夫

★ 講演・研修会の実施（学校薬

剤師等外部講師の活用）

★ 指導の必要性や課題などにつ

いて、家庭・地域への普及啓発

喫煙・飲酒・薬物乱用防止 その他の課題

・ 体育科、保健体育科をはじめとする各教科、
総合的な学習(探究)の時間等における指導

・ 道徳、特別活動等における指導、その他保健
室や学級で行う集団・個別の指導

・ 学校保健委員会等の活性化

・ 家庭、地域の専門家や関係機関等との連携

・ 教職員の組織、協力体制の確立

学校保健

ポイント

★ 組織体制（校内対応委員会の

設置を含む）の整備

★ アレルギー疾患の理解と正確

な情報の把握・共有（「学校にお

けるアレルギー疾患対応マニュ

アル」の活用）

★ 関係機関との連携を含むアレ

ルギー疾患対応の研修会の充実

保健教育

・ 健康観察、健康診断（保健調査）、
健康相談及び保健指導、疾病の管
理・予防、感染症予防、救急処置、
学校環境衛生活動

組織活動

ポイント
★ 健康診断及び事前・事後指導

の充実

★ 学校歯科医や歯科衛生士と連携

したブラッシング指導等の充実

★ 児童生徒保健委員会による歯

みがきの推進

★ 歯と口の健康週間の活用

ポイント

★ 事例検討会や研修の充実

★ 指導内容・方法の充実（スト

レスとのつきあい方、人間関係

づくり等）

    ★ 担任、教育相談・生徒指導担

当、養護教諭等の相互の連携

★ 健康観察・健康相談の充実

保健管理

歯と口の健康※

性に関する指導

アレルギー疾患 メンタルヘルス

ポイント

★ 体育科、保健体育科を中心に

関連教科等を含めて教育活動全

体を通じて実施

★ 児童生徒に分かりやすい教材

と指導参考資料の活用

★ 学校医をはじめとした関係者

・関係機関との連携

★ 実施する上での配慮事項の確認

がん教育※

生活習慣※
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近年の社会環境の急激な変化や生活スタイルの多様化に伴い、児童生徒の生活習慣の乱れや

メンタルヘルスに関する問題、アレルギー疾患、喫煙・飲酒・薬物乱用、性に関する問題、感

染症、近視の増加など、新たな課題が顕在化している。

このような諸課題に適切に対応し、課題の解決を図るためには、健康教育を通じて、児童生

徒が生涯にわたり自らの健康を適切に管理し、改善していく資質や能力の育成に向けた取組を

学校全体で組織的・計画的に行うことが重要である。

こうした取組の過程においては、学校や家庭、地域、地域の医療機関等が連携し、多様な健康

課題に対する正しい認識と理解に基づいたきめ細かな学校保健を展開していくことが求められる。

取組の推進に向けた３つの視点
   

学校保健の領域・重点課題

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

① 各学校における児童生徒の健康課題の実態把握と組織体制の整備並びに研修機会の充

実による教職員の資質能力の向上

② 学校保健委員会の内容の充実と学校保健関係者との連携強化

③ 児童生徒の現代的な健康課題の解決に向けた学校と地域の専門家や関係機関等との連携推

・ 学校環境衛生活動

・ 感染症

・ 熱中症

・ 献血教育

・ 近視の増加

・ ICT環境の変化に伴う問題

・ スポーツ障害 等

学学校校保保健健ににおおけけるる重重点点課課題題 ※※はは特特にに重重点点ををおおくく 

ポイント
★ 指導の機会の充実 (身体計測、

全校集会時等）

★ 生活習慣に関する調査の実施

・振り返り、保護者との連携

★ 学校保健委員会等の充実（専

門家の意見を受け、学校と家庭

での役割を確認、同一地域内の

学校等の連携）

ポイント

★ 教育活動全体を通じて児童生

徒の発達の段階に応じた指導

★ 年間指導計画の作成

★ 組織づくりと研修体制の確立

★ 集団指導と個別指導の充実

★ 外部講師による講演・研修会

の充実

ポイント

★ 学校・地域の実態や児童生徒

の発達の段階に応じた指導内容

・方法の工夫

★ 講演・研修会の実施（学校薬

剤師等外部講師の活用）

★ 指導の必要性や課題などにつ

いて、家庭・地域への普及啓発

喫煙・飲酒・薬物乱用防止 その他の課題

・ 体育科、保健体育科をはじめとする各教科、
総合的な学習(探究)の時間等における指導

・ 道徳、特別活動等における指導、その他保健
室や学級で行う集団・個別の指導

・ 学校保健委員会等の活性化

・ 家庭、地域の専門家や関係機関等との連携

・ 教職員の組織、協力体制の確立

学校保健

ポイント

★ 組織体制（校内対応委員会の

設置を含む）の整備

★ アレルギー疾患の理解と正確

な情報の把握・共有（「学校にお

けるアレルギー疾患対応マニュ

アル」の活用）

★ 関係機関との連携を含むアレ

ルギー疾患対応の研修会の充実

保健教育

・ 健康観察、健康診断（保健調査）、
健康相談及び保健指導、疾病の管
理・予防、感染症予防、救急処置、
学校環境衛生活動

組織活動

ポイント
★ 健康診断及び事前・事後指導

の充実

★ 学校歯科医や歯科衛生士と連携

したブラッシング指導等の充実

★ 児童生徒保健委員会による歯

みがきの推進

★ 歯と口の健康週間の活用

ポイント

★ 事例検討会や研修の充実

★ 指導内容・方法の充実（スト

レスとのつきあい方、人間関係

づくり等）

    ★ 担任、教育相談・生徒指導担

当、養護教諭等の相互の連携

★ 健康観察・健康相談の充実

保健管理

歯と口の健康※

性に関する指導

アレルギー疾患 メンタルヘルス

ポイント

★ 体育科、保健体育科を中心に

関連教科等を含めて教育活動全

体を通じて実施

★ 児童生徒に分かりやすい教材

と指導参考資料の活用

★ 学校医をはじめとした関係者

・関係機関との連携

★ 実施する上での配慮事項の確認

がん教育※

生活習慣※

 

1111  特特別別支支援援教教育育のの推推進進  
 

【取組方針】 

 ◆ インクルーシブ教育システムの推進に向けて、総合支援学校、特別支援学級、通級によ

る指導、通常の学級といった、多様な学びの場の一層の充実を図る。 

◆ 一人ひとりに応じた ICT の活用、「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」の充実と

活用、外部専門家と連携した教育内容の工夫・改善などにより、障害の重度・重複化、多

様化に対応した、総合支援学校の教育の充実に向けた取組を推進する。 
 ◆ 管理職や校内コーディネーター等を中心とする校内支援体制の充実やすべての教員の専

門性の向上などにより、幼・小・中・高等学校等における指導及び相談支援の実効性の向

上を図る取組を推進する。 

 ◆ ふれあい教育センターや特別支援教育センター、サブセンター等が連携し、各地域・学

校における発達障害等についてのきめ細かな相談支援の取組を推進する。 

 ◆ コミュニティ・スクールの連携・協働体制を生かした特色ある教育活動により、全ての

幼児児童生徒がともに学び合い、支え合い、地域社会の一員として心豊かに成長できる共

生社会の実現に向けた総合支援学校の「やまぐち型社会連携教育」を推進する。 

 

【主な取組】  （担当：特別支援教育推進室、義務教育課、高校教育課、地域連携教育推進課） 

主主なな取取組組とと内内容容  実実施施主主体体  

■ 総合支援学校における教育の充実 
 ○ 一人ひとりの教育的ニーズに応える教育内容等の充実 

・ 児童生徒一人ひとりの教育的ニーズに応じたＩＣＴ機器活用推進のための協議

会・研修会の実施及び活用事例の蓄積と普及  

・ 「個別最適な学び」の実現や社会体験活動の一層の充実に向けたオリジナルＶＲ

動画の活用の推進 

・ 学習指導要領に基づいた教育課程の適切な編成と円滑な実施のための校内研修や

研究協議会の実施 

 ・ 各学校の学習評価の充実に資する、「個別の指導計画」の新たな様式の検討 

 ・ 学校における授業力向上に資する、ふれあい教育センターと連携した授業研

究の支援やオンラインサポートの充実  

・ 障害の重度・重複化、多様化に対応するための、外部専門家（理学療法士・  

作業療法士・言語聴覚士等）との連携や、自閉症により行動面等で著しい困難を

示す児童生徒への指導・支援に関する事例の活用 

 新 医療的ケアが必要な児童生徒の校内外における安全な学習環境の整備に向けた

ガイドラインの策定 

県・ 

学校（特） 

○ キャリア教育・職業教育の推進 

 ・ 就業実践科設置校（田布施総合支援学校、山口南総合支援学校、宇部総合支

援学校、下関総合支援学校）を中心とした職業教育、進路指導の充実 

 ・ 就業実践科の成果の普及と職業コース（岩国総合支援学校 R6～稼働）の教

育課程等の検討 

 ・ 学習意欲の向上や自己有用感を高めることができる「きらめき検定」（山口

県特別支援学校技能検定）の充実 

県・ 

学校（特） 
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 ・ 総合支援学校就職支援コーディネーターの配置による現場実習先の開拓及

び障害者雇用の理解促進 

 ・ 地域人材を活用した教育活動の推進及び学校内の地域交流スペースに設置し

たカフェの運営等を通じた実践的・体験的な学習活動の実施 

○ 教育環境の整備促進 

 ・ 多様な進路実現に必要な新たな施設の設備や、老朽化及び教室不足への対応

の検討 

県・ 
学校（特） 

■ 高等学校等における特別支援教育の充実 

 ○ 全校体制による指導・支援の充実 

 ・ 全校体制による障害特性等に応じた適切な指導や支援、合理的配慮の適切な

提供方法等に関する管理職研修会や校内コーディネーター研修会等の充実 

 ・ 特別支援教育支援員の継続的・効果的配置による学習活動等への支援の充実 

県・ 

学校（高） 

 ○ 通級による指導の充実 

 ・ 通級による指導を必要とする全ての高等学校等で対応できるよう、特別支援

教育推進の拠点となる高等学校に特別支援教育推進教員を配置 

 ・ 「高等学校等における『通級による指導』」（チラシ）を活用した通級による

指導の理解促進 

県・ 

学校（高） 

○ 特別支援教育の視点を取り入れた指導・支援の充実 

 ・ 特別支援教育推進教員と地域コーディネーターが連携した学校訪問等による

支援体制の整備や特別支援教育の視点を取り入れた授業づくりの推進 

 新 発達障害のある生徒への具体的な指示や発問の仕方などを学ぶ「授業づくり

セミナー」の実施 

県・ 

学校（高） 

 
○ 「個別の教育支援計画」、「個別の指導計画」の作成と活用 

 ・ 中学校との連携強化・情報の引継ぎによる切れ目ない支援体制の充実 

 ・ 特別支援教育推進教員や地域コーディネーター等の助言による「個別の教育

支援計画」「個別の指導計画」の作成と活用の促進 

県・ 

学校（高） 

 

■ 小・中学校における特別支援教育の充実 

 ○ 特別支援教育の視点を取り入れた学校経営、学級経営及び授業改善 

 ・ 全校体制での指導・支援の充実に資する、県教委の研修資料等を活用した校

内研修の実施 

 ・ 通常の学級を担当する教員の専門性向上に資する、ふれあい教育センターと

の連携による、校内研修用研修パッケージの充実と活用の推進 

 ・ 初めて特別支援教育を担う教員を対象とした、すべての児童生徒が「わかる」

「できる」を実感できる「授業づくりセミナー」の実施 

 ・ 「学校における『合理的配慮』の提供」（リーフレット）の活用や好事例の紹

介等による合理的配慮の適切な提供に関する一層の周知 

 ・ 特別支援教育実施の責任者として、自ら特別支援教育や障害に関する認識を

深めるための管理職研修会の充実 

県・市町・ 

学校(小中) 

 ○ 「個別の教育支援計画」、「個別の指導計画」の作成と活用 

 ・ 「個別の教育支援計画」を活用した、進級時や進学先等への必要となる支援

情報の確実な引継ぎの促進 

 ・ 「個別の教育支援計画Ｑ＆Ａ及び記入例(第３版)通常の学級用様式」の活用に

よる通常の学級に在籍する障害のある児童生徒についての計画作成の促進 

県・市町・ 

学校(小中) 

─ 46 ─



 

 ・ 総合支援学校就職支援コーディネーターの配置による現場実習先の開拓及

び障害者雇用の理解促進 

 ・ 地域人材を活用した教育活動の推進及び学校内の地域交流スペースに設置し

たカフェの運営等を通じた実践的・体験的な学習活動の実施 

○ 教育環境の整備促進 

 ・ 多様な進路実現に必要な新たな施設の設備や、老朽化及び教室不足への対応

の検討 

県・ 
学校（特） 

■ 高等学校等における特別支援教育の充実 

 ○ 全校体制による指導・支援の充実 

 ・ 全校体制による障害特性等に応じた適切な指導や支援、合理的配慮の適切な

提供方法等に関する管理職研修会や校内コーディネーター研修会等の充実 

 ・ 特別支援教育支援員の継続的・効果的配置による学習活動等への支援の充実 

県・ 

学校（高） 

 ○ 通級による指導の充実 

 ・ 通級による指導を必要とする全ての高等学校等で対応できるよう、特別支援

教育推進の拠点となる高等学校に特別支援教育推進教員を配置 

 ・ 「高等学校等における『通級による指導』」（チラシ）を活用した通級による

指導の理解促進 

県・ 

学校（高） 

○ 特別支援教育の視点を取り入れた指導・支援の充実 

 ・ 特別支援教育推進教員と地域コーディネーターが連携した学校訪問等による

支援体制の整備や特別支援教育の視点を取り入れた授業づくりの推進 

 新 発達障害のある生徒への具体的な指示や発問の仕方などを学ぶ「授業づくり

セミナー」の実施 

県・ 

学校（高） 

 
○ 「個別の教育支援計画」、「個別の指導計画」の作成と活用 

 ・ 中学校との連携強化・情報の引継ぎによる切れ目ない支援体制の充実 

 ・ 特別支援教育推進教員や地域コーディネーター等の助言による「個別の教育

支援計画」「個別の指導計画」の作成と活用の促進 

県・ 

学校（高） 

 

■ 小・中学校における特別支援教育の充実 

 ○ 特別支援教育の視点を取り入れた学校経営、学級経営及び授業改善 

 ・ 全校体制での指導・支援の充実に資する、県教委の研修資料等を活用した校

内研修の実施 

 ・ 通常の学級を担当する教員の専門性向上に資する、ふれあい教育センターと

の連携による、校内研修用研修パッケージの充実と活用の推進 

 ・ 初めて特別支援教育を担う教員を対象とした、すべての児童生徒が「わかる」

「できる」を実感できる「授業づくりセミナー」の実施 

 ・ 「学校における『合理的配慮』の提供」（リーフレット）の活用や好事例の紹

介等による合理的配慮の適切な提供に関する一層の周知 

 ・ 特別支援教育実施の責任者として、自ら特別支援教育や障害に関する認識を

深めるための管理職研修会の充実 

県・市町・ 

学校(小中) 

 ○ 「個別の教育支援計画」、「個別の指導計画」の作成と活用 

 ・ 「個別の教育支援計画」を活用した、進級時や進学先等への必要となる支援

情報の確実な引継ぎの促進 

 ・ 「個別の教育支援計画Ｑ＆Ａ及び記入例(第３版)通常の学級用様式」の活用に

よる通常の学級に在籍する障害のある児童生徒についての計画作成の促進 

県・市町・ 

学校(小中) 

 
 

  

 新 「個別の教育支援計画」の作成意義や活用方法等の理解促進を図るリーフレ

ットの作成 
 ○ 特別支援学級、通級による指導の充実 

・ 市町教育委員会との連携による、特別支援学級担任及び通級による指導担当教

員を対象とした特別の教育課程の適切な編成と円滑な運用に関する理解促進 

 ・ 市町教育委員会との連携による、特別支援学級・通級による指導の中核的な

役割を果たす教員の育成をめざした「特別支援教育アドバンス講座」の実施 

 ・ 弱視特別支援学級や難聴特別支援学級を担当する教員、通級による指導を新

たに担当する教員等を対象とした研修会の実施 

県・市町・ 

学校(小中) 

■ 早期からの切れ目ない支援体制の充実 
 ○ 医療・保健・福祉等と連携した早期からの支援体制の充実 

 ・ 総合支援学校と市町教育委員会、医療、保健、福祉、労働等が連携した早期 

  からの支援体制の充実 

 ・ 教育と福祉の連携による発達障害支援トレーニングセミナーの実施 

 新 保護者が見通しをもち安心して就学について考えることのできるリーフレ

ットの作成 

県・市町・ 

学校 

■ 特別支援教育を推進する体制の充実 
 ○ ふれあい教育センター、特別支援教育センター等による相談支援の充実 

  ・ ふれあい教育センターによる発達障害等に対する相談支援機能の充実 

・ 特別支援教育センター等に地域の特別支援教育の中心的な役割を担う地域コ

ーディネーターを配置し、より身近な地域におけるきめ細かな相談支援を実施 

 ・ 視覚障害教育センター及び聴覚障害教育センターによる幼・小・中・高等学    

  校等への相談支援の充実と研修会の実施 

県・市町・

学校 

○ 教員の専門性の向上 

 ・ 専門性の高い教員による授業研究や、多様な障害に対応できる総合的な専門性の 

  向上を図る研修会の実施 

 ・ 地域コーディネーターや特別支援教育推進教員による、全校体制での相談支

援の実効性向上に向けた事例検討の実施 

県・市町・ 

学校 

 ○ 交流及び共同学習の推進 

・  総合支援学校と小・中・高等学校等のコミュニティ・スクールが連携した交

流及び共同学習の推進 

・ 直接的な交流とＩＣＴを活用したオンライン交流の効果的な組み合わせによ

る交流及び共同学習の充実 

県・市町・ 

学校 

 ○ 障害者理解の促進 

 ・ 障害者スポーツやレクリエーション、芸術活動を通じた、障害のある幼児児

童生徒と障害のない幼児児童生徒の相互理解の促進 

 ・ 障害のある児童生徒の芸術作品展や作業製品の販売等を一体的に実施する「特別 

  支援教育フェスティバル」の開催による特別支援教育への理解促進 

県・市町・ 

学校 

 

 ○ 総合支援学校コミュニティ・スクールの充実 

 ・ 学校教育目標・学校経営ビジョンの共有や熟議の実施等による学校運営協議

会の一層の活性化 

 新 教育課程と関連付けた、作業製品の販売、喫茶サービス、障害者スポーツ等

の体験活動の充実 

県・市町・ 

学校 
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主な指標 最新値 目標値

総合支援学校高等部の就職希望生徒の就職決定率
94.6％

（2021年度）
100％に近付ける

公立幼・小・中・高校における特別な支援を必要とする幼児児

童生徒についての個別の教育支援計画の作成率

95.8％
（2021年度）

100％

公立幼・小・中・高校における特別な支援を必要とする幼児児

童生徒についての個別の指導計画の作成率

93.9％
（2021年度）

100％

義務教育段階から高等学校段階に進学、就職する生徒について、

個別の教育支援計画を活用した支援情報の引継ぎ率

75.2％
（2021年度）

100％

 
 
 

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載
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主な指標 最新値 目標値
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93.9％
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100％

 
 
 

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載

 

 

以下の各種資料は、特別支援教育推進室のウェブページからダウンロードできます。 

資資料料等等のの名名称称  目目的的・・内内容容等等  

○ 全校体制による支援の充実 

支援をつなぐ（理論編） 発達障害の理解と校内体制整備のためのテキスト 

支援をつなぐ（実践編） 
発達障害についての教員の指導力向上と校内体制充実のための

テキスト 

支援をつなぐ（研修編） 各学校における相談支援の実効性の向上のためのテキスト 

高等学校等における特別支援教育 
高等学校等における特別支援教育の推進を図るための教職員用

の研修冊子 

校内コーディネーターガイドブック 
校内コーディネーターが校内の支援体制づくりや事例検討会の

開催、保護者との連携等を進める際のガイドブック 

○ 個別の教育支援計画、個別の指導計画 

「個別の教育支援計画」Ｑ＆Ａ及び記入例
（第３版） 

「個別の教育支援計画」作成の手引 

特別支援教育における「個別の指導計画」作成
のために 

「個別の指導計画」作成の手引 

特別支援教育における「個別の指導計画」作成
のために－記入例－ 

学校において「個別の指導計画」を作成する際の参考資料 

○ 特別支援教育の授業づくり 

通常の学級における特別支援教育の充実のた
めに 

通常の学級における学習環境や授業づくり、個別的な支援や校
内体制づくりのための参考資料（チェックリスト形式） 

通常の学級における特別支援教育の視点を取り
入れた授業づくりの進め方(リーフレット) 

特別支援教育の視点を取り入れた、学習指導案作成のポイント
や授業づくりの進め方等 

自立活動の指導の手引き 自立活動の指導の基本的な理解や、障害種別の指導内容設定の
ための参考資料 

自立活動の指導の充実をめざしたＩＣＴ活用 ＩＣＴを活用した自立活動の効果的な指導に関する参考資料 

子どもの心に目を向けるポジティブ行動支援 
－ＡＳＤ指導事例集－ ※ＡＳＤ…自閉スペクトラム症 

ＡＳＤや二次的な障害等により、行動面等で著しい困難を示す
児童生徒への指導・支援と障害特性の理解のための参考資料 

○ 通級による指導 

通級指導担当者ガイドブック 
小・中学校の「通級による指導」を担当する教員のみならず、
全ての教職員の理解を促進するためのガイドブック 

高等学校等における｢通級による指導｣ガイド
ブック 

高等学校の「通級による指導」を担当する教員のみならず、全
ての教職員の理解を促進するためのガイドブック 

ご存知ですか？「通級による指導（通級指
導）」（チラシ） 

小・中学校「通級による指導」の概要紹介 

高等学校等における「通級による指導」（チ
ラシ） 

高等学校「通級による指導」の概要紹介 

○ 合理的配慮 

山口県立学校における障害を理由とする差別の
解消の推進に関する対応要領 

障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律第７条に規定
する「不当な差別的取扱いの禁止」に関し、県立学校教職員が
適切に対応するために必要な事項を定めた要領 

学校における「合理的配慮」の提供（リーフレ
ット） 

学校における「合理的配慮」提供のプロセスや事例、校内体制
構築のためのチェックリスト等を掲載したリーフレット 

マルチメディアデイジー教科書を使ってみませ
んか？（リーフレット） 

マルチメディアデイジー教科書の使い方や申請方法等に関する
参考資料 

○ その他 

特別支援学校 新着任者用研修テキスト 
特別支援教育の基礎的知識の習得と実践的指導力向上のための
テキスト 

特別支援教育 就労をめざして 特別支援学校における職業教育や就労支援の充実のための参考資料 

よりよい「交流及び共同学習」を進めるために
（リーフレット） 

「交流及び共同学習」の意義や進め方の工夫など、各学校の
「交流及び共同学習」の充実を図る参考資料 

 

山山口口県県教教育育委委員員会会作作成成テテキキスストト・・参参考考資資料料等等                  
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1122  幼幼児児期期ににおおけけるる取取組組のの充充実実  
【取組方針】 

 ◆ 「山口県乳幼児の育ちと学び支援センター」を拠点として、国公私立・施設類型を問わ

ず、保育者の専門性の向上等の取組を一体的に推進する。 

 ◆ 生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要な時期である乳幼児期の教育及び保育の更なる

質の向上のため、教育及び保育の内容や指導方法等に関する研修、幼児教育アドバイザー

等による幼児教育・保育施設の訪問支援等を実施する。 

◆ 子どもたちの育ちや学びをつなぐための、小学校区を単位とした保幼小連携（幼児教育・

保育施設と小学校の連携）を促進する。 

 ◆ 保護者や地域の人々への幼児教育・保育施設の開放や情報提供、教育相談など、積極的

な子育ての支援を推進する。 

【主な取組】（担当課：総務部学事文書課／健康福祉部こども・子育て応援局こども政策課 

／義務教育課／地域連携教育推進課／特別支援教育推進室） 

※１ 保育者：保育士、幼稚園教諭、保育教諭等 

※２ 幼児教育・保育施設：保育所、幼稚園、認定こども園等 

主主なな取取組組とと内内容容  実実施施主主体体  

■ 幼児期の教育の質の向上 

 拡 全ての保育者※１を対象とした研修の実施 

 ・ 現場のニーズや県における課題等に対応した研修内容・方法の充実 
県 

○ 幼稚園教諭一種免許状認定講習の開設 

 ・ 幼稚園教諭二種免許状を保有する教員が幼稚園教諭一種免許状を取得する

ための認定講習を開設することで、受講機会を拡大 

県 

拡 幼児教育アドバイザー等による幼児教育・保育施設※２の訪問支援 

 ・ 乳幼児期の教育及び保育、特別支援教育等に関する専門的知見や豊富な実践

経験を有する幼児教育アドバイザー、スクールソーシャルワーカー等を配置 

県 

■ 幼児期の教育と小学校教育の接続の促進 

 ○ 小学校区を単位とした保幼小連携体制の推進 

 ・ 小学校区の中で、合同保育・授業等による子ども同士の交流活動や保育者と

小学校教員の合同研修会等の計画的、継続的な実施 

県・市町・ 

幼児教育・

保育施設・

小学校 

○ 大学、関係機関等との連携による調査研究の実施 

・ 幼児教育・保育施設と小学校での架け橋期における教育及び保育の内容の

充実と接続のカリキュラムの開発、実践、検証、改善 

県・市町・ 

幼児教育・

保育施設・

小学校 

拡 幼児教育・保育長期研修の実施 

 ・ 保幼小連携の推進役を育成するため、小学校教員を保育所・幼稚園・認定こ

ども園に１年間派遣（Ｒ５年度３人） 

 ・ 市町教育委員会との連携による派遣教員の研修成果の還元と普及 

県・市町・ 

幼児教育・

保育施設・

小学校 

■ 子育て支援の推進と地域協育ネットの活用 

  ○ 地域協育ネットを活用した家庭教育支援 

・ 保護者向けリーフレットの活用促進や家庭教育出前講座の実施促進、継続

的な家庭教育支援の推進 

県・市町・ 

幼児教育・

保育施設・

小学校 
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1122  幼幼児児期期ににおおけけるる取取組組のの充充実実  
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／義務教育課／地域連携教育推進課／特別支援教育推進室） 

※１ 保育者：保育士、幼稚園教諭、保育教諭等 

※２ 幼児教育・保育施設：保育所、幼稚園、認定こども園等 

主主なな取取組組とと内内容容  実実施施主主体体  

■ 幼児期の教育の質の向上 

 拡 全ての保育者※１を対象とした研修の実施 

 ・ 現場のニーズや県における課題等に対応した研修内容・方法の充実 
県 

○ 幼稚園教諭一種免許状認定講習の開設 

 ・ 幼稚園教諭二種免許状を保有する教員が幼稚園教諭一種免許状を取得する

ための認定講習を開設することで、受講機会を拡大 

県 

拡 幼児教育アドバイザー等による幼児教育・保育施設※２の訪問支援 

 ・ 乳幼児期の教育及び保育、特別支援教育等に関する専門的知見や豊富な実践

経験を有する幼児教育アドバイザー、スクールソーシャルワーカー等を配置 

県 

■ 幼児期の教育と小学校教育の接続の促進 

 ○ 小学校区を単位とした保幼小連携体制の推進 

 ・ 小学校区の中で、合同保育・授業等による子ども同士の交流活動や保育者と

小学校教員の合同研修会等の計画的、継続的な実施 

県・市町・ 

幼児教育・

保育施設・

小学校 

○ 大学、関係機関等との連携による調査研究の実施 

・ 幼児教育・保育施設と小学校での架け橋期における教育及び保育の内容の

充実と接続のカリキュラムの開発、実践、検証、改善 

県・市町・ 

幼児教育・

保育施設・

小学校 

拡 幼児教育・保育長期研修の実施 

 ・ 保幼小連携の推進役を育成するため、小学校教員を保育所・幼稚園・認定こ

ども園に１年間派遣（Ｒ５年度３人） 

 ・ 市町教育委員会との連携による派遣教員の研修成果の還元と普及 

県・市町・ 

幼児教育・

保育施設・

小学校 

■ 子育て支援の推進と地域協育ネットの活用 

  ○ 地域協育ネットを活用した家庭教育支援 

・ 保護者向けリーフレットの活用促進や家庭教育出前講座の実施促進、継続

的な家庭教育支援の推進 

県・市町・ 

幼児教育・

保育施設・

小学校 

主な指標 最新値 目標値

スタートカリキュラムの改善に向けて幼児教育・保育施設と

の意見交換や合同の研究の機会などを設けている公立小学

校の割合

78.8% 

(2022年度) 
100% 

幼児教育アドバイザー等による支援

○ 乳幼児期における教育及び保育、特別支援教育等に関する専門的知見や豊富な実践経験を有す

る幼児教育アドバイザー、スクールソーシャルワーカー等を配置

○ 園内研修の充実、幼児教育・保育施設の課題解決等に向けた助言

幼児教育・保育長期研修の実施

○ 平成 16 年度から実施し、令和４年度までに76 人の教員を派遣

○ 研修後の成果還元

  ・ 小学校低学年における指導や教育課程の工夫改善

・ 保幼小連携研修会等での指導

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

「山口県乳幼児の育ちと学び支援センター」

乳幼児期の教育及び保育の内容・指導方法等に関する保育者への研修や調査研究、幼児教育・保育

施設に対する助言、情報提供等の施策を総合的に実施する拠点

各地域での保幼小連携の推進役

「山口県新たな時代の人づくり推進方針」の策定を契機に、乳幼児期の教育及び保育の更なる質の向

上を図るため、幼児教育・保育施設からの要請に応じた訪問等を実施

小学校教員を保育所・幼稚園・認定こども園に１年間派遣し、乳幼児期の育ちや学びを踏まえた小学

校低学年での指導の在り方について研修し、本県における保幼小連携指導の推進に資する人材を育成

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載
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1133 少少人人数数教教育育のの推推進進 
【取組方針】

◆ 少人数教育のさらなる推進に向けて、国の動向等を踏まえ、これまでの少人数学級化や

少人数指導の取組の成果と課題の検証を行い、市町教委と連携し、子どもたちの状況に応

じたきめ細かな指導体制の充実を図る。

◆ 「小１プロブレム」解消のための 30 人学級加配教員配置を行い、取組の成果を全県に

普及する。

【主な取組】                        （担当課：義務教育課）

主な指標 最新値〔全国〕 目標値

勉強が「好き」「どちらかといえば好き」である児童

生徒の割合（公立小・中学校）

小 60.7%〔60.9%〕

中 62.8%〔60.0%〕

(2022年度) 

増加させる

主主なな取取組組とと内内容容 実実施施主主体体 

■ 小・中学校における効果的な少人数学級化の実施

○ 小・中学校におけるきめ細かな指導の実施

・ 35人学級化の実施（小・中１）

・ 各学校における取組の成果の検証及び検証結果を踏まえた指導方法・指導

形態等の工夫改善

県・市

町・学校

（小中）

○ 「小１プロブレム」解消のための 30人学級加配教員配置

・ 「小１プロブレム」等の課題の解決を積極的に行う大規模校に対して、30人

学級加配教員を配置し、取組の成果を全県に普及

県・市

町・学校

（小）

■ 少人数指導（複数教員による指導・学習集団の編成）の充実

○ 学習形態や指導方法の検証と工夫改善

・ 児童生徒の習熟度等に応じた指導方法を工夫することにより、児童生徒一

人ひとりの能力・適性や進路希望に応じたきめ細かな指導を推進

県・市

町・学校

（小中）

○ 教員の授業力向上と児童生徒の学力向上の推進

・ 市町教委と連携した地域内の学校への計画的な訪問

県・市

町・学校

（小中）

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載
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1133 少少人人数数教教育育のの推推進進 
【取組方針】

◆ 少人数教育のさらなる推進に向けて、国の動向等を踏まえ、これまでの少人数学級化や

少人数指導の取組の成果と課題の検証を行い、市町教委と連携し、子どもたちの状況に応

じたきめ細かな指導体制の充実を図る。

◆ 「小１プロブレム」解消のための 30 人学級加配教員配置を行い、取組の成果を全県に

普及する。

【主な取組】                        （担当課：義務教育課）

主な指標 最新値〔全国〕 目標値

勉強が「好き」「どちらかといえば好き」である児童

生徒の割合（公立小・中学校）

小 60.7%〔60.9%〕

中 62.8%〔60.0%〕

(2022年度) 

増加させる

主主なな取取組組とと内内容容 実実施施主主体体 

■ 小・中学校における効果的な少人数学級化の実施

○ 小・中学校におけるきめ細かな指導の実施

・ 35人学級化の実施（小・中１）

・ 各学校における取組の成果の検証及び検証結果を踏まえた指導方法・指導

形態等の工夫改善

県・市

町・学校

（小中）

○ 「小１プロブレム」解消のための 30人学級加配教員配置

・ 「小１プロブレム」等の課題の解決を積極的に行う大規模校に対して、30人

学級加配教員を配置し、取組の成果を全県に普及

県・市

町・学校

（小）

■ 少人数指導（複数教員による指導・学習集団の編成）の充実

○ 学習形態や指導方法の検証と工夫改善

・ 児童生徒の習熟度等に応じた指導方法を工夫することにより、児童生徒一

人ひとりの能力・適性や進路希望に応じたきめ細かな指導を推進

県・市

町・学校

（小中）

○ 教員の授業力向上と児童生徒の学力向上の推進

・ 市町教委と連携した地域内の学校への計画的な訪問

県・市

町・学校

（小中）

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 施策   

  14 地域連携教育の充実 

15 家庭教育支援の充実 

  16 社会教育施設等を活用した教育の充実 

 

 

 

 

 

 

注 各施策の【主な取組】における下線を引いた箇所（「○○○○」）は、県教委が作成

した資料を示しています。また、【取組の推進に向けて】の＜県参考資料＞には、県

教委が作成したその他の資料を示しています。 

なお、関連資料を閲覧するためのＵＲＬや二次元コードが掲載されている場合があ

りますが、情報の更新等によりアクセスできなくなる可能性があります。 

総合的・計画的な施策の推進 

学校･家庭･地域が連携･協働した教育の推進 
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1144   地地域域連連携携教教育育のの充充実実  
【取組方針】 
 ◆ 小・中学校では、コミュニティ・スクールが核となり、地域協育ネットの仕組みを生か

して、子どもたちの学びや育ちを見守り支援していく「やまぐち型地域連携教育」の取組
を充実させることにより、子どもたちの自己肯定感や郷土愛等の意識を高める。 

◆ 高等学校・特別支援学校等では、地域協育ネットとの緩やかなつながり及び社会との連携
を通じて、学校運営、教育活動の質の向上を図っていく「やまぐち型社会連携教育」の取組
を充実させることにより、生徒一人ひとりの自己実現と社会に参画する態度の育成、共生社
会の実現をめざす。 

◆ 「社会に開かれた教育課程」の実現に向け、「やまぐち型地域連携教育」と「やまぐち型社
会連携教育」が一体となった「山口県の地域連携教育」をさらに推進することにより、社会
総がかりによる「地域教育力日本一」の取組の充実を図る。 

 
【主な取組】   （担当課：地域連携教育推進課／義務教育課／高校教育課／特別支援教育推進室） 

主主なな取取組組とと内内容容  実実施施主主体体  
■ 全県的な推進体制の強化 
 ○ 推進の核となる協議会等の開催 

 ・ 県の施策の充実や改善について協議する「山口県地域連携教育推進協議会」
の開催（委員構成:学識経験者､市町教育長代表、保・幼協会、社会教育関係
団体代表等） 

 ・ 地域連携教育の充実に向けた研修及び協議を行う「地域連携教育担当者研
修会」「地域連携教育担当者合同研修会」の開催 

県・市町 

○ 活動充実に向けた普及・啓発 
 新 地域連携教育の再加速に向けた取組の成果を発表し、小・中・高校生と地

域・社会の大人との交流を行う「地域連携教育再加速フォーラム」の開催（対
象：地域住民、保護者、教職員等） 

・ 地域連携教育に係るリーフレット等の作成・配布及び取組事例の紹介資料
の作成・周知 

・ 広報テレビ番組「はつらつ山口っ子」等を活用した情報発信 

県・市町 

■ 推進の核となる人材の配置・養成 
 新 地域連携教育再加速化サポートチームによる推進体制の構築 

 ・ 市町立学校と県立学校の連携・協働をコーディネートするＣＳチーフを配置
し、地域連携教育再加速化サポートチームによる推進体制を構築 

県・市町・ 
学校 

新 ＣＳサポーターの配置 
 ・ 県立学校等からのニーズに応じて、大学・企業・関係機関等、広く社会の

教育資源とのコーディネート等を行うＣＳサポーターの配置 

県・市町・ 
学校 

○ 地域学校協働活動推進員の活動充実 
 ・ 中学校区における学校間の連携や地域の支援者との連絡調整等を行う地域学

校協働活動推進員の活動の充実 
・ 「地域学校協働活動推進員ハンドブック」の活用 
・ 地域学校協働活動推進員の活動拠点設置のための情報提供や相談対応 

県・市町 

○ コーディネーター等に必要な知識・技能等を身に付ける講座の開催 
・ コーディネーターとして必要な知識・技能等を身に付ける「地域協育ネッ

トコーディネーター養成講座」の開催（７回） 
・ 地域学校協働活動推進員等として高いスキルを身に付ける「地域協育ネッ
トコーディネーターステップアップ講座」の開催（４回） 

県・市町 

○ 教職員や地域住民等を対象とした研修の充実 
 ・ 地域連携教育の取組を効果的に推進するためのマネジメント力向上を目的

とした管理職研修の実施（動画配信によるオンライン研修として実施） 
 ・ 地域連携教育担当教職員と地域学校協働活動推進員等の資質向上及び連携

強化に向けた研修の実施 
 新 全ての教職員と学校運営協議会委員等の資質向上及び連携強化に向けた

校内研修を実施（令和７年度末までに実施） 
 ・ 「熟議サポート事業」の実施 

県・市町 

■ 地域資源を活用した、子どもたちのふるさとを愛する心の育成 
 ○ 地域と連携・協働する活動に主体的に参画する児童生徒の育成 

 ・ 児童生徒の学校運営協議会等への主体的な参画の促進 
 ・ 児童生徒の意見を取り入れた地域学校協働活動の推進 

県・市町・ 
学校 
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1144   地地域域連連携携教教育育のの充充実実  
【取組方針】 
 ◆ 小・中学校では、コミュニティ・スクールが核となり、地域協育ネットの仕組みを生か

して、子どもたちの学びや育ちを見守り支援していく「やまぐち型地域連携教育」の取組
を充実させることにより、子どもたちの自己肯定感や郷土愛等の意識を高める。 

◆ 高等学校・特別支援学校等では、地域協育ネットとの緩やかなつながり及び社会との連携
を通じて、学校運営、教育活動の質の向上を図っていく「やまぐち型社会連携教育」の取組
を充実させることにより、生徒一人ひとりの自己実現と社会に参画する態度の育成、共生社
会の実現をめざす。 

◆ 「社会に開かれた教育課程」の実現に向け、「やまぐち型地域連携教育」と「やまぐち型社
会連携教育」が一体となった「山口県の地域連携教育」をさらに推進することにより、社会
総がかりによる「地域教育力日本一」の取組の充実を図る。 

 
【主な取組】   （担当課：地域連携教育推進課／義務教育課／高校教育課／特別支援教育推進室） 

主主なな取取組組とと内内容容  実実施施主主体体  
■ 全県的な推進体制の強化 
 ○ 推進の核となる協議会等の開催 

 ・ 県の施策の充実や改善について協議する「山口県地域連携教育推進協議会」
の開催（委員構成:学識経験者､市町教育長代表、保・幼協会、社会教育関係
団体代表等） 

 ・ 地域連携教育の充実に向けた研修及び協議を行う「地域連携教育担当者研
修会」「地域連携教育担当者合同研修会」の開催 

県・市町 

○ 活動充実に向けた普及・啓発 
 新 地域連携教育の再加速に向けた取組の成果を発表し、小・中・高校生と地

域・社会の大人との交流を行う「地域連携教育再加速フォーラム」の開催（対
象：地域住民、保護者、教職員等） 

・ 地域連携教育に係るリーフレット等の作成・配布及び取組事例の紹介資料
の作成・周知 

・ 広報テレビ番組「はつらつ山口っ子」等を活用した情報発信 

県・市町 

■ 推進の核となる人材の配置・養成 
 新 地域連携教育再加速化サポートチームによる推進体制の構築 

 ・ 市町立学校と県立学校の連携・協働をコーディネートするＣＳチーフを配置
し、地域連携教育再加速化サポートチームによる推進体制を構築 

県・市町・ 
学校 

新 ＣＳサポーターの配置 
 ・ 県立学校等からのニーズに応じて、大学・企業・関係機関等、広く社会の

教育資源とのコーディネート等を行うＣＳサポーターの配置 

県・市町・ 
学校 

○ 地域学校協働活動推進員の活動充実 
 ・ 中学校区における学校間の連携や地域の支援者との連絡調整等を行う地域学

校協働活動推進員の活動の充実 
・ 「地域学校協働活動推進員ハンドブック」の活用 
・ 地域学校協働活動推進員の活動拠点設置のための情報提供や相談対応 

県・市町 

○ コーディネーター等に必要な知識・技能等を身に付ける講座の開催 
・ コーディネーターとして必要な知識・技能等を身に付ける「地域協育ネッ

トコーディネーター養成講座」の開催（７回） 
・ 地域学校協働活動推進員等として高いスキルを身に付ける「地域協育ネッ
トコーディネーターステップアップ講座」の開催（４回） 

県・市町 

○ 教職員や地域住民等を対象とした研修の充実 
 ・ 地域連携教育の取組を効果的に推進するためのマネジメント力向上を目的

とした管理職研修の実施（動画配信によるオンライン研修として実施） 
 ・ 地域連携教育担当教職員と地域学校協働活動推進員等の資質向上及び連携

強化に向けた研修の実施 
 新 全ての教職員と学校運営協議会委員等の資質向上及び連携強化に向けた

校内研修を実施（令和７年度末までに実施） 
 ・ 「熟議サポート事業」の実施 

県・市町 

■ 地域資源を活用した、子どもたちのふるさとを愛する心の育成 
 ○ 地域と連携・協働する活動に主体的に参画する児童生徒の育成 

 ・ 児童生徒の学校運営協議会等への主体的な参画の促進 
 ・ 児童生徒の意見を取り入れた地域学校協働活動の推進 

県・市町・ 
学校 

主な指標 最新値 目標値

地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがあ
る児童生徒の割合（公立小・中学校）

小 54.4％
中 46.4％

（2022年度）

小 60.0％
中 60.0％

地域と小・中学校を通じた「学校・地域連携カリキュラム」の
策定数

―
各中学校区で

１以上

地域協育ネットコーディネーター養成講座修了者数(累計) 
541人

（2022年度）
600人

コミュニティ・スクールを導入し、地域と連携した学校・地域
の課題解決に取り組んだ県立高校等の割合

100％
（2022年度）  

100％

近隣の小・中・高等学校等のコミュニティ・スクールと連携し
た取組を実施した総合支援学校数

10校
（2022年度）  

全 12校での
実施をめざす

新 県内７地区のモデル校において、子どもが主体となり、地域の人と人をつ
なげ、子どもも大人も学び合う活動を実施し、取組事例を普及

○ 「学校・地域連携カリキュラム」の活用の促進
・ ふるさとの自然や歴史、産業等、地域資源を生かしたふるさとのよさや魅力

を実感・再発見する教育活動の推進
・ 育成をめざす資質・能力や学校と地域が連携・協働する活動を整理した「学

校・地域連携カリキュラム」を見直す仕組みづくり及び地域との連携による
活用の促進

県・市町・
学校

（小中）

■ 多様な人材の参画による地域ぐるみの活動の推進
○ 多様な人々による熟議・協働活動の実施
・ 子どもたちや地域住民が集い、学校や地域の課題の解決に向けた熟議・協
働活動を実施

県・市町・
学校

○ 地域協育ネットの取組の充実
・ 多様な体験活動等の事例提供を通じた取組の促進

○ 地域ぐるみの組織的な活動の推進
・ 各種会議・研修会を活用した関係団体等への啓発

○ 地域における教育環境の充実
・ 放課後等における多様なプログラムや地域未来塾による教育活動の充実
・ 地域社会と連携した高校生スキルアップ事業の実施

県・市町・
学校

（小中高）
■ 放課後子ども教室の充実と放課後児童クラブとの連携促進

○ 放課後子ども教室の充実
・ 市町行政担当者を対象とした研修会の開催
・ 高校生ボランティアを活用した運営の充実

県・市町・
学校

（小中高）
○ 放課後児童クラブとの連携促進
・ 学校区ごとの協議会の実施促進
・ 「教育支援員等研修会」の開催

県・市町・
学校（小）

■ 地域の活性化に貢献する、高校ならではの取組の推進
新 やまぐち型社会連携教育の推進
・ 地域協育ネットの仕組みを生かしながら、学校・学科の特色や専門性に応
じて広く社会と連携する高校ならではの取組を推進

・ 「総合的な探究の時間」等の教育課程内における、地域・社会と連携した
学習活動の推進

県・
学校（高）

■ 総合支援学校における地域とともにあるコミュニティ・スクールの取組の充実
○ 総合支援学校間の連携を強化し、地域との交流活動を活性化
・ 総合支援学校の教育課程と関連付けた、作業製品の販売、喫茶サービス、

障害者スポーツ等の体験活動の充実

県・
学校（特）

○ 小・中・高等学校と連携した取組の推進
・ 地域・社会とのつながり強化のため、総合支援学校と小・中・高等学校の
コミュニティ・スクールと連携した交流及び共同学習を推進

県・市町・
学校

■ 地域への障害に関する理解促進
○ 芸術等を通じた交流活動の開催
・ 地域住民とのふれあいを促進するため、障害のある児童生徒による芸術作

品展や作業製品販売等を一体的に実施する「特別支援教育フェスティバル」
の開催

県・
学校（特）

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載
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取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

─ 56 ─



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

「やまぐち教育応援団」

子どもの教育活動を支援する県内事業所や団体、地域の人材を認証・登録し、

子どものキャリア教育、体験・学習活動の充実・活性化を図っている。
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1155  家家庭庭教教育育支支援援のの充充実実 
【取組方針】

◆ 「家庭の元気応援キャンペーン」の展開や保護者向けリーフレット（幼児期版、小中版）
の活用を通じ、家庭教育に関する意識啓発・情報提供を推進するとともに、家庭教育支援
チーム員等の協力を得ながら、保護者等を対象とした学習機会の一層の充実を図る。

◆ 「やまぐち型地域連携教育」の仕組みを生かし、地域における家庭教育支援チーム等に
よる相談・支援体制を充実するとともに、専門機関による相談・支援の充実を図る。

【主な取組】       （担当課：地域連携教育推進課/やまぐち総合教育支援センター）

※１ アウトリーチ型家庭教育支援：保護者の居場所（自宅や学校、企業等）に出向いての情報提供や相談対応等、届ける支援

※２ やまぐち型家庭教育支援チーム：概ね中学校区で学校等と連携しながら、地域の実情に応じた家庭教育支援活動を行うチーム

主な指標 最新値 目標値

「やまぐち型家庭教育支援チーム」の設置率
全中学校区の

38.0％
(2022年度) 

全中学校区の
50％

主主なな取取組組とと内内容容 実実施施主主体体 

■ 意識啓発・情報提供の推進

○ 「やまぐち家庭教育支援強化月間」（10月）等による「家庭の元気応援キャン
ペーン」の展開
・ 「やまぐち家庭教育支援強化月間」を中心に、関係機関等と連携した普及

啓発活動の実施

県・市町・

学校

○ 保護者向けリーフレット「夢をはぐくむ家庭の元気」等を通じた家庭における
取組の啓発
・ 「家庭教育５つのポイント」の周知
・ 「家庭の日」（毎月第３日曜日を標準）の取組の推進
・ 「わが家のやくそく大作戦」の実施による家庭における取組の促進
・ 広報テレビ番組「はつらつ山口っ子」等を活用した情報発信

県・市町・

学校

■ 保護者等への学習機会の提供

○ ＰＴＡや企業等を対象とした家庭教育講座の実施
・ 家庭教育アドバイザー等と連携した家庭教育出前講座の実施

県・市町・

学校・団体

○ ＰＴＡ活動の活性化に向けた指導者の育成
・ 山口県ＰＴＡ指導者研修会の開催（１回）

県・団体

○ おやじの会の活動を通じた保護者等の学習機会の充実
・ 「山口県おやじの会連絡会」等が主催する「おやじの学校」への協力

団体・県・

市町

■ 地域における相談・支援体制の充実

○ 身近な地域で家庭への教育支援を行う体制づくりの促進
・ ＰＴＡと連携した家庭教育支援のリーフレットを通じた啓発
・ 家庭教育支援チームによる支援の充実（連絡会議の開催、アウトリーチ型
家庭教育支援※１の推進等）

・ 「やまぐち型家庭教育支援チーム※２」の設置促進

県・市町

○ 市町と連携した家庭教育支援者の養成・活用
・ 「ＰＴＡ家庭教育リーダー研修会」の開催（２回）
・ 「家庭教育アドバイザー養成講座」の開催（７回）
・ 「家庭教育アドバイザーステップアップ講座」の開催（４回）
・ 「家庭教育支援員等合同研修会」の開催（１回）

県・市町

■ 専門機関による相談・支援の充実

○ やまぐち総合教育支援センターでの相談・支援の充実
・ 「子どもと親のサポートセンター」に配置しているＳＳＷによる支援体制

の充実を図るとともに、関係機関との連携を強化
県

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載
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1155  家家庭庭教教育育支支援援のの充充実実 
【取組方針】

◆ 「家庭の元気応援キャンペーン」の展開や保護者向けリーフレット（幼児期版、小中版）
の活用を通じ、家庭教育に関する意識啓発・情報提供を推進するとともに、家庭教育支援
チーム員等の協力を得ながら、保護者等を対象とした学習機会の一層の充実を図る。

◆ 「やまぐち型地域連携教育」の仕組みを生かし、地域における家庭教育支援チーム等に
よる相談・支援体制を充実するとともに、専門機関による相談・支援の充実を図る。

【主な取組】       （担当課：地域連携教育推進課/やまぐち総合教育支援センター）

※１ アウトリーチ型家庭教育支援：保護者の居場所（自宅や学校、企業等）に出向いての情報提供や相談対応等、届ける支援

※２ やまぐち型家庭教育支援チーム：概ね中学校区で学校等と連携しながら、地域の実情に応じた家庭教育支援活動を行うチーム

主な指標 最新値 目標値

「やまぐち型家庭教育支援チーム」の設置率
全中学校区の

38.0％
(2022年度) 

全中学校区の
50％

主主なな取取組組とと内内容容 実実施施主主体体 

■ 意識啓発・情報提供の推進

○ 「やまぐち家庭教育支援強化月間」（10月）等による「家庭の元気応援キャン
ペーン」の展開
・ 「やまぐち家庭教育支援強化月間」を中心に、関係機関等と連携した普及

啓発活動の実施

県・市町・

学校

○ 保護者向けリーフレット「夢をはぐくむ家庭の元気」等を通じた家庭における
取組の啓発
・ 「家庭教育５つのポイント」の周知
・ 「家庭の日」（毎月第３日曜日を標準）の取組の推進
・ 「わが家のやくそく大作戦」の実施による家庭における取組の促進
・ 広報テレビ番組「はつらつ山口っ子」等を活用した情報発信

県・市町・

学校

■ 保護者等への学習機会の提供

○ ＰＴＡや企業等を対象とした家庭教育講座の実施
・ 家庭教育アドバイザー等と連携した家庭教育出前講座の実施

県・市町・

学校・団体

○ ＰＴＡ活動の活性化に向けた指導者の育成
・ 山口県ＰＴＡ指導者研修会の開催（１回）

県・団体

○ おやじの会の活動を通じた保護者等の学習機会の充実
・ 「山口県おやじの会連絡会」等が主催する「おやじの学校」への協力

団体・県・

市町

■ 地域における相談・支援体制の充実

○ 身近な地域で家庭への教育支援を行う体制づくりの促進
・ ＰＴＡと連携した家庭教育支援のリーフレットを通じた啓発
・ 家庭教育支援チームによる支援の充実（連絡会議の開催、アウトリーチ型
家庭教育支援※１の推進等）

・ 「やまぐち型家庭教育支援チーム※２」の設置促進

県・市町

○ 市町と連携した家庭教育支援者の養成・活用
・ 「ＰＴＡ家庭教育リーダー研修会」の開催（２回）
・ 「家庭教育アドバイザー養成講座」の開催（７回）
・ 「家庭教育アドバイザーステップアップ講座」の開催（４回）
・ 「家庭教育支援員等合同研修会」の開催（１回）

県・市町

■ 専門機関による相談・支援の充実

○ やまぐち総合教育支援センターでの相談・支援の充実
・ 「子どもと親のサポートセンター」に配置しているＳＳＷによる支援体制

の充実を図るとともに、関係機関との連携を強化
県

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

「家庭の元気応援キャンペーン」の展開-

「やまぐち家庭教育支援強化月間(10月)」での

学校や協賛企業・団体等による取組の促進や、保護

者向けリーフレット「夢をはぐくむ家庭の元気」の

活用による「家庭教育５つのポイント」の周知等、

「家庭の元気応援キャンペーン」の全県的な展開を

推進する。

「家庭教育５つのポイント」
① 基本的な生活習慣を身に付けましょう  

② 家庭での学習習慣を身に付けましょう  

③ ルールを守りマナーを身に付けましょう

④ 家族のふれあいを大切にしましょう  

⑤ 地域でいろいろな体験活動をしましょう

家庭の元気応援キャンペーン

マスコットキャラクター「ファミリン」

キャンペーンスローガン

「早寝早起き朝ごはん 本を読んで外遊び

みんな仲良く今日も元気！」

「わが家のやくそく大作戦」への取組を促進-

夏休み・冬休み前に案内を配付し、基本的生活習

慣や手伝いの定着、生活リズムの向上等に向けた家

庭での取組を促進するとともに、学校・家庭・地域

が連携した組織的な取組を広げる。

「わが家のやくそく大作戦」
親子で決めて夏休みや冬休みに実践した

「わが家のやくそく」の効果的な活用による

家庭教育支援の充実

家庭教育出前講座の開催-

就学時健康診断や一日入学、ＰＴＡ研修会等、多

くの保護者が集まる機会を捉えて、家庭教育アドバ

イザー等と連携した家庭教育出前講座を実施する。

保護者同士が気軽に話し合うことができる参加体

験型の講座を提供することにより、保護者の子育て

に関する不安や悩みの軽減を図る。

地域における相談・支援体制の充実  

○ 家庭教育支援チームによる支援の充実

全ての保護者が安心して家庭教育を行うことが

できるように、地域協育ネットの仕組みやＰＴＡ

組織のネットワークを生かし、概ね中学校区にお

いて、家庭教育アドバイザー、ＰＴＡ、地域の子

育て経験者等の地域人材で編成された「やまぐち

型家庭教育支援チーム」の設置を促進し、学校の

コミュニティルーム等を拠点として、学習機会の

提供や親子参加型行事の実施、相談対応、情報提

供等の支援活動を展開する。

○ 市町と連携した家庭教育支援者の養成・活用

家庭教育アドバイザーを養成する講座を実施し、家庭教育アドバイザーとしての実践力や

資質向上を図り、地域における家庭教育の支援活動を一層推進する。

ＰＴＡを対象とした家庭教育出前講座

地域連携教育推進課のウェブページから

ダウンロードできます。
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1166  社社会会教教育育施施設設等等をを活活用用ししたた教教育育のの充充実実  
【取組方針】 

 ◆ 子どもたちの体験活動充実のため、「“島じゅうキャンパス”チャレンジ＆エコツアー」・

「AＦＰＹ」など特色ある取組を推進するとともに、専門的な知識や技能を身に付けた体

験活動指導者の養成や指導力の向上に継続的かつ計画的に取り組む。 

 ◆ 山口図書館や山口博物館などが実施する展示・講座等において、それぞれの施設が有す

る人材や資料を学校や地域の教育へ活用し、多様な学習機会を提供する。 

 

【主な取組】    （担当課：地域連携教育推進課/学校運営・施設整備室） 

※１ 「“島じゅうキャンパス”チャレンジ＆エコツアー」 
世界的な冒険教育機関である OBS（Outward Bound School）の手法を取り入れ、野外活動とカウンセリン

グを組み合わせて個人や集団の成長を図る野外教育活動である「やまぐちアドベンチャーキャンプ」と、
高校生・大学生が企画し、地域団体や企業等の連携・協働によって具現化する短期の体験エコツアーを組
み合わせたプログラム 

※２ 「ＡＦＰＹ」AAdventure FFriendship PProgram in YYamaguchiの略 
他者と関わり合う活動を通して、個人の成長を図り、豊かな人間関係を築くための考え方と行動の在り

方を学び合う、山口県独自の体験学習法 

主主なな取取組組とと内内容容  実実施施主主体体  

■ 学校と青少年教育施設・地域が連携した体験活動の充実 

 ○ 「“島じゅうキャンパス”チャレンジ＆エコツアー※１」「ＡＦＰＹ※２」等の特

色ある体験活動プログラムの実施 

 新 小学生、中学生を対象とした長期自然体験活動及び短期エコツアーの実施

（周防大島町の山域及び海域周辺） 

 新 高校生、大学生の参画及び地域・企業等との連携・協働による推進体制構築    

・ 学校や地域の社会教育関係団体等でのＡＦＰＹに関する講座等への支援 

県 

○ 体験活動の核となる指導者や支援する人材の育成や実践事例の提供 

・ やまぐちアドベンチャーキャンプ指導者研修会の実施 

新 体験活動ボランティア養成研修会の実施（各青少年自然の家） 

・ ＡＦＰＹの手法を学ぶ研修会（年３回）の実施 

・ ＡＦＰＹアドバイザーによる出前講座の実施及び相談支援 

・ ウェブページによるＡＦＰＹ実践事例集、アクティビティ集等の資料提供 

県 

■ 山口図書館、山口博物館、文書館における取組の充実 

 ○ 各施設の展示、講座等の充実 

 ・ 郷土文学に関する企画展等の実施（山口図書館） 

・ 特別展「やまぐち 大考古博」（７/21～９/３ 山口博物館） 

・ 「サイエンスやまぐち 2023」（10/27～11/12 山口博物館） 

・ 「アーカイブズウィーク」（６月初旬 文書館） 

・ 各施設の所蔵資料の展示や、学芸員・専門員等による講座等の実施 

県 

○ マルチメディアデイジー※３図書の活用 

 ・ 社会福祉関係団体等との連携による普及啓発や利用促進 
県 

○ 電子図書館サービスの提供 

 ・ 提供する電子書籍の充実（山口図書館） 
県 

○ 学校や地域のニーズに対応した体験型学習プログラムの提供 

・ 山口博物館と学校、地域の連携による出前授業や社会見学等の実施 
県・学校 

○ デジタル技術を活用した鑑賞機会の拡大や学校等における学習活動への支援 

 ・ 博物館・文書館が所蔵する文化資源をデジタル化するとともに、デジタルデ

ータを活用した魅力的なコンテンツの提供等により鑑賞機会を拡大（山口博

物館・文書館） 

 ・ 展示室等とライブ中継で結んだオンライン授業の実施による学習活動への

支援（山口博物館） 

県 
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1166  社社会会教教育育施施設設等等をを活活用用ししたた教教育育のの充充実実  
【取組方針】 

 ◆ 子どもたちの体験活動充実のため、「“島じゅうキャンパス”チャレンジ＆エコツアー」・

「AＦＰＹ」など特色ある取組を推進するとともに、専門的な知識や技能を身に付けた体

験活動指導者の養成や指導力の向上に継続的かつ計画的に取り組む。 

 ◆ 山口図書館や山口博物館などが実施する展示・講座等において、それぞれの施設が有す

る人材や資料を学校や地域の教育へ活用し、多様な学習機会を提供する。 

 

【主な取組】    （担当課：地域連携教育推進課/学校運営・施設整備室） 

※１ 「“島じゅうキャンパス”チャレンジ＆エコツアー」 
世界的な冒険教育機関である OBS（Outward Bound School）の手法を取り入れ、野外活動とカウンセリン

グを組み合わせて個人や集団の成長を図る野外教育活動である「やまぐちアドベンチャーキャンプ」と、
高校生・大学生が企画し、地域団体や企業等の連携・協働によって具現化する短期の体験エコツアーを組
み合わせたプログラム 

※２ 「ＡＦＰＹ」AAdventure FFriendship PProgram in YYamaguchiの略 
他者と関わり合う活動を通して、個人の成長を図り、豊かな人間関係を築くための考え方と行動の在り

方を学び合う、山口県独自の体験学習法 

主主なな取取組組とと内内容容  実実施施主主体体  

■ 学校と青少年教育施設・地域が連携した体験活動の充実 

 ○ 「“島じゅうキャンパス”チャレンジ＆エコツアー※１」「ＡＦＰＹ※２」等の特

色ある体験活動プログラムの実施 

 新 小学生、中学生を対象とした長期自然体験活動及び短期エコツアーの実施

（周防大島町の山域及び海域周辺） 

 新 高校生、大学生の参画及び地域・企業等との連携・協働による推進体制構築    

・ 学校や地域の社会教育関係団体等でのＡＦＰＹに関する講座等への支援 

県 

○ 体験活動の核となる指導者や支援する人材の育成や実践事例の提供 

・ やまぐちアドベンチャーキャンプ指導者研修会の実施 

新 体験活動ボランティア養成研修会の実施（各青少年自然の家） 

・ ＡＦＰＹの手法を学ぶ研修会（年３回）の実施 

・ ＡＦＰＹアドバイザーによる出前講座の実施及び相談支援 

・ ウェブページによるＡＦＰＹ実践事例集、アクティビティ集等の資料提供 

県 

■ 山口図書館、山口博物館、文書館における取組の充実 

 ○ 各施設の展示、講座等の充実 

 ・ 郷土文学に関する企画展等の実施（山口図書館） 

・ 特別展「やまぐち 大考古博」（７/21～９/３ 山口博物館） 

・ 「サイエンスやまぐち 2023」（10/27～11/12 山口博物館） 

・ 「アーカイブズウィーク」（６月初旬 文書館） 

・ 各施設の所蔵資料の展示や、学芸員・専門員等による講座等の実施 

県 

○ マルチメディアデイジー※３図書の活用 

 ・ 社会福祉関係団体等との連携による普及啓発や利用促進 
県 

○ 電子図書館サービスの提供 

 ・ 提供する電子書籍の充実（山口図書館） 
県 

○ 学校や地域のニーズに対応した体験型学習プログラムの提供 

・ 山口博物館と学校、地域の連携による出前授業や社会見学等の実施 
県・学校 

○ デジタル技術を活用した鑑賞機会の拡大や学校等における学習活動への支援 

 ・ 博物館・文書館が所蔵する文化資源をデジタル化するとともに、デジタルデ

ータを活用した魅力的なコンテンツの提供等により鑑賞機会を拡大（山口博

物館・文書館） 

 ・ 展示室等とライブ中継で結んだオンライン授業の実施による学習活動への

支援（山口博物館） 

県 

※３ 「マルチメディアデイジー」
視覚障害や学習障害などで読むことが困難な方のための、パソコン等により文字・音声・画像を同時に

再生できる図書「マルチメディアデイジー図書」の国際規格（デイジー（ＤＡＩＳＹ）は Digital Accessible 
Information System（誰もが使いやすい情報システム）の略）

主な指標 最新値 目標値

ＡＦＰＹアドバイザーの活動回数
440回

(2021年度) 
2,160回

(2018～2023年度)
山口博物館における「博物館学校地域連携教育支援事業※４」の利
用者数

15,341人
(2021年度) 

180,000人
(2018～2023 年度)

※４ 「博物館学校地域連携教育支援事業」
博物館が所蔵する本物の教材を活用して、学校・地域の学習を支援する事業。出前授業、館内授業、社

会見学、職場体験等があり、小・中学校から博物館に派遣されている長期研修教員が主に対応

＜＜体験活動の推進＞ 

 
＜＜博博物物館館とと学学校校・・地地域域ととのの連連携携のの推推進進＞＞ 

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載
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 施策 

  17 人生１００年時代を見据えた生涯学習の推進 

  18 地域社会における人権教育の推進 

19 地域とともにすすめる文化財の保存・活用 

20 文化にふれあい親しむ環境づくりの推進 

  21 「輝く、夢あふれるスポーツ元気県やまぐち」の実現に 

     向けた取組の推進 

 

総合的・計画的な施策の推進 

生涯を通じた学びの充実 

注 各施策の【主な取組】における下線を引いた箇所（「○○○○」）は、県教委が作成

した資料を示しています。また、【取組の推進に向けて】の＜県参考資料＞には、県

教委が作成したその他の資料を示しています。 

なお、関連資料を閲覧するためのＵＲＬや二次元コードが掲載されている場合があ

りますが、情報の更新等によりアクセスできなくなる可能性があります。 
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 施策 

  17 人生１００年時代を見据えた生涯学習の推進 

  18 地域社会における人権教育の推進 

19 地域とともにすすめる文化財の保存・活用 

20 文化にふれあい親しむ環境づくりの推進 

  21 「輝く、夢あふれるスポーツ元気県やまぐち」の実現に 

     向けた取組の推進 

 

総合的・計画的な施策の推進 

生涯を通じた学びの充実 

注 各施策の【主な取組】における下線を引いた箇所（「○○○○」）は、県教委が作成

した資料を示しています。また、【取組の推進に向けて】の＜県参考資料＞には、県

教委が作成したその他の資料を示しています。 

なお、関連資料を閲覧するためのＵＲＬや二次元コードが掲載されている場合があ

りますが、情報の更新等によりアクセスできなくなる可能性があります。 

 

1177  人人生生１１００００年年時時代代をを見見据据ええたた生生涯涯学学習習のの推推進進    
【取組方針】 

 ◆ 県民が主体的に学習に取り組むことにより、社会の中で充実した生活を送ることができ

るよう、学習情報の提供体制の充実や多様な学習機会の提供を進めるとともに、学習成果

を社会生活に生かす活動を促進するなど、生涯学習を総合的に推進する。 

 

【主な取組】 （担当課：地域連携教育推進課/学校運営・施設整備室/総務部学事文書課） 

主主なな取取組組とと内内容容  実実施施主主体体  

■ 生涯学習情報の提供体制の充実 

 ○ 生涯学習情報提供システム「かがやきネットやまぐち」による学習コンテンツ

や講座情報等の提供及び登録情報の充実 

 ・ 市町からの情報入力・更新の促進による検索用の情報、新着ニュース、「山

口県子どもホームページ」等の登録情報の充実 

・ 市町の生涯学習活動関係者等を対象とした研修会の実施 

・ 各種研修会等によるシステム周知の徹底 

県・市町 

○ 山口図書館の図書館ネットワークシステムによる蔵書データの提供、利便性

の向上 

・ 山口図書館の「図書館ネットワークシステム」による蔵書検索システムの

提供 

県 

■ 多様な学習機会の提供や活用促進 

 ○ 山口県セミナーパークや山口図書館・山口博物館・文書館等における学習機会

の充実 

 ・ 講座や展示等の充実 

県 

○ 大学、ＮＰＯ等による公開講座や体験学習の情報提供とその活用促進 

 ・ 大学やＮＰＯ等との連携強化 
県・市町 

○ 山口県の先人に関する学習機会の充実 

・ 先人学習コーナー（セミナーパーク内）及びウェブページによる先人紹介

コンテンツの提供や関係書籍の整備 

・ 地域や学校に応じた道徳学習等による出前講座の実施 

県 

新 視覚障害者等の読書環境の整備の推進 

・ 山口図書館及び点字図書館と連携したアクセシブルな書籍・電子書籍の周

知と利用に関する支援の充実 

県・市町 

■ リカレント教育の推進に向けた環境の整備 

 ○ 県立大学における社会人を対象とした教育機会の充実 

 ・ 専門職のためのリカレント教育の充実や、地域・企業のニーズを踏まえた教

育プログラムの提供 

学校 

（県大） 

■ 学習成果を生かす活動の促進 

 ○ 地域貢献や学校支援等のボランティア活動に関する情報提供 

 ・ 生涯学習情報提供システム「かがやきネットやまぐち」によるボランティア

情報の提供 

県・市町 
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主な指標 最新値 目標値

生涯学習情報提供システム「かがやきネットやまぐち」情報登録

件数

84,690件

(2021年度) 
85,000件

社会教育主事有資格者養成数（５年平均）
19.2人

(2022年度) 
30人

 

１ 基本的な考え方

県民が主体的に学習に取り組むことにより、社会の中で充実した生活を送ることができる

よう、生涯学び続けることができる環境づくりを推進する。

(1) 生涯学習情報の提供体制の充実

(2) 多様な学習機会の提供や学習情報の活用促進

(3) 学習の成果を生かす活動の推進

２ 推進のイメージ

○ ボランティア意識を高める啓発と学習機会の充実

・ ひとづくり・地域づくりフォーラム等におけるボランティアの活用

・ 生涯学習に関する学習相談の対応

県・市町

■ 生涯学習推進のための人材育成

○ 社会教育主事有資格者及び社会教育士等、生涯学習の推進に寄与する人材の

育成

・ 指導者養成・人材育成を目的とした講座の開設

・ 社会教育主事講習受講への支援

県

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山山口口県県教教育育委委員員会会 
・ 指導者養成・人材育成

市・町

図書館・博物館・

文書館・公民館 等

社会教育施設

学習成果を生かす活動

大学

企業

NPO 等

 

 

 

 

 
 

 
 

（（公公財財））山山口口県県ひひととづづくくりり財財団団 

生生涯涯学学習習推推進進セセンンタターー 

生涯学習情報提供システム

「かがやきネットやまぐち」

情報登録

ややままぐぐちち総総合合教教育育支支援援セセンンタターー 
・ 指導者養成・人材育成

 

・ 講座や展示の実施

・ 学習相談対応

・ 指導者養成・人材育成

情報登録

県県   民民 

学習機会の提供学習機会の提供 学習機会の提供

情報提供

情報登録

人材育成人材育成 人材育成

連携・協働連携・協働

・ 学習コンテンツの充実

・ 講座情報の登録

・ ボランティア情報の登録

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載
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主な指標 最新値 目標値

生涯学習情報提供システム「かがやきネットやまぐち」情報登録

件数

84,690件

(2021年度) 
85,000件

社会教育主事有資格者養成数（５年平均）
19.2人

(2022年度) 
30人

 

１ 基本的な考え方

県民が主体的に学習に取り組むことにより、社会の中で充実した生活を送ることができる

よう、生涯学び続けることができる環境づくりを推進する。

(1) 生涯学習情報の提供体制の充実

(2) 多様な学習機会の提供や学習情報の活用促進

(3) 学習の成果を生かす活動の推進

２ 推進のイメージ

○ ボランティア意識を高める啓発と学習機会の充実

・ ひとづくり・地域づくりフォーラム等におけるボランティアの活用

・ 生涯学習に関する学習相談の対応

県・市町

■ 生涯学習推進のための人材育成

○ 社会教育主事有資格者及び社会教育士等、生涯学習の推進に寄与する人材の

育成

・ 指導者養成・人材育成を目的とした講座の開設

・ 社会教育主事講習受講への支援

県

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山山口口県県教教育育委委員員会会 
・ 指導者養成・人材育成

市・町

図書館・博物館・

文書館・公民館 等

社会教育施設

学習成果を生かす活動

大学

企業

NPO 等

 

 

 

 

 
 

 
 

（（公公財財））山山口口県県ひひととづづくくりり財財団団 

生生涯涯学学習習推推進進セセンンタターー 

生涯学習情報提供システム

「かがやきネットやまぐち」

情報登録

ややままぐぐちち総総合合教教育育支支援援セセンンタターー 
・ 指導者養成・人材育成

 

・ 講座や展示の実施

・ 学習相談対応

・ 指導者養成・人材育成

情報登録

県県   民民 

学習機会の提供学習機会の提供 学習機会の提供

情報提供

情報登録

人材育成人材育成 人材育成

連携・協働連携・協働

・ 学習コンテンツの充実

・ 講座情報の登録

・ ボランティア情報の登録

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載

1188 地地域域社社会会ににおおけけるる人人権権教教育育のの推推進進 
【取組方針】

◆ 「山口県人権推進指針」及び「山口県人権教育推進資料」に基づいて、人権尊重の意識

と自主的な取組の高まりをめざし、市町との一層の連携を図る。

◆ 指導者の養成に努めるとともに、職場を含めた地域社会における学習機会の充実や市町

の実態（学習者のニーズや地域社会の課題等）に即した取組を推進する。

【主な取組】 （担当課：人権教育課）

主な指標 最新値 目標値

地域社会における人権教育の指導者養成に係る県教委

主催の研修会の受講者数（年間）

279人

(2022年度) 
320人以上

 

 

 

 

主主なな取取組組とと内内容容 実実施施主主体体 

■ 地域社会における自主的な取組への支援

○ 市町等が開催する研修等への支援

・ 市町等における研修の工夫改善に向けた情報の共有、提供

・ 人権が尊重された職場づくりに向けた事業所等における取組の充実

・ 人権教育を推進するための講座開設事業への支援

○ 学校、家庭、地域社会が連携・協働した人権教育の推進

・ 人権教育総合推進地域事業（文部科学省委託事業）による学校、家庭、地域

社会が連携・協働した実践研究の実施及び好事例の収集・発信

・ コミュニティ・スクールとして家庭や地域社会との連携・協働を基盤とした

人権に関する学習機会を充実

県・市町・

学校

■ 人権教育指導者の養成

○ 地域社会において中核となる指導者の養成

・ 各種研修会の企画・運営等に必要なスキルの向上をめざし、人権教育に係る

市町の担当者や社会教育関係者等を対象とした研修を計画的に実施

・ 情報交換等による、指導者間のネットワークの強化

県・市町

■ 人権に関する資料の整備と活用の促進

○ 基本的人権に関する理解を深めるための資料や情報の提供

・ 「山口県人権推進指針」及び「山口県人権教育推進資料」等の活用の促進

・ 様々な人権課題に関する法律や施策等についての情報提供

○ 視聴覚資料等の整備と活用の促進

・ 視聴覚資料の研究と整備

・ 視聴覚資料を活用した効果的な研修内容や研修方法に関する研究と実践事

例の紹介

県・市町

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載
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職場を含めた地域社会における学習機会の充実により、地域社会における人権尊重の意識

と自主的な取組の高まりをめざす。

地地域域社社会会ににおおけけるる学学習習機機会会のの充充実実（（例例）） 

  

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

ＩＣＴを活用して学校と

公民館とをオンラインで結

び、小・中学校の文化祭の

様子を地域住民に発信する

ことで、地域の子どもたち

に対する理解を深め、地域

社会、学校などが一体とな

って、子どもたちを見守る

体制の充実を図りました。

学  校

家  庭 地域社会

連 携

地域の活性化のために活

動する方と地域の子どもた

ちが、共同でベンチの補修

作業を行う活動を通して、

地域を大切にしようという

様々な思いに触れ、地域全

体でよりよいまちづくりを

実践することの大切さに気

付く機会となりました。

県県民民一一人人ひひととりりのの人人権権がが尊尊重重さされれたた心心豊豊かかなな地地域域社社会会ををめめざざししてて 

基基本本的的人人権権尊尊重重のの視視点点にに立立っったた取取組組 

個人の尊重、生命・自由・幸福追求の権利の尊重、
法の下の平等など、〈基本的人権に関わる学び〉

◯ 基本的人権の意義

  
◯ 人権尊重の理念

の正しい理解
◯ 人権の大切さに気付く

豊かな感性

◯ 実践的な人権感覚

の育成

様々な人権課題

ふるさとのことを大切に

思う子どもを育成するため

に、地域住民と子どもたち

とが、地域の伝統食につい

ての歴史を学んだり、実際

に調理をしたりするなどの

活動を行うことで、地域に

対する互いの思いを通わせ

る機会となりました。
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職場を含めた地域社会における学習機会の充実により、地域社会における人権尊重の意識

と自主的な取組の高まりをめざす。

地地域域社社会会ににおおけけるる学学習習機機会会のの充充実実（（例例）） 

  

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

ＩＣＴを活用して学校と

公民館とをオンラインで結

び、小・中学校の文化祭の

様子を地域住民に発信する

ことで、地域の子どもたち

に対する理解を深め、地域

社会、学校などが一体とな

って、子どもたちを見守る

体制の充実を図りました。

学  校

家  庭 地域社会

連 携

地域の活性化のために活

動する方と地域の子どもた

ちが、共同でベンチの補修

作業を行う活動を通して、

地域を大切にしようという

様々な思いに触れ、地域全

体でよりよいまちづくりを

実践することの大切さに気

付く機会となりました。

県県民民一一人人ひひととりりのの人人権権がが尊尊重重さされれたた心心豊豊かかなな地地域域社社会会ををめめざざししてて 

基基本本的的人人権権尊尊重重のの視視点点にに立立っったた取取組組 

個人の尊重、生命・自由・幸福追求の権利の尊重、
法の下の平等など、〈基本的人権に関わる学び〉

◯ 基本的人権の意義

  
◯ 人権尊重の理念

の正しい理解
◯ 人権の大切さに気付く

豊かな感性

◯ 実践的な人権感覚

の育成

様々な人権課題

ふるさとのことを大切に

思う子どもを育成するため

に、地域住民と子どもたち

とが、地域の伝統食につい

ての歴史を学んだり、実際

に調理をしたりするなどの

活動を行うことで、地域に

対する互いの思いを通わせ

る機会となりました。

 

1199  地地域域ととととももににすすすすめめるる文文化化財財のの保保存存・・活活用用  
【取組方針】 

 ◆ 豊かな伝統や文化財を次世代に確実に継承していくため、世界文化遺産を含む国指定文

化財や県指定文化財の適正な維持管理・修復整備に取り組むとともに、これからの時代に

ふさわしい総合的な視野に立った地域活性化や地域ブランド力向上につながるよう、文化

財保存活用大綱に基づいた文化財資源の地域一体での保存・活用に向けた取組を推進する。 

 ◆ 新たな世界文化遺産登録に向けた理解増進・情報発信の取組を積極的に推進する。 

 

【主な取組】       （担当課：観光スポーツ文化部文化振興課/学校運営・施設整備室） 

主主なな取取組組とと内内容容  実実施施主主体体  

■ 文化財の地域一体での保存・活用 

 ○ 地域における総合的な保存活用地域計画等の作成支援 

・ 文化財保存活用地域計画を作成する市町への支援 

・ 文化財保存活用計画を作成する所有者等への支援 

・ 市町文化財担当課との防災体制等の連携強化 

県 

○ 新たな文化財の指定 

 ・  保存と活用を促進する文化財の指定 

 ・ 調査等に基づく新たな文化財の指定 

県 

○ 文化財の適正な維持管理・修復整備及び活用への支援 

 ・  専門家の指導を踏まえた計画的な維持管理・修復整備及び活用の推進 

  ・ 無形民俗文化財の伝承と啓発に向けた市町文化財担当課との連携の強化 

新  観光素材とするための外部専門家等によるコンサルティング・磨き上げの実施 

県・市町 

○ 世界遺産「明治日本の産業革命遺産」の資産の管理保全及び理解増進・情報発信 

・ 修復・公開活用計画に基づく構成資産の修復・公開活用に対する支援 

・ インタープリテーション（理解増進・情報発信）の推進 

県・市 

○ 日本遺産の理解増進・情報発信 

 ・ 認定された日本遺産の情報発信・普及啓発の取組への支援 
県・市 

○ 文化財を活用した学習機会の提供 

 ・  児童・生徒を対象とした「学べる！文化財講座」の実施 

新  児童・生徒を対象とした「文化財体験講座」の実施 

・ 埋蔵文化財センターや市町教委との連携による発掘現場における説明会及び

速報展の実施 

・ 所有者及び市町文化財担当課の協力による建造物修理現場の一般公開 

  ・ 古文書講座・歴史講座及びアーカイブズウィークの開催（文書館） 

・  文化財愛護教室の開催 

県・市町 

・学校・ 

所有者 

○ Ｗｅｂ等による文化財情報の提供 

 ・ 文化財に関するタイムリーな話題（トピックス）の提供 

・ 無形文化財・無形民俗文化財等に係る行事予定等の情報提供 

新  スマートフォンからの情報発信 

県 

■ 世界遺産登録の取組の推進 

 ○ 錦帯橋の世界文化遺産登録に向けた取組 

 ・ 「錦帯橋世界文化遺産登録推進協議会」による登録に向けた取組の推進 
県・市 
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山山口口県県文文化化財財検検索索シシスステテムム 

 
○○ 指指定定文文化化財財のの検検索索 

国国・・県県指指定定文文化化財財にに関関すするる説説明明をを掲掲載載 

○○ 民民謡謡ラライイブブララリリーー                        

    県県内内にに伝伝わわるる民民謡謡をを掲掲載載 

○○ 学学習習ササポポーートト 

    県県内内のの文文化化財財にに関関すするる参参考考情情報報をを掲掲載載 
 
 

 

 

 

 

主な指標 最新値 目標値

地域計画等（歴史文化基本構想を含む）の

策定件数（累計）

３件

(2022年度) 
４件

文化財出前講座の実施校数（累計）
70校

（2018～2022年度累計）

95校

（2018～2023年度累計）

県内に残る有形・無形の文化財は、地域で醸成された伝統・文化の象徴であり、そこで暮ら

す人々の誇りとなっている。県はこれら文化財のうち、特に貴重なものを県指定文化財に指定

してその保護を図るとともに、市町教育委員会等と連携して、世界文化遺産に登録された「明

治日本の産業革命遺産」の保全及び活用、認定された日本遺産の情報発信・普及啓発の取組支

援、新たな世界遺産登録に向けた取組を推進することにより、県民の文化財愛護の精神を培う。

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

指定
・ 広域的な文化財

・ 重要な文化財  

・ 埋蔵文化財

・ 文化財等

・ 埋蔵文化財等

文化財資源の

地域一体での

保存・活用

地地域域ととととももににすすすすめめるる文文化化財財のの保保存存・・活活用用 未未指指定定文文化化財財調調査査 

支援

管理保全策の調査研究成果

指指定定文文化化財財 

有有形形・・無無形形・・民民俗俗・・記記念念物物等等 

管理義務 修理・伝承

所所有有者者 管管理理団団体体 保保持持団団体体 

世界遺産登録

に向けた取組

の推進  

チェック！

市・町教委の調査

県の調査

文化財についてもっと知りたい場合は、文化遺産のポータルサイト「文化遺産オンライン」をチェック！

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載
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山山口口県県文文化化財財検検索索シシスステテムム 

 
○○ 指指定定文文化化財財のの検検索索 

国国・・県県指指定定文文化化財財にに関関すするる説説明明をを掲掲載載 

○○ 民民謡謡ラライイブブララリリーー                        

    県県内内にに伝伝わわるる民民謡謡をを掲掲載載 

○○ 学学習習ササポポーートト 

    県県内内のの文文化化財財にに関関すするる参参考考情情報報をを掲掲載載 
 
 

 

 

 

 

主な指標 最新値 目標値

地域計画等（歴史文化基本構想を含む）の

策定件数（累計）

３件

(2022年度) 
４件

文化財出前講座の実施校数（累計）
70校

（2018～2022年度累計）

95校

（2018～2023年度累計）

県内に残る有形・無形の文化財は、地域で醸成された伝統・文化の象徴であり、そこで暮ら

す人々の誇りとなっている。県はこれら文化財のうち、特に貴重なものを県指定文化財に指定

してその保護を図るとともに、市町教育委員会等と連携して、世界文化遺産に登録された「明

治日本の産業革命遺産」の保全及び活用、認定された日本遺産の情報発信・普及啓発の取組支

援、新たな世界遺産登録に向けた取組を推進することにより、県民の文化財愛護の精神を培う。

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

指定
・ 広域的な文化財

・ 重要な文化財  

・ 埋蔵文化財

・ 文化財等

・ 埋蔵文化財等

文化財資源の

地域一体での

保存・活用

地地域域ととととももににすすすすめめるる文文化化財財のの保保存存・・活活用用 未未指指定定文文化化財財調調査査 

支援

管理保全策の調査研究成果

指指定定文文化化財財 

有有形形・・無無形形・・民民俗俗・・記記念念物物等等 

管理義務 修理・伝承

所所有有者者 管管理理団団体体 保保持持団団体体 

世界遺産登録

に向けた取組

の推進  

チェック！

市・町教委の調査

県の調査

文化財についてもっと知りたい場合は、文化遺産のポータルサイト「文化遺産オンライン」をチェック！

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載

 

2200  文文化化ににふふれれああいい親親ししむむ環環境境づづくくりりのの推推進進  
【取組方針】 

 ◆ 郷土に誇りと愛着をもち、豊かな感性や創造力をもった児童生徒を育成するため、学校

において優れた文化芸術にふれる機会を提供する。 

 ◆ 感動する心を育むため、児童生徒の主体的な文化芸術活動を支援し、文化芸術活動の発

表の機会を提供する。 

 ◆ 伝統文化を尊重・継承し、地域に根ざした文化芸術活動を活性化するため、県立文化施

設等と連携した企画展等を充実させるとともに、児童生徒の文化芸術活動を広く県民等に

公開する。 

 

【主な取組】        （担当課：義務教育課／高校教育課） 

 

主主なな取取組組とと内内容容  実実施施主主体体  

■ 学校現場での優れた芸術にふれあう機会の提供 

 ○ 学校芸術文化ふれあい事業の充実 

 ・ 「文化芸術による子供育成推進事業」等 の実施 

・ 「山口県青少年劇場」(音楽 10回、演劇６回、伝統芸能 10回)、「山口県巡

回ふれあい公演」(音楽７回、演劇６回)、「山口県巡回芸術劇場」(管弦楽４

回、合唱２回、演劇６回、雅楽２回、邦楽２回、能楽２回) の実施 

文化庁・ 

学校 

■ 文化活動の発表の機会の提供 

 ○ 県中学校総合文化祭の開催（萩市） 

 ・ 幅広い分野の文化芸術活動の発表の場を提供（11月４日～５日） 

県・学校

（中） 

○ 県高等学校総合文化祭の開催（総合開会式：周南市） 

 ・ 生徒の文化芸術活動の発表の場を提供（５月～11月） 

県・学校

（高） 

○ 県中学校総合文化祭と県高等学校総合文化祭の交流の促進 

 ・ 県中学校総合文化祭において高校生の作品を展示するなど、中学生・高校生

相互の交流を促進 

県・学校 

（中高） 

○ 全国総合文化祭への派遣 

 ・ 「全国中学校総合文化祭」（沖縄県）、「全国高等学校総合文化祭」（鹿児島県）

に生徒を派遣し、文化芸術活動の発表の場を提供するとともに、全国の中・高

校生との交流を充実 

県・学校 

（中高） 

○ 子どもの文化活動等の機会確保・充実に向けた部活動改革 

 ・ 関係機関・団体等による「やまぐち部活動改革推進協議会」の開催 

   （新たな体制整備に向けた諸課題の対応についての検討等） 

 ・ 関係者への周知及び理解促進に向けた説明会の開催 

 ・ 学校部活動の地域連携及び地域移行に向けた県・市町との連携による環境

整備 

県・市町・ 

学校 

■ 県立文化施設等との連携による企画展や講座等の充実 

 ○ 美術館等と連携した山口県学校美術展覧会の開催 

 ・ 保育所、幼稚園、認定こども園、小・中・高等学校、特別支援学校の幼児・

児童・生徒の優れた造形作品を一般公開 

県・学校 
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主な指標 最新値 目標値

学校芸術文化ふれあい事業を活用して、舞台芸術を鑑賞した公立

小・中学生の割合（年間）

32.4% 

(2022年度) 
維持・向上させる

文化芸術の振興のためには、一人ひとりが文化芸術にふれ、親しみ、それぞれの個性や感性
を磨きながら、自ら文化のつくり手として、文化芸術活動に主体的に取り組んでいくことが大
切である。
県教委としては、次代を担う子どもたちの豊かな感性や創造性を育むための文化環境づくり

を、今後一層推進するため、地域や学校において、子どもたちが優れた文化芸術にふれる機会
を提供するとともに、文化交流を行う場の充実をめざす。

 

 

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

■文化芸術活動の発表・交流の機会を提供

交交 流流 

県県高高等等学学校校総総合合文文化化祭祭  

（（県県高高等等学学校校文文化化連連盟盟）） 

☆ 舞台（音楽４部門、放送、日本

音楽、演劇）

展示（美術、書道、写真等）

☆ 全国高等学校総合文化祭への参加

県県中中学学校校総総合合文文化化祭祭  

（（県県中中学学校校文文化化連連盟盟）） 

☆ 舞台（音楽、科学、演劇、

意見発表、英語弁論等）

展示（美術、書道、技術・家庭等）

☆ 全国中学校総合文化祭への参加

県県総総合合芸芸術術文文化化祭祭               山山口口県県学学校校美美術術展展覧覧会会 

☆ メインフェスティバル      ☆ 県内の幼児児童生徒の

☆ 各企画への出演・作品応募、   造形作品の展示・鑑賞会

観客として参加等

【【豊豊かかなな感感性性やや創創造造性性のの育育成成・・新新たたなな文文化化のの発発信信】】 

多多彩彩なな文文化化芸芸術術ににふふれれああうう場場 子子どどももがが主主役役ととななるる「「創創造造」」とと「「交交流流」」のの場場 文文化化をを再再発発見見・・再再認認識識すするる場場 

○ 文化芸術の鑑賞体験

○ 優れた文化芸術と芸術家と

の出会い

○ 取組事例の情報を提供

○ 豊かな感性や創造性の育成

○ 子どもたちが主役となる発表や

交流の場の充実

○ 感動体験の共有

○ 地域文化の継承

○ 世代を超えた交流

○ 地域・団体との積極的な交流

による学校文化的行事の充実

地地 域域 文文化化団団体体 

学学 校校 

豊豊かかなな感感性性・・創創造造力力 文文化化継継承承 感感動動体体験験 

■優れた文化芸術にふれあう機会の提供
○ 文化芸術による子供育成推進事業（芸術家の派遣事業等） ○ 青少年劇場（本・小公演）（音楽、演劇、伝統芸能）

○ 巡回ふれあい公演（音楽、演劇）   ○ 巡回芸術劇場（管弦楽、合唱、演劇、雅楽、邦楽、能楽）

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載

─ 70 ─



主な指標 最新値 目標値

学校芸術文化ふれあい事業を活用して、舞台芸術を鑑賞した公立

小・中学生の割合（年間）

32.4% 

(2022年度) 
維持・向上させる

文化芸術の振興のためには、一人ひとりが文化芸術にふれ、親しみ、それぞれの個性や感性
を磨きながら、自ら文化のつくり手として、文化芸術活動に主体的に取り組んでいくことが大
切である。
県教委としては、次代を担う子どもたちの豊かな感性や創造性を育むための文化環境づくり

を、今後一層推進するため、地域や学校において、子どもたちが優れた文化芸術にふれる機会
を提供するとともに、文化交流を行う場の充実をめざす。

 

 

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

■文化芸術活動の発表・交流の機会を提供

交交 流流 

県県高高等等学学校校総総合合文文化化祭祭  

（（県県高高等等学学校校文文化化連連盟盟）） 

☆ 舞台（音楽４部門、放送、日本

音楽、演劇）

展示（美術、書道、写真等）

☆ 全国高等学校総合文化祭への参加

県県中中学学校校総総合合文文化化祭祭  

（（県県中中学学校校文文化化連連盟盟）） 

☆ 舞台（音楽、科学、演劇、

意見発表、英語弁論等）

展示（美術、書道、技術・家庭等）

☆ 全国中学校総合文化祭への参加

県県総総合合芸芸術術文文化化祭祭               山山口口県県学学校校美美術術展展覧覧会会 

☆ メインフェスティバル      ☆ 県内の幼児児童生徒の

☆ 各企画への出演・作品応募、   造形作品の展示・鑑賞会

観客として参加等

【【豊豊かかなな感感性性やや創創造造性性のの育育成成・・新新たたなな文文化化のの発発信信】】 

多多彩彩なな文文化化芸芸術術ににふふれれああうう場場 子子どどももがが主主役役ととななるる「「創創造造」」とと「「交交流流」」のの場場 文文化化をを再再発発見見・・再再認認識識すするる場場 

○ 文化芸術の鑑賞体験

○ 優れた文化芸術と芸術家と

の出会い

○ 取組事例の情報を提供

○ 豊かな感性や創造性の育成

○ 子どもたちが主役となる発表や

交流の場の充実

○ 感動体験の共有

○ 地域文化の継承

○ 世代を超えた交流

○ 地域・団体との積極的な交流

による学校文化的行事の充実

地地 域域 文文化化団団体体 

学学 校校 

豊豊かかなな感感性性・・創創造造力力 文文化化継継承承 感感動動体体験験 

■優れた文化芸術にふれあう機会の提供
○ 文化芸術による子供育成推進事業（芸術家の派遣事業等） ○ 青少年劇場（本・小公演）（音楽、演劇、伝統芸能）

○ 巡回ふれあい公演（音楽、演劇）   ○ 巡回芸術劇場（管弦楽、合唱、演劇、雅楽、邦楽、能楽）

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載

 

2211  「「輝輝くく、、夢夢ああふふれれるるススポポーーツツ元元気気県県ややままぐぐちち」」のの実実現現にに向向けけたた取取組組のの推推進進  
【取組方針】 

 ◆ 県民誰もが将来にわたって、主体的にスポーツ活動に親しむ機会を提供するとともに、

中長期的な視点に立った計画的な選手・指導者の養成及び競技水準のレベルアップを図る。 

 ◆ スポーツ人材を育成するとともに、スポーツのもつ多様な力を活用し、市町が行うスポ

ーツによるまちづくりへの支援や、市町と連携したアウトドアやサイクルスポーツの振興

など、交流人口の拡大や地域活性化に向けた取組を促進する。 

 

【主な取組】  （担当課：観光スポーツ文化部スポーツ推進課） 

主主なな取取組組とと内内容容  実実施施主主体体  

■ 生涯スポーツの推進 

 ○ スポーツ活動への参加の促進 

 ・ ライフスタイルやニーズに応じて気軽に参加できるスポーツイベントの誘

致・開催等（働く世代、子育て世代等のスポーツ活動への参加促進） 

県・市町・

団体 

○ 地域スポーツ推進拠点の整備 

 ・ 総合型地域スポーツクラブの設立・育成支援 

 ・ 生涯スポーツ推進センターによる活動支援 

県・市町・

団体 

○ 健康及び体力の保持増進 

 ・ 健康づくり・体力づくり等に向けた取組の推進（各種スポーツ教室等の開催） 

県・市町・

団体 

○ 障害者スポーツの推進 

・ スポーツに参加しやすい環境づくりの促進と選手育成の体制整備 

・ スポーツを通じた健常者と障害者の交流や障害に対する理解促進 

・ 県・企業・県民一体となった障害者トップアスリートへの支援 

県・市町・

団体 

■ 競技水準の向上 

 ○ スポーツ選手・指導者の計画的な育成・強化 

 ・ 次世代アスリートの発掘、長期的・計画的な選手・指導者の育成・強化 

 ・ 循環型指導者育成スタイルの確立 

学校・県・ 

市町・団体 

○ 競技環境の整備 

・ 強化拠点校や企業・クラブチームの活動等に対する支援の充実 

学校・県・ 

団体 

○ スポーツ医・科学の活用 

・ 競技特性や技能、発達段階等を踏まえたサポート体制の充実・強化 
県・団体 

○ クリーンでフェアなスポーツの推進 

 ・ 選手、指導者、競技団体等を対象とした各種研修や会議を通じた倫理観や規

範意識の醸成（スポーツ・インテグリティの向上） 

県・市町・

団体 

■ 人材の育成 

 ○ 将来を担う人材の育成 

 ・ スポーツ少年団活動等の活性化や指導者の養成・資質向上に向けた支援 

県・市町・

団体 

○ スポーツを支える人材の育成 

 ・ スポーツ推進委員の資質の向上やスポーツボランティアの養成 

県・市町・

団体 
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主な指標 最新値 目標値

県民のスポーツ実施率（週１回以上）
38.4% 

(2022年度) 
65.0% 

～４つの施策の柱、14の基本施策に基づき取組を推進～

施策の柱 基本施策

Ⅰ 多様な主体の参画による

スポーツの推進

１ スポーツ参画機会の拡大

２ 地域スポーツ推進拠点の整備充実

３ スポーツによる健康及び体力の保持増進

４ 障害者スポーツの推進

Ⅱ 競技力の向上

５ アスリート・指導者の計画的な育成・強化

６ スポーツ医・科学の推進

７ クリーンでフェアなスポーツの推進

Ⅲ スポーツ環境の整備

８ 新たな県民スポーツの拠点整備

９ 施設や設備の充実と利用促進

10 地域のスポーツ人材の育成

Ⅳ スポーツによるまちづく

り・地域活性化

11 「スポーツフィールドやまぐち」の推進による新たな交流の創出

12 トップスポーツクラブ等と連携した魅力発信や交流人口の拡大

13 オリンピック等世界大会のレガシーの継承・発展

14 県民運動の展開

■ 交流人口の拡大と地域の活性化

○ スポーツを通じた交流人口の拡大と地域の活性化

・ 自然豊かな本県ならではのポテンシャルを活かしたキャンプとアウトドアを

結び付けた「スポーツフィールドやまぐち」の取組の推進

・ 交流人口の拡大に向けた「サイクル県やまぐち」の取組の推進

・ 世界大会等を契機としたトップアスリートとの交流促進

・ 県内を拠点に活躍するトップスポーツクラブと連携した取組の推進

・ 市町が実施する「我がまちスポーツ」等の取組への支援

県・市町・

団体・企業

○ 施設や設備の充実と利用促進

・ 学校体育施設を含む公共施設の施設環境の整備・充実と利活用の促進

学校・県・

市町

○ 県民運動の推進

・ 県民のスポーツ活動への自主的な参加を促進するための県民運動の展開

学校・県・
市町・

団体・企業

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

新新ややままぐぐちちススポポーーツツ推推進進ププラランン 22002222（（令令和和５５年年３３月月策策定定）） 

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載
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主な指標 最新値 目標値

県民のスポーツ実施率（週１回以上）
38.4% 

(2022年度) 
65.0% 

～４つの施策の柱、14の基本施策に基づき取組を推進～

施策の柱 基本施策

Ⅰ 多様な主体の参画による

スポーツの推進

１ スポーツ参画機会の拡大

２ 地域スポーツ推進拠点の整備充実

３ スポーツによる健康及び体力の保持増進

４ 障害者スポーツの推進

Ⅱ 競技力の向上

５ アスリート・指導者の計画的な育成・強化

６ スポーツ医・科学の推進

７ クリーンでフェアなスポーツの推進

Ⅲ スポーツ環境の整備

８ 新たな県民スポーツの拠点整備

９ 施設や設備の充実と利用促進

10 地域のスポーツ人材の育成

Ⅳ スポーツによるまちづく

り・地域活性化

11 「スポーツフィールドやまぐち」の推進による新たな交流の創出

12 トップスポーツクラブ等と連携した魅力発信や交流人口の拡大

13 オリンピック等世界大会のレガシーの継承・発展

14 県民運動の展開

■ 交流人口の拡大と地域の活性化

○ スポーツを通じた交流人口の拡大と地域の活性化

・ 自然豊かな本県ならではのポテンシャルを活かしたキャンプとアウトドアを

結び付けた「スポーツフィールドやまぐち」の取組の推進

・ 交流人口の拡大に向けた「サイクル県やまぐち」の取組の推進

・ 世界大会等を契機としたトップアスリートとの交流促進

・ 県内を拠点に活躍するトップスポーツクラブと連携した取組の推進

・ 市町が実施する「我がまちスポーツ」等の取組への支援

県・市町・

団体・企業

○ 施設や設備の充実と利用促進

・ 学校体育施設を含む公共施設の施設環境の整備・充実と利活用の促進

学校・県・

市町

○ 県民運動の推進

・ 県民のスポーツ活動への自主的な参加を促進するための県民運動の展開

学校・県・
市町・

団体・企業

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

新新ややままぐぐちちススポポーーツツ推推進進ププラランン 22002222（（令令和和５５年年３３月月策策定定）） 

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 施策 

  22 教育施設・設備の整備、教育環境の向上 

  23 学校安全の推進 

  24 学校における働き方改革の推進 

25 教職員の資質能力の向上 

26 校種間連携・一貫教育の推進 

27 多様な学びのニーズに応える特色ある学校づくり 

  28 私学の振興 

29 修学支援の充実 

 

総合的・計画的な施策の推進 

豊かな学びを支える教育環境の充実 

注 各施策の【主な取組】における下線を引いた箇所（「○○○○」）は、県教委が作成

した資料を示しています。また、【取組の推進に向けて】の＜県参考資料＞には、県

教委が作成したその他の資料を示しています。 

なお、関連資料を閲覧するためのＵＲＬや二次元コードが掲載されている場合があ

りますが、情報の更新等によりアクセスできなくなる可能性があります。 
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2222 教教育育施施設設・・設設備備のの整整備備、、教教育育環環境境のの向向上上 
【取組方針】

◆ 学校施設については、「山口県立学校施設長寿命化計画」に基づいた計画的な老朽化対策

や、総合支援学校の教室不足対策など、安全で質の高い教育環境の整備を推進する。

◆ 本県産業の次代を担う人材を育成するため、専門高校に地域産業の特徴や県内企業の

ニーズを踏まえた実験・実習設備を計画的に整備する。

【主な取組】 （担当課：学校運営・施設整備室）

主な指標 最新値 目標値

市町立小・中学校の耐震化率
98.7% 

(2022年４月) 
早期に完了させる

市町立幼稚園の耐震化率
97.6% 

(2022年４月) 
早期に完了させる

長寿命化（個別施設）計画策定率
100% 

(2022年４月) 
100% 

主主なな取取組組とと内内容容 実実施施主主体体 

■ 県立学校の整備

○ 学校施設の安全で質の高い教育環境の整備

・ 高校再編に伴う施設整備(校舎改築、実習棟新設等)、総合支援学校の施設

整備（移転整備、産業科棟新築等）

・ 施設の長寿命化改良、非構造部材対策（外壁改修）、空調整備

県

○ 産業教育設備の整備

・ 基礎的な知識・技術を養う「基礎的な設備」と生徒の意欲や興味を引き出し

自発的な学習につながる「先端的な設備」の整備

県

■ 市町立幼・小・中学校の耐震化等の促進

○ 学校施設の耐震化・耐震対策の促進

・ 校舎等の耐震化、屋内運動場の吊り天井等の落下防止対策のできるだけ早

期の完了に向けた働きかけ

・ 各市町の課題に応じた助言・技術的支援

県・市町

○ 学校施設の老朽化対策など教育環境の改善等の促進

・ 国補助制度を活用した長寿命化改良、トイレ洋式化、空調整備等の促進
県・市町

■ 学校施設の防災機能の強化・充実

○ 学校施設における防災機能の向上

・ 各県立学校における応急対策計画の見直し

・ 避難所に指定された屋内運動場の吊り天井等の落下防止など、非構造部材

の耐震対策

・ バリアフリー化やトイレ改修、空調整備等による防災機能の向上

県・市町

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載
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2222 教教育育施施設設・・設設備備のの整整備備、、教教育育環環境境のの向向上上 
【取組方針】

◆ 学校施設については、「山口県立学校施設長寿命化計画」に基づいた計画的な老朽化対策

や、総合支援学校の教室不足対策など、安全で質の高い教育環境の整備を推進する。

◆ 本県産業の次代を担う人材を育成するため、専門高校に地域産業の特徴や県内企業の

ニーズを踏まえた実験・実習設備を計画的に整備する。

【主な取組】 （担当課：学校運営・施設整備室）

主な指標 最新値 目標値

市町立小・中学校の耐震化率
98.7% 

(2022年４月) 
早期に完了させる

市町立幼稚園の耐震化率
97.6% 

(2022年４月) 
早期に完了させる

長寿命化（個別施設）計画策定率
100% 

(2022年４月) 
100% 

主主なな取取組組とと内内容容 実実施施主主体体 

■ 県立学校の整備

○ 学校施設の安全で質の高い教育環境の整備

・ 高校再編に伴う施設整備(校舎改築、実習棟新設等)、総合支援学校の施設

整備（移転整備、産業科棟新築等）

・ 施設の長寿命化改良、非構造部材対策（外壁改修）、空調整備

県

○ 産業教育設備の整備

・ 基礎的な知識・技術を養う「基礎的な設備」と生徒の意欲や興味を引き出し

自発的な学習につながる「先端的な設備」の整備

県

■ 市町立幼・小・中学校の耐震化等の促進

○ 学校施設の耐震化・耐震対策の促進

・ 校舎等の耐震化、屋内運動場の吊り天井等の落下防止対策のできるだけ早

期の完了に向けた働きかけ

・ 各市町の課題に応じた助言・技術的支援

県・市町

○ 学校施設の老朽化対策など教育環境の改善等の促進

・ 国補助制度を活用した長寿命化改良、トイレ洋式化、空調整備等の促進
県・市町

■ 学校施設の防災機能の強化・充実

○ 学校施設における防災機能の向上

・ 各県立学校における応急対策計画の見直し

・ 避難所に指定された屋内運動場の吊り天井等の落下防止など、非構造部材

の耐震対策

・ バリアフリー化やトイレ改修、空調整備等による防災機能の向上

県・市町

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載

 

2233  学学校校安安全全のの推推進進  
【取組方針】 

 ◆ 「第３次山口県学校安全推進計画」に基づいた学校安全３領域（防犯を含む生活安全、

交通安全、災害安全（防災））の取組を、総合的かつ効果的に推進し、学校の危機対応能力

の強化と、「自助・共助・公助」の力の育成を目的とした安全に関する子どもたちの資質能

力の向上を図る。 

 ◆ コミュニティ・スクールの連携・協働体制を生かして、学校・家庭・地域及び関係機関

が一体となった地域ぐるみの学校安全の取組の推進を図る。 
 
【主な取組】  （担当課：学校安全・体育課） 

主主なな取取組組とと内内容容  実実施施主主体体  

■ 学校教育活動全体を通じた「安全教育」の充実 

 ○ 児童生徒の主体的な安全活動の推進 

・ １人１台タブレット端末を活用した安全教育の充実 

・ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた安全学習に係る授業改善や、

「カリキュラム・マネジメント」の確立を通じた学校安全計画の見直しによ

る組織的・効果的な安全教育の推進 

・ 日時等を事前に告げないより実践的な避難訓練の実施や、地域の実態に即

した危険予測学習（ＫＹＴ）資料の作成・活用等による実践的な学びの推進 

・ 「学校安全実践事例集」を活用した特色ある取組の周知・意識啓発、各学

校での児童生徒の主体的な安全活動の推進 

県・学校 

■ ＰＤＣＡサイクルの確立を重視した「安全管理」の充実 

 ○ 学校施設・設備の安全点検、通学路点検の確実な実施 

 ・ 複数の教職員や児童生徒・保護者等が参加した学校施設・設備の安全点検

通学路点検等、工夫した点検の実施 

 ・ 「第３次山口県学校安全推進計画」における施策目標の実現に向けた、学

校安全取組状況調査などを活用したＰＤＣＡサイクルによる見直し及び改

善の実施 

学校 

○ 学校安全計画・危機管理マニュアルの改善と周知 

・ 重大事故の予防のためのヒヤリハット事例や訓練の結果等を踏まえた学

校安全計画・危機管理マニュアルの見直し、及び保護者等の関係者への周知 

・ 地域の関係者との日常的な情報交換等による、地域の実情に応じた学校安

全管理体制の確立 

県・市町・ 

学校 

■ 教職員の資質向上と、総合的な学校安全の取組による「組織活動」の充実 

 ○ 学校経営において学校安全の推進の中核となる教職員の位置付け 

・ 学校安全の学校経営への明確な位置付けや、学校安全委員会の設置等によ

る校内体制の整備 

・ 中核となる教職員を中心とした学校安全の推進の普及 

・ 「学校危機対応演習資料」や学校安全セーフティライフセミナー（出前講

座）、１人１台タブレット端末等を活用した校内研修の充実と教職員の危機

管理能力の向上 

県・市町・ 

学校 

○ 学校安全に係る研修会の開催 

・ 学校安全の質と水準の向上を目的とした地域別学校安全推進研修会（県内

７地域）の開催 

・ 演習・実技等の実践的な内容を取り入れた、防犯教育・学校事故対応研修

会、防災教育研修会の開催 

県・市町・ 

学校 
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○ 地域力を活用した通学路の安全を確保する取組の推進 

・ コミュニティ・スクールの連携・協働体制を生かして、通学路の安全点検・

安全マップづくり等の安全活動を実施（美祢市・阿武町にモデル地域を指定） 

・ コミュニティ・スクールの連携・協働体制を生かして、警察・危機管理担

当部局、学校安全アドバイザー等の専門家と連携した取組を推進 

・ 各種研修会等での啓発による学校とスクールガードの連携強化 

県・市町・ 

学校 

■ 安全意識・能力を育む「防犯を含む生活安全」の推進 

 ○ 防犯教室や防犯訓練の充実 

 ・ 防犯教室・訓練の実践事例の収集及びウェブページへの掲載 

 ・ 防犯教育・学校事故対応研修会における、「危険予測学習（ＫＹＴ）資料

集」を活用した演習の実施、各学校での独自資料の作成・活用の促進 

県・学校 

○ 児童生徒の活動による地域安全マップの作成 

 ・ 児童生徒による安全マップ作成事例の収集及びウェブページへの掲載 
県・学校 

■ 自他の命を守る「交通安全」の推進 

 ○ 通学路の安全対策の推進 

・ 県市町教委・警察・道路管理者が一体となって取組を推進する通学路安全

対策合同会議の開催 

・ 市町教委が行う通学路の安全点検への学校安全アドバイザー派遣 

・ 交通安全教室の開催や児童生徒の主体的な取組の促進  

県・市町・ 

学校 

○ 自転車乗車時のマナーアップ 

・ 「自転車の安心・安全確認テスト」の活用促進 

・ 警察と連携した教職員対象自転車指導者研修会等の実施 

・ 各学校における「危険予測学習（ＫＹＴ）資料集」を活用した演習の実施、

各学校での独自資料の作成・活用の促進 

・ ヘルメット着用の努力義務化に対応した取組の推進 

県・市町・ 

学校 

■ 防災対応能力の向上を図る「災害安全（防災）」の推進 

 ○ 「防災教育テキスト」等の防災教育教材の活用促進 

 ・ 「防災教育テキスト」「危険予測学習（ＫＹＴ）資料集」「防災クイズ」等

の、各学校での効果的な活用の促進 

・ 防災教育研修会等における「危険予測学習（ＫＹＴ）資料集」を活用した

演習の実施、各学校での独自資料の作成・活用の促進 

県・学校 

○ 防災訓練の工夫・充実 

・ 学校防災アドバイザーによる防災訓練の実地指導の実施  

・ 「防災訓練事例集」「防災訓練実践集」を活用した実践的な防災訓練事例

の周知、学校の立地環境や児童生徒の状況を踏まえた防災訓練の実施 

県・学校 

 ○ 専門家と連携した取組の推進 

 ・ 児童生徒の防災対応能力の育成を目的とした、大学や高等専門学校、気象台、 

企業等の専門家による防災出前授業の実施 

・ 災害ボランティア活動への理解を深めることを目的とした、経験者によ

る講演会の実施（小・中・高・特） 

県・学校 

 ○ モデル地域を核とした防災体験学習の普及・啓発 

 ・ コミュニティ・スクールの連携・協働体制を生かして、小中高校生・教職

員・保護者・地域住民による大規模災害対応訓練等を実施（地域ぐるみの防

災キャンプ：県内３か所（周防大島町、周南市、防府市））するとともに防

災教育研修会等で成果を周知 

県・市町・

学校 
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○ 地域力を活用した通学路の安全を確保する取組の推進 

・ コミュニティ・スクールの連携・協働体制を生かして、通学路の安全点検・

安全マップづくり等の安全活動を実施（美祢市・阿武町にモデル地域を指定） 

・ コミュニティ・スクールの連携・協働体制を生かして、警察・危機管理担

当部局、学校安全アドバイザー等の専門家と連携した取組を推進 

・ 各種研修会等での啓発による学校とスクールガードの連携強化 

県・市町・ 

学校 

■ 安全意識・能力を育む「防犯を含む生活安全」の推進 

 ○ 防犯教室や防犯訓練の充実 

 ・ 防犯教室・訓練の実践事例の収集及びウェブページへの掲載 

 ・ 防犯教育・学校事故対応研修会における、「危険予測学習（ＫＹＴ）資料

集」を活用した演習の実施、各学校での独自資料の作成・活用の促進 

県・学校 

○ 児童生徒の活動による地域安全マップの作成 

 ・ 児童生徒による安全マップ作成事例の収集及びウェブページへの掲載 
県・学校 

■ 自他の命を守る「交通安全」の推進 

 ○ 通学路の安全対策の推進 

・ 県市町教委・警察・道路管理者が一体となって取組を推進する通学路安全

対策合同会議の開催 

・ 市町教委が行う通学路の安全点検への学校安全アドバイザー派遣 

・ 交通安全教室の開催や児童生徒の主体的な取組の促進  

県・市町・ 

学校 

○ 自転車乗車時のマナーアップ 

・ 「自転車の安心・安全確認テスト」の活用促進 

・ 警察と連携した教職員対象自転車指導者研修会等の実施 

・ 各学校における「危険予測学習（ＫＹＴ）資料集」を活用した演習の実施、

各学校での独自資料の作成・活用の促進 

・ ヘルメット着用の努力義務化に対応した取組の推進 

県・市町・ 

学校 

■ 防災対応能力の向上を図る「災害安全（防災）」の推進 

 ○ 「防災教育テキスト」等の防災教育教材の活用促進 

 ・ 「防災教育テキスト」「危険予測学習（ＫＹＴ）資料集」「防災クイズ」等

の、各学校での効果的な活用の促進 

・ 防災教育研修会等における「危険予測学習（ＫＹＴ）資料集」を活用した

演習の実施、各学校での独自資料の作成・活用の促進 

県・学校 

○ 防災訓練の工夫・充実 

・ 学校防災アドバイザーによる防災訓練の実地指導の実施  

・ 「防災訓練事例集」「防災訓練実践集」を活用した実践的な防災訓練事例

の周知、学校の立地環境や児童生徒の状況を踏まえた防災訓練の実施 

県・学校 

 ○ 専門家と連携した取組の推進 

 ・ 児童生徒の防災対応能力の育成を目的とした、大学や高等専門学校、気象台、 

企業等の専門家による防災出前授業の実施 

・ 災害ボランティア活動への理解を深めることを目的とした、経験者によ

る講演会の実施（小・中・高・特） 

県・学校 

 ○ モデル地域を核とした防災体験学習の普及・啓発 

 ・ コミュニティ・スクールの連携・協働体制を生かして、小中高校生・教職

員・保護者・地域住民による大規模災害対応訓練等を実施（地域ぐるみの防

災キャンプ：県内３か所（周防大島町、周南市、防府市））するとともに防

災教育研修会等で成果を周知 

県・市町・

学校 

主な指標 最新値 目標値

日時等を事前に告げない避難訓練を実施している学校の割合

(公立幼稚園・こども園、小・中・高等学校、総合支援学校) 

69.0 %

(2022年度) 
増加させる

「第３次山口県学校安全推進計画」に基づき、学校安全３領域・３活動の取組を総合的かつ

効果的に推進し、ＰＤＣＡサイクルによる各学校の学校安全の質と水準の向上を図る。

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

【第３次山口県学校安全推進計画（R４.１２月策定：山口県教育委員会）】

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/site/kyouiku/189336.html

【学校安全ポータルサイト／文部科学省×学校安全】

https://anzenkyouiku.mext.go.jp/

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載
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2244  学学校校ににおおけけるる働働きき方方改改革革のの推推進進  
【取組方針】 
 ◆ 「山口県 学校における働き方改革加速化プラン」（H30.3 策定／R3.7 改訂）※１に基

づき、持続可能な学校の指導・運営体制※2の構築や教職員のワーク・ライフ・バランスの
実現に向けて、「ＩＣＴ」と「コミュニティ・スクール」を取組に共通する視点とし、県、
市町、学校が一体となった学校における働き方改革を推進する。 

◆ 教職員の時間外在校等時間の上限※3 を超えない範囲内で教職員の業務の量の適切な管
理を行う。 

【主な取組】 （担当課：教職員課／地域連携教育推進課／教育情報化推進室／学校安全・体育課） 

主主なな取取組組とと内内容容  実実施施主主体体  

■ 業務の見直し・効率化 

 ○ 事業・校務等の総点検と精選 
・ 各種会議・諸調査、各種事業等の精選・簡素化 
・ 「働き方改革 現状分析ツール」の活用 

県・市町・ 
学校 

○ 統合型校務支援システム※４の導入と運用 
・ 全ての県立高等学校、県立中等教育学校、県立中学校での運用 
・ システム運用に係る学校へのサポート 
拡 導入対象校種の拡大（特）（市町の導入を支援） 

県・市町・ 
学校 

○ 校務におけるＩＣＴの活用促進 
・ ＩＣＴ機器等を活用した教職員の業務の効率化 
新 クラウド型採点システムの導入（県立高等学校等） 
・ 教職員のＩＣＴ活用能力向上に向けた支援 

県・市町・ 
学校 

○ 学校・教員が担う業務の在り方の整理※５と保護者・地域への理解促進 
・ 学校・教員が担う業務の役割分担等の検討 
・ 学校運営協議会やＰＴＡを通じた保護者・地域への理解促進 

県・市町・ 
学校 

■ 勤務体制等の改善 

 ○ 勤務時間管理の適正化と継続的な状況把握 
・ IＣカードを利用した勤務時間管理システムの活用（県立）（市町に情報提供） 
・ 継続的な把握に基づく、働き方改革推進のＰＤＣＡサイクル 

県・市町・ 
学校 

○ 意識改革を図る研修の充実 
・ 各学校、やまぐち総合教育支援センターにおける研修の充実 

県・市町・ 
学校 

○ 部活動の適正化 
・ 部活動（運動部・文化部）の活動方針に基づく活動の徹底 
・ 部活動の地域移行に向けた環境整備（中） 

県・市町・ 
学校 

○ 留守番電話の活用 
・ 時間外の留守番電話対応（県立）（市町に情報提供） 

県・市町・ 
学校 

○ メリハリのある働き方のルール化 
・ ｢時差出勤｣「最終退校時刻」「ノー残業デー」｢学校閉庁日｣等の設定 

県・市町・ 
学校 

■ 学校支援人材の活用 

 ○ 学校運営協議会等の仕組みの活用 
・ 多様な人々による熟議・協働活動の促進 
・ 人材（コーディネーター）の養成及び活躍の場の創出 

県・市町・ 
学校 

○ 教員業務支援員の配置 
・ 国事業を活用し、教員の事務的業務を補助する教員業務支援員を配置する
市町を支援 

県・市町・ 
学校 

○ 部活動指導員の配置 
・ 指導する部活動に係る専門的な知識・技能を有し、単独での指導や大会へ
の引率等を行う部活動指導員の県立学校への配置 

・ 国事業を活用し、部活動指導員を配置する市町を支援 

県・市町・ 
学校 

○ ＩＣＴ支援員の配置 
・ 教員の日常的なＩＣＴ活用をサポートする支援員の配置 
拡 ヘルプデスクの開設やＩＣＴ支援員のサポート、機器の故障対応等を行う
「やまぐちＧＩＧＡスクール運営支援センター」の設置 

県・市町・ 
学校 
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2244  学学校校ににおおけけるる働働きき方方改改革革のの推推進進  
【取組方針】 
 ◆ 「山口県 学校における働き方改革加速化プラン」（H30.3 策定／R3.7 改訂）※１に基

づき、持続可能な学校の指導・運営体制※2の構築や教職員のワーク・ライフ・バランスの
実現に向けて、「ＩＣＴ」と「コミュニティ・スクール」を取組に共通する視点とし、県、
市町、学校が一体となった学校における働き方改革を推進する。 

◆ 教職員の時間外在校等時間の上限※3 を超えない範囲内で教職員の業務の量の適切な管
理を行う。 

【主な取組】 （担当課：教職員課／地域連携教育推進課／教育情報化推進室／学校安全・体育課） 

主主なな取取組組とと内内容容  実実施施主主体体  

■ 業務の見直し・効率化 

 ○ 事業・校務等の総点検と精選 
・ 各種会議・諸調査、各種事業等の精選・簡素化 
・ 「働き方改革 現状分析ツール」の活用 

県・市町・ 
学校 

○ 統合型校務支援システム※４の導入と運用 
・ 全ての県立高等学校、県立中等教育学校、県立中学校での運用 
・ システム運用に係る学校へのサポート 
拡 導入対象校種の拡大（特）（市町の導入を支援） 

県・市町・ 
学校 

○ 校務におけるＩＣＴの活用促進 
・ ＩＣＴ機器等を活用した教職員の業務の効率化 
新 クラウド型採点システムの導入（県立高等学校等） 
・ 教職員のＩＣＴ活用能力向上に向けた支援 

県・市町・ 
学校 

○ 学校・教員が担う業務の在り方の整理※５と保護者・地域への理解促進 
・ 学校・教員が担う業務の役割分担等の検討 
・ 学校運営協議会やＰＴＡを通じた保護者・地域への理解促進 

県・市町・ 
学校 

■ 勤務体制等の改善 

 ○ 勤務時間管理の適正化と継続的な状況把握 
・ IＣカードを利用した勤務時間管理システムの活用（県立）（市町に情報提供） 
・ 継続的な把握に基づく、働き方改革推進のＰＤＣＡサイクル 

県・市町・ 
学校 

○ 意識改革を図る研修の充実 
・ 各学校、やまぐち総合教育支援センターにおける研修の充実 

県・市町・ 
学校 

○ 部活動の適正化 
・ 部活動（運動部・文化部）の活動方針に基づく活動の徹底 
・ 部活動の地域移行に向けた環境整備（中） 

県・市町・ 
学校 

○ 留守番電話の活用 
・ 時間外の留守番電話対応（県立）（市町に情報提供） 

県・市町・ 
学校 

○ メリハリのある働き方のルール化 
・ ｢時差出勤｣「最終退校時刻」「ノー残業デー」｢学校閉庁日｣等の設定 

県・市町・ 
学校 

■ 学校支援人材の活用 

 ○ 学校運営協議会等の仕組みの活用 
・ 多様な人々による熟議・協働活動の促進 
・ 人材（コーディネーター）の養成及び活躍の場の創出 

県・市町・ 
学校 

○ 教員業務支援員の配置 
・ 国事業を活用し、教員の事務的業務を補助する教員業務支援員を配置する
市町を支援 

県・市町・ 
学校 

○ 部活動指導員の配置 
・ 指導する部活動に係る専門的な知識・技能を有し、単独での指導や大会へ
の引率等を行う部活動指導員の県立学校への配置 

・ 国事業を活用し、部活動指導員を配置する市町を支援 

県・市町・ 
学校 

○ ＩＣＴ支援員の配置 
・ 教員の日常的なＩＣＴ活用をサポートする支援員の配置 
拡 ヘルプデスクの開設やＩＣＴ支援員のサポート、機器の故障対応等を行う
「やまぐちＧＩＧＡスクール運営支援センター」の設置 

県・市町・ 
学校 【改訂版 全国の学校における働き方改革事例集（R４.２文部科学省）】

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/hatarakikata/mext_00001.html

※１ 「山口県 学校における働き方改革加速化プラン」（H30.3策定／R3.7改訂）
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a50200/sosiki-power/r03_hatarakika.html

※２ 持続可能な学校の指導・運営体制
教員が、限られた時間の中で児童生徒と接する時間を十分に確保し、その専門性を生かしながら、児童生徒

に必要な総合的な指導(学習・生徒指導・学級経営等)を持続的・効果的に行うことができる体制
※３ 時間外在校等時間の上限

教員の在校等時間（教員が学校教育に関する業務を行っている時間）から所定の勤務時間を除いた時間の上
限であり、１か月について４５時間、１年について３６０時間（児童生徒等に係る臨時的な特別の事情がある
場合は、１か月について１００時間、１年について７２０時間）

※４ 統合型校務支援システム
児童生徒の基本情報、成績処理、出欠管理、保健関係情報等を統合して管理・処理する機能を有しているシ

ステム
※５ 学校・教員が担う業務の在り方の整理

【学校の業務であるものの必ずしも教諭等が担う必要のない業務】
① 調査・統計等への回答に係る対応に関すること
② 児童生徒の休み時間における対応に関すること
③ 校内清掃に係る対応に関すること
④ 部活動に係る対応に関すること

【基本的には学校以外が担うべき業務】
⑤ 登下校への対応に関すること
⑥ 学校外における放課後や夜間などの見回り、児童生徒の補導への対応に関すること
⑦ 学校徴収金（学校給食費等）の徴収・管理に関すること
⑧ 地域ボランティア等との連絡調整に関すること（地域学校協働活動の一環として地域学校協働活動推
進員等が担うべきものをいい、校務分掌等で教諭等の職務の内容として定められた地域学校協働活動推
進員等との連絡調整の職務を除く。）

「教諭等の標準的な職務の明確化に係る学校管理規則参考例等の送付について（通知）」（R2.7文部科学省）を
基に作成

主な指標 最新値 目標値

教員一人当たり１か月平均時間外業務時間

（市町立小・中学校、県立学校）

小  38.9 時間

中  48.3 時間

県立 34.4 時間

(2022年4～12月) 

減少させる

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載
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2255  教教職職員員のの資資質質能能力力のの向向上上  
【取組方針】 

◆ 本県教育を担う教員の養成・採用・研修の一体的改革を推進するため、「山口県教員養成

等検討協議会」の実施による学校、市町教委及び大学等の教員養成機関との連携や「教職

員人材育成基本方針」及び「山口県教員育成指標」等の活用を図る。 

 ◆ 本県教育への熱意と実践的指導力を有する優れた人材を安定的に確保するため、大学等

と連携し、学校体験制度や教師力向上プログラム、教育実習、教員採用選考試験、採用前

教職インターンシップ等の各取組の改善・充実を図る。 

 ◆ キャリアステージに応じた教員の資質能力の向上を図るため、教職員評価や教職員研修

の充実、学校内の人材育成の取組等を推進し、マネジメント能力を有する管理職の育成を

図る。 

 ◆ 学校の組織力を強化するため、学校の運営組織体制や指導体制の充実など、各学校の実

態を踏まえた学校運営の改善を推進するとともに、教職員一人ひとりの学校運営への参画

意識の向上を図る。 
  
【主な取組】 （担当課：教職員課／やまぐち総合教育支援センター／学校安全・体育課） 

主主なな取取組組とと内内容容  実実施施主主体体  

■ 教員の養成・採用・研修の一体的改革 

 ○ 教員の養成・採用・研修の一体的改革 

・ 学校、教育委員会及び教員養成課程を有する県内全ての大学等で構成する

「山口県教員養成等検討協議会」での協議を踏まえ、大学等と連携した教員

の養成・採用・研修の取組を推進 

・ 「教職員人材育成基本方針」「山口県教員育成指標」及び「山口県教員研修計

画」を活用して、教員の資質能力向上を推進 

県 

■ 優れた人材の確保 

 ○ 養成段階の充実 

 ・ 教育委員会・学校と大学等が連携した「教員をめざす学生の学校体験制度」 

(大学１・２年生等対象)、「山口県教師力向上プログラム」(大学３年生等対 

象）、「採用前教職インターンシップ」（新規学卒採用予定者対象）を一連の流 

れとする「山口県の教師塾」の改善・充実 

県・市町 

・学校 

○ 教員志願者等への積極的な情報提供と意欲の向上に向けた取組の推進 

 新 教職に就いていない免許保有者等に向けた教職入門セミナーの実施 

・ 教員採用選考試験説明会や「やまぐち教職ガイダンス」の開催 

 ・ 県外在住者を対象としたオンラインによる説明会や相談会の実施 

・ 大学等への訪問の強化 

・ 教員志望者サポートメールの送信 

県・市町 

・学校 

○ 教職員のネットワークを生かした受験者確保の取組の推進 

 ・ 若手教員ボランティアリクルーターによる情報提供（新規採用予定者研修、 

初任者研修） 

県 

○ 教職の魅力を伝える取組の推進 

 新 教職の魅力ややりがい等を分かりやすく伝えるＰＲ動画の作成・配信 

・ 高校生とその保護者を対象とした「高校生のための教職セミナー」の開催 

県 

○ 優秀で意欲のある教員を確保するための選考試験の改善・充実 

新 教員免許未取得者を対象とした特別選考の新設及び教員免許取得のための

費用補助制度の導入 

・ 多様な経験や得意分野等を評価する選考試験の工夫・改善 

県 
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2255  教教職職員員のの資資質質能能力力のの向向上上  
【取組方針】 

◆ 本県教育を担う教員の養成・採用・研修の一体的改革を推進するため、「山口県教員養成

等検討協議会」の実施による学校、市町教委及び大学等の教員養成機関との連携や「教職

員人材育成基本方針」及び「山口県教員育成指標」等の活用を図る。 

 ◆ 本県教育への熱意と実践的指導力を有する優れた人材を安定的に確保するため、大学等

と連携し、学校体験制度や教師力向上プログラム、教育実習、教員採用選考試験、採用前

教職インターンシップ等の各取組の改善・充実を図る。 

 ◆ キャリアステージに応じた教員の資質能力の向上を図るため、教職員評価や教職員研修

の充実、学校内の人材育成の取組等を推進し、マネジメント能力を有する管理職の育成を

図る。 

 ◆ 学校の組織力を強化するため、学校の運営組織体制や指導体制の充実など、各学校の実

態を踏まえた学校運営の改善を推進するとともに、教職員一人ひとりの学校運営への参画

意識の向上を図る。 
  
【主な取組】 （担当課：教職員課／やまぐち総合教育支援センター／学校安全・体育課） 

主主なな取取組組とと内内容容  実実施施主主体体  

■ 教員の養成・採用・研修の一体的改革 

 ○ 教員の養成・採用・研修の一体的改革 

・ 学校、教育委員会及び教員養成課程を有する県内全ての大学等で構成する

「山口県教員養成等検討協議会」での協議を踏まえ、大学等と連携した教員

の養成・採用・研修の取組を推進 

・ 「教職員人材育成基本方針」「山口県教員育成指標」及び「山口県教員研修計

画」を活用して、教員の資質能力向上を推進 

県 

■ 優れた人材の確保 

 ○ 養成段階の充実 

 ・ 教育委員会・学校と大学等が連携した「教員をめざす学生の学校体験制度」 

(大学１・２年生等対象)、「山口県教師力向上プログラム」(大学３年生等対 

象）、「採用前教職インターンシップ」（新規学卒採用予定者対象）を一連の流 

れとする「山口県の教師塾」の改善・充実 

県・市町 

・学校 

○ 教員志願者等への積極的な情報提供と意欲の向上に向けた取組の推進 

 新 教職に就いていない免許保有者等に向けた教職入門セミナーの実施 

・ 教員採用選考試験説明会や「やまぐち教職ガイダンス」の開催 

 ・ 県外在住者を対象としたオンラインによる説明会や相談会の実施 

・ 大学等への訪問の強化 

・ 教員志望者サポートメールの送信 

県・市町 

・学校 

○ 教職員のネットワークを生かした受験者確保の取組の推進 

 ・ 若手教員ボランティアリクルーターによる情報提供（新規採用予定者研修、 

初任者研修） 

県 

○ 教職の魅力を伝える取組の推進 

 新 教職の魅力ややりがい等を分かりやすく伝えるＰＲ動画の作成・配信 

・ 高校生とその保護者を対象とした「高校生のための教職セミナー」の開催 

県 

○ 優秀で意欲のある教員を確保するための選考試験の改善・充実 

新 教員免許未取得者を対象とした特別選考の新設及び教員免許取得のための

費用補助制度の導入 

・ 多様な経験や得意分野等を評価する選考試験の工夫・改善 

県 

 

 

■ 教職員評価の充実 

 ○ 教職員評価の充実 

・ 教職員一人ひとりのよさの伸長と課題の解決に向けた教職員評価の充実 

県・市町 

・学校 

■ 教職員研修の充実 

 新 「新たな教師の学び」を支える研修体制づくり 

・ 研修履歴を活用し、教員と管理職による積極的な対話と管理職による適切な

研修受講奨励を通して、一人ひとりの教員の主体的で個別最適・協働的な学び

を支援 

・ 研修観の転換・定着に向け、研修の合理化・効率化に資する取組の高度化モ

デルを構築 

県・市町 

・学校 

○ 教職員のキャリアステージに応じて計画的・継続的に資質能力の向上を図る

研修の充実 

・ 「教職員人材育成基本方針」及び「山口県教員育成指標」に基づき、教職経験年

数等に応じて職務遂行上必要な知識・技能等の習得を図るための研修の充実 

県・市町 

・学校 

○ 教職員一人ひとりの適性や能力に応じて専門性を高める研修の充実 

 ・ 学習指導要領の趣旨を踏まえた「主体的・対話的で深い学び」の実現や学習

評価の在り方に関する研修の充実 

・ 探究学習、道徳教育、外国語教育、プログラミング教育など、学習指導要領

を踏まえた研修の充実 

 ・ 障害の特性に応じた支援、いじめ・不登校への対応などの喫緊の教育課題に応

じた研修の充実 

県・市町 

・学校 

○ 教職員のＩＣＴ活用能力の向上に向けた研修の充実 

 ・ 授業や校務における１人１台タブレット端末やクラウドサービス等の効果的

な活用及び情報モラル教育に関する研修の実施 
県 

○ 独立行政法人教職員支援機構（ＮＩＴＳ）山口大学センターと連携した研修の実施 

 ・ 地域連携教育、ＩＣＴ活用、生徒指導、学校危機管理、ミドルリーダーの資質

能力向上、管理職のマネジメント力向上、教科「情報」の指導力向上に係る研修の

実施 

県・大学等 

■ 学校内の人材育成 

 ○ 人材育成の推進 

 ・ 人材育成校内会議が進行管理する「若手人材育成 1,000 日プラン」による、

新採から３年次までの教職員の育成を中心とした人材育成 

 ・ コミュニティ・スクールの強みを生かした人材育成（ユニット型研修の

推進） 

県・市町 

・学校 

○ 校内研修の活性化 

拡 全ての校種における、年間計画を活用した校内研修の充実 

 ・ やまぐち総合教育支援センターのサテライト研修の活用促進 

 ・ 教育力向上指導員制度の活用促進 

・ ＩＣＴを活用した授業実施等を支援するウェブサイト「やまぐちＩＣＴ新たな

学びラボ（通称ＹＡＭＡ－ＬＡＢＯ）」で研修コンテンツや授業映像の提供 

県・市町 

・学校 

○ 日常の業務を通して共に高め合うＯＪＴの実施 

 ・ 「学校におけるＯＪＴ推進の手引き」を活用した組織的・計画的なＯＪＴの    

実施 

県・市町 

・学校 

─ 81 ─



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ ミドルリーダーの育成とマネジメント能力を有する管理職の育成 

 ○ 学校運営や人材育成の中核となるミドルリーダーの育成 

・ 教務、学年、保健、生徒指導の各分野の主任に求められる専門的スキルと指

導力の向上を図る「主任研修」の実施 

・ 積極的な学校運営への参画や人材育成に関する資質能力の向上を図る「マ

ネジメント研修」を３講座実施（内容：学校における働き方改革、リスクマネ

ジメント、カリキュラム・マネジメント） 

・ 学校の中核となるミドルリーダーとしての実践意欲を高め、学校運営に必

要な資質能力の向上を図る「スクールリーダー研修講座」の実施 

県 

○ キャリアステージを意識した計画的な管理職候補者の育成と選考 

・ 多様な教職経験や実績を有し、学校課題の解決や学校教育目標の実現に向

けて指導力を発揮する人材の登用 

・ 女性管理職候補者の積極的な育成 

県 

○ 管理職登用後の研修の充実 

・ 管理職のマネジメント能力の向上、県の重点取組事項や新たな教育課題等

に関する理解促進に向けた継続的な管理職研修会等の充実 

県・市町 

・学校 

■ 教育に関する調査研究機能の強化 

 新 学校の課題解決に資する実証的・実践的な調査研究の実施 

・ 学校課題の解決及びその解決方策の普及に向けて、やまぐち総合教育支援

センターと学校が連携した調査研究の推進 

県 

■ 教職員のメンタルヘルスの維持 

 ○ メンタルヘルス事業の充実 

・ 教職員及び管理職を対象とした研修の充実 

 ・ 教職員相談員や保健指導員による相談体制の充実 

 ・ 新規採用職員に対する早期の啓発・対応 

 ・ 「復職サポートシステム」による休職者等への復職支援の充実 

県・ 

共済組合・ 

互助会 

○ コミュニケーションの良好な職場環境づくり 

 ・ 教職員が課題を一人で抱え込むことなく、組織的に相談、協働できる職場環

境の構築 

学校 

○ 管理職を中心としたラインケアの取組 

・ 管理職によるこまやかな声かけや、教職員評価における面談を活用した教職

員の状況把握 

学校 
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■ ミドルリーダーの育成とマネジメント能力を有する管理職の育成 

 ○ 学校運営や人材育成の中核となるミドルリーダーの育成 

・ 教務、学年、保健、生徒指導の各分野の主任に求められる専門的スキルと指

導力の向上を図る「主任研修」の実施 

・ 積極的な学校運営への参画や人材育成に関する資質能力の向上を図る「マ

ネジメント研修」を３講座実施（内容：学校における働き方改革、リスクマネ

ジメント、カリキュラム・マネジメント） 

・ 学校の中核となるミドルリーダーとしての実践意欲を高め、学校運営に必

要な資質能力の向上を図る「スクールリーダー研修講座」の実施 

県 

○ キャリアステージを意識した計画的な管理職候補者の育成と選考 

・ 多様な教職経験や実績を有し、学校課題の解決や学校教育目標の実現に向

けて指導力を発揮する人材の登用 

・ 女性管理職候補者の積極的な育成 

県 

○ 管理職登用後の研修の充実 

・ 管理職のマネジメント能力の向上、県の重点取組事項や新たな教育課題等

に関する理解促進に向けた継続的な管理職研修会等の充実 

県・市町 

・学校 

■ 教育に関する調査研究機能の強化 

 新 学校の課題解決に資する実証的・実践的な調査研究の実施 

・ 学校課題の解決及びその解決方策の普及に向けて、やまぐち総合教育支援

センターと学校が連携した調査研究の推進 

県 

■ 教職員のメンタルヘルスの維持 

 ○ メンタルヘルス事業の充実 

・ 教職員及び管理職を対象とした研修の充実 

 ・ 教職員相談員や保健指導員による相談体制の充実 

 ・ 新規採用職員に対する早期の啓発・対応 

 ・ 「復職サポートシステム」による休職者等への復職支援の充実 

県・ 

共済組合・ 

互助会 

○ コミュニケーションの良好な職場環境づくり 

 ・ 教職員が課題を一人で抱え込むことなく、組織的に相談、協働できる職場環

境の構築 

学校 

○ 管理職を中心としたラインケアの取組 

・ 管理職によるこまやかな声かけや、教職員評価における面談を活用した教職

員の状況把握 

学校 

主な指標 最新値〔全国〕 目標値

全国学力・学習状況調査正答率の全国平均との
比較（公立小・中学校）

小
  国 65%〔65.6%〕
算 63%〔63.2%〕

(2022年度) 小・中学校全区分で
全国平均を上回る

中
国 70%〔69.0%〕
数 52%〔51.4%〕

(2022年度) 

いじめの解消率
（公立小・中・高等学校、総合支援学校）

97.6%
（2021年度）

100%に
近付ける

1,000人当たりの不登校児童生徒数
（公立小・中・高等学校）

小・中 26.6人
高 9.5人

(2021年度) 
減少させる

1,000人当たりの暴力行為発生件数
（公立小・中・高等学校）

6.0件
（2021年度）

減少させる

１１ 「「教教職職員員人人材材育育成成基基本本方方針針」」 

  「教職員人材育成基本方針」は、キャリアステージ（教職経験各段階）ごとに求められる

教員の役割や資質能力を培うために必要な取組の推進に向けた方針を示している。

  「教職員人材育成基本方針」に基づき、教職員の養成・採用、評価、研修、人事制度等人

材育成に関する総合的な取組である人材育成システムを活用し、学校、市町教育委員会、県

教育委員会が一体となって教職員の人材育成を推進する。

 

 

 

＜＜国国参参考考資資料料＞＞ 

中央教育審議会答申「「ここれれかかららのの学学校校教教育育をを担担うう教教員員のの資資質質能能力力のの向向上上ににつついいてて 

～～学学びび合合いい、、高高めめ合合うう教教員員育育成成ココミミュュニニテティィのの構構築築にに向向けけてて～～」」H27.12.21

URL: https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1365665.htm

中央教育審議会答申「「『『令令和和のの日日本本型型学学校校教教育育』』をを担担うう教教師師のの養養成成・・採採用用・・研研修修等等のの在在りり方方ににつついいてて 

～～「「新新たたなな教教師師のの学学びびのの姿姿」」のの実実現現とと、、多多様様なな専専門門性性をを有有すするる質質のの高高いい教教職職員員集集団団のの形形成成～～」」R4.12.19 

URL: https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/079/sonota/1412985_00004.htm

 

 

 

 

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

１ 教職員のキャリアステージに応じて計画的・継続的に資質能力の向上を図ります。

２ 教職員一人ひとりの適性や能力に応じて資質能力の向上を図ります。

３ 組織的な学校運営を推進し、教職員の資質能力の向上を図ります。

４ 地域や関係機関等と連携し、地域や学校の中核として活動する教職員を育成します。

５ 大学等と連携し、優秀な教職員の養成・確保に努めます。

人材育成に向けた５つの基本方針

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載
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２２ 「「山山口口県県教教員員育育成成指指標標」」 

  「山口県教員育成指標」は、「教職員人材育成基本方針」を踏まえ、小学校、中学校、高

等学校、中等教育学校、特別支援学校の教員がキャリアステージに応じて計画的・継続的に

資質能力の向上を図るための目安を具体的に示している。

  本指標を、大学等の教員養成機関、学校、市町教育委員会、県教育委員会が共有し、連携

して本県教育を担う人材を育成するための取組を推進するとともに、一人ひとりの教員が、

自らのよさと課題を踏まえ、本指標を参考にしながら次にめざす目標を設定し、研修等を通

じてその資質能力の向上を図る。

  各校種を通して共通の内容とする一方、職の専門性に配慮し、教諭、養護教諭、栄養教諭、

管理職の指標をそれぞれ別に設けている。また、大学等の教員養成機関との連携及び「教職

員人材育成基本方針」との関連性を踏まえ、教諭、養護教諭、栄養教諭の指標におけるキャ

リアステージとして、「ステージ０【理解】」「ステージ１【実践】」「ステージ２【協働】」

「ステージ３【リーダーシップ】」の４段階を設定している。

３３ 教教職職員員のの資資質質能能力力のの向向上上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教教職職員員のの資資質質能能力力のの向向上上 

学学校校ででののＯＯＪＪＴＴ等等 

学学校校のの教教育育課課題題にに応応じじたた研研修修 

職職務務をを通通じじたた研研修修 

・ 課題解決型サポート研修

・ 組織的な校内研修の推進

・ 組織的なＯＪＴの展開

・

セセンンタターー研研修修 

教教職職経経験験にに応応じじたた研研修修 

適適性性やや能能力力にに応応じじたた研研修修 

・ 基本研修

  （

）

・ 専門研修

（

）

中中核核ととななるる人人材材のの育育成成 

・ 教職大学院との連携

・ 社会体験研修

・ 教職大学院派遣

・ 教職員等中央研修

・ センター長期研修

・

ステージ１

ステージ２

キキャャリリアアスステテーージジにに応応じじたた人人材材育育成成 

ステージ３

管理職

優秀な人材の確保

養成   採用  
・ 教員人材確保の推進

・

・

・ 学校体験制度の充実

・

・

・ 採用前教職インター

ンシップの実施

・

採用選考の改善 大学との連携 採用前の研修
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２２ 「「山山口口県県教教員員育育成成指指標標」」 

  「山口県教員育成指標」は、「教職員人材育成基本方針」を踏まえ、小学校、中学校、高

等学校、中等教育学校、特別支援学校の教員がキャリアステージに応じて計画的・継続的に

資質能力の向上を図るための目安を具体的に示している。

  本指標を、大学等の教員養成機関、学校、市町教育委員会、県教育委員会が共有し、連携

して本県教育を担う人材を育成するための取組を推進するとともに、一人ひとりの教員が、

自らのよさと課題を踏まえ、本指標を参考にしながら次にめざす目標を設定し、研修等を通

じてその資質能力の向上を図る。

  各校種を通して共通の内容とする一方、職の専門性に配慮し、教諭、養護教諭、栄養教諭、

管理職の指標をそれぞれ別に設けている。また、大学等の教員養成機関との連携及び「教職

員人材育成基本方針」との関連性を踏まえ、教諭、養護教諭、栄養教諭の指標におけるキャ

リアステージとして、「ステージ０【理解】」「ステージ１【実践】」「ステージ２【協働】」

「ステージ３【リーダーシップ】」の４段階を設定している。

３３ 教教職職員員のの資資質質能能力力のの向向上上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

教教職職員員のの資資質質能能力力のの向向上上 

学学校校ででののＯＯＪＪＴＴ等等 

学学校校のの教教育育課課題題にに応応じじたた研研修修 

職職務務をを通通じじたた研研修修 

・ 課題解決型サポート研修

・ 組織的な校内研修の推進

・ 組織的なＯＪＴの展開

・

セセンンタターー研研修修 

教教職職経経験験にに応応じじたた研研修修 

適適性性やや能能力力にに応応じじたた研研修修 

・ 基本研修

  （

）

・ 専門研修

（

）

中中核核ととななるる人人材材のの育育成成 

・ 教職大学院との連携

・ 社会体験研修

・ 教職大学院派遣

・ 教職員等中央研修

・ センター長期研修

・

ステージ１

ステージ２

キキャャリリアアスステテーージジにに応応じじたた人人材材育育成成 

ステージ３

管理職

優秀な人材の確保

養成   採用  
・ 教員人材確保の推進

・

・

・ 学校体験制度の充実

・

・

・ 採用前教職インター

ンシップの実施

・

採用選考の改善 大学との連携 採用前の研修

（（１１）優秀なな教員のの確保にに向向けけたた取取組 

 

 

 

（（２）「新たな教師の学び」を支える研修体制づくり

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（３３））若若手手人人材材育育成成11,,000000日日ププラランン（（小小・・中中学学校校のの取取組組）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）「新たな教師の学び」を支える研修体制づくり
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４４ ミミドドルルリリーーダダーーのの育育成成ののたためめのの研研修修 

研研修修区区分分名名 研研修修講講座座名名（（※※研研修修内内容容）） 所所 管管 

主任研修
・ 初めての教務主任  ・ 初めての学年主任

・ 初めての保健主任  ・ 初めての生徒指導主任
やまぐち総合教

育支援センター
マネジメント研修

・ 学校における働き方改革

・ 生徒指導におけるリスクマネジメント

・ 学びのつながりをめざすカリキュラム・マネジメント

資質向上研修

・ スクールリーダーシップ研修講座

※ 山口県教育の最新動向と重点取組事項、指標を活

用した教職員の人材育成、学校組織マネジメント、

カリキュラム・マネジメント、学校のリスクマネジ

メント、学校のメンタルヘルスマネジメント等

教職員課

 

 

５５ 教教員員全全体体のの年年齢齢構構成成とと管管理理職職のの年年齢齢構構成成（（令令和和４４年年４４月月１１日日現現在在）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜＜県県参参考考資資料料＞＞ 

◇ 教職員課 「教職員の人材育成に向けた取組」（R3.3）

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/75786.pdf

「教育実習実施に当たってのガイドライン」 （H25.3）

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/178/26386.html

「組織的な学校運営による学校の総合力の向上に向けて～５つのアプローチ～」(H24.6）

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/76039.pdf

「学校事務職員の学校運営への参画による学校の総合力の向上に向けて」（H25.3）

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/178/26368.html

「組織的な学校運営による学校の総合力の向上に向けた『実践事例・提案事例集』」（H25.3）

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/178/26369.html
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４４ ミミドドルルリリーーダダーーのの育育成成ののたためめのの研研修修 

研研修修区区分分名名 研研修修講講座座名名（（※※研研修修内内容容）） 所所 管管 

主任研修
・ 初めての教務主任  ・ 初めての学年主任

・ 初めての保健主任  ・ 初めての生徒指導主任
やまぐち総合教

育支援センター
マネジメント研修

・ 学校における働き方改革

・ 生徒指導におけるリスクマネジメント

・ 学びのつながりをめざすカリキュラム・マネジメント

資質向上研修

・ スクールリーダーシップ研修講座

※ 山口県教育の最新動向と重点取組事項、指標を活

用した教職員の人材育成、学校組織マネジメント、

カリキュラム・マネジメント、学校のリスクマネジ

メント、学校のメンタルヘルスマネジメント等

教職員課

 

 

５５ 教教員員全全体体のの年年齢齢構構成成とと管管理理職職のの年年齢齢構構成成（（令令和和４４年年４４月月１１日日現現在在）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜＜県県参参考考資資料料＞＞ 

◇ 教職員課 「教職員の人材育成に向けた取組」（R3.3）

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/75786.pdf

「教育実習実施に当たってのガイドライン」 （H25.3）

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/178/26386.html

「組織的な学校運営による学校の総合力の向上に向けて～５つのアプローチ～」(H24.6）

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/76039.pdf

「学校事務職員の学校運営への参画による学校の総合力の向上に向けて」（H25.3）

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/178/26368.html

「組織的な学校運営による学校の総合力の向上に向けた『実践事例・提案事例集』」（H25.3）

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/178/26369.html

 

2266  校校種種間間連連携携・・一一貫貫教教育育のの推推進進  
【取組方針】 

 ◆ 保幼小連携（幼児教育・保育施設と小学校の連携）については、幼児教育長期研修派遣

教員とその修了者を研修会等の指導者や実践発表者として活用することなどにより、小１

プロブレム解消につながる取組の充実を図る。 

 ◆ 小中連携・一貫教育については、合同研修会の充実や教員同士の授業参観、相互乗り入

れ授業の計画的、継続的実施など組織的な取組の強化を図るとともに、やまぐち型地域連

携教育を活用して、地域との連携強化を図る中で、更なる校種間の連携を推進する。 

 ◆ 中高連携については、継続的な学習指導、生徒指導をはじめとする各地域におけるこれ

までの取組の充実を図る。 

 ◆ 中高一貫教育については、各学校における教育目標に沿った特色ある教育活動がより一

層効果的に行われるよう、教育課程等の充実を図る。 

【主な取組】         （担当課：義務教育課／高校教育課／地域連携教育推進課） 

主主なな取取組組とと内内容容  実実施施主主体体  

■ 校種間連携の推進（教育活動、教職員の連携） 

 ○ 小学校区を単位とする幼児教育・保育施設と小学校の教育活動の連携促進 

・ 教職員の合同研修会や情報交換会、子ども同士の交流活動、学校だより等

の配付、カリキュラムの交流等を通した幼児教育・保育施設と小学校の教育

活動の連携を促進 

県・市町・

幼児教育・ 

保育施設・ 

学校（小） 

○ 小中連携・一貫教育及び小学校同士の連携の充実 

・ 小中合同学校運営協議会の設置や地域協育ネット協議会の開催による小中

連携の強化 

・ 中学校区における育成をめざす資質・能力を明確にした「学校・地域連携カ

リキュラム」の活用促進（「カリキュラム・マネジメントの手引き」の活用） 

・ 中学校区を単位とし、小・中学校で共通の重点指導項目を定めた取組の推

進、学校だより等の配付、教育課程の情報共有等を通した小・中学校の教育活

動の連携や小学校同士の連携の推進  

県・市町・

学校(小中) 

○ 中学生の進路選択に係る中学校・高校間の連携促進 

 ・ 高校の体験入学や高校教員による出前授業、中学校における高校生を招い

ての進路学習会等の充実 

県・市町・

学校(中高) 

 ○ 進路意識を醸成する大学訪問や大学教員等による出前授業の実施 

 ・  オープンキャンパスへの参加や大学教員等による出前授業の実施の促進 

 ・ 高校と県内大学等の連携による、県内大学等の魅力を体験する企画を実施 

県・ 

学校（高） 

 ○ 「個別の教育支援計画」の作成・引継ぎによる障害のある児童生徒への継続的

な支援の実施 

 ・ 地域コーディネーター等の各学校への訪問による「個別の教育支援計画」作

成・活用支援（合理的配慮の記載等） 

 ・ 校種間の連絡協議会等の機会を活用した情報交換・情報共有の促進 

県・市

町・学校 

 ○ 保幼小連携を推進する幼児教育長期研修の実施 

 ・ 各種研修会における実践発表等、研修成果の還元 
県・市町 

 ○ 小・中学校教員の研修（人事）交流の実施 

 ・ 小・中学校間の円滑な接続のための情報共有及び協議 

県・市町・

学校(小中) 
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学校間の連携

主な指標 最新値 目標値

近隣等の中（小）学校と、教科の教育課程の接続や、教科に関す

る共通の目標設定など、教育課程に関する共通の取組を行った小

（中）学校の割合（公立小・中学校）

小 86.7% 

中 87.2% 

(2022年度) 

小 100 % 

中 100 % 

○ 小・中、高校と総合支援学校との連携による特別支援教育の充実

・ 人事異動による積極的な人事交流の促進

県

○ 校種間の連絡会議や合同研修会、授業参観、相互乗り入れ授業の促進

・ 小中、中高の合同研修会や授業参観等による情報共有と教員の意識の向上

県・市町・

学校

■ 中高一貫教育の更なる推進

○ 教育課程の工夫・改善等による特色ある教育活動の充実

・ 学習指導要領の趣旨や中高一貫教育校（中等教育学校・併設型・連携型）ご

との実情を踏まえた教育課程の工夫・改善等

県・市町・

学校(中高)

○ 今後の中高一貫教育の推進に向けた検討

・ これまでの取組の成果と課題を踏まえ、今後の中高一貫教育の推進について検討

県・市町・

学校(中高)

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

特特
別別
支支
援援
学学
校校 

幼稚園・保育所・認定こども園等

小学校

中学校

高等学校

大学等

幼児教育
長期研修

小中教員
研修交流

合
同
研
修
会
・
相
互
乗
り
入
れ
授
業
・
連
絡
協
議
会
等

小
中
合
同
学
校
運
営
協
議
会

９
年
間
を
見
通
し
た
学
習
計
画
等

中中
高高
一一
貫貫
教教
育育
校校 

小小
中中
一一
貫貫
教教
育育
校校 

学校説明会

乗り入れ授業

合同行事等

体験入学

学校説明会等

大学訪問

出前授業等

児童・生徒

交流活動等

研修
交流等

研修
交流等

研修
交流等

教職員等

小１
プロブレム

の解消

中１
ギャップ
の解消 

早期進路
変更の

未然防止

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載
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学校間の連携

主な指標 最新値 目標値

近隣等の中（小）学校と、教科の教育課程の接続や、教科に関す

る共通の目標設定など、教育課程に関する共通の取組を行った小

（中）学校の割合（公立小・中学校）

小 86.7% 

中 87.2% 

(2022年度) 

小 100 % 

中 100 % 

○ 小・中、高校と総合支援学校との連携による特別支援教育の充実

・ 人事異動による積極的な人事交流の促進

県

○ 校種間の連絡会議や合同研修会、授業参観、相互乗り入れ授業の促進

・ 小中、中高の合同研修会や授業参観等による情報共有と教員の意識の向上

県・市町・

学校

■ 中高一貫教育の更なる推進

○ 教育課程の工夫・改善等による特色ある教育活動の充実

・ 学習指導要領の趣旨や中高一貫教育校（中等教育学校・併設型・連携型）ご

との実情を踏まえた教育課程の工夫・改善等

県・市町・

学校(中高)

○ 今後の中高一貫教育の推進に向けた検討

・ これまでの取組の成果と課題を踏まえ、今後の中高一貫教育の推進について検討

県・市町・

学校(中高)

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

特特
別別
支支
援援
学学
校校 

幼稚園・保育所・認定こども園等

小学校

中学校

高等学校

大学等

幼児教育
長期研修

小中教員
研修交流

合
同
研
修
会
・
相
互
乗
り
入
れ
授
業
・
連
絡
協
議
会
等

小
中
合
同
学
校
運
営
協
議
会

９
年
間
を
見
通
し
た
学
習
計
画
等

中中
高高
一一
貫貫
教教
育育
校校 

小小
中中
一一
貫貫
教教
育育
校校 

学校説明会

乗り入れ授業

合同行事等

体験入学

学校説明会等

大学訪問

出前授業等

児童・生徒

交流活動等

研修
交流等

研修
交流等

研修
交流等

教職員等

小１
プロブレム

の解消

中１
ギャップ
の解消 

早期進路
変更の

未然防止

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載

2277 多多様様なな学学びびののニニーーズズにに応応ええるる特特色色ああるる学学校校づづくくりり 
【取組方針】

◆ 選択幅の広い教育の推進や活力ある教育活動の展開など、高校教育の質をより高めるた

め、「第３期県立高校将来構想」に基づき、特色ある学校づくりと学校・学科の再編整備等

を推進するとともに、各学校においては、生徒の興味・関心、能力・適性や進路希望等の

多様化に対応し、教育課程の編成や指導方法・内容の工夫・改善に取り組むなど、特色づ

くりを引き続き推進する。

【主な取組】 （担当課：高校教育課／地域連携教育推進課）

主な指標 最新値 目標値

中学生が説明会（各高校で開催される体験入学や学校説明会等）に

参加するために訪問した高校の数

0.95校

（2021年度）
増加させる

主主なな取取組組とと内内容容 実実施施主主体体 

■ 地域・社会の教育力を活用した社会総がかりの教育活動の推進

○ 学校・家庭・地域が一体となって、教育活動の多様化と教育の質の向上を図る

取組の推進

・ 地域協育ネットの仕組みを生かしながら、学校・学科の特色や専門性に応じ

て広く社会と連携し、子どもたちの豊かな学びの実現を支援する「やまぐち型

社会連携教育」を推進

・ コミュニティ・スクールの充実により、生徒一人ひとりの自己実現をめざす

とともに、社会へ参画する態度を育成

学校(高)・

県

○ スクール・ミッションに基づく「特色ある学校づくり」の推進

・ 各学校のスクール・ミッションを踏まえたスクール・ポリシーの策定

・ 「めざす学校像」や「育てたい生徒像」を明確化し、その実現に向けた取組

の充実

・ 多様な学びのニーズに対応するとともに中学生の主体的な進路選択を促すた

め、各学校の個性化・多様化を図る特色づくりを推進

学校(高)・

県

■ 「第３期県立高校将来構想」に基づく年次的・計画的な取組の推進

○ 高校の質の確保・向上をめざした再編整備の推進

・ 選択幅の広い教育や活力ある教育活動の展開など、高校教育の質の確保・向

上を図るため、望ましい学校規模（１学年４～８学級）の確保をめざした再編

整備の推進

県

新 県立高校再編整備計画 前期実施計画（令和４年度～令和８年度（2022年度～

2026年度））の推進

・ 全県的な視点に立って、学校・学科の再編整備を着実に推進

県

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載
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○○ 第第３３期期県県立立高高校校将将来来構構想想（（RR44..33月月策策定定））のの概概要要 

１ 策定の趣旨

今後も中学校卒業者数の継続的かつ急激な減少が見込まれるとともに、本県教育を取り

巻く環境が大きく変化することが予想されることなどから、全県的、中・長期的視点に立

って本県高校教育の質の確保・向上を図るため、15年先を見据えた本県高校改革の基本的

な考え方や施策展開の方向性を示す「第３期県立高校将来構想」を策定

２ 構想の期間

  令和４年度から令和 13年度まで

３ 学校づくりの方向性

  高校教育の質の確保・向上のため、次の３点の方向で学校づくりを全県的に推進

  ◇ 高い志をもち、主体的に未来を切り拓いていく人材を育成する学校

◇ 人とのつながり、支え合いを大切にする心を育む安心・安全な学校

◇ 郷土に誇りと愛着をもち、地域・社会に貢献しようとする人材を育成する学校

４ 特色ある学校づくり

・ 教科等横断的な視点を踏まえた教育課程の充実や、学校・学科の枠を越えて連携・協

働しながら新たな価値を創造する実践的・体験的な教育活動の充実に取り組むなど、各

学校の社会的役割を明確にした上で、学校の特色化を推進

・ コミュニティ・スクールの仕組みを生かした地域・社会と連携・協働した教育活動や、

ＩＣＴを効果的に活用した学びなどを一層推進

５ 学校・学科の再編整備

・ 今後とも、中学校卒業者数の継続的な減少による学校の小規模化が見込まれる中、選

択幅の広い教育や活力ある教育活動の展開、生徒が他者と協働しながら切磋琢磨する環

境づくりなど、高校教育の質の確保・向上を図るためには、望ましい学校規模（１学年

４～８学級）の確保をめざし、再編整備を進めることが必要

・ 再編整備に当たっては、中学校卒業見込者数の推移や中学生の志願状況、高校卒業後

の進路動向、高校生の通学実態、私立高校等の配置状況などを総合的に勘案するととも

に、地域における高校の実情や地域バランス、分散型都市構造にある本県の特性等も踏

まえながら、適切な学校の配置となるよう、全県的な視点に立って、年次的かつ計画的

に取り組むことを検討

 

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 
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○○ 第第３３期期県県立立高高校校将将来来構構想想（（RR44..33月月策策定定））のの概概要要 

１ 策定の趣旨

今後も中学校卒業者数の継続的かつ急激な減少が見込まれるとともに、本県教育を取り

巻く環境が大きく変化することが予想されることなどから、全県的、中・長期的視点に立

って本県高校教育の質の確保・向上を図るため、15年先を見据えた本県高校改革の基本的

な考え方や施策展開の方向性を示す「第３期県立高校将来構想」を策定

２ 構想の期間

  令和４年度から令和 13年度まで

３ 学校づくりの方向性

  高校教育の質の確保・向上のため、次の３点の方向で学校づくりを全県的に推進

  ◇ 高い志をもち、主体的に未来を切り拓いていく人材を育成する学校

◇ 人とのつながり、支え合いを大切にする心を育む安心・安全な学校

◇ 郷土に誇りと愛着をもち、地域・社会に貢献しようとする人材を育成する学校

４ 特色ある学校づくり

・ 教科等横断的な視点を踏まえた教育課程の充実や、学校・学科の枠を越えて連携・協

働しながら新たな価値を創造する実践的・体験的な教育活動の充実に取り組むなど、各

学校の社会的役割を明確にした上で、学校の特色化を推進

・ コミュニティ・スクールの仕組みを生かした地域・社会と連携・協働した教育活動や、

ＩＣＴを効果的に活用した学びなどを一層推進

５ 学校・学科の再編整備

・ 今後とも、中学校卒業者数の継続的な減少による学校の小規模化が見込まれる中、選

択幅の広い教育や活力ある教育活動の展開、生徒が他者と協働しながら切磋琢磨する環

境づくりなど、高校教育の質の確保・向上を図るためには、望ましい学校規模（１学年

４～８学級）の確保をめざし、再編整備を進めることが必要

・ 再編整備に当たっては、中学校卒業見込者数の推移や中学生の志願状況、高校卒業後

の進路動向、高校生の通学実態、私立高校等の配置状況などを総合的に勘案するととも

に、地域における高校の実情や地域バランス、分散型都市構造にある本県の特性等も踏

まえながら、適切な学校の配置となるよう、全県的な視点に立って、年次的かつ計画的

に取り組むことを検討

 

取取組組のの推推進進にに向向けけてて 

 

○○  県県立立高高校校再再編編整整備備計計画画  前前期期実実施施計計画画（（RR44..1122月月策策定定））のの概概要要  

実施内容 

（１）再編統合・募集停止 

・ 宇部西高校の生徒募集を停止し、教育機能等を山口農業高校などに継承（令和６年度） 

・ 家庭科教育の充実を図るため、厚狭高校と田部高校を再編統合して、校地を厚狭高校

北校舎とする新高校を設置（令和７年度） 

 ※ 萩高校奈古分校の生徒募集停止を検討 

 ※ 柳井地域・周南地域については、その内容が計画に掲げられるようになった時点で

対象校を追加 

（２）特進探究科（仮称）の設置 

・ 進学に重点を置く取組を推進するため、岩国高校・徳山高校・山口高校に特進探究科

（仮称）を設置（令和７年度） 

 ※ 宇部高校、下関西高校、萩高校の「探究科」についても、名称変更を検討 

（３）中高一貫教育校（併設型）の設置 

・ 進学指導に重点を置いた中高一貫教育を行うため、岩国高校・下関西高校に併設型中

学校を設置（令和８年度） 

 ※ 岩国高校への併設型中学校設置に合わせて、高森みどり中学校の生徒募集を停止 

 

＜県参考資料＞  

  各公立高校の「特色ある学校づくり」の様子を示したウェブページ「中学生のための学校

紹介」（ ＵＲＬ http://www.ysn21.jp/s-navi/kyouiku/ ） 

  ・ 学校ごとに｢めざす学校像｣｢育てたい生徒像｣と、その達成に向けた｢具体的な取組｣

などをまとめた資料を見ることができます。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

《各学校の資料のイメージです。》 《地域ごとに学校を選ぶことができます。》 

カーソルを当て

ると、画像（早

見版）が大きく

表示されます。 

各学校のウェブページ

にもジャンプできます。 
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2288 私私学学のの振振興興 
【取組方針】

◆ 経常的経費を対象とした補助など私学助成の充実や、積極的な情報提供等により、私立

学校の特色ある教育活動の展開を支援し、私立学校の更なる振興を図る。

◆ 幼稚園は、地域の幼児教育のセンターとしての役割が期待されることから、私立幼稚園

での子育て支援など、地域に開かれた幼稚園づくりを支援する。

◆ 幼児・生徒の安心・安全を図るため、県費助成制度等による支援により、私立学校施設

の耐震化を促進する。

【主な取組】 （担当課：総務部学事文書課）

主な指標 最新値 目標値

子育て支援を行っている私立幼稚園の割合
94.2%

（2021年度）
100％

私立学校（幼・中・高）の耐震化率

[２階以上又は 200㎡以上の非木造施設] 

93.8％

(2022年４月) 
95.0%以上

主主なな取取組組とと内内容容 実実施施主主体体 

■ 私学助成の充実

○ 幼稚園、高等学校等の教育に係る経常的経費への補助

・ 私立幼稚園、中学校、高等学校における教育に係る経常的経費の一部を補助

・ 私立幼稚園が幼児教育水準の維持向上のために実施する教員処遇改善への

補助

県・学校

■ 地域に開かれた幼稚園づくりへの支援

○ 預かり保育に要する経費への補助

・ 私立幼稚園が平日の早朝及び教育時間終了後、土・日、夏休み等の休業日に

実施する預かり保育に係る担当教員人件費等の一部を補助

県・

学校(幼) 

○ 特別の支援が必要な幼児の受入れに要する経費への補助

・ 私立幼稚園が実施する特別の支援が必要な障害のある幼児の受入れに係る

担当教員人件費等の一部を補助

県・

学校(幼) 

○ 幼稚園の幼児教育のセンター機能を活用した地域開放に要する経費への補助

・ 私立幼稚園が実施する幼児教育相談、幼児教育講演会、園の教育機能等の地

域への開放、未就園児の親子登園等に要する経費の一部を補助

県・

学校(幼) 

■ 私立学校の耐震化の促進

○ 私立学校における耐震化への補助

・ 私立幼稚園、中学校、高等学校が実施する園舎・校舎等の耐震補強・改築工

事等に要する経費の一部を補助

県・学校

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載
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2288 私私学学のの振振興興 
【取組方針】

◆ 経常的経費を対象とした補助など私学助成の充実や、積極的な情報提供等により、私立

学校の特色ある教育活動の展開を支援し、私立学校の更なる振興を図る。

◆ 幼稚園は、地域の幼児教育のセンターとしての役割が期待されることから、私立幼稚園

での子育て支援など、地域に開かれた幼稚園づくりを支援する。

◆ 幼児・生徒の安心・安全を図るため、県費助成制度等による支援により、私立学校施設

の耐震化を促進する。

【主な取組】 （担当課：総務部学事文書課）

主な指標 最新値 目標値

子育て支援を行っている私立幼稚園の割合
94.2%

（2021年度）
100％

私立学校（幼・中・高）の耐震化率

[２階以上又は 200㎡以上の非木造施設] 

93.8％

(2022年４月) 
95.0%以上

主主なな取取組組とと内内容容 実実施施主主体体 

■ 私学助成の充実

○ 幼稚園、高等学校等の教育に係る経常的経費への補助

・ 私立幼稚園、中学校、高等学校における教育に係る経常的経費の一部を補助

・ 私立幼稚園が幼児教育水準の維持向上のために実施する教員処遇改善への

補助

県・学校

■ 地域に開かれた幼稚園づくりへの支援

○ 預かり保育に要する経費への補助

・ 私立幼稚園が平日の早朝及び教育時間終了後、土・日、夏休み等の休業日に

実施する預かり保育に係る担当教員人件費等の一部を補助

県・

学校(幼) 

○ 特別の支援が必要な幼児の受入れに要する経費への補助

・ 私立幼稚園が実施する特別の支援が必要な障害のある幼児の受入れに係る

担当教員人件費等の一部を補助

県・

学校(幼) 

○ 幼稚園の幼児教育のセンター機能を活用した地域開放に要する経費への補助

・ 私立幼稚園が実施する幼児教育相談、幼児教育講演会、園の教育機能等の地

域への開放、未就園児の親子登園等に要する経費の一部を補助

県・

学校(幼) 

■ 私立学校の耐震化の促進

○ 私立学校における耐震化への補助

・ 私立幼稚園、中学校、高等学校が実施する園舎・校舎等の耐震補強・改築工

事等に要する経費の一部を補助

県・学校

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

※「目標値」は「山口県教育振興基本計画(2018～2022)」の目標値を参考に記載

 

2299  修修学学支支援援のの充充実実  
【取組方針】 

 ◆ 授業料負担の軽減を図るため、国が創設した「就学支援金制度」により、資格要件（所

得制限）を満たす者からの申請に基づき、公立高等学校等においては授業料相当額、私立

高等学校等においては授業料相当額又は授業料の一部を支援する。 

 ◆ 道府県民税・市町村民税所得割額が非課税である世帯の授業料以外の教育費負担の軽減

を図るため、国の補助事業を活用した「奨学のための給付金制度」により、対象者からの

申請に基づき、返還不要の給付金を給付する。 

◆ 向学心に富み有能な素質をもちながら、経済的な理由により修学が困難な生徒に対する

支援のため、引き続き奨学金の貸与を行う。 

 

【主な取組】  （担当課：教育政策課） 

主主なな取取組組とと内内容容  実実施施主主体体  

■ 経済的理由により修学が困難な生徒・学生に対する支援 

 ○ 高校生等への就学支援金の支給 

 ・ 受給資格要件を満たす者からの申請に基づき、授業料の全額（又は一部金額）

を就学支援金として支給 

※ 学校設置者が生徒に代わって国から代理受領し、授業料に充当 

 ・ 私立高校生等は、所得等の状況により支援金を加算して支給 

県 

○ 高校生等への奨学給付金の支給 

 ・ 一定の要件を満たす世帯を対象に、授業料以外の教育費を支援するため、申

請に基づき「奨学のための給付金」を給付 

〔対象者〕以下の要件を全て満たす者 

     ・ 保護者（親権者）の道府県民税・市町村民税所得割額の合算額が

非課税の世帯（家計急変により非課税相当となった世帯を含む） 

     ・ 保護者（親権者）が山口県内に在住 

      ・ 就学支援金の支給対象である学校等に在籍  

県 

○ 専攻科生への修学支援 

 ・ 受給資格要件を満たす者からの申請に基づき、授業料の一部金額を支給 

  ※ 学校設置者が生徒に代わって国から代理受領し、授業料に充当 

 ・ 一定の要件を満たす世帯を対象に、申請に基づき「奨学のための給付金」を

給付 

県 

○ (公財)山口県ひとづくり財団による高校生等への奨学金の貸し付け 

 ・ 経済的理由により修学が困難な高校生等に対する奨学金の貸与 

 ・ 定住促進奨学金の貸与（貸与額の増額、入学一時金の貸与） 

・ 家計急変世帯への緊急採用枠の設定 

県 

○ 学校法人が行う私立高校生の授業料等の軽減事業に要する経費の補助  県 

■ 離島高校生に対する支援 

 ○ 離島高校生の通学費に対する支援 

 ・ 国の制度を活用して実施する市町に対する支援 
県 

■ へき地や過疎地域等の児童生徒等の通学に対する支援 

 ○ スクールバスを運行する市町に対する国の制度の活用促進 市町 

 新 県立高等学校再編に係る遠距離通学者への支援 

 ・ 県立高校の再編整備により遠距離通学が必要になった生徒への通学費の支援 
県 
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【【山山口口県県教教育育委委員員会会のの事事務務事事業業のの実実施施状状況況にに係係るる点点検検・・評評価価指指標標】】 

[就学支援金支給実績] R3：人数 29,558人 支給総額 4,999,713千円

 [奨学給付金の支給実績] R3：人数  3,761人 支給総額  445,082千円

［奨学金の貸与延べ実績（財団）］ R3：高校生 356人、大学生等 335人

［離島高校生の通学費に対する支援額］R3：３市町 523千円

［スクールバスの購入経費の支援市町］R3：新たな整備なし

 [就学支援金の支援額等] 

年収目安 支援月額

公立高等学校 910万円未満 9,900 円

私立高等学校等
590万円未満 33,000 円

590万円以上910万円未満 9,900 円

[給付金制度の給付年額等] 

区分
給 付 年 額

国公立 私立

道府県民税

市町村民税

非課税世帯

生活保護受給世帯（生業扶助受給世帯）の生徒
32,300円

(通信制：32,300円)

52,600円

(通信制：52,600円) 

上記

世帯

以外

第１子の高校生等がいる世帯の生徒
117,100円

(通信制：50,500円)

137,600円

(通信制：52,100円) 

第２子以降の高校生等がいる世帯の生徒
143,700円

(通信制：50,500円)

152,000円

(通信制：52,100円) 

[専攻科生への修学支援額等] 

年収目安等
支 援 額

国公立 私立

授業料
270万円未満 9,900 円/月 35,600 円/月

270万円以上380万円未満 4,950 円/月 17,800 円/月

授業料以外の教育費 道府県民税市町村民税非課税世帯 50,500 円/年 52,100 円/年

[奨学金制度の概要] 

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

事業主体

　学ぶ意欲と能力を有しながら、経済的理由により修学が困難な生徒・学生に

対し、奨学金等の貸与を行う

国公立・私立大学（含短大）【一般貸与への上乗せ】

専修学校（国公立）

入学一時金

国公立高校

私立高校

国公立・私立大学（含短大）

14,000円

公益財団法人
山口県ひとづくり

財団

事業内容

専修学校（私立） 71,000円

定時制通信制修学奨励費（国公立・私立）

区分 貸与月額

18,000円～30,000円

30,000円～41,000円

43,000円～52,000円

20,000円

63,000円

300,000円

一
般

貸
与

定
住
促
進

貸
与
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【【山山口口県県教教育育委委員員会会のの事事務務事事業業のの実実施施状状況況にに係係るる点点検検・・評評価価指指標標】】 

[就学支援金支給実績] R3：人数 29,558人 支給総額 4,999,713千円

 [奨学給付金の支給実績] R3：人数  3,761人 支給総額  445,082千円

［奨学金の貸与延べ実績（財団）］ R3：高校生 356人、大学生等 335人

［離島高校生の通学費に対する支援額］R3：３市町 523千円

［スクールバスの購入経費の支援市町］R3：新たな整備なし

 [就学支援金の支援額等] 

年収目安 支援月額

公立高等学校 910万円未満 9,900 円

私立高等学校等
590万円未満 33,000 円

590万円以上910万円未満 9,900 円

[給付金制度の給付年額等] 

区分
給 付 年 額

国公立 私立

道府県民税

市町村民税

非課税世帯

生活保護受給世帯（生業扶助受給世帯）の生徒
32,300円

(通信制：32,300円)

52,600円

(通信制：52,600円) 

上記

世帯

以外

第１子の高校生等がいる世帯の生徒
117,100円

(通信制：50,500円)

137,600円

(通信制：52,100円) 

第２子以降の高校生等がいる世帯の生徒
143,700円

(通信制：50,500円)

152,000円

(通信制：52,100円) 

[専攻科生への修学支援額等] 

年収目安等
支 援 額

国公立 私立

授業料
270万円未満 9,900 円/月 35,600 円/月

270万円以上380万円未満 4,950 円/月 17,800 円/月

授業料以外の教育費 道府県民税市町村民税非課税世帯 50,500 円/年 52,100 円/年

[奨学金制度の概要] 

取取組組のの現現状状 p-d-Check-a
 

事業主体

　学ぶ意欲と能力を有しながら、経済的理由により修学が困難な生徒・学生に

対し、奨学金等の貸与を行う

国公立・私立大学（含短大）【一般貸与への上乗せ】

専修学校（国公立）

入学一時金

国公立高校

私立高校

国公立・私立大学（含短大）

14,000円

公益財団法人
山口県ひとづくり

財団

事業内容

専修学校（私立） 71,000円

定時制通信制修学奨励費（国公立・私立）

区分 貸与月額

18,000円～30,000円

30,000円～41,000円

43,000円～52,000円

20,000円

63,000円

300,000円

一
般

貸
与

定
住
促
進

貸
与

 
 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度に全ての県立学校に整備した１人１台タブレット端末などのＩＣＴ環境を効

果的に活用し、個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させ、子どもたちの可能性

を広げる「やまぐちスマートスクール構想」の推進に向けて、３つの視点の学校づくりを

総合的・計画的に推進します。 

 

 

 

 

 

①  一人ひとりに合った学びで力を引き出す学校！ 

② 海外・地域・他校とつながる学校！ 

③ 安心・安全で一人ひとりを大切にする学校！ 

 

  

  

  

  

  

  

～広がる教室 深まる学び～ 

「やまぐちスマートスクール構想」の推進 
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①①  一一人人ひひととりりにに合合っったた学学びびでで力力をを引引きき出出すす学学校校！！  

推推進進方方向向                                                                      

児童生徒一人ひとりの教育的ニーズや理解度・習熟度に応じた個別最適な学習やきめ細やかな指導、

多様な意見に触れる協働的な学習を充実させることで、「一人ひとりに合った学びで力を引き出す学校」

の実現をめざします。 
具具体体的的なな取取組組内内容容                                                             

● １人１台タブレット端末等を活用した主体的な学びを実践！ 

  これまでの教育実践と先端技術（１人１台タブレット端末や児童生徒に関する教育データの活

用等）のベストミックスにより、個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させることで、

主体的、対話的で深い学びを実践します。 

● 統合型校務支援システムの導入！ 

児童生徒の状況を把握した個別最適な指導を実践するため、全ての県立学校に統合型校務支援

システムを導入するとともに、市町立学校への早期導入を支援します。  

● 全児童生徒へ一元化した情報配信！ 

１人１台タブレット端末の共通ポータルサイト等を活用し、高校生等に有益な情報をダイレク

トに配信するとともに、学校の情報等を相互に発信する生徒主体のＷｅｂサイトを掲載します。 

● ＩＣＴスキルの向上やトップレベルの人材をめざす意識の醸成！ 

高校生に加え、小中学生にも対象を一部拡大したＩＣＴコンテストの開催や、高校生データサ

イエンティスト育成講座を開催するなど、これからの山口県を担うデジタル人材に必要な資質・

能力の育成に取り組みます。 

● 特別な支援を必要とする児童生徒の可能性を引き出すＩＣＴ！ 

特別支援学校の子どもたちにとって特に重要となる社会体験活動をより充実させ、児童生徒へ

の多様な学びを創出します。 

● 教員のＩＣＴを活用した指導力の向上！ 

令和３年度及び４年度に教職員支援機構(ＮＩＴＳ)と連携して育成したＩＣＴ活用推進リー

ダーを中心に、各学校、地域でのＩＣＴ活用に関する研修の充実を図ります。 
  

 令和２年度 
(2020年度) 

令和３年度 
(2021年度) 

令和４年度 
(2022年度) 

令和５年度 
(2023年度) 

取 

組 

内 

容 

 

 

 県立高等学校への順次導入 全県立高等学校で運用 統合型校務支援 

システム 

ICT ｺﾝﾃｽﾄの開催 

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝﾃｨｽﾄの育成 

共通ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ等を活用した児童生徒向け情報配信の充実

障害に対応した入出
力支援装置等の整備 

障害のある児童生徒一人ひとりのニーズに応じた ICT 活用を支援

リーダーを核とした学びの充実 教職員 ICT活用推進リーダーの育成 

障害のある児童生徒に対する VRを活用した新たな学びの機会の創出

コンテスト「小中学生部門」、データサイエンティスト「応用講座」追加  

特別支援学校への導入準備 

 
共同利用の実現に向けた協議 全小中による共同利用の提案 

CBTに関する研究 学習定着確認試験の CBT化による児童生徒に対する指導の充実 

システムの構築・導入準備 

教育データの可視化（ダッシュボード）の研究 ダ ッ シ ュ ボ ー ド の 構 築 ダッシュボードの構築準備 

─ 96 ─



 

①①  一一人人ひひととりりにに合合っったた学学びびでで力力をを引引きき出出すす学学校校！！  

推推進進方方向向                                                                      

児童生徒一人ひとりの教育的ニーズや理解度・習熟度に応じた個別最適な学習やきめ細やかな指導、

多様な意見に触れる協働的な学習を充実させることで、「一人ひとりに合った学びで力を引き出す学校」

の実現をめざします。 
具具体体的的なな取取組組内内容容                                                             

● １人１台タブレット端末等を活用した主体的な学びを実践！ 

  これまでの教育実践と先端技術（１人１台タブレット端末や児童生徒に関する教育データの活

用等）のベストミックスにより、個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させることで、

主体的、対話的で深い学びを実践します。 

● 統合型校務支援システムの導入！ 

児童生徒の状況を把握した個別最適な指導を実践するため、全ての県立学校に統合型校務支援

システムを導入するとともに、市町立学校への早期導入を支援します。  

● 全児童生徒へ一元化した情報配信！ 

１人１台タブレット端末の共通ポータルサイト等を活用し、高校生等に有益な情報をダイレク

トに配信するとともに、学校の情報等を相互に発信する生徒主体のＷｅｂサイトを掲載します。 

● ＩＣＴスキルの向上やトップレベルの人材をめざす意識の醸成！ 

高校生に加え、小中学生にも対象を一部拡大したＩＣＴコンテストの開催や、高校生データサ

イエンティスト育成講座を開催するなど、これからの山口県を担うデジタル人材に必要な資質・

能力の育成に取り組みます。 

● 特別な支援を必要とする児童生徒の可能性を引き出すＩＣＴ！ 

特別支援学校の子どもたちにとって特に重要となる社会体験活動をより充実させ、児童生徒へ

の多様な学びを創出します。 

● 教員のＩＣＴを活用した指導力の向上！ 

令和３年度及び４年度に教職員支援機構(ＮＩＴＳ)と連携して育成したＩＣＴ活用推進リー

ダーを中心に、各学校、地域でのＩＣＴ活用に関する研修の充実を図ります。 
  

 令和２年度 
(2020年度) 

令和３年度 
(2021年度) 

令和４年度 
(2022年度) 

令和５年度 
(2023年度) 

取 

組 

内 

容 

 

 

 県立高等学校への順次導入 全県立高等学校で運用 統合型校務支援 

システム 

ICT ｺﾝﾃｽﾄの開催 

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝﾃｨｽﾄの育成 

共通ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ等を活用した児童生徒向け情報配信の充実

障害に対応した入出
力支援装置等の整備 

障害のある児童生徒一人ひとりのニーズに応じた ICT 活用を支援

リーダーを核とした学びの充実 教職員 ICT活用推進リーダーの育成 

障害のある児童生徒に対する VRを活用した新たな学びの機会の創出

コンテスト「小中学生部門」、データサイエンティスト「応用講座」追加  

特別支援学校への導入準備 

 
共同利用の実現に向けた協議 全小中による共同利用の提案 

CBT に関する研究 学習定着確認試験の CBT化による児童生徒に対する指導の充実 

システムの構築・導入準備 

教育データの可視化（ダッシュボード）の研究 ダ ッ シ ュ ボ ー ド の 構 築 ダッシュボードの構築準備 

 

②②  海海外外・・地地域域・・他他校校ととつつななががるる学学校校！！  

推推進進方方向向                                                                      

ＩＣＴを活用して、海外の学校等との交流や全県合同の課外授業等の推進により、新たな学びの機会

を創出することで、「海外・地域・他校とつながる学校」の実現をめざします。 
  

具具体体的的なな取取組組内内容容                                                             

● 海外とのオンライン交流を実施！ 

  ＩＣＴを活用し、県立高等学校等で海外とのオンライン交流を推進します。 

● 全県合同のハイレベル課外授業を実施！ 

選抜制の高い大学をめざす生徒(希望者)を対象とした全県合同の課外授業を実施します。  

● 資格取得のためのオンライン講座を実施！ 

全ての高等学校等で資格取得（危険物取扱者、測量士補、簿記等）に必要なオンライン講座を

実施します。 

  

③③  安安心心・・安安全全でで一一人人ひひととりりをを大大切切ににすするる学学校校！！  

推推進進方方向向                                                                      

障害や入院等で通学できない児童生徒の学びや不登校等に係る相談・カウンセリングをオンラインで

実施できる体制を整備することで、「安心・安全で一人ひとりを大切にする学校」の実現をめざします。 
  

具具体体的的なな取取組組内内容容                                                             

● 通学できない児童生徒の学びを保障！ 

  全ての県立学校で障害や入院等で通学できない児童生徒(希望者)にオンライン授業を実施す

る体制を整備し、児童生徒の学びを保障します。 

● オンライン教育相談体制を推進！ 

全ての児童生徒を対象とした不登校等に係るオンラインによる相談・カウンセリング体制を推

進します。 

 

 令和２年度 
(2020年度) 

令和３年度 
(2021年度) 

令和４年度 
(2022年度) 

令和５年度 
(2023年度) 

取 

組 

内 

容 

 

 

 

 令和２年度 
(2020年度) 

令和３年度 
(2021年度) 

令和４年度 
(2022年度) 

令和５年度 
(2023年度) 

取 

組 

内 

容 

 

 

 

海外の学校等とのオンライン交流を推進(ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ派遣)

全県合同の資格取得のためのオンライン講座の実施

全県合同のハイレベル講義・演習の実施ﾊｲﾚﾍﾞﾙ講義・演習を一部の学校で実施 

分身ロボットの導入(特支)  オンライン授業の体制整備・実施(特支・入院生徒等)

オンライン相談・カウンセリングの実施

家庭の通信環境の整備（モバイルルータの貸与）
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令和５年度

教育委員会当初予算の概要

    

令和５年２月

山口県教育委員会

ＩＣＴ活用コンテストのワークショップ

第二種電気工事士技能試験の指導（徳山商工）

ＶＲを活用した授業（萩総支）

国際交流体験プログラム（ハワイ州） 【コミスク】うべそうマルシェ（宇部総支）
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Ⅰ 教育委員会当初予算の基本的な考え方

県の令和５年度当初予算では、「安心で希望と活力に満ちた山口県」の実現に向け、

やまぐち未来維新プランに掲げる、「安心・安全」、「デジタル」、「グリーン」、「ヒュー

マン」の４つの視点を踏まえ、３つの維新のさらなる進化を図り、「新たな県づくり」

を本格的にスタートさせていくこととしています。

また、ウィズコロナの下、県民の命と健康を守りながら、感染拡大防止と社会経済

活動の両立を図るとともに、物価高騰に対応する追加の緊急対策を講じることとされま

した。

県教委においては、こうした県の予算編成方針のもと、やまぐち未来維新プランに

掲げられた「新たな時代の人づくりの推進」等に対応するとともに、現下の教育課題に

積極果敢に取り組むための諸施策を講じたところです。

まず、コロナ禍による社会変化へ、いち早く対応して整備したＩＣＴ環境を活用し、

個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させ、子どもたちの可能性を広げる「や

まぐちスマートスクール構想」のさらなる推進に取り組んでまいります。

また、第３期県立高校将来構想に基づき、更なる高校改革の推進に取り組むこととし

ており、多様な学びの希望に応える特色ある学校づくりを進めるとともに、県立高校の

再編整備を年次的・計画的に行い、再編整備に伴う必要な支援を行います。

さらに、コロナ禍において深刻化している、いじめ・不登校等の対策を強化すること

とし、未然防止の観点から新たな取組を進めていきます。また、新型コロナウイルス感

染症の拡大から子どもたちを守る対策を引き続き取り組んでいきます。

令和５年度は、こうした諸施策に加え、地域連携教育をはじめとした７つの分野の主

要事業に取り組むことで、新たな時代の人づくりの推進に向けて、学校・家庭・地域を

はじめ、関係機関とも緊密に連携し、本県教育の一層の充実・発展に取り組んでまいり

ます。
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 予算ᙹሁ

㸯 ண⟬つᶍ                         （単位：千円、％）

区   分
௧䠑ᖺᗘ 令和４年度

増減額(A-B)
当初予算㢠A 構ᡂẚ 対๓ᖺᗘẚ 当初予算㢠B 構成ẚ

教育委員会所管
115,618,803
[15,360,173] 14.6

94.4
[110.6] 

122,463,111
[13,885,526] 15.6

6,844,308ڹ
[1,474,647]

県 一 般 会 計 794,013,272 㸫 101.0 786,243,803 㸫 7,769,469

ͤ㹙 㹛は⤥関係経㈝を㝖いたྜ計㢠

㸰 ෆ ヂ
࠙目ⓗูෆヂ  ࠚ                          （単位：千円、％）

༊  分
௧䠑ᖺᗘ 令和４年度

増減額（A-B）
当初予算㢠A 対๓ᖺᗘẚ 当初予算㢠B

教 育 ⥲ ົ ㈝ 13,869,246 68.3 20,301,150 6,431,904ڹ

ᑠ 学 校 ㈝ 38,168,918 98.2 38,867,276 698,358ڹ

୰ 学 校 ㈝ 23,859,338 98.6 24,205,340 346,002ڹ

高 等 学 校 ㈝ 23,733,473 101.4 23,414,737 318,736

特別支援学校㈝ 13,801,883 102.7 13,436,760 365,123

社 会 教 育 ㈝ 1,433,292 102.2 1,402,693 30,599

ಖ 健 体 育 ㈝ 692,653 89.4 775,155 82,502ڹ

⅏ ᐖ  ᪧ ㈝ 60,000 100.0 60,000 0 

計 115,618,803 94.4 122,463,111  6,844,308ڹ

࠙⤒㈝ูෆヂࠚ                         （単位：千円、％）

༊  分
௧䠑ᖺᗘ 令和４年度

ቑῶ㢠㸦A-B㸧
当初予算㢠A 対๓ᖺᗘẚ 当初予算㢠B

⤥関係経㈝ 100,258,630 92.3 108,577,585 8,318,955ڹ

一⯡行ᨻ経㈝ 8,232,302 107.9 7,631,963 600,339

施 策 的 経 ㈝ 3,652,679 98.9 3,692,378 39,699ڹ

県Ⴀᘓ⠏事業㈝ 3,415,192 136.5 2,501,185 914,007

⅏ᐖᪧ事業㈝ 60,000 100.0 60,000 0 

計 115,618,803 94.4 122,463,111  6,844,308ڹ

࠙目ⓗูෆヂ  ࠚ              ࠙⤒㈝ูෆヂ࠙ࠚ目ⓗูෆヂ  ࠚ              ࠙⤒㈝ูෆヂࠚ
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 予算ᙹሁ

㸯 ண⟬つᶍ                         （単位：千円、％）

区   分
௧䠑ᖺᗘ 令和４年度

増減額(A-B)
当初予算㢠A 構ᡂẚ 対๓ᖺᗘẚ 当初予算㢠B 構成ẚ

教育委員会所管
115,618,803
[15,360,173] 14.6

94.4
[110.6] 

122,463,111
[13,885,526] 15.6

6,844,308ڹ
[1,474,647]

県 一 般 会 計 794,013,272 㸫 101.0 786,243,803 㸫 7,769,469

ͤ㹙 㹛は⤥関係経㈝を㝖いたྜ計㢠

㸰 ෆ ヂ
࠙目ⓗูෆヂ  ࠚ                          （単位：千円、％）

༊  分
௧䠑ᖺᗘ 令和４年度

増減額（A-B）
当初予算㢠A 対๓ᖺᗘẚ 当初予算㢠B

教 育 ⥲ ົ ㈝ 13,869,246 68.3 20,301,150 6,431,904ڹ

ᑠ 学 校 ㈝ 38,168,918 98.2 38,867,276 698,358ڹ

୰ 学 校 ㈝ 23,859,338 98.6 24,205,340 346,002ڹ

高 等 学 校 ㈝ 23,733,473 101.4 23,414,737 318,736

特別支援学校㈝ 13,801,883 102.7 13,436,760 365,123

社 会 教 育 ㈝ 1,433,292 102.2 1,402,693 30,599

ಖ 健 体 育 ㈝ 692,653 89.4 775,155 82,502ڹ

⅏ ᐖ  ᪧ ㈝ 60,000 100.0 60,000 0 

計 115,618,803 94.4 122,463,111  6,844,308ڹ

࠙⤒㈝ูෆヂࠚ                         （単位：千円、％）

༊  分
௧䠑ᖺᗘ 令和４年度

ቑῶ㢠㸦A-B㸧
当初予算㢠A 対๓ᖺᗘẚ 当初予算㢠B

⤥関係経㈝ 100,258,630 92.3 108,577,585 8,318,955ڹ

一⯡行ᨻ経㈝ 8,232,302 107.9 7,631,963 600,339

施 策 的 経 ㈝ 3,652,679 98.9 3,692,378 39,699ڹ

県Ⴀᘓ⠏事業㈝ 3,415,192 136.5 2,501,185 914,007

⅏ᐖᪧ事業㈝ 60,000 100.0 60,000 0 

計 115,618,803 94.4 122,463,111  6,844,308ڹ

࠙目ⓗูෆヂ  ࠚ              ࠙⤒㈝ูෆヂࠚ

 ⅻ↺教ܴ࠼⊡ ข↭↺ܖ↢⊡

Ⅴ↳↭ⅿ←⇟∄∞⇮⇟⇕∞∑ನेⅥのਖ਼ᡶ

  県教委では、全ᅜにඛ㥑けて整備した県立学校のＩＣＴ環境をຠ果的に活用して教育

活動の一層の充実を図るため、やまぐちスマートスクール構想をさらに推進し、次の３

つの視点の学校づくりを進めていきます。

  

㸯 一ேࡓࡗྜࡾࡦᏛ࡛ࡧ力を引き出す学校︕
一人ࡦとりの教育的ࢽーズ・⌮ゎ度に応じた個別学⩦や多様なពぢにゐれる協働学

⩦を充実させ、「一人ࡦとりにྜࡗた学びで力を引きฟす学校㸟」の実現をめࡊす。

㸰 ᾏእ࣭ᆅᇦ࣭ᰯつながる学校︕
ᾏእの学校や㐲㝸地の学校等とのὶを行うことで、新たな学びの機会をฟし、

「ᾏእ・地域・校とつながる学校㸟」の実現をめࡊす。

㸱 Ᏻᚰ࣭Ᏻ࡛一人ひとりを大切にする学校︕
㞀ᐖやධ㝔等で㏻学できないඣ❺⏕ᚐの学びをಖ㞀する環境を充実させ、「安心・

安全で一人ࡦとりを大ษにする学校㸟」の実現をめࡊす。

やまぐちスマートスクール構想

これまでの

教育実践の蓄積
ＩＣＴ

個別最適な学びと協働的な

学びを一体的に充実させ

子どもたちの可能性を広げる

ە 㸯人㸯ྎタࢵࣞࣈト➃ᮎ等を活用した主体的な学びを実㊶㸟

ە ⤫ྜ型校ົ支援ࢩス࣒ࢸのᑟධ㸟

ە 全ඣ❺⏕ᚐへ一ඖ化したሗ㓄ಙ㸟

ە ＩＣＴス࢟ルの向ୖやトࢵプࣞ࣋ルの人ᮦをめࡊすព㆑の㔊成㸟

ە 特別な支援を必要とするඣ❺⏕ᚐの可能性を引きฟすＩＣＴ㸟

ە 教ဨのＩＣＴを活用したᣦᑟ力の向ୖ㸟

× ＝

ە ᾏእとの࢜ンラインὶを実施㸟

ە 全県ྜྠのࣁイࣞ࣋ル課እᤵ業を実施㸟

ە ㈨格取ᚓのための࢜ンライン講ᗙを実施㸟

ە ㏻学できないඣ❺⏕ᚐの学びをಖ㞀㸟

ە ンライン教育┦ㄯ体ไを推進㸟࢜
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㸯 一ேࡓࡗྜࡾࡦᏛ࡛ࡧຊࢆᘬࡁฟࡍᏛᰯ㸟

㸦༢㸸༓㸧

᪂ 次ୡ௦ࡢᩍ⫱⎔ቃࣝࢱࢪࢹ᥎㐍事業 58,898

教育データを活用した学校㐠Ⴀやඣ❺⏕ᚐ一人ࡦとりにྜࡗた学びを支援するため、ᩥ㒊⛉学┬が

推ዡするࣇルクラウࢻ環境を構⠏して校ົデータと学⩦データを⤫ྜします。また、クラウࢧࢻーࣅ

スの活用を校ົに拡大することで、教⫋ဨの業ົ改ၿ・働き方改革を一層推進します。

⏝άࡢࢱ࣮ࢹ⫱ᩍڦ

の構⠏ࢻー࣎ュࢩࢵࢲ教育ۑ

⏕活ンࢣートやクラウࢻプリの用

データ、成⦼ሗ等の可視化・┦関分ᯒ

等を行う教育ࢩࢵࢲュ࣎ーࢻ㸦ͤ様ࠎな

データを一ぴ⾲♧する画㠃㸧を構⠏し、

ඣ❺⏕ᚐの主体的な学びの支援やㄡ一人

取りṧさない学びの実現に活用

⨨教育㹂㹖推進協㆟会のタۑ

校㛗⣭の教ဨがཧ加する協㆟会をタ⨨

し、強力な事業推進体ไを構⠏

ᵓ⠏ࡢቃ⎔ࢻ࢘ࣛࢡࣝࣇڦ

のᑟධ࣒ࢸスࢩ型᥇点ࢻクラウۑ

・民㛫の᥇点ࢩス࣒ࢸをᑟධし、ᐃ期⪃ᰝ等の᥇点時㛫の▷⦰と᥇点・㞟計࣑スの㍍ῶを図る

とともに、᥇点⤖果をࢩࢵࢲュ࣎ーࢻで可視化することで、よりきめ⣽かな学⩦ᣦᑟを実現

・⤫ྜ型校ົ支援ࢩス࣒ࢸと᥇点ࢩス࣒ࢸを連携させることで、成⦼データの⟶⌮に係る業ົ

㈇ᢸを㍍ῶ

校ົ・学⩦データの⤫ྜ‽備ۑ

・ᩥ 㒊⛉学┬が推ዡする次ୡ代型の࢟ࢭュリࢸィ対策であるࢮロトラスト࢟ࢭュリࢸィをᑟධし、

全ᅜにඛ㥑けて校ົ用ࢵࢿト࣡ークのクラウࢻ環境への⤫ྜを推進

㹙⤫ྜᚋの学校における教育環境イ࣓ージ㹛

ά⏝ಁ㐍ࡢᮎ➃ڦ

リーディング㹂㹖スクール事業ۑ

・県立学校㸯校をᣐ点として、➃ᮎを校ົやᤵ業においてຠ果的に活用するዲ事をฟ・ࣔデ

ル化し、全県へ展㛤
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し、強力な事業推進体ไを構⠏
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のᑟධ࣒ࢸスࢩ型᥇点ࢻクラウۑ

・民㛫の᥇点ࢩス࣒ࢸをᑟධし、ᐃ期⪃ᰝ等の᥇点時㛫の▷⦰と᥇点・㞟計࣑スの㍍ῶを図る
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・⤫ྜ型校ົ支援ࢩス࣒ࢸと᥇点ࢩス࣒ࢸを連携させることで、成⦼データの⟶⌮に係る業ົ

㈇ᢸを㍍ῶ

校ົ・学⩦データの⤫ྜ‽備ۑ

・ᩥ 㒊⛉学┬が推ዡする次ୡ代型の࢟ࢭュリࢸィ対策であるࢮロトラスト࢟ࢭュリࢸィをᑟධし、

全ᅜにඛ㥑けて校ົ用ࢵࢿト࣡ークのクラウࢻ環境への⤫ྜを推進

㹙⤫ྜᚋの学校における教育環境イ࣓ージ㹛

ά⏝ಁ㐍ࡢᮎ➃ڦ

リーディング㹂㹖スクール事業ۑ

・県立学校㸯校をᣐ点として、➃ᮎを校ົやᤵ業においてຠ果的に活用するዲ事をฟ・ࣔデ

ル化し、全県へ展㛤

ᣑ ᵓ᥎㐍事業࣮ࣝࢡࢫࢺ࣮࣐ࢫࡕࡄࡲࡸ 164,092

全ての県立学校にᑟධした㸯人㸯ྎタࢵࣞࣈト➃ᮎ等のＩＣＴ環境をຠ果的に活用し、個別最適な

学びと協働的な学びを一体的に充実させ、子どもたちの可能性を広げる「やまぐちスマートスクール

構想」を推進するため、デジタル人ᮦの育成や教ဨのＩＣＴ活用ᣦᑟ力向ୖに取り組ࡳます。

ὴ㐵ࡢ㹇㹁㹒ᨭဨڦ

ートするＩＣＴ支援ဨを㓄⨨し、学校へᐃ期的にὴ㐵࣏ࢧ教ဨの᪥ᖖ的なＩＣＴの活用をۑ

ᣑࡕࡄࡲࡸࠕ㹅㹇㹅㸿࣮ࣝࢡࢫ㐠Ⴀᨭࡢ࣮ࠖࢱࣥࢭタ⨨

⨨ルプデスクをタ࣊せをཷけけるࢃンライン等でၥいྜ࢜教ဨから㟁ヰやۑ

を㓄⨨し、必要に応じて学校現ሙにὴ㐵ࣇࢵートするスタ࣏ࢧＩＣＴ支援ဨをۑ

教ဨやＩＣＴ支援ဨに対する◊ಟを実施ۑ

ート࣏ࢧᮎのᨾ㞀対応や㐠用⟶⌮、年次更新等を➃ۑ

⨨る５ᕷ⏫によるඹྠタࢃ県ཬび新たに加ۑ

㊶㆟ㄽ࣭ᐇࡢᒣཱྀ┴ᩍ⫱㹇㹁㹒᥎㐍༠㆟࡛ڦ

県ཬび県ෆ全ᕷ⏫教育委ဨ会がཧ加する協㆟会においてሗඹ᭷等を行い、域ෆのＩＣＴ活ۑ

  用格ᕪをゎᾘ

ᣑࡕࡄࡲࡸ㹇㹁㹒ά⏝ࡢࢺࢫࢸࣥࢥ㛤ദ

ストを㛤ദࢸル向ୖ等を図るため、ᑠ・୰・高校⏕を対㇟としたコン࢟ＩＣＴの活用ಁ進やスۑ

プを㛤ദࢵࣙࢩのฟや応ເసရのὙ⦎を行う࣡ークイデ、ストに向けてࢸコンۑ

㹙対 ㇟㹛ᑠ・୰・高校⏕の個人ཪはグループ

ͤᑠ・୰学⏕はデジタルートに加え、新たにプログラ࣑ング㒊㛛を㛤ദ

㹙㒊 㛛㹛学⩦コンࢸンࢶ㸸ᤵ業でのＩＣＴ活用事等のプࣞࢮンࢸーࣙࢩン

     デジタルート㸸ＩＣＴを活用したートసရ

     プログラ࣑ング㸸ᑓ㛛的なＩＣＴᢏ⾡を活用したプログラ࣑ング

㹂㹖ࣞࣕࢳンジ㸸ＩＣＴを活用した社会変革につながる新しいイデ

㛤ദࡢᡂㅮᗙ⫱ࢺࢫࢸ࢚ࣥࢧࢱ࣮ࢹ⏕㧗ᰯڦ

ナーを㛤ദ࣑ࢭデジタル人ᮦを育成するため、高校⏕を対㇟としたۑ

㹙対 ㇟㹛高校⏕

㹙ෆ ᐜ㹛基♏講ᗙ㸸㸿Ｉཬびプログラ࣑ングの

基♏▱㆑を実㊶ᙧᘧで学⩦

応用講ᗙ㸸๓年度の基♏講ᗙのಟ⪅

を対㇟とした発展的な講ᗙ
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Ꮫࡗࡕࡄࡲࡸ࠺ྥࡧᏊ⫱ᡂ᥎㐍事業㸦一㒊㸧 5,407

山口県学力ᐃ╔≧ἣ☜ㄆၥ題をＣ㹀Ｔ㸦Ｃomputer 㹀ased Ｔesting㸸コンࣆュータを用したㄪᰝ㸧

で実施し、個別の学力のᐃ╔≧ἣ等の積や、᥇点・㞟計業ົのຠ⋡化を進めるとともに、やまぐち学

⩦支援プログラ࣒を活用して、ඣ❺⏕ᚐの学力ᐃ╔≧ἣに応じたᣦᑟやᤵ業の充実を図ります。

㹁㹀㹒ࡢᒣཱྀ┴Ꮫຊᐃ╔≧ἣ☜ㄆၥ㢟ڦ

ᐇࡢ➼ᣦᑟࡓࡌᛂᏛຊᐃ╔≧ἣۑ

  ・個別の学力のᐃ╔≧ἣཬびඣ❺⏕ᚐ㉁ၥ⣬ㄪᰝの⤖果を

積したデータ㸦学びのᒚṔ㸧の活用

  ࣭᥇点、㞟計業ົのຠ⋡化による⤖果の早期㏻▱

  ・⤖果の早期㏻▱を⏕かした㎿㏿な分ᯒ、ᣦᑟ改ၿの取組

へのᫎ

᥎㐍ࡢ⏝㹇㹁㹒άࡢඣ❺⏕ᚐۑ

࣭㸯人㸯ྎ➃ᮎを活用したᤵ業のಁ進

  эඣ❺⏕ᚐのデジタルㄞゎ力ཬびሗ活用能力等の㈨㉁・能力の育成

⏝άࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉᏛ⩦ᨭࡕࡄࡲࡸڦ

  ・「やまぐちࡗ子学⩦プリント」で、基♏・基本の☜実なᐃ╔ཬびᛮ⪃力・ุ᩿力・⾲現力等を育成

  ・「学力分ᯒ支援ࢶール」を活用して、ඣ❺⏕ᚐの学力≧ἣをᢕᥱ、㔜点的なᣦᑟ改ၿをಁ進

⥲ྜᨭᏛᰯ㹔㹐ά⏝事業 886

ඛ進的なᢏ⾡のᑟධにより、⥲ྜ支援学校のඣ❺⏕ᚐ一人ࡦとりの㞀ᐖの≧ែに応じた個別最適

な学びの実現と、ඣ❺⏕ᚐの「⮬立と社会ཧ加」をಁ進します。

ࠊࡋ㐃ᦠ➼ሙᐇ⩦ཷධඛ⫋ࠊᏛ⾡ᶵ㛵ڦ

♫య㦂Ꮫ⩦㈨ࣝࢼࢪࣜ࢜ࡿࡍ㹔㹐ື⏬ࢆసᡂ࣭ά⏝

、リジナル㹔㹐動画をస成し࢜校እ学⩦・⫋ሙ体㦂用のۑ

体㦂的な事๓・事ᚋ学⩦を実施

㸺స成する㹔㹐動画の㸼

  ・බඹ㏻機関の用体㦂

  ・බඹ施タの用体㦂

  ・⫋ሙ体㦂 等

㐟࣭ࡧ㐠ືዲࡁ㸟యຊྥୖ᥎㐍事業㸦一㒊㸧 3,408

㐠動がⱞᡭな子どもをྵむ全ての子どもに、できる႐びをࢃࢃせていくための体育・ಖ健体育

ᤵ業のᅾり方について、ＩＣＴをຠ果的に活用した実㊶◊✲を行い、子どもの㐠動⩦័の改ၿ力向

ୖを図ります。

ᒎ㛤ࡢ事業ࣝࢹࣔࡓࡅྥ⏝ᮎά➃ࢺࢵࣞࣈࢱ㸯ே㸯ྎڦ

✲◊㊶によるＩＣＴをຠ果的に活用した実「ＩＣＴ体育推進校」ۑ

㸯人㸯ྎタࢵࣞࣈト➃ᮎ等を活用し、⮬分の動きを༶ᗙに☜ㄆしたり、

ᢏ能の࣏イントと⮬分の動きをẚ㍑しながらヰしྜࡗたりするなど、個別

最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させたᤵ業◊✲

ಟ◊ࡓࡅྥ᥎㐍ࡢ⏝ά࡞ຠᯝⓗࡢ㹇㹁㹒ࡓࡋ㇟ᑐࢆᩍ⫋ဨڦ

体育⛉・ಖ健体育⛉におけるＩＣＴの活用を充実させていくためのۑ

◊ಟを実施
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Ꮫࡗࡕࡄࡲࡸ࠺ྥࡧᏊ⫱ᡂ᥎㐍事業㸦一㒊㸧 5,407

山口県学力ᐃ╔≧ἣ☜ㄆၥ題をＣ㹀Ｔ㸦Ｃomputer 㹀ased Ｔesting㸸コンࣆュータを用したㄪᰝ㸧

で実施し、個別の学力のᐃ╔≧ἣ等の積や、᥇点・㞟計業ົのຠ⋡化を進めるとともに、やまぐち学

⩦支援プログラ࣒を活用して、ඣ❺⏕ᚐの学力ᐃ╔≧ἣに応じたᣦᑟやᤵ業の充実を図ります。

㹁㹀㹒ࡢᒣཱྀ┴Ꮫຊᐃ╔≧ἣ☜ㄆၥ㢟ڦ

ᐇࡢ➼ᣦᑟࡓࡌᛂᏛຊᐃ╔≧ἣۑ

  ・個別の学力のᐃ╔≧ἣཬびඣ❺⏕ᚐ㉁ၥ⣬ㄪᰝの⤖果を

積したデータ㸦学びのᒚṔ㸧の活用

  ࣭᥇点、㞟計業ົのຠ⋡化による⤖果の早期㏻▱

  ・⤖果の早期㏻▱を⏕かした㎿㏿な分ᯒ、ᣦᑟ改ၿの取組

へのᫎ

᥎㐍ࡢ⏝㹇㹁㹒άࡢඣ❺⏕ᚐۑ

࣭㸯人㸯ྎ➃ᮎを活用したᤵ業のಁ進

  эඣ❺⏕ᚐのデジタルㄞゎ力ཬびሗ活用能力等の㈨㉁・能力の育成

⏝άࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉᏛ⩦ᨭࡕࡄࡲࡸڦ

  ・「やまぐちࡗ子学⩦プリント」で、基♏・基本の☜実なᐃ╔ཬびᛮ⪃力・ุ᩿力・⾲現力等を育成

  ・「学力分ᯒ支援ࢶール」を活用して、ඣ❺⏕ᚐの学力≧ἣをᢕᥱ、㔜点的なᣦᑟ改ၿをಁ進

⥲ྜᨭᏛᰯ㹔㹐ά⏝事業 886

ඛ進的なᢏ⾡のᑟධにより、⥲ྜ支援学校のඣ❺⏕ᚐ一人ࡦとりの㞀ᐖの≧ែに応じた個別最適

な学びの実現と、ඣ❺⏕ᚐの「⮬立と社会ཧ加」をಁ進します。

ࠊࡋ㐃ᦠ➼ሙᐇ⩦ཷධඛ⫋ࠊᏛ⾡ᶵ㛵ڦ

♫య㦂Ꮫ⩦㈨ࣝࢼࢪࣜ࢜ࡿࡍ㹔㹐ື⏬ࢆసᡂ࣭ά⏝

、リジナル㹔㹐動画をస成し࢜校እ学⩦・⫋ሙ体㦂用のۑ

体㦂的な事๓・事ᚋ学⩦を実施

㸺స成する㹔㹐動画の㸼

  ・බඹ㏻機関の用体㦂

  ・බඹ施タの用体㦂

  ・⫋ሙ体㦂 等

㐟࣭ࡧ㐠ືዲࡁ㸟యຊྥୖ᥎㐍事業㸦一㒊㸧 3,408

㐠動がⱞᡭな子どもをྵむ全ての子どもに、できる႐びをࢃࢃせていくための体育・ಖ健体育

ᤵ業のᅾり方について、ＩＣＴをຠ果的に活用した実㊶◊✲を行い、子どもの㐠動⩦័の改ၿ力向

ୖを図ります。

ᒎ㛤ࡢ事業ࣝࢹࣔࡓࡅྥ⏝ᮎά➃ࢺࢵࣞࣈࢱ㸯ே㸯ྎڦ

✲◊㊶によるＩＣＴをຠ果的に活用した実「ＩＣＴ体育推進校」ۑ

㸯人㸯ྎタࢵࣞࣈト➃ᮎ等を活用し、⮬分の動きを༶ᗙに☜ㄆしたり、

ᢏ能の࣏イントと⮬分の動きをẚ㍑しながらヰしྜࡗたりするなど、個別

最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させたᤵ業◊✲

ಟ◊ࡓࡅྥ᥎㐍ࡢ⏝ά࡞ຠᯝⓗࡢ㹇㹁㹒ࡓࡋ㇟ᑐࢆᩍ⫋ဨڦ

体育⛉・ಖ健体育⛉におけるＩＣＴの活用を充実させていくためのۑ

◊ಟを実施

㸰 ᾏእ࣭ᆅᇦ࣭ᰯࡿࡀ࡞ࡘᏛᰯ㸟

㸦༢㸸༓㸧

ᣑ ᵓ᥎㐍事業㸦一㒊㸧࣮ࣝࢡࢫࢺ࣮࣐ࢫࡕࡄࡲࡸ 8,209

㸯人㸯ྎタࢵࣞࣈト➃ᮎ等のＩＣＴ環境をຠ果的に活用して、ᅜ㝿感ぬの㔊成や␗ᩥ化への⌮ゎ

ಁ進、ⱥㄒのコ࣑ュࢣࢽーࣙࢩン能力の向ୖ等を図るため、ᾏእとの㐲㝸ᤵ業等を推進します。

᥎㐍ࡢ➼㐲㝸ᤵ業ࡓ࠼㉸ࢆ㛫✵㛫ڦ

㐲㝸ᤵ業等の実施ࡔ県立学校とᾏእの学校等をつないۑ

を支援するコーディࢿーターを学校へὴ㐵

㹙対 ㇟㹛県立学校15校⛬度㸭年

㹙ෆ ᐜ㹛・ྛ学校の教育┠ᶆにྜうὶඛ

を⤂

・㐲㝸ᤵ業等の実施に向けた᪥⛬

のㄪ整や機ᮦの‽備、ᤵ業時の

ートをᢸ当࣏ࢧ

᫂᪥ࢆࡕࡄࡲࡸࡢᢸ࠺⏘業ேᮦ⫱ᡂ事業 4,332

ＩＣＴ環境を活用した㈨格取ᚓに向けた࢜ンライン講ᗙを実施し、学校のᯟを㉺えた学びのሙや

学ࡪ機会をฟします。

ᐇࢆㅮᗙࣥࣛࣥ࢜ࡢࡵࡓࡢ㈨᱁ྲྀᚓڦ

ンライ࢜ト➃ᮎ等を活用して、」ᩘ校がྠ時にཷ講可能な㈨格取ᚓに関するࢵࣞࣈ㸯人㸯ྎタۑ
ン講ᗙを実施

㹙ෆ ᐜ㹛༴㝤物取ᢅ⪅、⡙グ、 㔞ኈ⿵、ࣇラ࣡ー㣭స業等

۵デジタル化対応⏘業教育⨨を活用した㈨格取ᚓ講ᗙを実施

㹙ෆ ᐜ㹛ᩘ್ไᚚ᪕┙・マࢽࢩングࢭンタを活用した機Ე加ᕤᢏ能ኈの㈨格や、ࢩーࢣンスไ
ᚚ実⩦⨨を活用した㟁Ẽ機ჾ組立ᢏ能ኈの㈨格等

㐃

ᦠ

䕱䕱ᑓ㛛Ꮫ 、ᰯ（ᰴ）䕻䕻

䜔䜎䛠䛱䝬䜲䝇䝍䞊 ➼

高校ۑۑ

ᐇ  ᰯ

㸨┴❧㧗➼Ꮫ (ᰯ⫋業㛵ࡿࡍᏛ⛉࣭⥲ྜᏛ⛉) 

㸨┴❧⥲ྜᨭᏛ (ᰯᑵ業ᐇ㊶⛉) 

ཧ ຍ ᰯ

講ᖌ

ㅮᗙࣥࣛࣥ࢜

㸦Web㆟࣒ࢸࢫࢩ㸧

ᐇᰯࡾࡼཧຍᰯ

㓄ಙ

支援学校ྜ⥲ڧڧ

高校ۑۑᕤ高校ၟڹڹ
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᪂ ᡂ事業㸦一㒊㸧⫱࣮ࢼࣥࣛࢺࣥࣟࣇ㸟ࡿࢆᮍ᮶ࡢࡕࡄࡲࡸ 4,457

将来の山口県をᢸう人ᮦの育成に向け、最ඛ➃の◊✲の動向を踏まえた講⩏・₇⩦や࢜ンライン講

ᗙ、ＩＣＴを活用して取り組むࣁイࣞ࣋ル課እᤵ業等を実施し、高校⏕が学校のᯟを㉺えてษ☩⌶☻

する機会をฟします。

ࢫ࣮ࢥᡂ⫱࣮ࢼࣥࣛࢺࣥࣟࣇ࣭ࢺࢫࣥࣂࢻڦ

⏕将来をᢸう人ᮦの育成に向け、㑅ᢤ性の高い大学をᚿ望する高校、ࡳ本県の課題ゎỴに取り組ۑ

のពḧと学力の向ୖ など

࣑ࢮ࣒࢝ࣜࢻڦ

ルの▱㆑・ᢏ能の⩦ᚓ࣋大学進学に必要な高いࣞۑ

᪂ ᪥ᮏㄒᩍ⫱ᨭయไᩚഛ事業㸦一㒊㸧 4,900

㸯人㸯ྎ➃ᮎをຠ果的に活用して、来᪥┤ᚋのඣ❺⏕ᚐが、᪥本の学校⏕活について必要な▱㆑

等を㞟୰的に㌟にけることができるようにする㐲㝸・࢜ンラインによる᪥本ㄒ教育を推進します。

ᐇࡢ᪥ᮏㄒᣦᑟࣥࣛࣥ࢜㐲㝸࣭ࡢNPOἲேڦ

᪥本ㄒᣦᑟが必要なඣ❺⏕ᚐを対㇟に、㐲㝸᪥本ㄒ教育に▱ぢを᭷する民㛫ᅋ体によるۑ  

ンライン᪥本ㄒᣦᑟを実施࢜

ンライン࢜ルに適した方向の࣋対㇟ඣ❺⏕ᚐは、㸯人㸯ྎ➃ᮎを活用して、᪥本ㄒࣞۑ

᪥本ㄒᣦᑟや学⩦支援講ᗙを㞟୰的にཷ講

N࠙POἲ人ࠚ ンライン࢜࠙             ࠚ学校࠙      ࠚ

                                  ࠙実㝿のᤵ業の様子ࠚ

㹙対㇟㹛県ෆ高校⏕ᚐ120ྡ㸦㸯年⏕40ྡ⛬度、㸰年⏕

50ྡ⛬度、３年⏕30ྡ⛬度㸧

㹙ෆᐜ㹛・全県ྜྠのࣁイࣞ࣋ル課እᤵ業を実施

・対㠃での講ᗙに加え、㸯人㸯ྎタࢵࣞࣈト➃ᮎ

を活用して、࢜ンライン講ᗙを実施

㹙対㇟㹛県ෆ高校⏕ᚐ60ྡ㸦㸯年⏕20ྡ⛬度、㸰年⏕

25ྡ⛬度、３年⏕15ྡ⛬度㸧

㹙ෆᐜ㹛・㹑㹂㹅㹱等をࢸーマとして᭷㆑⪅等による講⩏・

₇⩦を実施

・㸯人㸯ྎタࢵࣞࣈト➃ᮎを活用し、大学教ᤵ等

による࢜ンライン講ᗙを実施

予算 ─ 8 ─



᪂ ᡂ事業㸦一㒊㸧⫱࣮ࢼࣥࣛࢺࣥࣟࣇ㸟ࡿࢆᮍ᮶ࡢࡕࡄࡲࡸ 4,457

将来の山口県をᢸう人ᮦの育成に向け、最ඛ➃の◊✲の動向を踏まえた講⩏・₇⩦や࢜ンライン講

ᗙ、ＩＣＴを活用して取り組むࣁイࣞ࣋ル課እᤵ業等を実施し、高校⏕が学校のᯟを㉺えてษ☩⌶☻

する機会をฟします。

ࢫ࣮ࢥᡂ⫱࣮ࢼࣥࣛࢺࣥࣟࣇ࣭ࢺࢫࣥࣂࢻڦ

⏕将来をᢸう人ᮦの育成に向け、㑅ᢤ性の高い大学をᚿ望する高校、ࡳ本県の課題ゎỴに取り組ۑ

のពḧと学力の向ୖ など

࣑ࢮ࣒࢝ࣜࢻڦ

ルの▱㆑・ᢏ能の⩦ᚓ࣋大学進学に必要な高いࣞۑ

᪂ ᪥ᮏㄒᩍ⫱ᨭయไᩚഛ事業㸦一㒊㸧 4,900

㸯人㸯ྎ➃ᮎをຠ果的に活用して、来᪥┤ᚋのඣ❺⏕ᚐが、᪥本の学校⏕活について必要な▱㆑

等を㞟୰的に㌟にけることができるようにする㐲㝸・࢜ンラインによる᪥本ㄒ教育を推進します。

ᐇࡢ᪥ᮏㄒᣦᑟࣥࣛࣥ࢜㐲㝸࣭ࡢNPOἲேڦ

᪥本ㄒᣦᑟが必要なඣ❺⏕ᚐを対㇟に、㐲㝸᪥本ㄒ教育に▱ぢを᭷する民㛫ᅋ体によるۑ  

ンライン᪥本ㄒᣦᑟを実施࢜

ンライン࢜ルに適した方向の࣋対㇟ඣ❺⏕ᚐは、㸯人㸯ྎ➃ᮎを活用して、᪥本ㄒࣞۑ

᪥本ㄒᣦᑟや学⩦支援講ᗙを㞟୰的にཷ講

N࠙POἲ人ࠚ ンライン࢜࠙             ࠚ学校࠙      ࠚ

                                  ࠙実㝿のᤵ業の様子ࠚ

㹙対㇟㹛県ෆ高校⏕ᚐ120ྡ㸦㸯年⏕40ྡ⛬度、㸰年⏕

50ྡ⛬度、３年⏕30ྡ⛬度㸧

㹙ෆᐜ㹛・全県ྜྠのࣁイࣞ࣋ル課እᤵ業を実施

・対㠃での講ᗙに加え、㸯人㸯ྎタࢵࣞࣈト➃ᮎ

を活用して、࢜ンライン講ᗙを実施

㹙対㇟㹛県ෆ高校⏕ᚐ60ྡ㸦㸯年⏕20ྡ⛬度、㸰年⏕

25ྡ⛬度、３年⏕15ྡ⛬度㸧

㹙ෆᐜ㹛・㹑㹂㹅㹱等をࢸーマとして᭷㆑⪅等による講⩏・

₇⩦を実施

・㸯人㸯ྎタࢵࣞࣈト➃ᮎを活用し、大学教ᤵ等

による࢜ンライン講ᗙを実施

㸱 Ᏻᚰ࣭Ᏻ࡛一ேࢆࡾࡦษࡿࡍᏛᰯ㸟

㸦༢㸸༓㸧

ᩍ⫱㹇㹁㹒⟶⌮㐠Ⴀ㈝㸦一㒊㸧 3,432

ㄡ一人取りṧすことのない個別最適な学びができるように、ࡑの基┙となるＩＣＴ機ჾのᥦ౪を

行います。

⏝άࡢ➼ࢺࢵ࣎ศ㌟ࣟڦ

㞀ᐖや等により㏻学がᅔ㞴なඣ❺⏕ᚐに学びの機会をۑ

ಖ㞀するため分㌟ロࢵ࣎ト等を活用

᪂ ୰Ꮫᰯཬࡧ㧗ᰯ㸮ᖺ⏕ࡢࡽᩍ⫱┦ㄯ事業㸦一㒊㸧

Ⓩᰯ➼ᑐ⟇ᙉ事業㸦一㒊㸧࣭ࡵࡌ࠸
4,433
7,970

いじめや不登校等、ᝎࡳをᢪえるඣ❺⏕ᚐなどに対して、࢜ンラインを活用した広域的な支援体

ไを整備し、教育┦ㄯ体ไを強化することで、いじめや不登校の未然防止の充実を図る。

ᩍ⫱┦ㄯࣥࣛࣥ࢜ࡓࡋ⏝άࢆᮎ➃ࢺࢵࣞࣈࢱ㸯ே㸯ྎڦ

けࡔラーがົするබ立୰学校ཬび高校の⏕ᚐࢭウン࢝スクールۑ

ではなく、ಖㆤ⪅からも子どもに関するᝎࡳや┦ㄯをẼ㍍に⮬Ꮿ

から┦ㄯができるように、スクール࢝ウンࢭラーによる࢜ンライ

ン┦ㄯཬびࢵࣕࢳト┦ㄯを実施する。

ᅜබ❧㧗ᰯ⏕ዡᏛ⤥㔠事業㸦一㒊㸧        34,874
高等学校等に㏻うపᡤᚓୡᖏ等の経済的㈇ᢸの㍍ῶを図るため、家庭での࢜ンライン学⩦に必要

な㏻ಙ㈝の一㒊を支⤥します。

㧗ᰯ⏕➼ዡᏛ⤥㔠ڦ

㹙対 ㇟ ⪅㹛㐨ᗓ県民⛯・ᕷ⏫ᮧ民⛯ᡤᚓ㢠㠀課⛯ୡᖏでᅜබ立の高等学校㸦ᑓᨷ⛉ྵむ㸧、୰等

教育学校㸦ᚋ期課⛬㸧、高等ᑓ㛛学校㸦㸯㹼３学年㸧にᅾ学する⏕ᚐ

㹙支⤥対㇟㹛ＩＣＴ➃ᮎのᣢちᖐり等への対応に伴う㏻ಙ㈝㸦┦当㢠を⤥㔠༢価に算ධ㸧

ᑵᏛዡບ㈝㸦一㒊㸧                         16,836
特別支援学校に㏻うపᡤᚓୡᖏ等の経済的㈇ᢸの㍍ῶを図るため、ＩＣＴ機ჾ等の学用ရ㉎ධ㈝

や家庭での࢜ンライン学⩦に必要な㏻ಙ㈝の一㒊を支⤥します。

➼ᨭᩍ⫱ᑵᏛዡບ㈝㈇ᢸ㔠ู≉ڦ

㹙対 ㇟ ⪅㹛特別支援学校にᅾ⡠するඣ❺⏕ᚐのಖㆤ⪅等

㹙支⤥対㇟㹛学用ရとして㏻ᖖ用するＩＣＴ機ჾの㉎ධ㈝㸦高等㒊のࡳ加算あり㸧

㸧ࡳンライン学⩦を実施したሙྜのಖㆤ⪅等が㈇ᢸする㏻ಙ㈝㸦支ᘚ༊分Ϩの࢜
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℀ ᇹ≖Ⴤᇌ᭗ఄݩஹನे↚基↔ⅾ᭗ఄ教育のΪܱ

㸦༢㸸༓㸧

᪂ ┴❧㧗➼Ꮫᰯ⦅ಀࡿ㐲㊥㞳㏻Ꮫᨭ事業 13,211

県立高校の再編整備により、ᒃఫ地域に県立高校がなくなることに伴い、予期せࡠ進㊰変更のため

㐲㊥㞳㏻学が必要となࡗた⏕ᚐが、経済的⌮⏤によࡗて高校進学を᩿ᛕすることのないよう、㏻学㈝

の支援を行います。

㐲㊥㞳㏻Ꮫᨭไᗘڦ

㹙対 ㇟ ⪅㹛

県立高校の再編整備により、ᖹ成のྜే๓のᕷ⏫ᮧ༢で高校がなくなࡗた地域にᒃఫし、県ෆの

高等学校㸦⚾立高校ྵむ㸧に㏻学する⏕ᚐ

㹙対㇟経㈝㹛

බඹ㏻機関等により㏻学に要する経㈝の７༓㸭᭶を㉸える㢠㸦ୖ㝈㢠㸯㸭᭶㸧

㹙期  㛫㹛

ເ㞟止ᚋ５年㛫

ເ㞟止となࡗた๓年度に୰学⏕であࡗた⪅が高校を༞業するまで支援

県立高校将来構想に基づく、より㉁の高い高校教育をᥦ౪できるよう必要な施タ整備を行います。

᪂ ᆅᇦ㐃ᦠᩍ⫱ຍ㏿事業㸦一㒊㸧 11,824

県立高校等の「⥲ྜ的な᥈✲の時㛫」において、地域・社会と連携・協働した取組を実施し、実社

会や実⏕活において⏕きて働く㈨㉁・能力の育成をめࡊします。

ᆺ♫㐃ᦠᩍ⫱᥎㐍事業ࡕࡄࡲࡸڦ

㛤発࣒ュラ࢟リ࢝社会と連携・協働した「⥲ྜ的な᥈✲の時㛫」のۑ

ルな体㦂を㏻じた多様な⪅との「協働的な学び」の実施リۑ

・のඹ᭷・ホ価࣒ュラ࢟リ࢝の実現に向けて、学校㐠Ⴀ協㆟会で「⛬社会に㛤かれた教育課」ۑ

  改ၿの実施

┴❧Ꮫᰯタᩚഛ事業㸦㧗ᰯ⦅ᩚഛ㸧 172,100

㹙ᒾᅜ㧗ᰯేࡢタᆺ୰Ꮫᰯᩚഛಀࡿタィ㸦୰㧗一㈏ᩍ⫱㸧㹛

ేタ型୰学校のタ⨨に伴い必要となるᬑ㏻教ᐊ、特別教ᐊ等について、⪁ᮙ化した特別教ᐊᲷの

改⠏とేせて整備

㹙ୗ㛵す㧗ᰯేࡢタᆺ୰Ꮫᰯᩚഛಀࡿタィ㸦୰㧗一㈏ᩍ⫱㸧㹛

ేタ型୰学校のタ⨨に伴い必要となるᬑ㏻教ᐊ、特別教ᐊ等について、ᬑ㏻⛉教ᐊᲷのෆ㒊改ಟ

と⪁ᮙ化した特別教ᐊᲷの改⠏にేせて整備

㹙ᒣཱྀ㎰業㧗ᰯࡢ᪂ᐇ⩦タᩚഛಀࡿタィ㸦㐀ᅬࡢᩍ⫱ᶵ⬟ࡢᐇ㸧㹛

㐀ᅬの教育機能を充実するため、⪁ᮙ化した実⩦施タの改⠏を実施           等
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℀ ᇹ≖Ⴤᇌ᭗ఄݩஹನे↚基↔ⅾ᭗ఄ教育のΪܱ

㸦༢㸸༓㸧

᪂ ┴❧㧗➼Ꮫᰯ⦅ಀࡿ㐲㊥㞳㏻Ꮫᨭ事業 13,211

県立高校の再編整備により、ᒃఫ地域に県立高校がなくなることに伴い、予期せࡠ進㊰変更のため

㐲㊥㞳㏻学が必要となࡗた⏕ᚐが、経済的⌮⏤によࡗて高校進学を᩿ᛕすることのないよう、㏻学㈝

の支援を行います。

㐲㊥㞳㏻Ꮫᨭไᗘڦ

㹙対 ㇟ ⪅㹛

県立高校の再編整備により、ᖹ成のྜే๓のᕷ⏫ᮧ༢で高校がなくなࡗた地域にᒃఫし、県ෆの

高等学校㸦⚾立高校ྵむ㸧に㏻学する⏕ᚐ

㹙対㇟経㈝㹛

බඹ㏻機関等により㏻学に要する経㈝の７༓㸭᭶を㉸える㢠㸦ୖ㝈㢠㸯㸭᭶㸧

㹙期  㛫㹛

ເ㞟止ᚋ５年㛫

ເ㞟止となࡗた๓年度に୰学⏕であࡗた⪅が高校を༞業するまで支援

県立高校将来構想に基づく、より㉁の高い高校教育をᥦ౪できるよう必要な施タ整備を行います。

᪂ ᆅᇦ㐃ᦠᩍ⫱ຍ㏿事業㸦一㒊㸧 11,824

県立高校等の「⥲ྜ的な᥈✲の時㛫」において、地域・社会と連携・協働した取組を実施し、実社

会や実⏕活において⏕きて働く㈨㉁・能力の育成をめࡊします。

ᆺ♫㐃ᦠᩍ⫱᥎㐍事業ࡕࡄࡲࡸڦ

㛤発࣒ュラ࢟リ࢝社会と連携・協働した「⥲ྜ的な᥈✲の時㛫」のۑ

ルな体㦂を㏻じた多様な⪅との「協働的な学び」の実施リۑ

・のඹ᭷・ホ価࣒ュラ࢟リ࢝の実現に向けて、学校㐠Ⴀ協㆟会で「⛬社会に㛤かれた教育課」ۑ

  改ၿの実施

┴❧Ꮫᰯタᩚഛ事業㸦㧗ᰯ⦅ᩚഛ㸧 172,100

㹙ᒾᅜ㧗ᰯేࡢタᆺ୰Ꮫᰯᩚഛಀࡿタィ㸦୰㧗一㈏ᩍ⫱㸧㹛

ేタ型୰学校のタ⨨に伴い必要となるᬑ㏻教ᐊ、特別教ᐊ等について、⪁ᮙ化した特別教ᐊᲷの

改⠏とేせて整備

㹙ୗ㛵す㧗ᰯేࡢタᆺ୰Ꮫᰯᩚഛಀࡿタィ㸦୰㧗一㈏ᩍ⫱㸧㹛

ేタ型୰学校のタ⨨に伴い必要となるᬑ㏻教ᐊ、特別教ᐊ等について、ᬑ㏻⛉教ᐊᲷのෆ㒊改ಟ

と⪁ᮙ化した特別教ᐊᲷの改⠏にేせて整備

㹙ᒣཱྀ㎰業㧗ᰯࡢ᪂ᐇ⩦タᩚഛಀࡿタィ㸦㐀ᅬࡢᩍ⫱ᶵ⬟ࡢᐇ㸧㹛

㐀ᅬの教育機能を充実するため、⪁ᮙ化した実⩦施タの改⠏を実施           等

℁ ⅳↇ↰∝ɧႇఄሁݣሊのΪܱ
㸦༢㸸༓㸧

᪂ ୰Ꮫᰯཬࡧ㧗ᰯ㸮ᖺ⏕ࡢࡽᩍ⫱┦ㄯ事業 26,147

୰学校ཬび高校ධ学๓に全ての⏕ᚐに心⌮教育ࢸストを実施し、㹑Ｃ㸦スクール࢝ウンࢭラー㸧

とඣ❺⏕ᚐ・ಖㆤ⪅㠃ㄯや、ฟ㌟学校と進学ඛの教⫋ဨや㹑Ｃとのሗを行うとともに、ධ学

ᚋ４᭶に㹑Ｃとの教育┦ㄯを行うことで、ධ学ᚋもษれ┠のない支援体ไを構⠏し、いじめや不登

校等の未然防止に係る教育┦ㄯ体ไの充実を図ります。

ձ⤌ྲྀڦ ᅜึࠊ࡚ࡋ⤌ྲྀࡢධᏛ๓ࡢ⏕ᚐ㸦୰Ꮫᰯཬࡧ㧗ᰯ㸧ࢆᑐ㇟ᚰ⌮ᩍ⫱ࢆࢺࢫࢸᐇ

ていたࡗストを実施し、ᑠ学校、୰学校で不登校になࢸධ学๓の全ての⏕ᚐを対㇟に心⌮教育ۑ

⏕ᚐや個別の支援計画をもつ⏕ᚐ、進学ඛの学校⏕活で不安やᝎࡳ等をᢪえる⏕ᚐなど、ධ学

ᚋに࣏ࢧートが必要な⏕ᚐを早期にᢕᥱする。

ղ-㸯⤌ྲྀڦ ᅜึࠊ࡚ࡋ⤌ྲྀࡢධᏛ๓ࡢ⏕ᚐࠊಖㆤ⪅ࢆᑐ㇟㹑㹁㠃ㄯࢆᐇ

取組ձでᢕᥱした⏕ᚐཬびಖㆤ⪅を対㇟に、㹑Ｃが㠃ㄯを実施ۑ

ղ-㸰⤌ྲྀڦ ฟ㌟Ꮫᰯࡢᩍ⫋ဨ➼ࡢሗඹ᭷

。取組ձでᢕᥱした⏕ᚐのฟ㌟学校の教⫋ဨ等と進学ඛの㹑Ｃがሗඹ᭷を行うۑ

ճ⤌ྲྀڦ ධᏛᚋࠊ㹑㹁ࡿࡼ᪩ᮇࡢᩍ⫱┦ㄯ

取組ձ、ղで教育┦ㄯが必要とุ᩿した⏕ᚐཬびಖㆤ⪅を対㇟に、ධ学ᚋ４᭶に㸰ᅇ、㹑Ｃがۑ

対㠃での教育┦ㄯや࢜ンライン┦ㄯ㸦ࢵࣕࢳト┦ㄯ㸧を実施する。

                             

                                 

                                                    

Ⓩᰯ➼ᑐ⟇ᙉ事業࣭ࡵࡌ࠸ 182,803

「山口県いじめ防止基本方針」に基づき、⏕ᚐᣦᑟୖの諸課題に実ຠ的に対応するため、እ㒊ᑓ㛛

家の㓄⨨や、関係機関との連携強化等による⏕ᚐᣦᑟ・教育┦ㄯ体ไの充実を図ります。

ᐇࡢㄯ࣭ᨭయไ┦ࡵࡌ࠸ڦ

ラー㸦㹑Ｃ㸧に┦ㄯできる体ไの整備ࢭウン࢝全てのබ立学校のඣ❺⏕ᚐがスクールۑ

、ィ・スクールの連携・協働体ไ等を⏕かしながらࢸࢽュ࣑୰学校༊༢で㹑Ｃを㓄⨨し、コۑ

ᑠ୰連携により、㹑Ｃを୰᰾とした⩏ົ教育㸷年㛫のษれ┠のない支援体ไを構⠏

リングの推進ࢭウン࢝・ンラインによる┦ㄯ࢜、ト➃ᮎ等を活用したࢵࣞࣈ㸯人㸯ྎタۑ
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᪂ Ⓩᰯᑐ⟇ಀࡢ࣒࣮ࣝࣉࢵࣉࢵࢸࢫࡿタ⨨ ⤥㈝

㏻ᖖの学⣭での学⩦や㞟ᅋでの⏕活がᅔ㞴となࡗた⏕ᚐの支援を行う別ᐊ㸦スࢵࢸプࢵプル

ー࣒㸧に、ᢸ当のᑓᒓ教ဨ㸦࣏ࢧート教ဨ㸧を㓄⨨し、対㇟⏕ᚐに個別の支援を行うことにより、

教ᐊへのᖐや不登校の未然防止を図ります。

⤌ྲྀࡢ⟇Ⓩᰯᑐࡿࡅ࠾࣒࣮ࣝࣉࢵࣉࢵࢸࢫڦ

⨨ート教ဨ㸧を㓄࣏ࢧᑓᒓ教ဨ㸦ۑ

  ・県ෆ㸰㸮校⛬度の୰学校に࣏ࢧート教ဨを㓄⨨し、教ᐊへのᖐや不登校の未然防止に取り

組むため、スࢵࢸプࢵプルー࣒に㏻う⏕ᚐの学⩦支援を行うとともに、学校行事等㸦࢜ン

ラインཧ加をྵむ㸧へのཧ加を計画し、㞟ᅋ⏕活への適応について支援する。

不登校等⏕ᚐへの支援の充実に向けた連⤡会㆟の㛤ദۑ

  ・スࢵࢸプࢵプルー࣒実㊶校やᕷ⏫教育委ဨ会を対㇟に連⤡会㆟を㛤ദし、不登校対策の取

組等についてのሗཬび協㆟等を行う。

ー㸦㹑㹑㹕㸧によるඣ❺⏕ᚐ・家庭への支援体ไの充実࢝ル࣡ーࣕࢩーࢯスクールۑ

ーによるᕷ⏫㹑㹑㹕へのᣦᑟຓゝཬび県立学校支援ࢨイࣂーࣃスーリ࢚ۑ

ー㸧のὴ㐵ࢨイࣂࢻー㸦㹄㹐ࢨイࣂࢻ・プࢵࢩンࣙࢩリー・リࣞー࣑ࣇۑ

等の心の教育を実施「࣒心⌮教育プログラ」全බ立学校で㹑Ｃによるۑ

⏝㐠ࡢㄯయไ┦ࡓࡋ⏝άࢆ㹑㹌㹑ڦ

について、24時㛫いつでも連⤡できる❆口を整備ࡳ㹑㹌㹑を活用して、いじめや不登校などのᝎۑ

э 㟁ヰ┦ㄯにẚ、㌟㏆なᝎࡳ等をẼ㍍に連⤡できる等のຠ果

ඣ❺⏕ᚐᨭࡿࡼእ㒊ᑓ㛛ᐙࡿಀ㔜事ែࡢࡵࡌ࠸ڦ

早期ᖐを支援・ࢣ㔜大事ែ等に対して㹑Ｃ、㹑㹑㹕等のᑓ㛛家をὴ㐵し、心のۑ

㹑Ｃ、㹑㹑㹕ྜྠ◊ಟ会によるእ㒊ᑓ㛛家の㈨㉁向ୖཬび連携強化ۑ

事業ࢺ࣮࣏ࢧࣝࢱᏛᰯ࣓ࣥڦ

のことに㉳ᅉするᗂඣඣ❺⏕ᚐや教ࡑけではゎỴᅔ㞴なၥ題行動等への緊急対応ཬびࡔ学校ۑ

⫋ဨ等の⢭⚄的なࢣなどのため、⮫ᗋ心⌮ኈ等のᑓ㛛家を学校にὴ㐵

㐠Ⴀࡢ⧊⤌⟇ᑐࡵࡌ࠸ࡢ┴ࡃᇶ࡙ἲڦ

の㛤ദ「山口県いじめၥ題対策協㆟会」ۑ

の㐠Ⴀ「山口県いじめၥ題ㄪᰝ委ဨ会」ۑ

ㄪᰝ◊✲事業ࡓࡅྥ➼ᮍ↛㜵Ṇڦ

✲◊こどもの発㐩を支える⏕ᚐᣦᑟに関するㄪᰝۑ

                 ᗈሗ࣭ၨⓎࡧᐇཬࡢಟ◊ڦ

          の㛤ദ「࣒ーラ࢛ࣇ子どもの未来を⪃える」ۑ

トฟ๓ᤵ業ࢵࢿ大学と連携したۑ

いじめの未然防止・⮬ẅ予防に係る教ဨ◊ಟ会ۑ
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᪂ Ⓩᰯᑐ⟇ಀࡢ࣒࣮ࣝࣉࢵࣉࢵࢸࢫࡿタ⨨ ⤥㈝

㏻ᖖの学⣭での学⩦や㞟ᅋでの⏕活がᅔ㞴となࡗた⏕ᚐの支援を行う別ᐊ㸦スࢵࢸプࢵプル

ー࣒㸧に、ᢸ当のᑓᒓ教ဨ㸦࣏ࢧート教ဨ㸧を㓄⨨し、対㇟⏕ᚐに個別の支援を行うことにより、

教ᐊへのᖐや不登校の未然防止を図ります。

⤌ྲྀࡢ⟇Ⓩᰯᑐࡿࡅ࠾࣒࣮ࣝࣉࢵࣉࢵࢸࢫڦ

⨨ート教ဨ㸧を㓄࣏ࢧᑓᒓ教ဨ㸦ۑ

  ・県ෆ㸰㸮校⛬度の୰学校に࣏ࢧート教ဨを㓄⨨し、教ᐊへのᖐや不登校の未然防止に取り

組むため、スࢵࢸプࢵプルー࣒に㏻う⏕ᚐの学⩦支援を行うとともに、学校行事等㸦࢜ン

ラインཧ加をྵむ㸧へのཧ加を計画し、㞟ᅋ⏕活への適応について支援する。

不登校等⏕ᚐへの支援の充実に向けた連⤡会㆟の㛤ദۑ

  ・スࢵࢸプࢵプルー࣒実㊶校やᕷ⏫教育委ဨ会を対㇟に連⤡会㆟を㛤ദし、不登校対策の取

組等についてのሗཬび協㆟等を行う。

ー㸦㹑㹑㹕㸧によるඣ❺⏕ᚐ・家庭への支援体ไの充実࢝ル࣡ーࣕࢩーࢯスクールۑ

ーによるᕷ⏫㹑㹑㹕へのᣦᑟຓゝཬび県立学校支援ࢨイࣂーࣃスーリ࢚ۑ

ー㸧のὴ㐵ࢨイࣂࢻー㸦㹄㹐ࢨイࣂࢻ・プࢵࢩンࣙࢩリー・リࣞー࣑ࣇۑ

等の心の教育を実施「࣒心⌮教育プログラ」全බ立学校で㹑Ｃによるۑ

⏝㐠ࡢㄯయไ┦ࡓࡋ⏝άࢆ㹑㹌㹑ڦ

について、24時㛫いつでも連⤡できる❆口を整備ࡳ㹑㹌㹑を活用して、いじめや不登校などのᝎۑ

э 㟁ヰ┦ㄯにẚ、㌟㏆なᝎࡳ等をẼ㍍に連⤡できる等のຠ果

ඣ❺⏕ᚐᨭࡿࡼእ㒊ᑓ㛛ᐙࡿಀ㔜事ែࡢࡵࡌ࠸ڦ

早期ᖐを支援・ࢣ㔜大事ែ等に対して㹑Ｃ、㹑㹑㹕等のᑓ㛛家をὴ㐵し、心のۑ

㹑Ｃ、㹑㹑㹕ྜྠ◊ಟ会によるእ㒊ᑓ㛛家の㈨㉁向ୖཬび連携強化ۑ

事業ࢺ࣮࣏ࢧࣝࢱᏛᰯ࣓ࣥڦ

のことに㉳ᅉするᗂඣඣ❺⏕ᚐや教ࡑけではゎỴᅔ㞴なၥ題行動等への緊急対応ཬびࡔ学校ۑ

⫋ဨ等の⢭⚄的なࢣなどのため、⮫ᗋ心⌮ኈ等のᑓ㛛家を学校にὴ㐵

㐠Ⴀࡢ⧊⤌⟇ᑐࡵࡌ࠸ࡢ┴ࡃᇶ࡙ἲڦ

の㛤ദ「山口県いじめၥ題対策協㆟会」ۑ

の㐠Ⴀ「山口県いじめၥ題ㄪᰝ委ဨ会」ۑ

ㄪᰝ◊✲事業ࡓࡅྥ➼ᮍ↛㜵Ṇڦ

✲◊こどもの発㐩を支える⏕ᚐᣦᑟに関するㄪᰝۑ

                 ᗈሗ࣭ၨⓎࡧᐇཬࡢಟ◊ڦ

          の㛤ദ「࣒ーラ࢛ࣇ子どもの未来を⪃える」ۑ

トฟ๓ᤵ業ࢵࢿ大学と連携したۑ

いじめの未然防止・⮬ẅ予防に係る教ဨ◊ಟ会ۑ

ℂ ሊݣഥ᧸ٻज़௨ၐのज़௨ਘ⇟∑⇊⇌⇰∓⇙ૼ↺ሁ↚ⅹↀఄܖ

㸦༢㸸༓㸧

ឤᰁὶ⾜ୗࡿࡅ࠾Ꮫᰯᩍ⫱άືయไᩚഛ事業 㹐㸲⿵ṇ㸸113,400

ྛ県立学校が新型コロナウイルス感染症のᙳ㡪を最ᑠ㝈に止めつつ学校教育活動を⥅続できる環

境を維ᣢするため、感染症対策に必要なಖ健⾨⏕用ရ等の㉎ධを行います。

㉎ධࡢ➼ရ⏝࡞ᚲせ⟇ឤᰁᑐࡿࡅ࠾Ꮫᰯڦ

  ㉎ධ用ရ()ۑ

・ᾘẘᾮ等のಖ健⾨⏕用ရ

・Ｃ㹍㸰ࣔࢽター、ࢧー࢟ュࣞーター等のẼ

用備ရ

┴❧Ꮫᰯࡿࡅ࠾ឤᰁ㜵Ṇᑐ⟇事業 70,538

ᖹᖖの新型コロナウイルス感染防止対策に加え、学校の教育活動がより安心・安全なものとなる

よう、県立学校の希望する⏕ᚐ・教⫋ဨに対して㝶時の㹎Ｃ㹐᳨ᰝを実施します。

ᐇࡢ㹎㹁㹐᳨ᰝࡢ事๓࣭事ᚋࡿࡅ࠾➼Ꮫᰯ⾜事ڦ

㒊活動の大会・コンクール、ಟ学᪑行、ྛ教⛉学⩦の一環として実施される大会・行事等の校

እでの活動を行う㝿やᑅ⏕のᖐᑅの㝿の学校における感染リスクを㹎Ｃ㹐᳨ᰝの実施によりపῶ

させ、安心・安全な教育活動を支援

㹙対 ㇟㹛県立学校の⏕ᚐ・教⫋ဨ等

㹙ෆ ᐜ㹛山口県における地域の感染拡大や

学校における地域の感染ࣞ࣋ル等

を踏まえ㹎Ｃ㹐᳨ᰝを実施

㏻Ꮫᑐ⟇㈝㸦ࢼࣟࢥᑐ⟇ศ㸧 93,093

県立特別支援学校における⮬力㏻学ᅔ㞴なඣ❺⏕ᚐの㔜要な㏻学ᡭẁである㏻学ࣂスにおける感

染リスクのపῶを図ります。

పῶࡢࢡࢫឤᰁࣜࡿࡅ࠾ࢫࣂ㏻Ꮫڦ

㏻学ࣂスに㌴するඣ❺⏕ᚐのᑡ人ᩘ化を

図るため、㏻学ࣂスのቑ౽や㏻ᖖ㐠行㊰⥺の

㏻学ࣂスの大型化を実施
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℃ ≚↓のЎのɼᙲʙಅ

㸯 ᥎㐍ࡢᆅᇦᩍ⫱ຊ᪥ᮏ一ࠖࠕ

㸦༢㸸༓㸧

᪂ ᆅᇦ㐃ᦠᩍ⫱ຍ㏿事業 64,530

学校、家庭、地域・社会との新たな協働体ไを構⠏するとともに、子どもと大人の学びྜいのሙ

をฟし、コロナ禍で希ⷧ化した人と人とのつながりや地域力を再構⠏することで、コロナ禍によ

。てした山口県の地域連携教育を再加㏿させますࡗ

࣒࣮ࢳࢺ࣮࣏ࢧᆅᇦ㐃ᦠᩍ⫱ຍ㏿ڦ

県立学校にＣ㹑࣏ࢧーターを、ᑠ・୰学校に地域学

校協働活動推進ဨを㓄⨨するとともに、両⪅を⤫ᣓす

るＣ㹑ࢳーࣇをྛ地域に㓄⨨し、地域ࡈとに「地域連

携教育再加㏿化࣏ࢧートࢳー࣒」をタ⨨することで、

全県一体的なコーディࢿートを実施

ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ⏕ඛࡢᆅᇦࡀࡶᏊڦ

子どもが主体となࡗて、地域の人と人をつなげ、子どもも大人も学びྜう活動を実施

ᙉ事業࣮ࣝࢡࢫ࣭ࢸࢽ࣑ࣗࢥᨭᏛᰯྜ⥲ڦ

㞀ᐖのある全てのᗂඣඣ❺⏕ᚐが、地域社会と関ࢃる実㝿的・実㊶的な体㦂活動を実施

ᆺ♫㐃ᦠᩍ⫱᥎㐍事業ࡕࡄࡲࡸڦ

県立高校等において、社会と連携・協働した「⥲ྜ的な᥈✲の時㛫」を実施

࣒࣮࢛ࣛࣇ㏿ᆅᇦ㐃ᦠᩍ⫱ຍڦ

県立学校ཬびᑠ・୰学校での地域連携

教育の再加㏿に向けた取組の成果につい

ての発⾲や、ᑠ・୰・高校⏕等と地域・

社会の大人とのὶを㏻じて、人と人と

のつながりの拡大と、ྛ校の取組成果の

全県的なᬑཬをಁ進

㹙対㇟ࣔデル୰学校༊㹛 ７地༊ × 㸯୰学校༊

㹙ෆᐜ㹛 ＩϵＴ安全用教ᐊ、地域の防⅏教ᐊ、බ民㤋等と連携した講ᗙ等における講ᖌ、

校✀㛫連携による学びの㉁の向ୖ 等

㹙対㇟㹛 県立高等学校等

㹙ෆᐜ㹛・ 社会と連携・協働した「⥲ྜ的な᥈✲の時㛫」の࢝リ࢟ュラ࣒㛤発

   ・ リルな体㦂を㏻じた多様な⪅との「協働的な学び」の実施  

㹙対㇟㹛 ⥲ྜ支援学校

㹙ෆᐜ㹛・ 教育課⛬と関連けた「ものづくり」「ࢧーࣅス」「ス࣏ーࢶ」等の体㦂活動の実施

・ ⥲ྜ支援学校㛫の連携を強化し、取組を全県展㛤
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℃ ≚↓のЎのɼᙲʙಅ

㸯 ᥎㐍ࡢᆅᇦᩍ⫱ຊ᪥ᮏ一ࠖࠕ

㸦༢㸸༓㸧

᪂ ᆅᇦ㐃ᦠᩍ⫱ຍ㏿事業 64,530

学校、家庭、地域・社会との新たな協働体ไを構⠏するとともに、子どもと大人の学びྜいのሙ

をฟし、コロナ禍で希ⷧ化した人と人とのつながりや地域力を再構⠏することで、コロナ禍によ

。てした山口県の地域連携教育を再加㏿させますࡗ

࣒࣮ࢳࢺ࣮࣏ࢧᆅᇦ㐃ᦠᩍ⫱ຍ㏿ڦ

県立学校にＣ㹑࣏ࢧーターを、ᑠ・୰学校に地域学

校協働活動推進ဨを㓄⨨するとともに、両⪅を⤫ᣓす

るＣ㹑ࢳーࣇをྛ地域に㓄⨨し、地域ࡈとに「地域連

携教育再加㏿化࣏ࢧートࢳー࣒」をタ⨨することで、

全県一体的なコーディࢿートを実施

ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ⏕ඛࡢᆅᇦࡀࡶᏊڦ

子どもが主体となࡗて、地域の人と人をつなげ、子どもも大人も学びྜう活動を実施

ᙉ事業࣮ࣝࢡࢫ࣭ࢸࢽ࣑ࣗࢥᨭᏛᰯྜ⥲ڦ

㞀ᐖのある全てのᗂඣඣ❺⏕ᚐが、地域社会と関ࢃる実㝿的・実㊶的な体㦂活動を実施

ᆺ♫㐃ᦠᩍ⫱᥎㐍事業ࡕࡄࡲࡸڦ

県立高校等において、社会と連携・協働した「⥲ྜ的な᥈✲の時㛫」を実施

࣒࣮࢛ࣛࣇ㏿ᆅᇦ㐃ᦠᩍ⫱ຍڦ

県立学校ཬびᑠ・୰学校での地域連携

教育の再加㏿に向けた取組の成果につい

ての発⾲や、ᑠ・୰・高校⏕等と地域・

社会の大人とのὶを㏻じて、人と人と

のつながりの拡大と、ྛ校の取組成果の

全県的なᬑཬをಁ進

㹙対㇟ࣔデル୰学校༊㹛 ７地༊ × 㸯୰学校༊

㹙ෆᐜ㹛 ＩϵＴ安全用教ᐊ、地域の防⅏教ᐊ、බ民㤋等と連携した講ᗙ等における講ᖌ、

校✀㛫連携による学びの㉁の向ୖ 等

㹙対㇟㹛 県立高等学校等

㹙ෆᐜ㹛・ 社会と連携・協働した「⥲ྜ的な᥈✲の時㛫」の࢝リ࢟ュラ࣒㛤発

   ・ リルな体㦂を㏻じた多様な⪅との「協働的な学び」の実施  

㹙対㇟㹛 ⥲ྜ支援学校

㹙ෆᐜ㹛・ 教育課⛬と関連けた「ものづくり」「ࢧーࣅス」「ス࣏ーࢶ」等の体㦂活動の実施

・ ⥲ྜ支援学校㛫の連携を強化し、取組を全県展㛤

ᆅᇦᩍ⫱ຊ᪥ᮏ一᥎㐍事業 48,339

学校・家庭・地域が連携・協働し、社会⥲がかりで子どもたちの学びや育ちをぢ守り、支援する

本県ならではの地域連携教育の一層の充実に向けた取組を推進します。

㸯 ┴ⓗ࡞᥎㐍యไࡢᙉ

㛤ദࡢᒣཱྀ┴ᆅᇦ㐃ᦠᩍ⫱᥎㐍༠㆟ڦ
ྛ学校・地域において㉁の高い取組が行ࢃれるよう、県施策の充実や改ၿについて協㆟

㸰 ᥎㐍ࡢ᰾ࡿ࡞ேᮦࡢ㣴ᡂ

ࣉࢵࣉࢵࢸࢫࡧ㣴ᡂㅮᗙཬ࣮ࢨࣂࢻ⫱ᐙᗞᩍ࣭࣮ࢱ࣮ࢿࢹ࣮ࢥࢺࢵࢿ⫱ᆅᇦ༠ڦ
ㅮᗙࡢ㛤ദ

㹙実施ෆᐜ] 地域活動の᰾となるコーディࢿーターや子育てに関する┦ㄯに応じる家庭教
育ࣂࢻイࢨーとして必要な▱㆑・ᢏ能を㌟にけるための講ᗙを㛤ദ

㸱 ◊ಟࡢᐇ

㛤ദࡢᆅᇦ㐃ᦠᩍ⫱⟶⌮⫋◊ಟڦ
動画㓄ಙによる࢜ンライン◊ಟとして実施

㛤ദࡢಟ◊ࡓࡋ㇟ᑐࢆ⪅ᢸᙜࡿಀ⫱ᆅᇦ㐃ᦠᩍڦ
Ｃ㹑ᢸ当⪅、地域協育ࢵࢿトᢸ当⪅、地域学校協働活動推進ဨ等୪びに地域連携ᢸ当教⫋

ဨの㈨㉁向ୖཬび連携強化に向けた実㊶発⾲や講⩏、⇍㆟等の◊ಟを実施

㸲 άືᐇࡓࡅྥᬑཬၨⓎ

▱సᡂ࣭࿘ࡢ㈨ᩱ⤂ࡢ事⤌ྲྀࡧసᡂ࣭㓄ᕸཬࡢ➼ࢺࢵࣞࣇ࣮ࣜࡿಀ⫱ᆅᇦ㐃ᦠᩍڦ

᪥ࠖᨺᫎ㸧ࡢᐙᗞࠕᏊࠖไస࣭ᨺᫎ㸦➨㸱᪥᭙᪥ࡗᒣཱྀࡘࡽࡘࡣࠕ⤌␒ᆅᇦ㐃ᦠᩍ⫱ᗈሗڦ

㸳 ᆅᇦᏛᰯ༠ാάືࡢᐇ

ࠚ⏫ᐇ࠙ᐇయ㸸ᕷࡢᩍᐊ࣭ᆅᇦᮍ᮶ሿࡶᨺㄢᚋᏊ࣭⤌ྲྀࡢ➼ࢺࢵࢿ⫱ᆅᇦ༠ڦ

ࠚ⏫άືᐇ࠙ᐇయ㸸┴࣭ᕷࡢᆅᇦᏛᰯ༠ാάື᥎㐍ဨڦ

㹙実施ෆᐜ㹛・୰学校༊における学校㛫の連携や地域の支援⪅との連⤡ㄪ整等の活動充実
・「地域学校協働活動推進ဨ」の活動ᣐ点タ⨨のためのሗᥦ౪や┦ㄯ対応

ࠚ⏫ᐇ࠙ᐇయ㸸┴࣭ᕷࡢᐙᗞᩍ⫱ᨭڦ

㹙実施ෆᐜ㹛ಖㆤ⪅への学⩦機会のᥦ౪やぶ子ཧ加型行事の実施、

ሗᥦ౪や┦ㄯ対応等の支援活動を実施することに

より、全てのಖㆤ⪅が安心して家庭教育を行えるよう

支援を充実

     ・「やまぐち型家庭教育支援ࢳー࣒」のタ⨨ಁ進

     ・県㹎Ｔ㸿連ྜ会と連携した家庭教育支援のᬑཬၨ発

  

㹙委ဨ構成㹛学㆑経㦂⪅、ᕷ⏫教育㛗代⾲、ᗂඣ教育・ಖ育関係ᅋ体、社会教育関係ᅋ体
代⾲ 等

ゼၥ型家庭教育支援

クࢵࣈࢻンࣁ
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┴❧Ꮫᰯ࣮ࣝࢡࢫ࣭ࢸࢽ࣑ࣗࢥ᥎㐍事業 4,511

学校を᰾とした人づくり・地域づくりのዲᚠ環をりฟすことをめࡊして、県立学校のコ࣑ュࢸࢽィ・

スクールを充実させ、地域の活性化や地域課題のゎỴに向けたᣐ点としての機能の向ୖを図ります。

༠ാయไ᥎㐍事業ࡢᆅᇦᏛᰯ❧┴ڦ

Ꮫᰯ㐠Ⴀ༠㆟᥎㐍事業ڦ

᪂ ᆅᇦ㐃ᦠ࡞ࣝࣜࡓࡋయ㦂άືᐇ事業 10,416
学校や地域、業、教育機関等と連携したリルな体㦂活動を㏻じて、多様な⪅との協働的な

学びをᥦ౪する山口県の地域連携教育のࣔデル事業を構⠏し、県ෆᬑཬを図ることにより、子ども

たちの㠀ㄆ▱能力㸦⮬ᕫ⫯ᐃ感、⮬ᚊ性、協ㄪ性、積極性等㸧の向ୖをめࡊします。

ᵓ⠏ࡢ事業ࣝࢹయ㦂άືࣔࡓࡋ㐃ᦠయ࡞ከᵝڦ

ーࢶコ࢚ンジ㸤ࣞࣕࢳス͇ࣃンࣕ࢟うࡹᓥじ͆ۑ

㹙ෆᐜ㹛 やまぐち࣋ࢻンࣕࢳーࣕ࢟ンプと体㦂࢚コࢶーを組

㸦ኟ７Ἡ㸶᪥・㸰Ἡ３᪥㸧࣒せたプログラࢃྜࡳ

   ・やまぐち࣋ࢻンࣕࢳーࣕ࢟ンプ

ୡ⏺的なෑ㝤教育機関であるOBS㸦Outward Bound School㸧

のᡭἲを取りධれ、野እ活動と࢝ウンࢭリングを組ࢃྜࡳせ

た㛗期⮬然体㦂活動㸦ࢵࣂク࢟ࢵࣃング、ࢸントἩ、野እㄪ

ロ等㸧ࢯ、⌮

   ・体㦂࢚コࢶー

地域の特色を⏕かし、⮬然環境やṔྐᩥ化等を体㦂しなが

ら学ࡪプログラ࣒で、高校⏕・大学⏕が画し、地域ᅋ体や

業等の連携・協働によࡗてල現化する▷期の࢚コࢶー

㸦マリンクࢸィࢸࣅィ、環境学⩦、ࢧイクルࢶー、⫋業体㦂、学⩦成果発⾲会等㸧

㹙ሙᡤ㹛 ࿘防大ᓥ⏫の山域ཬびᾏ域࿘㎶

㹙対㇟㹛 県ෆᑠ・୰学⏕50人⛬度が対㇟㸦いじめや不登校等ᝎࡳをᢪえるඣ❺⏕ᚐをඃඛ㸧

ᣦᑟ⪅㣴ᡂࡿࡍ㈨య㦂άືᐇࡢෆྛᆅ┴ڦ

  ンプᣦᑟ⪅◊ಟ会ࣕ࢟ーࣕࢳン࣋ࢻやまぐちۑ

・野እ活動と࢝ウンࢭリングを組ࢃྜࡳせたOBSᡭἲを活用した

㛗期の⮬然体㦂◊ಟ㸦㸶Ἡ㸷᪥㸧

ಟ会◊ࡪAFPYのᡭἲを学ۑ

・人㛫関係づくり等に係るẁ㝵的な◊ಟ㸦年３ᅇ㸧

㣴成◊ಟ会ィࢸラン࣎体㦂活動ۑ

・県ෆ４つの⮬然の家の特色を⏕かした体㦂プログラ࣒を活用し

た◊ಟ会㸦高校・大学⏕対㇟㸧

㹙取組ෆᐜ㹛・ྛ学校・学⛉の特色に応じて、地ඖ地域や大学・業等との協働体ไを☜立し、
地域の活性化に㈉⊩する、高等学校ならではの取組を実施

     ・ඹ⏕社会実現に向け、コ࣑ュࢸࢽィ・スクールである⥲ྜ支援学校と地域協育
ト等が連携した取組を実施ࢵࢿ

㹙取組ෆᐜ㹛・学校㐠Ⴀ協㆟会の㐠Ⴀ・充実
・㐠Ⴀ協㆟会の᳨ウෆᐜやプロジ࢙クト実㊶≧ἣの
ᢕᥱ

・地域連携の取組事の県立学校へのᬑཬ
学校㐠Ⴀ協㆟会の様子
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┴❧Ꮫᰯ࣮ࣝࢡࢫ࣭ࢸࢽ࣑ࣗࢥ᥎㐍事業 4,511

学校を᰾とした人づくり・地域づくりのዲᚠ環をりฟすことをめࡊして、県立学校のコ࣑ュࢸࢽィ・

スクールを充実させ、地域の活性化や地域課題のゎỴに向けたᣐ点としての機能の向ୖを図ります。

༠ാయไ᥎㐍事業ࡢᆅᇦᏛᰯ❧┴ڦ

Ꮫᰯ㐠Ⴀ༠㆟᥎㐍事業ڦ

᪂ ᆅᇦ㐃ᦠ࡞ࣝࣜࡓࡋయ㦂άືᐇ事業 10,416
学校や地域、業、教育機関等と連携したリルな体㦂活動を㏻じて、多様な⪅との協働的な

学びをᥦ౪する山口県の地域連携教育のࣔデル事業を構⠏し、県ෆᬑཬを図ることにより、子ども

たちの㠀ㄆ▱能力㸦⮬ᕫ⫯ᐃ感、⮬ᚊ性、協ㄪ性、積極性等㸧の向ୖをめࡊします。

ᵓ⠏ࡢ事業ࣝࢹయ㦂άືࣔࡓࡋ㐃ᦠయ࡞ከᵝڦ

ーࢶコ࢚ンジ㸤ࣞࣕࢳス͇ࣃンࣕ࢟うࡹᓥじ͆ۑ

㹙ෆᐜ㹛 やまぐち࣋ࢻンࣕࢳーࣕ࢟ンプと体㦂࢚コࢶーを組

㸦ኟ７Ἡ㸶᪥・㸰Ἡ３᪥㸧࣒せたプログラࢃྜࡳ

   ・やまぐち࣋ࢻンࣕࢳーࣕ࢟ンプ

ୡ⏺的なෑ㝤教育機関であるOBS㸦Outward Bound School㸧

のᡭἲを取りධれ、野እ活動と࢝ウンࢭリングを組ࢃྜࡳせ

た㛗期⮬然体㦂活動㸦ࢵࣂク࢟ࢵࣃング、ࢸントἩ、野እㄪ

ロ等㸧ࢯ、⌮

   ・体㦂࢚コࢶー

地域の特色を⏕かし、⮬然環境やṔྐᩥ化等を体㦂しなが

ら学ࡪプログラ࣒で、高校⏕・大学⏕が画し、地域ᅋ体や

業等の連携・協働によࡗてල現化する▷期の࢚コࢶー

㸦マリンクࢸィࢸࣅィ、環境学⩦、ࢧイクルࢶー、⫋業体㦂、学⩦成果発⾲会等㸧

㹙ሙᡤ㹛 ࿘防大ᓥ⏫の山域ཬびᾏ域࿘㎶

㹙対㇟㹛 県ෆᑠ・୰学⏕50人⛬度が対㇟㸦いじめや不登校等ᝎࡳをᢪえるඣ❺⏕ᚐをඃඛ㸧

ᣦᑟ⪅㣴ᡂࡿࡍ㈨య㦂άືᐇࡢෆྛᆅ┴ڦ

  ンプᣦᑟ⪅◊ಟ会ࣕ࢟ーࣕࢳン࣋ࢻやまぐちۑ

・野እ活動と࢝ウンࢭリングを組ࢃྜࡳせたOBSᡭἲを活用した

㛗期の⮬然体㦂◊ಟ㸦㸶Ἡ㸷᪥㸧

ಟ会◊ࡪAFPYのᡭἲを学ۑ

・人㛫関係づくり等に係るẁ㝵的な◊ಟ㸦年３ᅇ㸧

㣴成◊ಟ会ィࢸラン࣎体㦂活動ۑ

・県ෆ４つの⮬然の家の特色を⏕かした体㦂プログラ࣒を活用し

た◊ಟ会㸦高校・大学⏕対㇟㸧

㹙取組ෆᐜ㹛・ྛ学校・学⛉の特色に応じて、地ඖ地域や大学・業等との協働体ไを☜立し、
地域の活性化に㈉⊩する、高等学校ならではの取組を実施

     ・ඹ⏕社会実現に向け、コ࣑ュࢸࢽィ・スクールである⥲ྜ支援学校と地域協育
ト等が連携した取組を実施ࢵࢿ

㹙取組ෆᐜ㹛・学校㐠Ⴀ協㆟会の㐠Ⴀ・充実
・㐠Ⴀ協㆟会の᳨ウෆᐜやプロジ࢙クト実㊶≧ἣの
ᢕᥱ

・地域連携の取組事の県立学校へのᬑཬ
学校㐠Ⴀ協㆟会の様子

㸰 ᩍ⫱ࢆ㏻ࡉࡿࡩࠕࡓࡌᒣཱྀࠖࡢ⏕
㸦༢㸸༓㸧

᪂ 業ࡽᏛࡪ㸟ᑓ㛛㧗ᰯࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࣝࣛࢺ࣮ࣗࢽ࣮ࣥ࣎࢝ 5,393

ᑓ㛛高校において、⬺Ⅳ⣲化に取り組む県ෆ業と連携した教育活動を展㛤し、࢝ー࣎ンࢽュ

ートラルの実現をᢸう人ᮦの育成を図ります。

ᐇࡢᩍ⫱άືࡓࡋ㐃ᦠ業ࡓࡅྥ⌧ᐇࡢࣝࣛࢺ࣮ࣗࢽ࣮ࣥ࣎࢝ڦ

ュートラルの実現に向けてඛ進的に取り組む業が連携し、学⛉のᑓ㛛ࢽン࣎ー࢝ᑓ㛛高校とۑ

性に応じた◊ಟや現ሙぢ学、現ሙ実⩦等の教育活動を実施

㹙対 ㇟㹛 県立高等学校㸦ᑓ㛛学⛉㸧ۑ

㹙ෆ ᐜ㹛 Technology関連業との連携ۑ

・高度でᑓ㛛的な▱㆑・ᢏ⾡への⌮ゎを深めるため、⬺Ⅳ⣲化に関するඛ進的

なᢏ⾡を᭷する業において、◊ಟや業ぢ学等を実施

・⏘業現ሙにおいて、ᢏ⾡◊ಟや現ሙ実⩦を実施

Life関連業との連携ۑ      

・ᑓ㛛分野を㉺えたᖜ広い▱㆑・ᢏ⾡を㌟にけるため、࢝ー࣎ンࢽュートラ

ルにᖜ広く取り組む業において、◊ಟや業ぢ学等を実施

・業や校・学⛉と連携した教⛉ᶓ᩿的な取組の実施
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㧗ᰯ⏕ᑵ⫋ᨭ事業ࡿ࠼ᨭࢆάຊࡢࡕࡄࡲࡸ 41,968

を３つのᰕとし、高校⏕の主体的「ングのಁ進ࢳࢵマ」「ồ人㛤ᣅの強化」「ンスの充実ࢲイ࢞」
な県ෆᑵ⫋をಁ進します。

ᐇ事業➼ࢫࣥࢲ࢞⫋ෆᑵ┴ڦ
地域にᑵ⫋した༞業⏕や山口県にＩターン等したⱝ⪅と高校⏕とのᗙㄯ会等をྛ学校で実施ۑ
ンス等をྛ学校で実施ࢲイ࢞関係機関との連携によるᑵ⫋に向けたព㆑の㔊成を図るۑ

ෆ業ゼၥ᥎㐍事業┴ࠊ㓄⨨事業➼࣮ࢱ࣮࣏ࢧ⫋ෆᑵ┴ڦ
ࢳࢵ個別のᑵ⫋┦ㄯを踏まえたồ人㛤ᣅ、ሗᥦ౪、県全域でのマۑ
ングをಁ進

教ဨ等によるồ人要ㄳ等のための業ゼၥཬびᑵ⫋を希望する⏕ᚐۑ
による⫋ሙぢ学

ෆᑵ⫋ಁ㐍༠㆟┴ࠊ事業࣮ࢼ࣑ࢭ⫋ෆ業ᑵ┴ڦ
ナーを実施࣑ࢭ県ෆで活㌍している㉳業家や業の経Ⴀ⪅等によるۑ
ᚐまたはಖㆤ⪅が業の᥇用ᢸ当⪅と┤᥋㠃ㄯするᑵ⫋ㄝ᫂会を⏕ۑ
実施

教ဨ等と業の᥇用ᢸ当⪅によるሗۑ

᪂ Ohana!࣡ࣁὶ࣒ࣛࢢࣟࣉ 1,971

県教委と࣡ࣁイᕞ教育ᒁとの教育分野の協力に関するぬ᭩⥾⤖に基づき、高校⏕ྠኈのᅜ㝿ὶ活動
を実施することで、┦のዲを深め、ཧ加⪅のㄒ学力の向ୖをめࡊすとともに、ᾏእ␃学をする高校
⏕に、␃学に必要な経㈝を支援することで、本県における新たなグローࣂルリーࢲーの育成を図ります。

ᮇ␃Ꮫᨭ▷ڦ

㔊ᡂࡢὶάື࣭␃Ꮫᶵ㐠ࡢ࣡ࣁڦ

                         

ᮾ㒊ᆅᇦ࣮ࣝ࢝ࣟࢢேᮦ⫱ᡂ事業 108,110

「地域にఫむእᅜ人やᾏእとのὶを㏻した地域活性化に関する教育活動」を実施することによ

り、地⌫つᶍ・ᅜ㝿的㸦グローࣂル㸧な視点や経㦂を⏕かして、⮬分たちの地域㸦ロー࢝ル㸧社会

に㈉⊩する活動を行う人ᮦを育成します。

⌮多様性や多ᩥ化ඹ⏕を」「ン力ࣙࢩーࢣࢽュ࣑ㄒ学力・コ」ル人ᮦに必要とされる࢝グローۑ

ゎする力」「⮬ら⪃え、物おじせず行動する力」ཬび「地域で活㌍し、⮬らが地域を変えてい

く力」の⥲ྜ的な育成をめࡊして、５つのプログラ࣒を実施

㹙ෆ ᐜ㹛㸦㸯㸧ㄒ学力育成プログラ࣒㸦࢜ンラインⱥ会ヰ㸧
㸦㸰㸧グローࣂル᥈✲プログラ࣒㸦ᾏእ◊ಟ㸧
㸦３㸧ᅜ㝿ὶ体㦂プログラ࣒㸦እᅜ人とのὶ等㸧
㸦４㸧ロー࢝ル᥈✲プログラ࣒㸦地域᥈✲㸧
㸦５㸧グロー࢝ル・ラ࣎㸦◊ಟ㸧

㹙取組ෆᐜ㹛࣡ࣁイ▷期␃学㸦ኟᏘ㸧に係る㈝用のうち、㸴/人を⿵ຓ㸦ᅜ㈝㸧

㹙Aloha࣑ーࢸィング㹛
・▷期␃学のㄝ᫂、࢜ンライン事๓ὶ会
せࢃリーとの事๓の㢦ྜ࣑ࣇスト࣍・

㹙Mahalo࣑ーࢸィング㹛
・␃学体㦂発⾲会、࣡ࣁイ高校⏕との࢜ンラインὶ
・㸯᪥࢜ールイングリࢩࢵュでの活動

䠷県ෆᑵ⫋ಁ㐍༠㆟会䛾ᵝᏊ䠹

䠷県ෆᴗᑵ⫋ㄝ᫂会䛾ᵝᏊ䠹

䠷࣡ࣁ イᕞ教育ᒁとのጜጒ⥾⤖ᘧの様子䠹
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㧗ᰯ⏕ᑵ⫋ᨭ事業ࡿ࠼ᨭࢆάຊࡢࡕࡄࡲࡸ 41,968

を３つのᰕとし、高校⏕の主体的「ングのಁ進ࢳࢵマ」「ồ人㛤ᣅの強化」「ンスの充実ࢲイ࢞」
な県ෆᑵ⫋をಁ進します。

ᐇ事業➼ࢫࣥࢲ࢞⫋ෆᑵ┴ڦ
地域にᑵ⫋した༞業⏕や山口県にＩターン等したⱝ⪅と高校⏕とのᗙㄯ会等をྛ学校で実施ۑ
ンス等をྛ学校で実施ࢲイ࢞関係機関との連携によるᑵ⫋に向けたព㆑の㔊成を図るۑ

ෆ業ゼၥ᥎㐍事業┴ࠊ㓄⨨事業➼࣮ࢱ࣮࣏ࢧ⫋ෆᑵ┴ڦ
ࢳࢵ個別のᑵ⫋┦ㄯを踏まえたồ人㛤ᣅ、ሗᥦ౪、県全域でのマۑ
ングをಁ進

教ဨ等によるồ人要ㄳ等のための業ゼၥཬびᑵ⫋を希望する⏕ᚐۑ
による⫋ሙぢ学

ෆᑵ⫋ಁ㐍༠㆟┴ࠊ事業࣮ࢼ࣑ࢭ⫋ෆ業ᑵ┴ڦ
ナーを実施࣑ࢭ県ෆで活㌍している㉳業家や業の経Ⴀ⪅等によるۑ
ᚐまたはಖㆤ⪅が業の᥇用ᢸ当⪅と┤᥋㠃ㄯするᑵ⫋ㄝ᫂会を⏕ۑ
実施

教ဨ等と業の᥇用ᢸ当⪅によるሗۑ

᪂ Ohana!࣡ࣁὶ࣒ࣛࢢࣟࣉ 1,971

県教委と࣡ࣁイᕞ教育ᒁとの教育分野の協力に関するぬ᭩⥾⤖に基づき、高校⏕ྠኈのᅜ㝿ὶ活動
を実施することで、┦のዲを深め、ཧ加⪅のㄒ学力の向ୖをめࡊすとともに、ᾏእ␃学をする高校
⏕に、␃学に必要な経㈝を支援することで、本県における新たなグローࣂルリーࢲーの育成を図ります。

ᮇ␃Ꮫᨭ▷ڦ

㔊ᡂࡢὶάື࣭␃Ꮫᶵ㐠ࡢ࣡ࣁڦ

                         

ᮾ㒊ᆅᇦ࣮ࣝ࢝ࣟࢢேᮦ⫱ᡂ事業 108,110

「地域にఫむእᅜ人やᾏእとのὶを㏻した地域活性化に関する教育活動」を実施することによ

り、地⌫つᶍ・ᅜ㝿的㸦グローࣂル㸧な視点や経㦂を⏕かして、⮬分たちの地域㸦ロー࢝ル㸧社会

に㈉⊩する活動を行う人ᮦを育成します。

⌮多様性や多ᩥ化ඹ⏕を」「ン力ࣙࢩーࢣࢽュ࣑ㄒ学力・コ」ル人ᮦに必要とされる࢝グローۑ

ゎする力」「⮬ら⪃え、物おじせず行動する力」ཬび「地域で活㌍し、⮬らが地域を変えてい

く力」の⥲ྜ的な育成をめࡊして、５つのプログラ࣒を実施

㹙ෆ ᐜ㹛㸦㸯㸧ㄒ学力育成プログラ࣒㸦࢜ンラインⱥ会ヰ㸧
㸦㸰㸧グローࣂル᥈✲プログラ࣒㸦ᾏእ◊ಟ㸧
㸦３㸧ᅜ㝿ὶ体㦂プログラ࣒㸦እᅜ人とのὶ等㸧
㸦４㸧ロー࢝ル᥈✲プログラ࣒㸦地域᥈✲㸧
㸦５㸧グロー࢝ル・ラ࣎㸦◊ಟ㸧

㹙取組ෆᐜ㹛࣡ࣁイ▷期␃学㸦ኟᏘ㸧に係る㈝用のうち、㸴/人を⿵ຓ㸦ᅜ㈝㸧

㹙Aloha࣑ーࢸィング㹛
・▷期␃学のㄝ᫂、࢜ンライン事๓ὶ会
せࢃリーとの事๓の㢦ྜ࣑ࣇスト࣍・

㹙Mahalo࣑ーࢸィング㹛
・␃学体㦂発⾲会、࣡ࣁイ高校⏕との࢜ンラインὶ
・㸯᪥࢜ールイングリࢩࢵュでの活動

䠷県ෆᑵ⫋ಁ㐍༠㆟会䛾ᵝᏊ䠹

䠷県ෆᴗᑵ⫋ㄝ᫂会䛾ᵝᏊ䠹

䠷࣡ࣁイᕞ教育ᒁとのጜጒ⥾⤖ᘧの様子䠹

㸱 ᡂ⫱ࡢᏛຊ࡞☜
㸦༢㸸༓㸧

᪂ ᡂ事業⫱࣮ࢼࣥࣛࢺࣥࣟࣇ㸟ࡿࢆᮍ᮶ࡢࡕࡄࡲࡸ 12,356

山口県の課題である地域་⒪の充実や人口ῶᑡの改ၿ等に向け、最ඛ➃の◊✲の動向を踏まえ

た講⩏・₇⩦、ࣁイࣞ࣋ル課እᤵ業等をᥦ౪することにより、⪅と協働して新たな価್を㐀

する力を育ࡳ、将来の山口県をᢸう人ᮦの育成を図ります。

ࢫ࣮ࢥᡂ⫱࣮ࢼࣥࣛࢺࣥࣟࣇ࣭ࣝ࢝ࢹ࣓ڦ

地域་⒪をᢸう人ᮦの育成に向け、་学㒊をᚿ望する高校⏕のពḧと学力の向ୖۑ

県ෆ高校⏕が一ᇽに㞟まり、課題発ぢ・課題ゎỴ学⩦を実施ۑ

ࢫ࣮ࢥᡂ⫱࣮ࢼࣥࣛࢺࣥࣟࣇ࣭ࢺࢫࣥࣂࢻڦ

将来をᢸう人ᮦの育成に向け、㑅ᢤ性の高い大学をᚿ望する、ࡳ本県の課題ゎỴに取り組ۑ

高校⏕のពḧと学力の向ୖ

県ෆ高校⏕が一ᇽに㞟まり、課題発ぢ・課題ゎỴ学⩦を実施ۑ

ンライン࢜ている大学教ᤵによるࡗト➃ᮎを活用し、最ඛ➃の◊✲を行ࢵࣞࣈ㸯人㸯ྎタۑ

講ᗙを実施

ඹ㏻㸧ࢫ࣮ࢥ㸦୧࣑ࢮ࣒࢝ࣜࢻڦ

ルの▱㆑・ᢏ能の⩦ᚓを図る࣋大学進学に必要な高いࣞۑ

㹙対㇟㹛県ෆ高校⏕ᚐ60ྡ㸦㸯年⏕20ྡ⛬度、㸰年⏕25ྡ⛬度、３年⏕15ྡ⛬度㸧

㹙ෆᐜ㹛地域་⒪等をࢸーマに、་⒪分野の◊✲⪅、་⒪ᚑ事⪅等による講⩏・₇⩦を

実施㸦山口大学་学㒊と連携㸧

ᮾி大学ඛ➃⛉学ᢏ⾡◊✲ࢭンター等◊✲施タのゼၥ、体㦂プログラ࣒の実施

㹙対㇟㹛県ෆ高校⏕ᚐ60ྡ㸦㸯年⏕20ྡ⛬度、㸰年⏕25ྡ⛬度、３年⏕15ྡ⛬度㸧

㹙ෆᐜ㹛㹑㹂㹅㹱等をࢸーマに、現代社会の課題や未来社会に向けた取組等についての

᭷㆑⪅等による講⩏・₇⩦を実施

最ඛ➃の◊✲を行ࡗている大学教ᤵ等による࢜ンライン講ᗙ、大学⏕とのὶ
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Ꮫࡗࡕࡄࡲࡸ࠺ྥࡧᏊ⫱ᡂ᥎㐍事業 9,329

全ての子どもたちの可能性を引きฟすために、特ᐃの学力課題のඞ᭹や学⩦⩦័の☜立などの課

題ゎỴを図るとともに、学⩦ᣦᑟ要㡿でồめられる㈨㉁・能力を本県の子どもたちに☜実に㌟に

けさせ、子どもたちの⮬ᕫ実現を支援します。

事業ࢫ࢚ࣥࢧࡁࡵ⇲ࡕࡄࡲࡸ 9,180

将来のᅜ㝿的な⛉学ᢏ⾡⣔人ᮦを育成するため、Ᏹᐂ㛤発をྵむ⛉学ᢏ⾡に対する⯆・関心の

ႏ㉳や体㦂的・᥈✲的活動の充実など、㉁の高い⣔⤫的・⥅続的な⌮ᩘ教育の推進を図ります。

事業ࣝࢡࢧᏛຊ㹎㹂㹁㸿ڦ

山口県学力ᐃ╔≧ἣ☜ㄆၥ題のస成ཬびＣ㹀Ｔによる実施ۑ

ールのᥦ౪と活用ಁ進ࢶ学力分ᯒ支援ۑ 等

事業ࣉࢵᤵ業ຊڦ

ージに応じた◊ಟ会の実施ࢸスリࣕ࢟ۑ

・⟶⌮⫋リーࢲーࢵࢩプࢵプ◊ಟ

プ◊ಟࢵル࣋ーࣞࢲルリーࢻ࣑・

・ⱝᡭ教ဨス࢟ルࢵプ◊ಟ

ᤵ業力向ୖ実㊶◊✲の推進㸦ᣦᐃ校㸸県ෆ７校㸧ۑ

ᐇ事業࣒ࣛࢢࣟࣉᏛ⩦ᨭࡕࡄࡲࡸڦ

の活用ಁ進࣒やまぐち学⩦支援プログラۑ

・基♏基本の☜実なᐃ╔を図る「やまぐちࡗ子学

⩦プリント」㏻ᖖ∧

  ・ᛮ⪃力、ุ᩿力、⾲現力等のၥ題を୰心にస成

された「やまぐちࡗ子学⩦プリントプラス」

  ・ྛ✀ㄪᰝから課題のぢられたၥ題を取りୖげた

「やまぐちࡗ子学⩦プリント㹂㸿㹑㹆」

等を活用した家庭学⩦の充実「子学⩦プリントࡗやまぐち」ۑ

地域の教育力を活用した⿵充学⩦等のಁ進ۑ

ᣑ事業㸦㹗㹑㹃事業㸧ࢺࢫࢸ࢚ࣥࢧ࣭ࢢࣥࣖڦ

山口大学や地域の⏘業⏺と連携した⛉学教ᐊの実施ۑ

学教ᐊに高校⏕が講ᖌとしてཧ加⛉ۑ

事業㸦㹗㹑㹑事業㸧ࢺ࣮࣏ࢧ࣭ࢫ࢚ࣥࢧࡕࡄࡲࡸڦ

体㦂的・᥈✲的な教育活動の展㛤ۑ

大学や◊✲ᡤなどのእ㒊ᑓ㛛機関との連携ۑ

事業㸦㹗㹑㹁事業㸧ࢪࣥࣞࣕࢳ࣭ࢫ࢚ࣥࢧࡕࡄࡲࡸڦ

ンプの㛤ദࣕ࢟・ンス࢚イࢧやまぐちۑ

山口県大会の㛤ദ「学の⏥子ᅬ㹈㹰⛉」ۑ

山口県大会の㛤ദ「学の⏥子ᅬ⛉」ۑ

Ᏹᐂᩍ⫱᥎㐍事業ࡕࡄࡲࡸڦ with 㹈㸿㹖㸿㸦㹗㹑㹈事業㸧

ᤵ業連携㸦ᑠ・୰学校㸧ۑ

ᤵ業連携・課題◊✲支援㸦高校㸧ۑ

ーの実施㸦一⯡県民対㇟㸧ࢶやまぐち∧Ᏹᐂ体㦂ۑ
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Ꮫࡗࡕࡄࡲࡸ࠺ྥࡧᏊ⫱ᡂ᥎㐍事業 9,329

全ての子どもたちの可能性を引きฟすために、特ᐃの学力課題のඞ᭹や学⩦⩦័の☜立などの課

題ゎỴを図るとともに、学⩦ᣦᑟ要㡿でồめられる㈨㉁・能力を本県の子どもたちに☜実に㌟に

けさせ、子どもたちの⮬ᕫ実現を支援します。

事業ࢫ࢚ࣥࢧࡁࡵ⇲ࡕࡄࡲࡸ 9,180

将来のᅜ㝿的な⛉学ᢏ⾡⣔人ᮦを育成するため、Ᏹᐂ㛤発をྵむ⛉学ᢏ⾡に対する⯆・関心の

ႏ㉳や体㦂的・᥈✲的活動の充実など、㉁の高い⣔⤫的・⥅続的な⌮ᩘ教育の推進を図ります。

事業ࣝࢡࢧᏛຊ㹎㹂㹁㸿ڦ

山口県学力ᐃ╔≧ἣ☜ㄆၥ題のస成ཬびＣ㹀Ｔによる実施ۑ

ールのᥦ౪と活用ಁ進ࢶ学力分ᯒ支援ۑ 等

事業ࣉࢵᤵ業ຊڦ

ージに応じた◊ಟ会の実施ࢸスリࣕ࢟ۑ

・⟶⌮⫋リーࢲーࢵࢩプࢵプ◊ಟ

プ◊ಟࢵル࣋ーࣞࢲルリーࢻ࣑・

・ⱝᡭ教ဨス࢟ルࢵプ◊ಟ

ᤵ業力向ୖ実㊶◊✲の推進㸦ᣦᐃ校㸸県ෆ７校㸧ۑ

ᐇ事業࣒ࣛࢢࣟࣉᏛ⩦ᨭࡕࡄࡲࡸڦ

の活用ಁ進࣒やまぐち学⩦支援プログラۑ

・基♏基本の☜実なᐃ╔を図る「やまぐちࡗ子学

⩦プリント」㏻ᖖ∧

  ・ᛮ⪃力、ุ᩿力、⾲現力等のၥ題を୰心にస成

された「やまぐちࡗ子学⩦プリントプラス」

  ・ྛ✀ㄪᰝから課題のぢられたၥ題を取りୖげた

「やまぐちࡗ子学⩦プリント㹂㸿㹑㹆」

等を活用した家庭学⩦の充実「子学⩦プリントࡗやまぐち」ۑ

地域の教育力を活用した⿵充学⩦等のಁ進ۑ

ᣑ事業㸦㹗㹑㹃事業㸧ࢺࢫࢸ࢚ࣥࢧ࣭ࢢࣥࣖڦ

山口大学や地域の⏘業⏺と連携した⛉学教ᐊの実施ۑ

学教ᐊに高校⏕が講ᖌとしてཧ加⛉ۑ

事業㸦㹗㹑㹑事業㸧ࢺ࣮࣏ࢧ࣭ࢫ࢚ࣥࢧࡕࡄࡲࡸڦ

体㦂的・᥈✲的な教育活動の展㛤ۑ

大学や◊✲ᡤなどのእ㒊ᑓ㛛機関との連携ۑ

事業㸦㹗㹑㹁事業㸧ࢪࣥࣞࣕࢳ࣭ࢫ࢚ࣥࢧࡕࡄࡲࡸڦ

ンプの㛤ദࣕ࢟・ンス࢚イࢧやまぐちۑ

山口県大会の㛤ദ「学の⏥子ᅬ㹈㹰⛉」ۑ

山口県大会の㛤ദ「学の⏥子ᅬ⛉」ۑ

Ᏹᐂᩍ⫱᥎㐍事業ࡕࡄࡲࡸڦ with 㹈㸿㹖㸿㸦㹗㹑㹈事業㸧

ᤵ業連携㸦ᑠ・୰学校㸧ۑ

ᤵ業連携・課題◊✲支援㸦高校㸧ۑ

ーの実施㸦一⯡県民対㇟㸧ࢶやまぐち∧Ᏹᐂ体㦂ۑ

㸲 ᡂ⫱ࡢయ࡞ࡸᚰ࣭࡞㇏
㸦༢㸸༓㸧

᪂ 㒊άືᨵ㠉᥎㐍事業ࡕࡄࡲࡸ 44,241

ᑡ子化の୰でも将来にࢃたり、子どもたちがス࣏ーࢶ・ᩥ化ⱁ⾡活動に⥅続してぶしむことが

できる機会☜ಖをめࡊし、බ立୰学校等におけるఇ᪥の㒊活動の地域連携や地域⛣行に向けた㒊

活動改革を推進します。

㛤ദࡢㄝ᫂ڦ

学校・ಖㆤ⪅・関係ᅋ体等を対㇟とした㒊活動の地域⛣行に係るㄝ᫂会の実施ۑ

㛤ദࡢ➼༠㆟ڦ

県ཬびྛᕷ⏫における㒊活動改革に向けた関係⪅からなる協㆟会の㛤ദۑ

⨨㓄ࡢ㒊άືᣦᑟဨڦ

බࢆ㒊άືᣦᑟဨࡿࡍົ⫋ࢆࡇ࠺⾜ࢆ➼⋠ᘬࡢࡸᣦᑟ࡞ᢏ⾡ⓗ࡚࠸࠾㒊άືۑ

❧୰Ꮫᰯ㓄⨨㸦㸯３㸷人㸧

⨨学校㒊活動のな地域⛣行に向けたᣦᑟ⪅の人ᮦ☜ಖ方策として、㒊活動ᣦᑟဨを㓄ۑ

ᨵಟࡸ⨨タࡢ࣒ࢸࢫࢩڦ

のタ⨨、改ಟ等を行うᕷ⏫に対し必要経㈝を支援࣒ࢸスࢩᅔ❓ୡᖏ支援に係るۑ

ᐇࡢ✲◊㊶ᐇڦ

✲◊㊶㒊活動の地域連携や地域⛣行に向けたᕷ⏫における」ᩘ校によるྜྠ㒊活動等の実ۑ

の実施により、◊✲成果を県ෆでᬑཬ・展㛤

Ӑほගᩥ࣭ࢶ࣮࣏ࢫ㒊ྲྀࡢ⤌㸦ͤほගᩥ࣭ࢶ࣮࣏ࢫ㒊࡛ண⟬ィୖ㸧ӑ

ᐇࡢᐇド事業ۑ

    ・ᕷ⏫における地域連携・地域⛣行に向けた新たな取組事のฟ

     㸺コーディࢿーターの㓄⨨、人ᮦ発᥀、関係ᅋ体等との連携、㈝用㈇ᢸ支援 等㸼

⨨タࡢࢡࣥࣂேᮦۑ

   ・地域ᣦᑟ⪅のሗを一ඖ化してᥦ౪する人ᮦࣂンクのタ⨨

㛤ദࡢᆅᇦᩥⱁ⾡ᣦᑟ⪅◊ಟ࣭ࢶ࣮࣏ࢫᆅᇦۑ
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ஙᗂඣࡕ⫱ࡢᏛࡧᨭ事業 29,987

「山口県ஙᗂඣの育ちと学び支援ࢭンター」をᣐ点として、ᗂඣ教育・ಖ育施タに対し、ᅜබ⚾

立や施タ㢮型の༊別なく◊ಟ等の機会やሗをᥦ౪して、ᗂඣ教育・ಖ育の㉁の向ୖを図ります。

㐟࣭ࡧ㐠ືዲࡁ㸟యຊྥୖ᥎㐍事業 10,400
子どもの発㐩ẁ㝵に応じた望ましい㐠動⩦័ᙧ成をめࡊし、ಖㆤ⪅・ಖ育⪅・ᑠ学校教ဨ等への

㐠動㐟びの㔜要性に関するᬑཬ・ၨ発ཬび、子どもたちが⥅続的に多様な㐠動㐟びを経㦂できる機

会のᥦ౪等により、子どもの㐠動⩦័の改ၿ・ᐃ╔や体力の向ୖを図ります。

ಟ◊ࡿࡍᑐಖ⫱ኈ࣭ᗂ⛶ᅬᩍㅍ࣭ಖ⫱ᩍㅍڦ

ーズ等に対応したᑓ㛛◊ಟの拡充ࢽ現ሙのۑ

ຓゝࡿࡍᑐᗂඣᩍ⫱࣭ಖ⫱タࡸ⏫ᕷڦ

ー等によるゼၥ支援の拡充ࢨイࣂࢻᗂඣ教育ۑ

㺪㺽㺸㺏㺢㺼㺨㺼㺐㺙㺼㺎㓄⨨による次ୡ代㺏㺢㺼㺨㺼㺐㺙㺼㺎の育成ۑ

ሗᥦ౪࣭ၨⓎࡿࡍ㛵⫱ಖࡧᩍ⫱ཬࡢஙᗂඣᮇڦ

ᗂඣ教育・ಖ育施タ、ಖㆤ⪅等へのሗ発ಙۑ  

ナー࣑ࢭಖㆤ⪅向けۑ

✲◊ㄪᰝࡿࡍ㛵⫱ಖࡧᩍ⫱ཬࡢஙᗂඣᮇڦ

㛤ദࡢᣦᑟㅮ⩦ࡧ㐠ື㐟ࡓࡌᛂⓎ⫱Ⓨ㐩ڦ

・ᗂ⛶ᅬ・ಖ育ᅬ・ᑠ学校教ဨ等関係⪅、ಖㆤ⪅を対㇟とした子どもの㐠動⩦័ᙧ成に係る

◊ಟ会の実施

・ス࣏ーࢶ関係ᅋ体や民㛫業等のᑓ㛛家との連携

㛤ദࡢฟ๓ᤵ業ࡢ㇟ᗂඣ࣭ඣ❺ᑐڦ

・子どもたちが⥅続的に、多様な

㐠動㐟びを経㦂できるฟ๓ᤵ業

の実施

・ス࣏ーࢶ関係ᅋ体や民㛫業等

のᑓ㛛家との連携

㛤ദࡢᩍᐊࡧ㐠ື㐟ࡢ㇟ぶᏊᑐڦ

・多様な㐠動㐟びが体㦂できる

ぶ子㐠動㐟び教ᐊの㛤ദ

・ス࣏ーࢶ関係ᅋ体や民㛫業等

のᑓ㛛家との連携

ஙᗂඣ期の教育ཬびಖ育に関するಖ育⪅へ

の◊ಟやㄪᰝ◊✲、ᗂඣ教育・ಖ育施タに対

するຓゝ・ሗᥦ౪等の施策を⥲ྜ的に実施

するᣐ点
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ஙᗂඣࡕ⫱ࡢᏛࡧᨭ事業 29,987

「山口県ஙᗂඣの育ちと学び支援ࢭンター」をᣐ点として、ᗂඣ教育・ಖ育施タに対し、ᅜබ⚾

立や施タ㢮型の༊別なく◊ಟ等の機会やሗをᥦ౪して、ᗂඣ教育・ಖ育の㉁の向ୖを図ります。

㐟࣭ࡧ㐠ືዲࡁ㸟యຊྥୖ᥎㐍事業 10,400
子どもの発㐩ẁ㝵に応じた望ましい㐠動⩦័ᙧ成をめࡊし、ಖㆤ⪅・ಖ育⪅・ᑠ学校教ဨ等への

㐠動㐟びの㔜要性に関するᬑཬ・ၨ発ཬび、子どもたちが⥅続的に多様な㐠動㐟びを経㦂できる機

会のᥦ౪等により、子どもの㐠動⩦័の改ၿ・ᐃ╔や体力の向ୖを図ります。

ಟ◊ࡿࡍᑐಖ⫱ኈ࣭ᗂ⛶ᅬᩍㅍ࣭ಖ⫱ᩍㅍڦ

ーズ等に対応したᑓ㛛◊ಟの拡充ࢽ現ሙのۑ

ຓゝࡿࡍᑐᗂඣᩍ⫱࣭ಖ⫱タࡸ⏫ᕷڦ

ー等によるゼၥ支援の拡充ࢨイࣂࢻᗂඣ教育ۑ

㺪㺽㺸㺏㺢㺼㺨㺼㺐㺙㺼㺎㓄⨨による次ୡ代㺏㺢㺼㺨㺼㺐㺙㺼㺎の育成ۑ

ሗᥦ౪࣭ၨⓎࡿࡍ㛵⫱ಖࡧᩍ⫱ཬࡢஙᗂඣᮇڦ

ᗂඣ教育・ಖ育施タ、ಖㆤ⪅等へのሗ発ಙۑ  

ナー࣑ࢭಖㆤ⪅向けۑ

✲◊ㄪᰝࡿࡍ㛵⫱ಖࡧᩍ⫱ཬࡢஙᗂඣᮇڦ

㛤ദࡢᣦᑟㅮ⩦ࡧ㐠ື㐟ࡓࡌᛂⓎ⫱Ⓨ㐩ڦ

・ᗂ⛶ᅬ・ಖ育ᅬ・ᑠ学校教ဨ等関係⪅、ಖㆤ⪅を対㇟とした子どもの㐠動⩦័ᙧ成に係る

◊ಟ会の実施

・ス࣏ーࢶ関係ᅋ体や民㛫業等のᑓ㛛家との連携

㛤ദࡢฟ๓ᤵ業ࡢ㇟ᗂඣ࣭ඣ❺ᑐڦ

・子どもたちが⥅続的に、多様な

㐠動㐟びを経㦂できるฟ๓ᤵ業

の実施

・ス࣏ーࢶ関係ᅋ体や民㛫業等

のᑓ㛛家との連携

㛤ദࡢᩍᐊࡧ㐠ື㐟ࡢ㇟ぶᏊᑐڦ

・多様な㐠動㐟びが体㦂できる

ぶ子㐠動㐟び教ᐊの㛤ദ

・ス࣏ーࢶ関係ᅋ体や民㛫業等

のᑓ㛛家との連携

ஙᗂඣ期の教育ཬびಖ育に関するಖ育⪅へ

の◊ಟやㄪᰝ◊✲、ᗂඣ教育・ಖ育施タに対

するຓゝ・ሗᥦ౪等の施策を⥲ྜ的に実施

するᣐ点

㸳 㨩ຊࡿ࠶Ꮫᰯ࡙ࡢࡾࡃ᥎㐍
㸦༢㸸༓㸧

᪂ ᪥ᮏㄒᩍ⫱ᨭయไᩚഛ事業 29,370

᪥本ㄒᣦᑟが必要なඣ❺⏕ᚐが、適ษなᣦᑟ・支援の下で将来への現実的な展望がもてるように

するため、㐲㝸・࢜ンラインによる᪥本ㄒᣦᑟ等の充実を図るとともに、᪥本ㄒᣦᑟ⿵ຓ⪅・支援

ဨ等による⥅続的な支援を行い、ษれ┠ない᪥本ㄒ教育を推進します。

ᐇࡢ᪥ᮏㄒᣦᑟࣥࣛࣥ࢜㐲㝸࣭ࡢNPOἲேڦ

ン࢜᪥本ㄒᣦᑟが必要なඣ❺⏕ᚐを対㇟に、㐲㝸᪥本ㄒ教育に▱ぢを᭷する民㛫ᅋ体によるۑ  

ライン᪥本ㄒᣦᑟを実施

ンライン᪥本࢜ルに適した方向の࣋対㇟ඣ❺⏕ᚐは、㸯人㸯ྎ➃ᮎを活用して、᪥本ㄒࣞۑ

ㄒᣦᑟや学⩦支援講ᗙを㞟୰的にཷ講

N࠙POἲ人ࠚ ンライン࢜࠙            ࠚ学校࠙        ࠚ

ࠚຓ       ࠙実㝿のᤵ業の様子⿵ࡢࢺ࣮࣏ࢧ⫱᪥ᮏㄒᩍࡿࡼ➼ᣦᑟ⿵ຓ⪅࣭ᨭဨڦ

᪥本ㄒᣦᑟが必要なඣ❺⏕ᚐが、ᅾ⡠学⣭において一ᩧᣦᑟをཷける୰で、ྛᕷ⏫が㓄⨨すۑ  

る᪥本ㄒᣦᑟ⿵ຓ⪅や支援ဨ等が、᪥本ㄒᣦᑟが必要なඣ❺⏕ᚐのࡤࡑにきῧࡗて学⩦を

支援し、教⛉学⩦に必要な᪥本ㄒ能力の向ୖを図る取組を⿵ຓ

᥎㐍事業࣒ࢸࢫࢩ⫱ᩍࣈࢩ࣮ࣝࢡࣥ 15,814

㞀ᐖのある⪅と㞀ᐖのない⪅がともに学ࡪ組ࡳであるインクルーࣈࢩ教育ࢩス࣒ࢸの構⠏に向

けて、特別支援教育に係る体ไ整備を図ります。

ඣ❺⏕ᚐᩘのቑ加等に伴う⥲ྜ支援学校の教ᐊ不㊊に対応するため、必要な施タ整備を行います。

ᐇࡢᐇయไࢣ་⒪ⓗࡿࡅ࠾ᨭᏛᰯྜ⥲ڦ

་⒪的ࢣを必要とするඣ❺⏕ᚐの校እでの安心・安全な学⩦機会の☜ಖのため、校እ学⩦等

に学校┳ㆤᖌがྠ行

⨨㓄ࡢ࣮ࢱ࣮ࢿࢹ࣮ࢥᑵ⫋ᨭڦ

高等㒊⏕ᚐの༞業ᚋの⮬立や社会ཧ加をಁ進するため、コーディࢿーターを㓄⨨し、現ሙ実⩦

ඛの☜ಖやᑵ⫋支援を実施

┴❧Ꮫᰯタᩚഛ事業㸦ᩍᐊ㊊ᑐ⟇㸧 1,802,635

⟇ᩍᐊ㊊ᑐڦ
ᾆ⥲ྜ支援学校の⛣㌿整備に係るᕤ事㇏ۑ
Ᏹ㒊⥲ྜ支援学校のཔᡣᲷ新⠏に係るᕤ事      等ۑ

㹙㇏ᾆ⥲ྜᨭᏛᰯ⛣㌿ᩚഛ㹛

ᩜ地が⊃㝼でグラウンࢻがなく、ቑ加ഴ向の

ඣ❺⏕ᚐᩘに対応する教ᐊの☜ಖがᅔ㞴な≧ἣ

等を踏まえ、ᪧ㡪高校㊧地への⛣㌿整備により

諸課題のゎᾘと特別支援教育の充実を図る。

       㹙成予想図㸦ᑠ୰学㒊・特別教ᐊᲷ㸧㹛
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㸴 ᩍ⫋ဨேᮦ⫱ᡂࡢ᥎㐍
㸦༢㸸༓㸧

᪂ ே࡙ࢆࡾࡃᨭࡿ࠼ᩍᖌ☜ಖ᥎㐍事業 8,200

教ဨᚿ㢪⪅のⴭしいῶᑡによる「教ᖌ不㊊」のၥ題をゎᾘしていくため、教ဨ᥇用ヨ㦂のᚿ㢪⪅

ቑ加等を図り、本県の人づくりを支える教ᖌの☜ಖを推進します。

ᩍဨ業ົᨭဨ㓄⨨事業

᪂ 㒊άືᨵ㠉᥎㐍事業㸦一㒊㸧ࡕࡄࡲࡸ

㒊άືᛂ事業ࡕࡄࡲࡸ                                          

40,700

27,658

7,508

教ဨの㛗時㛫ົを改ၿし、ᣢ続可能な学校のᣦᑟ・㐠Ⴀ体ไのさらなる充実を図るため、学校

の事ົ的業ົを⿵ຓする「教ဨ業ົ支援ဨ」を㓄⨨するᕷ⏫を支援します。

また、ᑓ㛛的な▱㆑・ᢏ能を᭷し、༢⊂でのᣦᑟや大会への引⋡等を行う㒊活動ᣦᑟဨの㓄⨨等

を行うことで、㒊活動の適ṇ化と㢳ၥの㈇ᢸ㍍ῶを図ります。

సᡂࡢඛ⏕͇ࠖ㸦௬⛠㸧ࡢࡕࡄࡲࡸ“ࡢ᪉ࡀᆅᇦࠕ⏬㨩ຊ㹎㹐ືڦ

教⫋の㨩力ややりがい、山口県教育の㨩力㸦地域連携教育、スマートスクール構想等㸧をۑ

分かりやすくఏえる動画のస成・㓄ಙ

ࡓࡅྥ➼⪅චチಖ᭷࠸࡞࠸࡚࠸ᑵ⫋ᩍڦ

ᩍ⫋ධ㛛ࡢ࣮ࢼ࣑ࢭᐇ

教⫋にᑵいていないචチಖ᭷⪅等が、᥇用ヨ㦂やۑ

⮫᥇登㘓について学ࡪとともに現⫋教ဨとὶす

る࣑ࢭナーの㛤ദ

㇟ᑐࢆ⪅ᩍဨචチᮍྲྀᚓࠊ࡚ࡅඛ㥑ᅜڦ

᪂タࢆ⪄㑅ู≉ࡓࡋ

教ဨ᥇用ヨ㦂において、教ဨචチ未取ᚓ⪅がཷ㦂ۑ

できる特別㑅⪃を新タし、ྜ格⪅には、教ဨචチ

取ᚓのための㈝用を⿵ຓ

ᩍဨ業ົᨭဨڦ

㹙㓄 ⨨㹛ᕷ⏫立ᑠ・୰学校 㸯㸯㸮人

㸺業ົෆᐜ㸼

༳ๅ等業ົ、学⩦・学⣭事ົ業ົ、㞟計・データධ力等業ົۑ 等

㒊άືᣦᑟဨڦ

㹙㓄 ⨨㹛බ立୰学校、県立学校 㸯㸴㸷人

㸺事業ෆᐜ㸼

ᣦᑟဨの㓄⨨、県立学校㒊活動ᣦᑟဨ等の㈨㉁向ୖۑ

教ဨເ㞟ࣃンࢵࣞࣇトより
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㸴 ᩍ⫋ဨேᮦ⫱ᡂࡢ᥎㐍
㸦༢㸸༓㸧

᪂ ே࡙ࢆࡾࡃᨭࡿ࠼ᩍᖌ☜ಖ᥎㐍事業 8,200

教ဨᚿ㢪⪅のⴭしいῶᑡによる「教ᖌ不㊊」のၥ題をゎᾘしていくため、教ဨ᥇用ヨ㦂のᚿ㢪⪅

ቑ加等を図り、本県の人づくりを支える教ᖌの☜ಖを推進します。

ᩍဨ業ົᨭဨ㓄⨨事業

᪂ 㒊άືᨵ㠉᥎㐍事業㸦一㒊㸧ࡕࡄࡲࡸ

㒊άືᛂ事業ࡕࡄࡲࡸ                                          

40,700

27,658

7,508

教ဨの㛗時㛫ົを改ၿし、ᣢ続可能な学校のᣦᑟ・㐠Ⴀ体ไのさらなる充実を図るため、学校

の事ົ的業ົを⿵ຓする「教ဨ業ົ支援ဨ」を㓄⨨するᕷ⏫を支援します。

また、ᑓ㛛的な▱㆑・ᢏ能を᭷し、༢⊂でのᣦᑟや大会への引⋡等を行う㒊活動ᣦᑟဨの㓄⨨等

を行うことで、㒊活動の適ṇ化と㢳ၥの㈇ᢸ㍍ῶを図ります。

సᡂࡢඛ⏕͇ࠖ㸦௬⛠㸧ࡢࡕࡄࡲࡸ“ࡢ᪉ࡀᆅᇦࠕ⏬㨩ຊ㹎㹐ືڦ

教⫋の㨩力ややりがい、山口県教育の㨩力㸦地域連携教育、スマートスクール構想等㸧をۑ

分かりやすくఏえる動画のస成・㓄ಙ

ࡓࡅྥ➼⪅චチಖ᭷࠸࡞࠸࡚࠸ᑵ⫋ᩍڦ

ᩍ⫋ධ㛛ࡢ࣮ࢼ࣑ࢭᐇ

教⫋にᑵいていないචチಖ᭷⪅等が、᥇用ヨ㦂やۑ

⮫᥇登㘓について学ࡪとともに現⫋教ဨとὶす

る࣑ࢭナーの㛤ദ

㇟ᑐࢆ⪅ᩍဨචチᮍྲྀᚓࠊ࡚ࡅඛ㥑ᅜڦ

᪂タࢆ⪄㑅ู≉ࡓࡋ

教ဨ᥇用ヨ㦂において、教ဨචチ未取ᚓ⪅がཷ㦂ۑ

できる特別㑅⪃を新タし、ྜ格⪅には、教ဨචチ

取ᚓのための㈝用を⿵ຓ

ᩍဨ業ົᨭဨڦ

㹙㓄 ⨨㹛ᕷ⏫立ᑠ・୰学校 㸯㸯㸮人

㸺業ົෆᐜ㸼

༳ๅ等業ົ、学⩦・学⣭事ົ業ົ、㞟計・データධ力等業ົۑ 等

㒊άືᣦᑟဨڦ

㹙㓄 ⨨㹛බ立୰学校、県立学校 㸯㸴㸷人

㸺事業ෆᐜ㸼

ᣦᑟဨの㓄⨨、県立学校㒊活動ᣦᑟဨ等の㈨㉁向ୖۑ

教ဨເ㞟ࣃンࢵࣞࣇトより

ᣑ ᩍ⫋ဨ➼◊ಟ事業 53,050

「教⫋ဨ人ᮦ育成基本方針」に基づき、教⫋ဨのࣕ࢟リスࢸージに応じて、計画的・⥅続的に

㈨㉁能力の向ୖを図るとともに、新たに◊ಟᒚṔグ㘓ࢩス࣒ࢸを活用した「新たな教ᖌの学び」を

支える◊ಟ体ไづくりを推進します。

ᐇ࣭ᙉࡢಟ◊ڦ

に向けた◊ಟの「全ての子どもたちの可能性を引きฟす個別最適な学びと協働的な学びの実現」ۑ

充実

等、⊂立行ᨻἲ人教⫋ဨ支援機構㸦NITS㸧山「す地域連携教育◊ಟࡊ組⧊的な取組の充実をめ」ۑ

口大学ࢭンターと連携した◊ಟの実施

᪂ࠕ᪂࡞ࡓᩍᖌࡢᏛࢆࠖࡧᨭࡿ࠼◊ಟయไ࡙ࡾࡃ

教ဨ◊ಟの高度化ࣔデル㛤発ۑ

◊ಟ観の㌿・ᐃ╔に向け、◊ಟのྜ⌮化・ຠ⋡化に㈨する取組の高度化ࣔデルを構⠏

・活動┠ᶆ㸦ウトプࢵト㸧㸸◊ಟ高度化の取組の進展

・成果┠ᶆ㸦ウト࣒࢝㸧㸸◊ಟ観の㌿・ᐃ╔の進展

の活用࣒ࢸスࢩಟᒚṔグ㘓◊ۑ

・令和５年度にᅜがࢩス࣒ࢸを㛤発し、県が当ヱࢩス࣒ࢸをヨ行㐠用

・「新たな教ᖌの学び」に向け、教ဨと⟶⌮⫋による積極的な対ヰと⟶⌮⫋による適ษな◊ಟཷ

講ዡບを㏻して、一人一人の教ဨの主体的・個別最適・協働的な学びを支援する。

Ӑ◊ಟᒚṔグ㘓ࢩス࣒ࢸの活用のイ࣓ージӑ

NITSと連携したᑓ㛛◊ಟ

㸺◊ಟࡢᇶᮏ᪉㔪㸼

ձ 教⫋ဨのࣕ࢟リスࢸージに応じて、計画的・⥅続的に㈨㉁

能⼒の向ୖを図る。

ղ 教⫋ဨ一人ࡦとりの適性や能⼒に応じてᑓ㛛性を高める。

ճ 学校の課題ゎỴに向けた組⧊的な学校㐠Ⴀを支援する。

մ 教育活動の推進に向けて、୰᰾となる人ᮦを育成する。

ᩥ㒊⛉学┬

㹐５に㛤発

◊ಟᒚṔグ㘓
࣒ࢸスࢩ

⟶⌮⫋
ᡤᒓの教ဨの
◊ಟᒚṔを㜀ぴ

教 ဨ

⮬㌟の
◊ಟᒚṔを㜀ぴ

◊ಟᒚṔをᡭがかりに
積極的に対ヰ
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㸵 Ᏻᚰ࣭Ᏻ࡞Ꮫᰯ࡙ࡢࡾࡃ᥎㐍
㸦༢㸸༓㸧

ᏛᰯᏳ⥲ྜ᥎㐍事業 4,618

「第３次山口県学校安全推進計画」を踏まえ、学校安全の取組を⥲ྜ的かつຠ果的に推進してい

くため、「防≢をྵむ⏕活安全」「㏻安全」「⅏ᐖ安全㸦防⅏㸧」の３㡿域において、学校・家庭・

地域・関係機関が一体となࡗた学校安全の取組等を実施します。

᥎㐍ࡢ⤌ྲྀࡃᇶ࡙⏬㸱次ᒣཱྀ┴ᏛᰯᏳ᥎㐍ィ➨ڦ
ྛ学校における安全☜ಖに向けた取組≧ἣの再᳨ドཬび、地域の実に応じた実ຠ性のある取

組のᅾり方についての◊ಟの実施
地域別学校安全推進◊ಟ会ۑ

㹙対  ㇟㹛බ・⚾立学校⟶⌮⫋・教⫋ဨ、ᕷ⏫教委、学校㐠Ⴀ協㆟会関係⪅等

㹙実施ෆᐜ㹛ྛ 地域で特色ある取組を実㊶している学校の発⾲、学校安全計画・༴機⟶⌮

マࢽュルなど学校安全に関する協㆟ 等

Ꮫᰯ㜵⅏⥲ྜ᥎㐍事業ࡢࡳࡿࡄᆅᇦڦ

大つᶍ⅏ᐖの発⏕に備え、学校が家庭・地域・関係機関との連携を強化するとともに、⅏ᐖ発

⏕時にඣ❺⏕ᚐが⮬らの安全☜ಖとの人ࠎや地域の安全に㈉⊩する力を育成

ンプࣕ࢟の防⅏ࡳを⏕かした地域ぐるࡳやまぐち型地域連携教育の組ۑ

活動講₇会ィࢸラン࣎本地㟈等の防⅏⇃ۑ

ーのὴ㐵ࢨイࣂࢻᑓ㛛家等と連携したฟ๓ᤵ業や学校防⅏ۑ

ᏳᚰᏳ⥲ྜ᥎㐍事業ࡢࡕࡓࡶᏊڦ

やまぐち型地域連携教育の組ࡳを⏕かした、学校・家庭・地域が連携した防≢をྵむ⏕活安

全や㏻安全の取組の実施

㹙対  ㇟㹛ඣ❺⏕ᚐ、ಖㆤ⪅、教⫋ဨ、地域ఫ民等

㹙実施ෆᐜ㹛学校㐠Ⴀ協㆟会等による㏻学㊰の安全点᳨・安全マࢵプづくり、学校安全

、ーのὴ㐵、㏻学㊰安全対策ྜྠ会㆟の㛤ദ、防≢教育◊ಟ会の実施ࢨイࣂࢻ

学校事ᨾ対応に係る◊ಟ会の実施

࠙ẁ࣎ールࢻࢵ࣋づくりࠚ

㑊㞴ᡤ⏕活について実⩦

࠙⡆᫆ᢸᯫづくりࠚ

地域ぐるࡳの防⅏ࣕ࢟ンプ

࠙༴㝤⟠ᡤ予 カ⦎ࠚ

ᑠ୰ྜྠKYTᤵ業

㸦༢㸸༓㸧

┴❧Ꮫᰯタᩚഛ事業㸦㛗ᑑࠊ⪏㟈ࠊ✵ㄪタഛᩚഛ➼㸧 1,067,901
安全でᛌ適な学⩦環境を整備するため、㛗ᑑ命化計画㸦個別施タ計画㸧に基づいた施タ整備や㠀

構㐀㒊ᮦの⪏㟈対策、✵ㄪ整備等を実施します。

ᐇࡢᩍ⫱⎔ቃࡿࡼタᩚഛڦ

㛗ᑑ命化対策実施校㸸ᒾᅜᕤ業高校、すி高校等ۑ

㠀構㐀㒊ᮦ⪏㟈対策実施校㸸山口㎰業高校、大ὠ⥳ὒ高校等ۑ

ㄪタ備整備実施校㸸県立高校等✵ۑ
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㸵 Ᏻᚰ࣭Ᏻ࡞Ꮫᰯ࡙ࡢࡾࡃ᥎㐍
㸦༢㸸༓㸧

ᏛᰯᏳ⥲ྜ᥎㐍事業 4,618

「第３次山口県学校安全推進計画」を踏まえ、学校安全の取組を⥲ྜ的かつຠ果的に推進してい

くため、「防≢をྵむ⏕活安全」「㏻安全」「⅏ᐖ安全㸦防⅏㸧」の３㡿域において、学校・家庭・

地域・関係機関が一体となࡗた学校安全の取組等を実施します。

᥎㐍ࡢ⤌ྲྀࡃᇶ࡙⏬㸱次ᒣཱྀ┴ᏛᰯᏳ᥎㐍ィ➨ڦ
ྛ学校における安全☜ಖに向けた取組≧ἣの再᳨ドཬび、地域の実に応じた実ຠ性のある取

組のᅾり方についての◊ಟの実施
地域別学校安全推進◊ಟ会ۑ

㹙対  ㇟㹛බ・⚾立学校⟶⌮⫋・教⫋ဨ、ᕷ⏫教委、学校㐠Ⴀ協㆟会関係⪅等

㹙実施ෆᐜ㹛ྛ 地域で特色ある取組を実㊶している学校の発⾲、学校安全計画・༴機⟶⌮

マࢽュルなど学校安全に関する協㆟ 等

Ꮫᰯ㜵⅏⥲ྜ᥎㐍事業ࡢࡳࡿࡄᆅᇦڦ

大つᶍ⅏ᐖの発⏕に備え、学校が家庭・地域・関係機関との連携を強化するとともに、⅏ᐖ発

⏕時にඣ❺⏕ᚐが⮬らの安全☜ಖとの人ࠎや地域の安全に㈉⊩する力を育成

ンプࣕ࢟の防⅏ࡳを⏕かした地域ぐるࡳやまぐち型地域連携教育の組ۑ

活動講₇会ィࢸラン࣎本地㟈等の防⅏⇃ۑ

ーのὴ㐵ࢨイࣂࢻᑓ㛛家等と連携したฟ๓ᤵ業や学校防⅏ۑ

ᏳᚰᏳ⥲ྜ᥎㐍事業ࡢࡕࡓࡶᏊڦ

やまぐち型地域連携教育の組ࡳを⏕かした、学校・家庭・地域が連携した防≢をྵむ⏕活安

全や㏻安全の取組の実施

㹙対  ㇟㹛ඣ❺⏕ᚐ、ಖㆤ⪅、教⫋ဨ、地域ఫ民等

㹙実施ෆᐜ㹛学校㐠Ⴀ協㆟会等による㏻学㊰の安全点᳨・安全マࢵプづくり、学校安全

、ーのὴ㐵、㏻学㊰安全対策ྜྠ会㆟の㛤ദ、防≢教育◊ಟ会の実施ࢨイࣂࢻ

学校事ᨾ対応に係る◊ಟ会の実施

࠙ẁ࣎ールࢻࢵ࣋づくりࠚ

㑊㞴ᡤ⏕活について実⩦

࠙⡆᫆ᢸᯫづくりࠚ

地域ぐるࡳの防⅏ࣕ࢟ンプ

࠙༴㝤⟠ᡤ予 カ⦎ࠚ

ᑠ୰ྜྠKYTᤵ業

㸦༢㸸༓㸧

┴❧Ꮫᰯタᩚഛ事業㸦㛗ᑑࠊ⪏㟈ࠊ✵ㄪタഛᩚഛ➼㸧 1,067,901
安全でᛌ適な学⩦環境を整備するため、㛗ᑑ命化計画㸦個別施タ計画㸧に基づいた施タ整備や㠀

構㐀㒊ᮦの⪏㟈対策、✵ㄪ整備等を実施します。

ᐇࡢᩍ⫱⎔ቃࡿࡼタᩚഛڦ

㛗ᑑ命化対策実施校㸸ᒾᅜᕤ業高校、すி高校等ۑ

㠀構㐀㒊ᮦ⪏㟈対策実施校㸸山口㎰業高校、大ὠ⥳ὒ高校等ۑ

ㄪタ備整備実施校㸸県立高校等✵ۑ

㸶 せ事業ࡢࡢࡑ
㸦༢㸸༓㸧㸦༢㸸༓㸧㸧

බ❧㧗➼Ꮫᰯ➼ᑵᏛᨭ事業 2,092,729

බ立高等学校等における教育に係る経済的㈇ᢸの㍍ῶを適ṇに行うため、ᅜのไ度にἢࡗて一

ᐃのᡤᚓไ㝈をタけたୖで、ᤵ業ᩱ┦当㢠としてᑵ学支援㔠等を支⤥します。

㧗➼Ꮫᰯ➼ᑵᏛᨭ㔠ڦ
㹙対 ㇟ ⪅㹛ୡᖏ年⣙910未満のୡᖏでබ立の高等学校、୰等教育学校㸦ᚋ期課⛬㸧にᅾ

学する⏕ᚐ
㹙支 ⤥ 㢠㹛全᪥ไ㸸9,900/᭶、ᐃ時ไ㸸900/᭶、㏻ಙไ㸸100/༢

ᑓᨷ⛉ಟᏛᨭ事業ڦ
㹙対 ㇟ ⪅㹛ୡᖏ年⣙380未満のୡᖏでබ立の高等学校ᑓᨷ⛉にᅾ学する⏕ᚐ
㹙支 ⤥ 㢠㹛ୡᖏ年⣙270未満 9,900/᭶

ୡᖏ年⣙270㹼380未満 4,950/᭶

ᅜබ❧㧗ᰯ⏕ዡᏛ⤥㔠事業 308,268

ᤵ業ᩱ௨እの教育㈝㈇ᢸの㍍ῶを図り、⏕ᚐが安心して教育をཷけられる環境を整備するため、

పᡤᚓୡᖏの⏕ᚐに対してዡ学のための⤥㔠を支⤥します。また、新型コロナウイルス感染症等

のᙳ㡪をཷけ、家計急変したୡᖏも対㇟とします。

㹙対 ㇟ ⪅㹛㐨ᗓ県民⛯・ᕷ⏫ᮧ民⛯ᡤᚓ㢠㠀課⛯ୡᖏでᅜබ立の高等学校㸦ᑓᨷ⛉ྵむ㸧、
୰等教育学校㸦ᚋ期課⛬㸧、高等ᑓ㛛学校㸦㸯㹼３学年㸧にᅾ学する⏕ᚐ

㹙対㇟経㈝㹛ᤵ業ᩱ௨እの教育に必要な経㈝㸦教⛉᭩㈝等㸧
㹙⤥年㢠㹛
ᅜࠔ㈇ᢸྜࠓ                                                        1/3 県2/3

ୡᖏ༊分 支⤥㢠

⏕活ಖㆤ
全 ᪥ ไ 等

32,300
㏻ ಙ ไ

㠀 課 ⛯
全᪥ไ等

第㸯子 117,100

第㸰子
㸦15 ṓ㸦୰学⏕を㝖く㸧௨ୖ 23 ṓ未満
のᢇ㣴されているᘵጜጒがいるୡᖏ㸧

143,700

㏻ ಙ ไ 50,500

ᑓᨷ⛉㸦⏕活ಖㆤ・㠀課⛯㸧 50,500

ᑵᏛዡບ㈝ 199,464

特別支援学校に㏻うඣ❺⏕ᚐのಖㆤ⪅等の経済的㈇ᢸを㍍ῶするため、ࡑの㈇ᢸ能力の⛬度に応じ、

ᅜのไ度にἢࡗて、ᑵ学のために必要な経㈝を支⤥します。

㹙対 ㇟ ⪅㹛特別支援学校にᅾ⡠するඣ❺⏕ᚐのಖㆤ⪅等

㹙対㇟経㈝㹛特別支援学校のᑵ学に必要な経㈝

㹙主な支⤥ෆᐜ等㹛                   ࠓ㈇ᢸྜࠔᅜ 1/2 県1/2 
経㈝༊分 支ᘚ༊分 支⤥㢠 経㈝༊分 支ᘚ༊分 支⤥㢠

学校⤥㣗㈝
Ϩ 実㈝ ಟ学᪑行㈝

㸦本人経㈝㸧
ͤୖ㝈あり

Ϩ 実㈝
ϩ 実㈝の1/2 ϩ 実㈝の1/2
Ϫ ̿ Ϫ ̿

㏻㈝
㸦本人経㈝㸧

Ϩ 実㈝
学用ရ㉎ධ㈝

ͤୖ㝈あり

Ϩ 実㈝
ϩ 実㈝ ϩ 実㈝の1/2
Ϫ 実㈝ Ϫ ̿
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ᕷ⏫ேᶒᩍ⫱᥎㐍事業㈝⿵ຓ事業 2,640

「県民一人ࡦとりの人ᶒがᑛ㔜された心㇏かな地域社会」の実現に向けて、人ᶒ教育に関ࢃる

学⩦機会の☜ಖ、充実にດめるため、ᕷ⏫で実施する人ᶒ教育に係る事業を支援し、ᕷ⏫と連携

を図ࡗた取組を推進します。

ຓ⿵ࡢㅮᗙ㛤タ事業ࡢࡵࡓࡿࡍ᥎㐍ࢆ⫱ேᶒᩍڦ

㹙対  ㇟㹛ᕷ⏫

㹙ෆ  ᐜ㹛ۑ広く地域ఫ民を対㇟とした◊ಟ

ᕷ⏫ෆをᕠᅇして行う◊ಟۑ      

体㦂・ὶ活動等を主とした◊ಟۑ      

ᣦᑟ⪅を㣴成するための◊ಟۑ      

┴❧Ꮫᰯ⤥㣗㈝ಀࡿ≀౯㧗㦐ᕪ㢠⿵ຓ事業 23,848

県立学校において、これまで㏻りのᰤ㣴ࣂランスや㔞をಖࡗた学校⤥㣗が実施されるよう、物価高

騰に伴う学校⤥㣗㈝の高騰に対応するため、引き続き、ಖㆤ⪅㈇ᢸの㍍ῶを┠的とした支援を実施し

ます。

ᨭࡿࡍᑐ㧗㦐ࡢ㈝Ꮫᰯ⤥㣗ࡢᏛᰯ❧┴ڦ

令和３年度ᮎから令和５年度ᮎまでに⤥㣗㈝の引ୖげの必要性が⏕じたሙྜに、ಖㆤ⪅㈇ᢸۑ

㢠が㍍ῶされるよう、支援を実施

㹙ᑐ㇟Ꮫᰯ㹛学校⤥㣗を実施している県立学校

県立୰学校、県立୰等教育学校㸦๓期課⛬㸧、

ᐃ時ไ課⛬ኪ㛫㒊を⨨く県立高等学校、県立特別支援学校

㹙ᑐ㇟⤒㈝㹛令和３年度ᮎから令和５年度ᮎまでの⤥㣗㈝の引ୖげに

伴うᕪ㢠

᪂ ≉ูᒎࡕࡄࡲࡸࠕ ⪃ྂ༤ࠖ㛤ദ㈝ 15,281

県立山口༤物㤋で、ᮾிᅜ立༤物㤋から用する㔛ᖐり㈨ᩱをはじめ、県ෆྛ地からฟᅵした㈗

㔜な⪃ྂ㈨ᩱを一ᇽに㞟め、山口県の㨩力をὶ・⏘業・ᨻの視点から発ಙする特別展を㛤ദし

ます。

㛤ദᮇ㛫  令和5年7᭶21᪥㸦㔠㸧㹼9᭶3᪥㸦᪥㸧㹙会期㸸36᪥㛫㹛ڦ

ᒎ♧ᵓᡂ  㸯ڦ ᮾジὶとᘺ⏕人の฿来

㸰 ࣖマト⋤ᶒと℩ᡞෆのྂቡ

３ ྂ代⏘業のඛ進地 ࿘防・㛗㛛

４ すのி 山口からୡ⏺㑇⏘ ⴗᇛ下⏫へ

りの⪃ྂ特別展㸧ࡪ山口県の㑇㊧発᥀成果を⤖㞟㸦⣙40年・ࠔࢁࡇࡳࠓ

・県ෆで発᥀されたඃရのᮾிᅜ立༤物㤋からの㔛ᖐり展♧㸦県ෆ初のつᶍ 13௳㸧  

・山口のṔྐと㨩力をㄒるရࠎを一ᣲබ㛤㸦ᅜ・県ᣦᐃᩥ化㈈をྵむ⣙100点㸧

ー等ࣙࢩるさと大によるトークࡩ㐃ᦠ  スタンプラリー、展♧、山口ࡢ➼ෆ㛵㐃タ┴ڦ
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ᕷ⏫ேᶒᩍ⫱᥎㐍事業㈝⿵ຓ事業 2,640

「県民一人ࡦとりの人ᶒがᑛ㔜された心㇏かな地域社会」の実現に向けて、人ᶒ教育に関ࢃる

学⩦機会の☜ಖ、充実にດめるため、ᕷ⏫で実施する人ᶒ教育に係る事業を支援し、ᕷ⏫と連携

を図ࡗた取組を推進します。

ຓ⿵ࡢㅮᗙ㛤タ事業ࡢࡵࡓࡿࡍ᥎㐍ࢆ⫱ேᶒᩍڦ

㹙対  ㇟㹛ᕷ⏫

㹙ෆ  ᐜ㹛ۑ広く地域ఫ民を対㇟とした◊ಟ

ᕷ⏫ෆをᕠᅇして行う◊ಟۑ      

体㦂・ὶ活動等を主とした◊ಟۑ      

ᣦᑟ⪅を㣴成するための◊ಟۑ      

┴❧Ꮫᰯ⤥㣗㈝ಀࡿ≀౯㧗㦐ᕪ㢠⿵ຓ事業 23,848

県立学校において、これまで㏻りのᰤ㣴ࣂランスや㔞をಖࡗた学校⤥㣗が実施されるよう、物価高

騰に伴う学校⤥㣗㈝の高騰に対応するため、引き続き、ಖㆤ⪅㈇ᢸの㍍ῶを┠的とした支援を実施し

ます。

ᨭࡿࡍᑐ㧗㦐ࡢ㈝Ꮫᰯ⤥㣗ࡢᏛᰯ❧┴ڦ

令和３年度ᮎから令和５年度ᮎまでに⤥㣗㈝の引ୖげの必要性が⏕じたሙྜに、ಖㆤ⪅㈇ᢸۑ

㢠が㍍ῶされるよう、支援を実施

㹙ᑐ㇟Ꮫᰯ㹛学校⤥㣗を実施している県立学校

県立୰学校、県立୰等教育学校㸦๓期課⛬㸧、

ᐃ時ไ課⛬ኪ㛫㒊を⨨く県立高等学校、県立特別支援学校

㹙ᑐ㇟⤒㈝㹛令和３年度ᮎから令和５年度ᮎまでの⤥㣗㈝の引ୖげに

伴うᕪ㢠

᪂ ≉ูᒎࡕࡄࡲࡸࠕ ⪃ྂ༤ࠖ㛤ദ㈝ 15,281

県立山口༤物㤋で、ᮾிᅜ立༤物㤋から用する㔛ᖐり㈨ᩱをはじめ、県ෆྛ地からฟᅵした㈗

㔜な⪃ྂ㈨ᩱを一ᇽに㞟め、山口県の㨩力をὶ・⏘業・ᨻの視点から発ಙする特別展を㛤ദし

ます。

㛤ദᮇ㛫  令和5年7᭶21᪥㸦㔠㸧㹼9᭶3᪥㸦᪥㸧㹙会期㸸36᪥㛫㹛ڦ

ᒎ♧ᵓᡂ  㸯ڦ ᮾジὶとᘺ⏕人の฿来

㸰 ࣖマト⋤ᶒと℩ᡞෆのྂቡ

３ ྂ代⏘業のඛ進地 ࿘防・㛗㛛

４ すのி 山口からୡ⏺㑇⏘ ⴗᇛ下⏫へ

りの⪃ྂ特別展㸧ࡪ山口県の㑇㊧発᥀成果を⤖㞟㸦⣙40年・ࠔࢁࡇࡳࠓ

・県ෆで発᥀されたඃရのᮾிᅜ立༤物㤋からの㔛ᖐり展♧㸦県ෆ初のつᶍ 13௳㸧  

・山口のṔྐと㨩力をㄒるရࠎを一ᣲබ㛤㸦ᅜ・県ᣦᐃᩥ化㈈をྵむ⣙100点㸧

ー等ࣙࢩるさと大によるトークࡩ㐃ᦠ  スタンプラリー、展♧、山口ࡢ➼ෆ㛵㐃タ┴ڦ

  

℄ ʙಅɟᚁ

策ྡ 事業ྡ 㡫

䐟䜻䝱䝸䜰教育の推進
新業䛛䜙学䜆䟿ᑓ㛛高校䜹ー䝪ン䝙䝳ート䝷ル䝥ロ䝆䜵クト䛆ᥖ䛇
䜻䝱䝸䜰教育⥲ྜ推進事業

31 
  

䐠主య的・対ヰ的䛷深
い学びの実⌧にྥけ䛯
学⩦ᣦᑟの充実

新ḟୡ௦の教育⎔ቃ䝕䝆䝍ル推進事業䛆ᥖ䛇
拡やまぐちスマートスクール構想推進事業䛆ᥖ䛇
㐟び・㐠ື大ዲ䛝䟿యຊྥୖ推進事業䛆ᥖ䛇
学びにྥ䛛䛖やまぐち䛳Ꮚ育ᡂ推進事業䛆ᥖ䛇
新業䛛䜙学䜆䟿ᑓ㛛高校䜹ー䝪ン䝙䝳ート䝷ル䝥ロ䝆䜵クト䛆ᥖ䛇
新やまぐちのᮍ来䜢る䟿䝣ロント䝷ンナー育ᡂ事業䛆ᥖ䛇
やまぐち⇲め䛝䝃イ䜶ンス事業䛆ᥖ䛇
᫂᪥のやまぐち䜢ᢸ䛖⏘業ேᮦ育ᡂ事業䛆ᥖ䛇
学⩦ᣦᑟ要㡿㊃᪨ᚭᗏ事業
㐨ᚨ教育⯆事業
学ຊྥୖ等ᨭ員の㓄⨨

32 

䐡䜾ロー䝞ルにά㌍
䛧䚸イ䝜ベー䝅䝵ン䜢ᢸ䛖
ேᮦの育ᡂ

ඣ❺⏕ᚐのⱥㄒຊྥୖ事業
ᅜ㝿ὶᨭ員に䜘るᅜ㝿ὶ推進事業
新Ohana䟿䝝䝽イὶ䝥ロ䜾䝷䝮
ඣ❺⏕ᚐᑦ༡㐨ዲ┦ὶ事業
እᅜ㟷ᖺⱥㄒᣦᑟ事業                                                
ᑠ学校ⱥㄒᑓ⛉教員の㓄⨨
ᮾ㒊ᆅᇦ䜾ロー䜹ルேᮦ育ᡂ事業䛆ᥖ䛇

䐢進㊰ᣦᑟの充実

やまぐちのάຊ䜢ᨭえる高校⏕ᑵ⫋ᨭ事業䛆ᥖ䛇
新やまぐちのᮍ来䜢る䟿䝣ロント䝷ンナー育ᡂ事業䛆ᥖ䛇
やまぐちのᮍ来䜈つなぐ高大㐃ᦠ事業
進学ᨭ推進㈝

33 

䐣ㄞ᭩άືの推進 Ꮚ䛹䜒ㄞ᭩ᨭ䝉ン䝍ー⤒㈝

䐤学校におけるேᶒ教
育の推進

ேᶒ教育ㄪᰝ◊✲事業
学校ேᶒ教育推進事業

䐥いじめ・不登校等⏕ᚐ
ᣦᑟୖのㅖㄢ㢟䜈のྲྀ
⤌の充実

᪂୰Ꮫᰯཬࡧ㧗ᰯ㸮ᖺ⏕ࡢࡽᩍ⫱┦ㄯ事業࠙ᥖࠚ
いじめ・不登校等対策ᙉ事業䛆ᥖ䛇
スクールロイ䝲ーά⏝事業
教育┦ㄯ実事業
⏕ᚐᣦᑟ・┦ㄯయไ充実ᙉの䛯めの教員㓄⨨

䐦యຊྥୖの推進
㐟び・㐠ື大ዲ䛝䟿యຊྥୖ推進事業䛆ᥖ䛇
学校య育ᣦᑟ㈝

䐧㣗育の推進 㣗に㛵䛩るᣦᑟᬑཬ事業䠄ಖ⟶⌮ᣦᑟ㈝䠅 34 

䐨ᗣ教育の推進 ಖ⟶⌮ᣦᑟ㈝

䐩≉ูᨭ教育の推進

やまぐちのάຊ䜢ᨭえる高校⏕ᑵ⫋ᨭ事業䛆ᥖ䛇
᫂᪥のやまぐち䜢ᢸ䛖⏘業ேᮦ育ᡂ事業䛆ᥖ䛇
インクルー䝅䝤教育䝅ス䝔䝮推進事業䛆ᥖ䛇
䜻䝱䝸䜰教育⥲ྜ推進事業䛆ᥖ䛇
≉ูᨭ教育䝉ン䝍ー⟶⌮㐠Ⴀ㈝
㏻学対策㈝
ᆅᇦコー䝕䜱䝛ー䝍ーの㓄⨨
⥲ྜᨭᏛᰯ㹔㹐ά⏝事業䛆ᥖ䛇

  

䐪ᗂඣ期におけるྲྀ⤌
の充実

ஙᗂඣࡕ⫱ࡢᏛࡧᨭ事業䛆ᥖ䛇
ᗂඣ教育充実事業
ᗂඣ教育の㉁のྥୖ推進事業
㐟び・㐠ື大ዲ䛝䟿యຊྥୖ推進事業䛆ᥖ䛇

35 

䐫ᑡேᩘ教育の推進
ᑠ１䝥ロ䝤䝺䝮ゎᾘの䛯めの３０ே学⣭ຍ㓄教員㓄⨨
３䠑ே学⣭㛵㐃事業

１ ▱・ᚨ・యのㄪの䛸䜜䛯教育の推進

予算 ─ 29 ─



策ྡ 事業ྡ 㡫

䐬ᆅᇦ㐃ᦠ教育の充実

新ᆅᇦ㐃ᦠ教育ຍ㏿事業䛆ᥖ䛇
ᆅᇦ教育ຊ᪥本一推進事業䛆ᥖ䛇
県立学校コ䝭䝳䝙䝔䜱・スクール推進事業䛆ᥖ䛇
「䜅䜜䛒いክ㏻ಙ」㓄ಙ事業   

䐭ᐙᗞ教育ᨭの充実 ᆅᇦ教育ຊ᪥本一推進事業䛆ᥖ䛇

䐮♫会教育タ等䜢ά⏝䛧
䛯教育の充実

新ᆅᇦ䛸㐃ᦠ䛧䛯䝸䜰ルなయ㦂άື充実事業䛆ᥖ䛇
༤≀㤋学校ᆅᇦ㐃ᦠ教育ᨭ事業
䝃イ䜶ンスやまぐち 2023㛤ദ㈝
新≉ูᒎ「やまぐち 大考ྂ༤」㛤ദ㈝䛆ᥖ䛇

36 

  

策ྡ 事業ྡ 㡫

䐯ே⏕１００ᖺ௦䜢ぢᤣ
え䛯⏕ᾭ学⩦の充実

⏕ᾭ学⩦推進యไᩚഛ事業
ᅗ᭩㤋㈨ᩱ充実事業

䐰ᆅᇦ♫会におけるேᶒ
教育の推進

ᕷ⏫ேᶒ教育推進事業㈝⿵ຓ事業
ேᶒ教育ど⫈ぬ㈨ᩱᩚഛ事業
♫会ேᶒ教育推進事業

䐲ᩥに䜅䜜䛒いぶ䛧䜐
⎔ቃづく䜚の推進

学校ⱁ⾡ᩥ䜅䜜䛒い事業
୰学⏕ᩥάືάᛶ事業
高等学校⥲ྜᩥ⚍推進㈝

37 

䞡「㍤く䚸ክ䛒䜅䜜るス䝫ー
䝒ඖẼ県やまぐち」の実⌧
にྥけ䛯ྲྀ⤌の推進

新やまぐち㒊άືᨵ㠉推進事業䛆ᥖ䛇
㐟び・㐠ື大ዲ䛝䟿యຊྥୖ推進事業䛆ᥖ䛇
୰学校୰ᅜ大会ᅜ大会ὴ㐵㈝
୰学校高等学校య育大会㛤ദ㈝
ᅜ高等学校య育大会ὴ㐵㈝

策ྡ 事業ྡ 㡫

䞢教育タ・タഛのᩚഛ䚸
教育⎔ቃのྥୖ

教育 ICT⟶⌮㐠Ⴀ㈝䛆ᥖ䛇
県立学校タᩚഛ事業䛆ᥖ䛇
⏘業教育タഛᩚഛ㈝
⌮⛉ᩘ学教育タഛ㈝
ᮾ㒊ᆅᇦ高校教育ᨭ事業

38

   

䞣学校Ᏻの推進 学校Ᏻ⥲ྜ推進事業䛆ᥖ䛇

䞤学校におけるാ䛝方ᨵ㠉
の推進

教員業ົᨭ員㓄⨨事業䛆ᥖ䛇
学校⟶⌮ᣦᑟ㈝
⤫ྜ型校ົᨭ䝅ス䝔䝮⟶⌮㐠Ⴀ㈝䛆ᥖ䛇
新やまぐち㒊άືᨵ㠉推進事業䛆ᥖ䛇
やまぐち㒊άືᛂ事業䛆ᥖ䛇

  

  39 

䞥教⫋員の㈨㉁⬟ຊのྥୖ

ஙᗂඣࡕ⫱ࡢᏛࡧᨭ事業䛆ᥖ䛇
ᗂඣ教育の㉁のྥୖ推進事業䛆ᥖ䛇
教員㈨㉁⬟ຊྥୖ推進事業
教⫋員ᐃᩘ
教員ேᮦ☜ಖの推進
新ேづく䜚䜢ᨭえる教ᖌ☜ಖ推進事業䛆ᥖ䛇
拡教⫋員等◊ಟ事業䛆ᥖ䛇
初௵⪅・୰ሀ教ㅍ等㈨㉁ྥୖ◊ಟ事業
⥲ྜ教育ᨭ䝉ン䝍ー⟶⌮㐠Ⴀ㈝

  

  

䞦校✀㛫㐃ᦠ・一㈏教育の
推進

新ᆅᇦ㐃ᦠ教育ຍ㏿事業䛆ᥖ䛇
ᆅᇦ教育ຊ᪥本一推進事業䛆ᥖ䛇
ᑠ１䝥ロ䝤䝺䝮ゎᾘの䛯めの３０ே学⣭ຍ㓄教員㓄⨨䛆ᥖ䛇
３䠑ே学⣭㛵㐃事業䛆ᥖ䛇
ᗂඣ教育充実事業䛆ᥖ䛇

40

  

䞧ከᵝな学びの䝙ー䝈に
ᛂえる≉Ⰽ䛒る学校づく䜚

県立学校タᩚഛ事業䛆ᥖ䛇
ᑠ୰学校᪥本ㄒᣦᑟᨭ員㓄⨨事業
新᪥本ㄒ教育ᨭయไᩚഛ事業

䞩ಟ学ᨭの充実

新県立高等学校⦅にಀる㐲㊥㞳㏻学ᨭ事業䛆ᥖ䛇
බ立高等学校等ᑵ学ᨭ事業䛆ᥖ䛇
ᅜබ立高校⏕ዡ学⤥㔠事業䛆ᥖ䛇
県立高校⏕等ዡ学事業
㞳ᓥ高校⏕ಟ学ᨭ事業                                         
ᐃไ㏻ಙ教育教⛉᭩等⤥事業

  

４ ㇏䛛な学び䜢ᨭえる教育⎔ቃの充実

２ 学校・ᐙᗞ・ᆅᇦが㐃ᦠ・༠ാ䛧䛯教育の推進

３ ⏕ᾭ䜢㏻じ䛯学びの充実

予算 ─ 30 ─



策ྡ 事業ྡ 㡫

䐬ᆅᇦ㐃ᦠ教育の充実

新ᆅᇦ㐃ᦠ教育ຍ㏿事業䛆ᥖ䛇
ᆅᇦ教育ຊ᪥本一推進事業䛆ᥖ䛇
県立学校コ䝭䝳䝙䝔䜱・スクール推進事業䛆ᥖ䛇
「䜅䜜䛒いክ㏻ಙ」㓄ಙ事業   

䐭ᐙᗞ教育ᨭの充実 ᆅᇦ教育ຊ᪥本一推進事業䛆ᥖ䛇

䐮♫会教育タ等䜢ά⏝䛧
䛯教育の充実

新ᆅᇦ䛸㐃ᦠ䛧䛯䝸䜰ルなయ㦂άື充実事業䛆ᥖ䛇
༤≀㤋学校ᆅᇦ㐃ᦠ教育ᨭ事業
䝃イ䜶ンスやまぐち 2023㛤ദ㈝
新≉ูᒎ「やまぐち 大考ྂ༤」㛤ദ㈝䛆ᥖ䛇

36 

  

策ྡ 事業ྡ 㡫

䐯ே⏕１００ᖺ௦䜢ぢᤣ
え䛯⏕ᾭ学⩦の充実

⏕ᾭ学⩦推進యไᩚഛ事業
ᅗ᭩㤋㈨ᩱ充実事業

䐰ᆅᇦ♫会におけるேᶒ
教育の推進

ᕷ⏫ேᶒ教育推進事業㈝⿵ຓ事業
ேᶒ教育ど⫈ぬ㈨ᩱᩚഛ事業
♫会ேᶒ教育推進事業

䐲ᩥに䜅䜜䛒いぶ䛧䜐
⎔ቃづく䜚の推進

学校ⱁ⾡ᩥ䜅䜜䛒い事業
୰学⏕ᩥάືάᛶ事業
高等学校⥲ྜᩥ⚍推進㈝

37 

䞡「㍤く䚸ክ䛒䜅䜜るス䝫ー
䝒ඖẼ県やまぐち」の実⌧
にྥけ䛯ྲྀ⤌の推進

新やまぐち㒊άືᨵ㠉推進事業䛆ᥖ䛇
㐟び・㐠ື大ዲ䛝䟿యຊྥୖ推進事業䛆ᥖ䛇
୰学校୰ᅜ大会ᅜ大会ὴ㐵㈝
୰学校高等学校య育大会㛤ദ㈝
ᅜ高等学校య育大会ὴ㐵㈝

策ྡ 事業ྡ 㡫

䞢教育タ・タഛのᩚഛ䚸
教育⎔ቃのྥୖ

教育 ICT⟶⌮㐠Ⴀ㈝䛆ᥖ䛇
県立学校タᩚഛ事業䛆ᥖ䛇
⏘業教育タഛᩚഛ㈝
⌮⛉ᩘ学教育タഛ㈝
ᮾ㒊ᆅᇦ高校教育ᨭ事業

38

   

䞣学校Ᏻの推進 学校Ᏻ⥲ྜ推進事業䛆ᥖ䛇

䞤学校におけるാ䛝方ᨵ㠉
の推進

教員業ົᨭ員㓄⨨事業䛆ᥖ䛇
学校⟶⌮ᣦᑟ㈝
⤫ྜ型校ົᨭ䝅ス䝔䝮⟶⌮㐠Ⴀ㈝䛆ᥖ䛇
新やまぐち㒊άືᨵ㠉推進事業䛆ᥖ䛇
やまぐち㒊άືᛂ事業䛆ᥖ䛇

  

  39 

䞥教⫋員の㈨㉁⬟ຊのྥୖ

ஙᗂඣࡕ⫱ࡢᏛࡧᨭ事業䛆ᥖ䛇
ᗂඣ教育の㉁のྥୖ推進事業䛆ᥖ䛇
教員㈨㉁⬟ຊྥୖ推進事業
教⫋員ᐃᩘ
教員ேᮦ☜ಖの推進
新ேづく䜚䜢ᨭえる教ᖌ☜ಖ推進事業䛆ᥖ䛇
拡教⫋員等◊ಟ事業䛆ᥖ䛇
初௵⪅・୰ሀ教ㅍ等㈨㉁ྥୖ◊ಟ事業
⥲ྜ教育ᨭ䝉ン䝍ー⟶⌮㐠Ⴀ㈝

  

  

䞦校✀㛫㐃ᦠ・一㈏教育の
推進

新ᆅᇦ㐃ᦠ教育ຍ㏿事業䛆ᥖ䛇
ᆅᇦ教育ຊ᪥本一推進事業䛆ᥖ䛇
ᑠ１䝥ロ䝤䝺䝮ゎᾘの䛯めの３０ே学⣭ຍ㓄教員㓄⨨䛆ᥖ䛇
３䠑ே学⣭㛵㐃事業䛆ᥖ䛇
ᗂඣ教育充実事業䛆ᥖ䛇

40

  

䞧ከᵝな学びの䝙ー䝈に
ᛂえる≉Ⰽ䛒る学校づく䜚

県立学校タᩚഛ事業䛆ᥖ䛇
ᑠ୰学校᪥本ㄒᣦᑟᨭ員㓄⨨事業
新᪥本ㄒ教育ᨭయไᩚഛ事業

䞩ಟ学ᨭの充実

新県立高等学校⦅にಀる㐲㊥㞳㏻学ᨭ事業䛆ᥖ䛇
බ立高等学校等ᑵ学ᨭ事業䛆ᥖ䛇
ᅜබ立高校⏕ዡ学⤥㔠事業䛆ᥖ䛇
県立高校⏕等ዡ学事業
㞳ᓥ高校⏕ಟ学ᨭ事業                                         
ᐃไ㏻ಙ教育教⛉᭩等⤥事業

  

４ ㇏䛛な学び䜢ᨭえる教育⎔ቃの充実

２ 学校・ᐙᗞ・ᆅᇦが㐃ᦠ・༠ാ䛧䛯教育の推進

３ ⏕ᾭ䜢㏻じ䛯学びの充実

㸺㸯 ▱࣭ᚨ࣭యࡢㄪࡓࢀࡢᩍ⫱ࡢ᥎㐍㸼

施策ྡ 事業ྡ 予算㢠 事業のᴫ要

①キャリア教

育の推進

新業から学ࡪ㸟ᑓ㛛

高校࢝ー࣎ンࢽュート

ラルプロジ࢙クト   

[高校教育課]

5,393 ࠙再掲17㡫ࠚ

教育⥲ྜ推進リࣕ࢟

事業   

[高校教育課]

[⩏ົ教育課]

[特別支援教育推進ᐊ]

2,308 、会㆟の㛤ദにより、ዲ事のඹ᭷等、学校、家庭ࠐ

地域、⏘業⏺等の連携強化をಁ進

プを実施ࢵࢩ体㦂型や地域活性型のインターンࠐ

②主体的・対話

的で深い学び

の実現に向け

た学習指導の

充実

新次ୡ代の教育環境デ

ジタル化推進事業

 [教育ሗ化推進ᐊ]

58,898 ࠙再掲4㡫ࠚ

拡やまぐちスマートス

クール構想推進事業

 [教育ሗ化推進ᐊ]

164,092 ࠙再掲5㡫ࠚ

࠙再掲7㡫ࠚ

㐟び・㐠動大ዲき㸟

体力向ୖ推進事業

㹙学校安全・体育課㹛

10,400 ࠙再掲6㡫ࠚ

࠙再掲22㡫ࠚ

学びに向かうやまぐち

子育成推進事業ࡗ

[⩏ົ教育課]

9,329 ࠙再掲6㡫ࠚ

࠙再掲20㡫ࠚ

新業から学ࡪ㸟ᑓ㛛

高校࢝ー࣎ンࢽュート

ラルプロジ࢙クト   

[高校教育課]

5,393 ࠙再掲17㡫ࠚ

新やまぐちの未来を

る㸟ࣇロントランナー

育成事業

[高校教育課]

12,356 ࠙再掲8㡫ࠚ

࠙再掲19㡫ࠚ

やまぐち⇲めきࢧイ࢚

ンス事業

[高校教育課]

9,180 ࠙再20㡫ࠚ

᫂᪥のやまぐちをᢸう

⏘業人ᮦ育成事業

[高校教育課]

[特別支援教育推進ᐊ]

4,332 ࠙再掲7㡫ࠚ

ᑓ㛛高校等において実㊶的な▱㆑・ᢏ⾡の⩦ᚓۑ

を図ることにより、将来の県ෆ⏘業を支える人

ᮦを育成

学⩦ᣦᑟ要㡿㊃᪨ᚭᗏ

事業

[⩏ົ教育課]

3,656 学⩦ᣦᑟ要㡿の㊃᪨を踏まえた取組の推進ۑ

㸦༢㸸༓㸧

予算 ─ 31 ─



施策ྡ 事業ྡ 予算㢠 事業のᴫ要

②主体的・対話

的で深い学び

の実現に向け

た学習指導の

充実

㐨ᚨ教育⯆事業

㸦ඣ❺⏕ᚐ学⩦活動充実事業㸧

[⩏ົ教育課]

[高校教育課]

8,450 ク࢙プロジ「子の心を育む㐨ᚨ教育ࡗやまぐち」ۑ

ト推進校による取組㸦17校㸧

㐨ᚨ⛉のᤵ業改ၿに向けた県స成㈨ᩱを活用しۑ

た◊ಟの充実

学力向ୖ等支援ဨの㓄

⨨

㹙⩏ົ教育課]

[特別支援教育推進ᐊ]

⤥㈝ 学力向ୖに向けた個別ᣦᑟなど、きめ⣽かなᣦۑ

ᑟを充実させるため、㠀ᖖ講ᖌを㓄⨨

学力向ୖ等支援、特別支援教育支援ۃ

ĮǰȭȸȐȫ

にƠŴǤȎ

șȸǷȧȳǛ

ਃƏʴの育



ඣ❺⏕ᚐのⱥㄒ力向ୖ

事業

[⩏ົ教育課]

7,398 ᣦᐃ校による取組と成果のᬑཬ✲◊✀ྛۑ

課題ゎỴのための◊ಟ会の㛤ദと成果のᬑཬۑ

ⱥㄒ教育推進体ไの充実ۑ

ᅜ㝿ὶ支援ဨによる

ᅜ㝿ὶ推進事業

[⩏ົ教育課]

77,530 基地࿘㎶地域のᕷ⏫立୰学校等へのᅜ㝿ὶ支ۑ

援ဨの㓄⨨を支援

新 Ohana!࣡ࣁイὶプ

ログラ࣒

[高校教育課]

1,971 ࠙再掲18㡫ࠚ

ඣ❺⏕ᚐᑦ༡㐨ዲ

┦ὶ事業

㸦ඣ❺⏕ᚐ学⩦活動充実事業㸧

[教育ᨻ策課]

[高校教育課]

850 プ㸦教育㛗、教育┘㸧ࢵ山口県・ᑦ༡㐨のトۑ

による会ㄯ

┤県立高等学校等の⏕ᚐとᑦ༡㐨高校⏕とのۑ

᥋ὶ体㦂を実施

እᅜ㟷年ⱥㄒᣦᑟ事業

[高校教育課]

117,810 ࢳィーࢸ・࣒ィーࢸ全県立学校で㸿㹊Ｔによるۑ

ングなどの活動を㏻じたⱥㄒ教育の改ၿ・充実

とᅜ㝿教育の推進

ᑠ学校ⱥㄒᑓ⛉教ဨの

㓄⨨

[⩏ົ教育課]

⤥㈝ ᑓ⛉教ဨのᑓ㛛性に基づくእᅜㄒの学⩦ᣦᑟをࠐ

行うため、ⱥㄒに関するᑓ㛛的な▱㆑・ᢏ能をも

⨨た教ㅍを県ෆのࣔデル校に㓄ࡗ

ᮾ㒊地域グロー࢝ル人

ᮦ育成事業

    [高校教育課]

108,110 ࠙再掲18㡫ࠚ

į進ែ指導の

充実

やまぐちの活力を支え

る高校⏕ᑵ⫋支援事業

[高校教育課]

[特別支援教育推進ᐊ]

41,968 ࠙再掲18㡫ࠚ

新やまぐちの未来を

る㸟ࣇロントランナー

育成事業

[高校教育課]

12,356 ࠙再掲8㡫ࠚ

࠙再掲19㡫ࠚ
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施策ྡ 事業ྡ 予算㢠 事業のᴫ要

②主体的・対話

的で深い学び

の実現に向け

た学習指導の

充実

㐨ᚨ教育⯆事業

㸦ඣ❺⏕ᚐ学⩦活動充実事業㸧

[⩏ົ教育課]

[高校教育課]

8,450 ク࢙プロジ「子の心を育む㐨ᚨ教育ࡗやまぐち」ۑ

ト推進校による取組㸦17校㸧

㐨ᚨ⛉のᤵ業改ၿに向けた県స成㈨ᩱを活用しۑ

た◊ಟの充実

学力向ୖ等支援ဨの㓄

⨨

㹙⩏ົ教育課]

[特別支援教育推進ᐊ]

⤥㈝ 学力向ୖに向けた個別ᣦᑟなど、きめ⣽かなᣦۑ

ᑟを充実させるため、㠀ᖖ講ᖌを㓄⨨

学力向ୖ等支援、特別支援教育支援ۃ

ĮǰȭȸȐȫ

にƠŴǤȎ

șȸǷȧȳǛ

ਃƏʴの育



ඣ❺⏕ᚐのⱥㄒ力向ୖ

事業

[⩏ົ教育課]

7,398 ᣦᐃ校による取組と成果のᬑཬ✲◊✀ྛۑ

課題ゎỴのための◊ಟ会の㛤ദと成果のᬑཬۑ

ⱥㄒ教育推進体ไの充実ۑ

ᅜ㝿ὶ支援ဨによる

ᅜ㝿ὶ推進事業

[⩏ົ教育課]

77,530 基地࿘㎶地域のᕷ⏫立୰学校等へのᅜ㝿ὶ支ۑ

援ဨの㓄⨨を支援

新 Ohana!࣡ࣁイὶプ

ログラ࣒

[高校教育課]

1,971 ࠙再掲18㡫ࠚ

ඣ❺⏕ᚐᑦ༡㐨ዲ

┦ὶ事業

㸦ඣ❺⏕ᚐ学⩦活動充実事業㸧

[教育ᨻ策課]

[高校教育課]

850 プ㸦教育㛗、教育┘㸧ࢵ山口県・ᑦ༡㐨のトۑ

による会ㄯ

┤県立高等学校等の⏕ᚐとᑦ༡㐨高校⏕とのۑ

᥋ὶ体㦂を実施

እᅜ㟷年ⱥㄒᣦᑟ事業

[高校教育課]

117,810 ࢳィーࢸ・࣒ィーࢸ全県立学校で㸿㹊Ｔによるۑ

ングなどの活動を㏻じたⱥㄒ教育の改ၿ・充実

とᅜ㝿教育の推進

ᑠ学校ⱥㄒᑓ⛉教ဨの

㓄⨨

[⩏ົ教育課]

⤥㈝ ᑓ⛉教ဨのᑓ㛛性に基づくእᅜㄒの学⩦ᣦᑟをࠐ

行うため、ⱥㄒに関するᑓ㛛的な▱㆑・ᢏ能をも

⨨た教ㅍを県ෆのࣔデル校に㓄ࡗ

ᮾ㒊地域グロー࢝ル人

ᮦ育成事業

    [高校教育課]

108,110 ࠙再掲18㡫ࠚ

į進ែ指導の

充実

やまぐちの活力を支え

る高校⏕ᑵ⫋支援事業

[高校教育課]

[特別支援教育推進ᐊ]

41,968 ࠙再掲18㡫ࠚ

新やまぐちの未来を

る㸟ࣇロントランナー

育成事業

[高校教育課]

12,356 ࠙再掲8㡫ࠚ

࠙再掲19㡫ࠚ

施策ྡ 事業ྡ 予算㢠 事業のᴫ要

į進ែ指導の

充実

やまぐちの未来へつな

ぐ高大連携事業

[高校教育課]

2,092 高校⏕等が県ෆ大学等をゼၥしたり、県ෆ大学ࠐ

⏕等が高等学校等をゼၥしたりする୰で、県ෆ

大学等の㨩力やよさについて⌮ゎを深める取組

を実施

進学支援推進㈝

[高校教育課]

1,813 ィࢸリジナリ࢜学校が実施する、進学に関するྛۑ

あࡩれる取組の支援

İᛠѣの

推進

子どもㄞ᭩支援ࢭン

ター経㈝

㸦図᭩㤋⟶⌮㐠Ⴀ㈝㸧

[学校㐠Ⴀ・施タ整備ᐊ]

[地域連携教育推進課]

442 ンターによる支援の充実ࢭ子どもㄞ᭩支援ۑ

ı学ఄにƓけ

ǔʴೌ教育の

推進

人ᶒ教育ㄪᰝ◊✲事業

[人ᶒ教育課]

1,486 ・な人ᶒ課題等に対応した◊ಟ㈨ᩱのస成ࠎ様ۑ

㓄やᣦᑟ⪅㣴成◊ಟの実施

人ᶒに関するඣ❺⏕ᚐసရのເ㞟・⾲ᙲۑ

学校人ᶒ教育推進事業

[人ᶒ教育課]

3,585 学校教育におけるᣦᑟ⪅の㣴成ۑ

校✀や㺕㺊㺶㺏㺛㺡㺎㺚㺼に応じた教⫋ဨ◊ಟの実施

✲◊地域との連携に基づく人ᶒ教育のۑ

  地域ཬび学校において⥲ྜ的に◊✲を行い、ᣦᑟෆ

ᐜやᣦᑟ方ἲを㛤発

ĲいơǊ・ɧႇ

ఄሁဃࢻ指導

ɥのᜂᛢ᫆ǁ

のӕኵの充実

新୰学校ཬび高校㸮年

⏕からの教育┦ㄯ事業

[学校安全・体育課]

26,147 ࠙再掲9㡫ࠚ

࠙再掲11㡫ࠚ

いじめ・不登校等対策

強化事業

[学校安全・体育課]

182,803 ࠙再掲9㡫ࠚ

࠙再掲11㡫ࠚ

スクールロイࣖー活用

事業

[学校安全・体育課]

596 学校からのἲ的┦ㄯへの対応ۑ
ἲ的ഃ㠃からのいじめ予防等に関するᤵ業㸦බۑ
立୰・高等学校を対㇟㸧の実施

学校の適ษないじめ対応等の教⫋ဨ◊ಟۑ

教育┦ㄯ実施事業

[教⫋ဨ課]

13,006 ンターで、課題等をᢪࢭやまぐち⥲ྜ教育支援ۑ

える子どもやぶ、教育現ሙへᑓ㛛的支援を実施

㟁ヰ┦ㄯやᑓ㛛家による個別┦ㄯの実施ۃ

⏕ᚐᣦᑟ・┦ㄯ体ไ充

実強化のための教ဨ㓄

⨨   [⩏ົ教育課]

[学校安全・体育課]

⤥㈝ ⨨ඣ❺⏕ᚐ支援加㓄教ဨの㓄ۑ

ၥ題行動等への対応がᅔ㞴なᑠ・୰学校に㓄⨨

⨨ᚐᣦᑟ緊急加㓄教ဨの㓄⏕ۑ

  ၥ題行動の早期ゎỴを図るᑠ・୰学校に年度㏵୰㓄⨨

ĳ体щ向ɥの

推進

㐟び・㐠動大ዲき㸟体

力向ୖ推進事業

[学校安全・体育課]

10,400 ࠙再掲6㡫ࠚ

࠙再掲22㡫ࠚ

学校体育ᣦᑟ㈝

[学校安全・体育課]

6,096 校✀における教ဨのᣦᑟ力ཬび㈨㉁向ୖを図ྛۑ

ることを┠的に、እ㒊ᣦᑟ⪅のὴ㐵やྛ✀◊ಟ

会を実施
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施策ྡ 事業ྡ 予算㢠 事業のᴫ要

Ĵ育の推進 㣗に関するᣦᑟᬑཬ事

業㸦ಖ健⟶⌮ᣦᑟ㈝㸧

[学校安全・体育課]

75 㣗育推進地域における◊✲成果のᬑཬၨ発ۑ

㣗に関するᣦᑟ◊ಟ会の㛤ദۑ

ĵͤࡍ教育の

推進

ಖ健⟶⌮ᣦᑟ㈝

[学校安全・体育課]

2,597 ṑと口の健康づくりಁ進活動ۑ

ーᝈ対応委ဨ会ࢠルࣞ学校におけるۑ

学校におけるがん教育推進事業ۑ

ĶཎКૅੲ教

育の推進

やまぐちの活力を支え

る高校⏕ᑵ⫋支援事業

[高校教育課]

[特別支援教育推進ᐊ]

41,968 ࠙再掲18㡫ࠚ

᫂᪥のやまぐちをᢸう

⏘業人ᮦ育成事業

[高校教育課]

[特別支援教育推進ᐊ]

4,332 ࠙再掲7㡫ࠚ

ᑓ㛛高等学校等において実㊶的な▱㆑・ᢏ⾡のۑ

⩦ᚓを図ることにより、将来の県ෆ⏘業を支え

る人ᮦを育成

インクルーࣈࢩ教育ࢩ

ス࣒ࢸ推進事業

[特別支援教育推進ᐊ]

15,814 ࠙再掲23㡫ࠚ

教育⥲ྜ推進リࣕ࢟

事業   

[高校教育課]

[⩏ົ教育課]

[特別支援教育推進ᐊ]

2,308 ࠙再掲31㡫ࠚ

特別支援教育ࢭンター

⟶⌮㐠Ⴀ㈝

[特別支援教育推進ᐊ]

2,160 ンターにࢭ県ෆ７地域にタ⨨した特別支援教育ۑ

おいて㞀ᐖのある子どもやࡑのಖㆤ⪅、ᑠ・୰学

校等に対する支援を実施

㏻学対策㈝

[特別支援教育推進ᐊ]

574,554 ࠙再掲13㡫ࠚ

スを㐠行ࣂ支援学校㸦10校㸧の㏻学ྜ⥲ۑ

地域コーディࢿーター

の㓄⨨

[特別支援教育推進ᐊ]

⤥㈝ ⨨ーターの㓄ࢿ地域コーディۑ

⥲ྜ支援学校㹔㹐活用

事業

[特別支援教育推進ᐊ]

886 ࠙再掲6㡫ࠚ
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施策ྡ 事業ྡ 予算㢠 事業のᴫ要

Ĵ育の推進 㣗に関するᣦᑟᬑཬ事

業㸦ಖ健⟶⌮ᣦᑟ㈝㸧

[学校安全・体育課]

75 㣗育推進地域における◊✲成果のᬑཬၨ発ۑ

㣗に関するᣦᑟ◊ಟ会の㛤ദۑ

ĵͤࡍ教育の

推進

ಖ健⟶⌮ᣦᑟ㈝

[学校安全・体育課]

2,597 ṑと口の健康づくりಁ進活動ۑ

ーᝈ対応委ဨ会ࢠルࣞ学校におけるۑ

学校におけるがん教育推進事業ۑ

ĶཎКૅੲ教

育の推進

やまぐちの活力を支え

る高校⏕ᑵ⫋支援事業

[高校教育課]

[特別支援教育推進ᐊ]

41,968 ࠙再掲18㡫ࠚ

᫂᪥のやまぐちをᢸう

⏘業人ᮦ育成事業

[高校教育課]

[特別支援教育推進ᐊ]

4,332 ࠙再掲7㡫ࠚ

ᑓ㛛高等学校等において実㊶的な▱㆑・ᢏ⾡のۑ

⩦ᚓを図ることにより、将来の県ෆ⏘業を支え

る人ᮦを育成

インクルーࣈࢩ教育ࢩ

ス࣒ࢸ推進事業

[特別支援教育推進ᐊ]

15,814 ࠙再掲23㡫ࠚ

教育⥲ྜ推進リࣕ࢟

事業   

[高校教育課]

[⩏ົ教育課]

[特別支援教育推進ᐊ]

2,308 ࠙再掲31㡫ࠚ

特別支援教育ࢭンター

⟶⌮㐠Ⴀ㈝

[特別支援教育推進ᐊ]

2,160 ンターにࢭ県ෆ７地域にタ⨨した特別支援教育ۑ

おいて㞀ᐖのある子どもやࡑのಖㆤ⪅、ᑠ・୰学

校等に対する支援を実施

㏻学対策㈝

[特別支援教育推進ᐊ]

574,554 ࠙再掲13㡫ࠚ

スを㐠行ࣂ支援学校㸦10校㸧の㏻学ྜ⥲ۑ

地域コーディࢿーター

の㓄⨨

[特別支援教育推進ᐊ]

⤥㈝ ⨨ーターの㓄ࢿ地域コーディۑ

⥲ྜ支援学校㹔㹐活用

事業

[特別支援教育推進ᐊ]

886 ࠙再掲6㡫ࠚ

施策ྡ 事業ྡ 予算㢠 事業のᴫ要

ķ࠷δにƓ

けǔӕኵの充

実

ஙᗂඣの育ちと学び支

援事業

[⩏ົ教育課]

29,987 ࠙再掲22㡫ࠚ

ᗂඣ教育充実事業

[⩏ົ教育課]

5,975 ᗂඣ教育に係る教⫋ဨの◊ಟۑ

ᗂඣ教育における教育課題に応じたᣦᑟ方ἲ等ۑ

に関するㄪᰝ◊✲

ᗂඣ教育の㉁の向ୖ推

進事業

[⩏ົ教育課]

1,535 ᗂ⛶ᅬ教ㅍචチ≧ㄆᐃに係る講⩦を実施ࠐ

㐟び・㐠動大ዲき㸟体

力向ୖ推進事業

[学校安全・体育課]

10,400 ࠙再掲6㡫ࠚ

࠙再掲22㡫ࠚ

ĸݲʴૠ教育

の推進

ᑠ㸯プロ࣒ࣞࣈゎᾘの

ための３㸮人学⣭加㓄

教ဨ㓄⨨

[⩏ົ教育課]

⤥㈝ など課題のゎỴを積「࣒ࣞࣈᑠ1プロ」るࡺࢃいۑ

極的に行う学校に対して、30 人学⣭加㓄教ဨを

㓄⨨

３５人学⣭化関連事業

[⩏ົ教育課]

⤥㈝ ඣ❺⏕ᚐの≧ἣに応じたきめ⣽かなᣦᑟ体ไのۑ

充実を図るため、35 人学⣭化のための教ဨ㓄⨨

を⥅続

㸺㸰 Ꮫᰯ࣭ᐙᗞ࣭ᆅᇦࡀ㐃ᦠ࣭༠ാࡓࡋᩍ⫱ࡢ᥎㐍㸼
施策ྡ 事業ྡ 予算㢠 事業のᴫ要

Ĺע؏ᡲઃ教

育の充実

新地域連携教育再加㏿

化事業

[地域連携教育推進課]

64,530 ࠙再掲 14㡫ࠚ

地域教育力᪥本一推進事業

[地域連携教育推進課]

48,339 ࠙再掲 15㡫ࠚ

県立学校コ࣑ュࢸࢽィ・

スクール推進事業

[地域連携教育推進課]

4,511 ࠙再掲 16㡫ࠚ

㓄ಙ「れあいክ㏻ಙࡩ」

事業

[教育ᨻ策課]

480 ಖㆤ⪅や教育関係⪅等に、県教委の施策や行事ۑ

など、山口県の教育ሗをᥦ౪

[ᥦ౪ᡭẁ] ウ࣌ࣈ࢙ージ、SNS

ĺܼࡊ教育ૅ

ੲの充実

地域教育力᪥本一推進事業

[地域連携教育推進課]

48,339 ࠙再掲15㡫ࠚ
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施策ྡ 事業ྡ 予算㢠 事業のᴫ要

Ļᅈ˟教育

ᚨሁǛဇƠ

た教育の充実

新地域と連携したリ

ルな体㦂活動充実事業

[地域連携教育推進課]

10,416 ࠙再掲16㡫ࠚ

༤物㤋学校地域連携教育

支援事業

                   

[学校㐠Ⴀ・施タ整備ᐊ]

1,992 学校や地域と連携した学⩦支援ۑ

ージ、㺰㺷㺭㺔㺼による広ሗ࣌学⩦教ᮦのస成、Webۃ

ᑠ୰学校㺃子ども会等へのฟ๓ᤵ業、㤋ෆᤵ業などۃ

講ᗙ、講₇会、実㦂・体㦂教ᐊ等の㛤ദ✀ྛۃ

ンスやまぐち࢚イࢧ

2023㛤ദ㈝

[学校㐠Ⴀ・施タ整備ᐊ]

953 ンスやまぐち2023の㛤ദ࢚イࢧۑ

県ෆᑠ୰高校⏕が◊✲した成果を、展♧や◊✲発⾲

会を㏻して県民に⤂

山口県⛉学సရ展ۃ

㹙期㛫㹛令和5年10᭶27᪥㹼11᭶12᪥㸦15᪥㛫㸧

  [会ሙ] 県立山口༤物㤋

山口県⛉学◊✲発⾲会㸦令和5年10᭶12᪥㸧ۃ

新特別展「やまぐち 大

⪃ྂ༤」㛤ദ㈝

[学校㐠Ⴀ・施タ整備ᐊ]

15,281 ࠙再掲28㡫ࠚ

㸺㸱 ⏕ᾭࢆ㏻ࡓࡌᏛࡢࡧᐇ㸼

施策ྡ 事業ྡ 予算㢠 事業のᴫ要

ļʴဃᲫᲪᲪ

ˊǛᙸੁ࠰

Ƒたဃ෨学習

の充実

⏕ᾭ学⩦推進体ไ整備事

業

[地域連携教育推進課]

29,374 ᾭ学⩦ሗのᥦ౪⏕ۑ

⏕ᾭ学⩦⯆のために⏕ᾭ学⩦ሗᥦ౪ࢩス࣒ࢸ

「かがやきࢵࢿトやまぐち」を㐠用

ンターをᣐ点に県・ᕷ⏫等関係ࢭᾭ学⩦推進⏕ۑ

機関とのࢵࢿト࣡ークを構⠏し、県民の多様な

ライࣇスタイルに対応した⏕ᾭ学⩦活動を支援

図᭩㤋㈨ᩱ充実事業

[学校㐠Ⴀ・施タ整備ᐊ]

50,000 図᭩㈨ᩱの充実ۑ

マル࣓ࢳディデイジー図᭩や、ࡩるさと山口ᩥ学

ンターࢭラリーに係る㒓ᅵ㈨ᩱ、子どもㄞ᭩支援ࣕࢠ

に係る図᭩等の充実

Ľע؏ᅈ˟に

Ɠけǔʴೌ教

育の推進

ᕷ⏫人ᶒ教育推進事業㈝

⿵ຓ事業

[人ᶒ教育課]

2,640 ࠙再掲28㡫ࠚ

人ᶒ教育視⫈ぬ㈨ᩱ整備

事業

     [人ᶒ教育課]

459 学校等への㈚ฟ用に人ᶒ教育視⫈ぬ㈨ᩱを県立ۑ

図᭩㤋へ整備

社会人ᶒ教育推進事業

[人ᶒ教育課]

455 ᕷ⏫教委の社会教育主事等、社会教育関係⪅、人ۑ

ᶒ教育推進委ဨ等を対㇟とした◊ಟ会の実施
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施策ྡ 事業ྡ 予算㢠 事業のᴫ要

Ļᅈ˟教育

ᚨሁǛဇƠ

た教育の充実

新地域と連携したリ

ルな体㦂活動充実事業

[地域連携教育推進課]

10,416 ࠙再掲16㡫ࠚ

༤物㤋学校地域連携教育

支援事業

                   

[学校㐠Ⴀ・施タ整備ᐊ]

1,992 学校や地域と連携した学⩦支援ۑ

ージ、㺰㺷㺭㺔㺼による広ሗ࣌学⩦教ᮦのస成、Webۃ

ᑠ୰学校㺃子ども会等へのฟ๓ᤵ業、㤋ෆᤵ業などۃ

講ᗙ、講₇会、実㦂・体㦂教ᐊ等の㛤ദ✀ྛۃ

ンスやまぐち࢚イࢧ

2023㛤ദ㈝

[学校㐠Ⴀ・施タ整備ᐊ]

953 ンスやまぐち2023の㛤ദ࢚イࢧۑ

県ෆᑠ୰高校⏕が◊✲した成果を、展♧や◊✲発⾲

会を㏻して県民に⤂

山口県⛉学సရ展ۃ

㹙期㛫㹛令和5年10᭶27᪥㹼11᭶12᪥㸦15᪥㛫㸧

  [会ሙ] 県立山口༤物㤋

山口県⛉学◊✲発⾲会㸦令和5年10᭶12᪥㸧ۃ

新特別展「やまぐち 大

⪃ྂ༤」㛤ദ㈝

[学校㐠Ⴀ・施タ整備ᐊ]

15,281 ࠙再掲28㡫ࠚ

㸺㸱 ⏕ᾭࢆ㏻ࡓࡌᏛࡢࡧᐇ㸼

施策ྡ 事業ྡ 予算㢠 事業のᴫ要

ļʴဃᲫᲪᲪ

ˊǛᙸੁ࠰

Ƒたဃ෨学習

の充実

⏕ᾭ学⩦推進体ไ整備事

業

[地域連携教育推進課]

29,374 ᾭ学⩦ሗのᥦ౪⏕ۑ

⏕ᾭ学⩦⯆のために⏕ᾭ学⩦ሗᥦ౪ࢩス࣒ࢸ

「かがやきࢵࢿトやまぐち」を㐠用

ンターをᣐ点に県・ᕷ⏫等関係ࢭᾭ学⩦推進⏕ۑ

機関とのࢵࢿト࣡ークを構⠏し、県民の多様な

ライࣇスタイルに対応した⏕ᾭ学⩦活動を支援

図᭩㤋㈨ᩱ充実事業

[学校㐠Ⴀ・施タ整備ᐊ]

50,000 図᭩㈨ᩱの充実ۑ

マル࣓ࢳディデイジー図᭩や、ࡩるさと山口ᩥ学

ンターࢭラリーに係る㒓ᅵ㈨ᩱ、子どもㄞ᭩支援ࣕࢠ

に係る図᭩等の充実

Ľע؏ᅈ˟に

Ɠけǔʴೌ教

育の推進

ᕷ⏫人ᶒ教育推進事業㈝

⿵ຓ事業

[人ᶒ教育課]

2,640 ࠙再掲28㡫ࠚ

人ᶒ教育視⫈ぬ㈨ᩱ整備

事業

     [人ᶒ教育課]

459 学校等への㈚ฟ用に人ᶒ教育視⫈ぬ㈨ᩱを県立ۑ

図᭩㤋へ整備

社会人ᶒ教育推進事業

[人ᶒ教育課]

455 ᕷ⏫教委の社会教育主事等、社会教育関係⪅、人ۑ

ᶒ教育推進委ဨ等を対㇟とした◊ಟ会の実施

施策ྡ 事業ྡ 予算㢠 事業のᴫ要

Ŀ૨҄にƾǕ

ƋいᚃƠǉ

ƮƘǓの推ؾ

進

学校ⱁ⾡ᩥ化ࡩれあい事業

[⩏ົ教育課]

6,474 ᕠᅇⱁ⾡ሙの㛤ദۑ

⟶ᘻᴦබ₇2ᅇ、ྜၐබ₇2ᅇ、₇බ₇3ᅇ、

㞞ᴦබ₇2ᅇ、㑥ᴦබ₇2ᅇ、能ᴦබ₇2ᅇ

㟷ᑡ年ሙの㛤ദۑ

₇බ₇6ᅇ

れあいබ₇の㛤ദࡩᕠᅇۑ

㡢ᴦබ₇7ᅇ、₇බ₇6ᅇ

୰学⏕ᩥ化活動活性化事業

[⩏ົ教育課]

988 山口県୰学校ᩥ化連┕⥲ྜᩥ化⚍㛤ദ支援ۑ

[㛤ദ期᪥] 令和5年11᭶4᪥、5᪥

[㛤ദሙᡤ] ⴗᕷ

全ᅜ୰学校⥲ྜᩥ化⚍ὴ㐵ۑ

[㛤ദ期᪥] 令和5年12᭶9᪥、10᪥

[㛤ദሙᡤ] Ἀ⦖県ᾆῧᕷ

高等学校⥲ྜᩥ化⚍推進㈝

    [高校教育課]

3,715 山口県高等学校⥲ྜᩥ化⚍の㛤ദ支援ۑ

  令和5年5᭶㹼11᭶ ࿘༡ᕷか

全ᅜ高等学校⥲ྜᩥ化⚍ὴ㐵ۑ

  令和5年7᭶29᪥㹼8᭶4᪥  㮵ඣᓥ県

ᾨž᠗ƘŴٹ

ƋƾǕǔǹȝ

ȸȄΨൢჄǍ

Ǉƙƪſの実

現に向けたӕ

ኵの推進

新やまぐち㒊活動改革

推進事業

[学校安全・体育課]

44,241 ࠙再掲21㡫ࠚ

࠙再掲24㡫ࠚ

㐟び・㐠動大ዲき㸟

体力向ୖ推進事業

[学校安全・体育課]

10,400 ࠙再掲6㡫ࠚ

࠙再掲22㡫ࠚ

୰学校୰ᅜ大会全ᅜ大会

ὴ㐵㈝

[学校安全・体育課]

11,611 ୰ᅜ大会ۑ
  [期᪥] 令和5年8᭶ୖ᪪

全ᅜ大会ۑ
[期᪥] 令和5年8᭶㹼令和6年2᭶

[会ሙ] ᅄᅜࣈロࢵク

୰学校高等学校体育大会

㛤ദ㈝

[学校安全・体育課]

4,630 ୰学校体育大会の㛤ദ支援ۑ
[期᪥] 令和5年5᭶㹼10᭶

[会ሙ] 県ෆྛ地

高等学校体育大会の㛤ദ支援ۑ
[期᪥] 令和5年5᭶㹼11᭶

[会ሙ] 県ෆྛ地

令和７年度高校⥲体ࠐ

全ᅜ高等学校体育大会ὴ

㐵㈝

[学校安全・体育課]

24,681 ኟᏘ大会ۑ
  [期᪥] 令和5年7᭶22᪥㹼8᭶21᪥

[会ሙ]ᾏ㐨 等

Ꮨ大会ۑ
[期᪥] 令和5年12᭶下᪪㹼令和6年2᭶ୖ᪪

[会ሙ] ி㒔ᗓ 等

ᐃ時ไ㏻ಙไ大会ۑ
[期᪥] 令和5年7᭶下᪪㹼9᭶୰᪪

[会ሙ] ᮾி㒔 等
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㸺㸲 ᐇ㸼ࡢᩍ⫱⎔ቃࡿ࠼ᨭࢆࡧᏛ࡞㇏

施策ྡ 事業ྡ 予算㢠 事業のᴫ要

ᾩ教育ᚨ・ᚨ

ͳのૢͳŴ教育

ؾの向ɥ

教育ICT⟶⌮㐠Ⴀ㈝

[教育ሗ化推進ᐊ]

91,485 ࠙再掲9㡫ࠚ

ト➃ᮎ等ICT環境の⟶⌮㐠Ⴀࢵࣞࣈ1人1ྎタۑ

県立学校施タ整備事業

[学校㐠Ⴀ・施タ整備ᐊ]

3,305,267 再編⤫ྜに伴う高校の施タ整備、施タ・タ備の㛗ۑ

ᑑ命化対策、教ᐊ不㊊に対応した⥲ྜ支援学校

の施タ整備、㠀構㐀㒊ᮦの⪏㟈対策等を実施

教育環境の向ୖを図るため、県立高校等に✵ㄪۑ

タ備を整備

࠙再掲10㡫ࠚ

࠙再掲23㡫ࠚ

࠙再掲26㡫ࠚ

ᾩ教育ᚨ・ᚨ

ͳのૢͳŴ教育

ؾの向ɥ

⏘業教育タ備整備㈝

[学校㐠Ⴀ・施タ整備ᐊ]

102,119 県ෆ⏘業を支える人ᮦを育成するため、ᑓ㛛高ۑ

等学校等に地域⏘業の特ᚩや県ෆ業のࢽーズ

を踏まえた実㦂・実⩦タ備を整備

⌮⛉ᩘ学教育タ備㈝

[学校㐠Ⴀ・施タ整備ᐊ]

7,806 、学的な▱㆑、ᢏ能ཬびែ度の⩦ᚓを図るため⛉ۑ

⌮⛉教育⯆ἲに基づき、実㦂・実⩦⨨を整備

ᮾ㒊地域高校教育支援事業

[学校㐠Ⴀ・施タ整備ᐊ]

[教⫋ဨ課]

⤥㈝

⟶⌮㈝

県立学校ᐤᐟ⯋等の㐠Ⴀ支援を㏻じた高校教育ۑ

の支援㸦再編関連特別地域整備事業㸸事業㈝

40,136㸧

ᾪ学ఄܤμの

推進

学校安全⥲ྜ推進事業

[学校安全・体育課]

4,618 ࠙再掲26㡫ࠚ

ᾫ学ఄにƓけ

ǔƖ૾ો᪃

の推進

教ဨ業ົ支援ဨ㓄⨨事業

[教⫋ဨ課]

40,700 ࠙再掲24㡫ࠚ

学校⟶⌮ᣦᑟ㈝

[教⫋ဨ課]

1,800 等によるົ時㛫⟶⌮や␃守␒㟁ヰのࢻー࢝ICۑ

㐠用等によるົ体ไ等の改ၿ

༊   分 予算㢠    要

高校再編整備 172,100 ᒾᅜ、下関す等

㛗ᑑ命化対策 1,641,574 ᒾᅜᕤ業、すி等

⥲ྜ支援学校教ᐊ不㊊対策
1,802,635

(再掲811,296)

㇏ᾆ⥲支、Ᏹ㒊⥲支等

㠀構㐀㒊ᮦの⪏㟈対策
745,581

(再掲745,581)

山口㎰業、大ὠ⥳ὒ(᪥⨨・Ỉ⏘) 等

の⪁ᮙ対策㸦高校㸧ࡑ 313,751 ᰗ、㇏ᾆ等

の⪁ᮙ対策㸦⥲支㸧ࡑ 46,376 下関⥲支、下関༡⥲支

✵ㄪタ備整備 140,127 県立高校等

 ྜ   計 3,305,267
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㸺㸲 ᐇ㸼ࡢᩍ⫱⎔ቃࡿ࠼ᨭࢆࡧᏛ࡞㇏

施策ྡ 事業ྡ 予算㢠 事業のᴫ要

ᾩ教育ᚨ・ᚨ

ͳのૢͳŴ教育

ؾの向ɥ

教育ICT⟶⌮㐠Ⴀ㈝

[教育ሗ化推進ᐊ]

91,485 ࠙再掲9㡫ࠚ

ト➃ᮎ等ICT環境の⟶⌮㐠Ⴀࢵࣞࣈ1人1ྎタۑ

県立学校施タ整備事業

[学校㐠Ⴀ・施タ整備ᐊ]

3,305,267 再編⤫ྜに伴う高校の施タ整備、施タ・タ備の㛗ۑ

ᑑ命化対策、教ᐊ不㊊に対応した⥲ྜ支援学校

の施タ整備、㠀構㐀㒊ᮦの⪏㟈対策等を実施

教育環境の向ୖを図るため、県立高校等に✵ㄪۑ

タ備を整備

࠙再掲10㡫ࠚ

࠙再掲23㡫ࠚ

࠙再掲26㡫ࠚ

ᾩ教育ᚨ・ᚨ

ͳのૢͳŴ教育

ؾの向ɥ

⏘業教育タ備整備㈝

[学校㐠Ⴀ・施タ整備ᐊ]

102,119 県ෆ⏘業を支える人ᮦを育成するため、ᑓ㛛高ۑ

等学校等に地域⏘業の特ᚩや県ෆ業のࢽーズ

を踏まえた実㦂・実⩦タ備を整備

⌮⛉ᩘ学教育タ備㈝

[学校㐠Ⴀ・施タ整備ᐊ]

7,806 、学的な▱㆑、ᢏ能ཬびែ度の⩦ᚓを図るため⛉ۑ

⌮⛉教育⯆ἲに基づき、実㦂・実⩦⨨を整備

ᮾ㒊地域高校教育支援事業

[学校㐠Ⴀ・施タ整備ᐊ]

[教⫋ဨ課]

⤥㈝

⟶⌮㈝

県立学校ᐤᐟ⯋等の㐠Ⴀ支援を㏻じた高校教育ۑ

の支援㸦再編関連特別地域整備事業㸸事業㈝

40,136㸧

ᾪ学ఄܤμの

推進

学校安全⥲ྜ推進事業

[学校安全・体育課]

4,618 ࠙再掲26㡫ࠚ

ᾫ学ఄにƓけ

ǔƖ૾ો᪃

の推進

教ဨ業ົ支援ဨ㓄⨨事業

[教⫋ဨ課]

40,700 ࠙再掲24㡫ࠚ

学校⟶⌮ᣦᑟ㈝

[教⫋ဨ課]

1,800 等によるົ時㛫⟶⌮や␃守␒㟁ヰのࢻー࢝ICۑ

㐠用等によるົ体ไ等の改ၿ

༊   分 予算㢠    要

高校再編整備 172,100 ᒾᅜ、下関す等

㛗ᑑ命化対策 1,641,574 ᒾᅜᕤ業、すி等

⥲ྜ支援学校教ᐊ不㊊対策
1,802,635

(再掲811,296)

㇏ᾆ⥲支、Ᏹ㒊⥲支等

㠀構㐀㒊ᮦの⪏㟈対策
745,581

(再掲745,581)

山口㎰業、大ὠ⥳ὒ(᪥⨨・Ỉ⏘) 等

の⪁ᮙ対策㸦高校㸧ࡑ 313,751 ᰗ、㇏ᾆ等

の⪁ᮙ対策㸦⥲支㸧ࡑ 46,376 下関⥲支、下関༡⥲支

✵ㄪタ備整備 140,127 県立高校等

 ྜ   計 3,305,267

施策ྡ 事業ྡ 予算㢠 事業のᴫ要

ᾫ学ఄにƓけ

ǔƖ૾ો᪃

の推進

⤫ྜ型校ົ支援ࢩス࣒ࢸ

⟶⌮㐠Ⴀ㈝

[教育ሗ化推進ᐊ]

61,406 を࣒ࢸスࢩ全ての県立高校等で⤫ྜ型校ົ支援ۑ

㐠用し、ฟḞ⟶⌮や成⦼ฎ⌮等の校ົをຠ⋡化

支援学校へのᑟධ‽備ྜ⥲ۑ

新やまぐち㒊活動改革

推進事業

[学校安全・体育課]

44,241 ࠙再掲21㡫ࠚ

࠙再掲24㡫ࠚ

やまぐち㒊活動応援事業

[学校安全・体育課]

7,508 ࠙再掲24㡫ࠚ

ᾬ教ᎰՃの

ឋᏡщの向ɥ

ஙᗂඣの育ちと学び支援

事業 [⩏ົ教育課]

29,987 ࠙再掲22㡫ࠚ

ᗂඣ教育の㉁の向ୖ推進

事業      [⩏ົ教育課]

1,535 ࠙再掲35㡫ࠚ

教ဨ㈨㉁能力向ୖ推進事

業

[教⫋ဨ課]

500 す学⏕の学校体㦂ไ度ࡊ教ဨをめۑ

࣒山口県教ᖌ力向ୖプログラۑ

プࢵࢩ᥇用๓教⫋インターンۑ

教⫋ဨᐃᩘ

[教⫋ဨ課]

[⩏ົ教育課]

[特別支援教育推進ᐊ]

⤥㈝ ඣ❺⏕ᚐᩘのῶᑡ等に伴い、全体で119人ῶۑ

༊  分 ᑠ学校 ୰学校 高等学校
୰等教育

学  校

特別支援

学  校
ྜ 計

教⫋ဨ

R5 5,268 3,041 2,460 64 1,400 12,233

R4 5,320 3,076 2,473 64 1,419 12,352

ቑῶ 52ڸ 35ڸ 13ڸ 0 19ڸ 119ڸ

ඣ ❺

⏕ ᚐ

R5 61,517 32,357 23,315 630 2,001 119,820

R4 63,393 32,464 23,610 630 1,985 122,082

ቑῶ 1,876ڸ 107ڸ 295ڸ 0 16 2,262ڸ

ͤඣ❺⏕ᚐᩘはぢ㎸

ᾬ教ᎰՃの

ឋᏡщの向ɥ

教ဨ人ᮦ☜ಖの推進

(教⫋ဨ᥇用等㑅⪃実施㈝)

[教⫋ဨ課]

23,798 県ෆእの大学⏕等に対する᥇用ヨ㦂ㄝ᫂会、教ۑ

ンスの㛤ദཬび大学ゼၥࢲイ࢞⫋

ナー࣑ࢭ⫋高校⏕に対する教ۑ

新人づくりを支える教

ᖌ☜ಖ推進事業

[教⫋ဨ課㹛

8,200 ࠙再掲24㡫ࠚ

拡教⫋ဨ等◊ಟ事業

[教⫋ဨ課㹛

53,050 ࠙再掲25㡫ࠚ

初௵⪅・୰ሀ教ㅍ等㈨㉁

向ୖ◊ಟ事業

[教⫋ဨ課]

19,859 教育බົဨ特ἲでᐃめられたἲᐃ◊ಟの実施ۑ

⥲ྜ教育支援ࢭンター⟶

⌮㐠Ⴀ㈝

[教⫋ဨ課]

91,962 ート࣏ࢧ学校現ሙなどに対する⥲ྜ的、ᑓ㛛的ۑ

機関として教育活動に関する支援などの事業を

推進
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施策ྡ 事業ྡ 予算㢠 事業のᴫ要

ᾭఄᆔ᧓ᡲઃ・

ɟᝦ教育の推

進

新地域連携教育再加㏿

化事業

[地域連携教育推進課]

64,530 ࠙再掲 14㡫ࠚ

地域教育力᪥本一推進事業        

[地域連携教育推進課]

48,339 ࠙再掲15㡫ࠚ

ᑠ㸯プロ࣒ࣞࣈゎᾘのた

めの３㸮人学⣭加㓄教ဨ

㓄⨨   [⩏ົ教育課]

⤥㈝ ࠙再掲35㡫ࠚ

３５人学⣭化関連事業

[⩏ົ教育課]

⤥㈝ ࠙再掲35㡫ࠚ

ᗂඣ教育充実事業

[⩏ົ教育課]

5,975 ࠙再掲35㡫ࠚ

ᾮٶಮƳ学び

のȋȸǺにࣖ

ƑǔཎᑥƋǔ

学ఄƮƘǓ

県立学校施タ整備事業

(高校再編整備・教ᐊ不㊊

対策)

[学校㐠Ⴀ・施タ整備ᐊ]

1,974,735 ࠙再掲10㡫ࠚ

࠙再掲23㡫ࠚ

再編⤫ྜに伴う高等学校の施タ整備を実施ۑ

ᒾᅜ、下関す等

教ᐊ不㊊に対応した⥲ྜ支援学校の施タ整備をۑ

実施

㇏ᾆ⥲支、Ᏹ㒊⥲支等

ᑠ୰学校᪥本ㄒᣦᑟ支援

ဨ㓄⨨事業

[⩏ົ教育課]

19,485 基地࿘㎶地域のᕷ⏫立ᑠ୰学校における᪥本ㄒۑ

ᣦᑟ支援ဨの㓄⨨を支援

新᪥本ㄒ教育支援体ไ

整備事業

[⩏ົ教育課]

29,370 ࠙再掲8㡫ࠚ

࠙再掲23㡫ࠚ

ᾰ̲学ૅੲの

充実

新県立高等学校再編に

係る㐲㊥㞳㏻学支援事業

[教育ᨻ策課]

13,211 ࠙再掲10㡫ࠚ

බ立高等学校等ᑵ学支援

事業      [教育ᨻ策課]

2,092,729 ࠙再掲27㡫ࠚ

ᅜබ立高校⏕ዡ学⤥㔠

事業   [教育ᨻ策課]

308,268 ࠙再掲9㡫ࠚ

࠙再掲27㡫ࠚ

県立高校⏕等ዡ学事業

[教育ᨻ策課]

19,252 経済的⌮⏤によりಟ学がᅔ㞴な⏕ᚐ・学⏕に対ۑ
し、ዡ学㔠を㈚
[実施主体] (බ㈈)山口県ࡦとづくり㈈ᅋ

㞳ᓥ高校⏕ಟ学支援事業

[教育ᨻ策課]

809 ᅜのไ度を活用し、㞳ᓥฟ㌟の高校⏕がಟ学にۑ

要する㏻学㈝等の⿵ຓ事業を行うᕷ⏫への⿵ຓ

[㈇ᢸྜ] ᅜ1/2、県1/4、ᕷ⏫1/4

ᐃ時ไ㏻ಙ教育教⛉᭩等

⤥事業

       [高校教育課]

402 ⏕県立高等学校のᐃ時ไཬび㏻ಙไにᅾ⡠するۑ

ᚐのうち、᭷⫋で一ᐃの༢をಟᚓし、かつ経済

的ᅔ❓≧ែにある⏕ᚐを対㇟として、教⛉᭩等

の↓ൾ⤥を実施
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施策ྡ 事業ྡ 予算㢠 事業のᴫ要

ᾭఄᆔ᧓ᡲઃ・

ɟᝦ教育の推

進

新地域連携教育再加㏿

化事業

[地域連携教育推進課]

64,530 ࠙再掲 14㡫ࠚ

地域教育力᪥本一推進事業        

[地域連携教育推進課]

48,339 ࠙再掲15㡫ࠚ

ᑠ㸯プロ࣒ࣞࣈゎᾘのた

めの３㸮人学⣭加㓄教ဨ

㓄⨨   [⩏ົ教育課]

⤥㈝ ࠙再掲35㡫ࠚ

３５人学⣭化関連事業

[⩏ົ教育課]

⤥㈝ ࠙再掲35㡫ࠚ

ᗂඣ教育充実事業

[⩏ົ教育課]

5,975 ࠙再掲35㡫ࠚ

ᾮٶಮƳ学び

のȋȸǺにࣖ

ƑǔཎᑥƋǔ

学ఄƮƘǓ

県立学校施タ整備事業

(高校再編整備・教ᐊ不㊊

対策)

[学校㐠Ⴀ・施タ整備ᐊ]

1,974,735 ࠙再掲10㡫ࠚ

࠙再掲23㡫ࠚ

再編⤫ྜに伴う高等学校の施タ整備を実施ۑ

ᒾᅜ、下関す等

教ᐊ不㊊に対応した⥲ྜ支援学校の施タ整備をۑ

実施

㇏ᾆ⥲支、Ᏹ㒊⥲支等

ᑠ୰学校᪥本ㄒᣦᑟ支援

ဨ㓄⨨事業

[⩏ົ教育課]

19,485 基地࿘㎶地域のᕷ⏫立ᑠ୰学校における᪥本ㄒۑ

ᣦᑟ支援ဨの㓄⨨を支援

新᪥本ㄒ教育支援体ไ

整備事業

[⩏ົ教育課]

29,370 ࠙再掲8㡫ࠚ

࠙再掲23㡫ࠚ

ᾰ̲学ૅੲの

充実

新県立高等学校再編に

係る㐲㊥㞳㏻学支援事業

[教育ᨻ策課]

13,211 ࠙再掲10㡫ࠚ

බ立高等学校等ᑵ学支援

事業      [教育ᨻ策課]

2,092,729 ࠙再掲27㡫ࠚ

ᅜබ立高校⏕ዡ学⤥㔠

事業   [教育ᨻ策課]

308,268 ࠙再掲9㡫ࠚ

࠙再掲27㡫ࠚ

県立高校⏕等ዡ学事業

[教育ᨻ策課]

19,252 経済的⌮⏤によりಟ学がᅔ㞴な⏕ᚐ・学⏕に対ۑ
し、ዡ学㔠を㈚
[実施主体] (බ㈈)山口県ࡦとづくり㈈ᅋ

㞳ᓥ高校⏕ಟ学支援事業

[教育ᨻ策課]

809 ᅜのไ度を活用し、㞳ᓥฟ㌟の高校⏕がಟ学にۑ

要する㏻学㈝等の⿵ຓ事業を行うᕷ⏫への⿵ຓ

[㈇ᢸྜ] ᅜ1/2、県1/4、ᕷ⏫1/4

ᐃ時ไ㏻ಙ教育教⛉᭩等

⤥事業

       [高校教育課]

402 ⏕県立高等学校のᐃ時ไཬび㏻ಙไにᅾ⡠するۑ

ᚐのうち、᭷⫋で一ᐃの༢をಟᚓし、かつ経済

的ᅔ❓≧ែにある⏕ᚐを対㇟として、教⛉᭩等

の↓ൾ⤥を実施

℅ ⇊⇿∙⇮ሁɟᚁ

ࠔᒣཱྀ༤≀㤋❧┴ࠓ

⏬ᒎྡ 㛤ദᮇ㛫 ෆ ᐜ

特別展「やまぐち 大⪃ྂ

༤」

7 ᭶ 21 ᪥(㔠) 

㹼9 ᭶ 3 ᪥(᪥) 

大᫇からᩥ化や人ࠎがὶするሙᡤであࡗた山口

県。本展は、ᮾிᅜ立༤物㤋から用する㔛ᖐり㈨ᩱ

をはじめ、県ෆྛ地からฟᅵした㈗㔜な⪃ྂ㈨ᩱを一

ᇽに㞟め、ὶ・⏘業・ᨻの視点から、山口県の㨩

力をෆእに発ಙする。

ンスやまぐち࢚イࢧ 2023

㸦第 77 ᅇ山口県⛉学సရ

展㸧

10᭶ 27 ᪥(㔠) 

㹼11᭶ 12 ᪥(᪥) 

山口県ෆのඣ❺⏕ᚐの⛉学活動を推ዡするため「⛉

学సရ展」を㛤ദする。

ࠔᒣཱྀᅗ᭩㤋❧┴ࠓ

⏬ᒎྡ 㛤ദᮇ㛫 ෆ ᐜ

ラࣕࢠるさと山口ᩥ学ࡩ

リー画展「ἐᚋ 10 年、

和⏣健の㌶㊧」

1 ᭶ 22 ᪥(᪥) 

㹼4 ᭶ 27 ᪥(ᮌ) 

ᖹ成 25年㸦2013年㸧にṚཤした、山口ᕷฟ㌟のリ人

和⏣健のἐᚋ 10 年をグᛕして、和⏣健のᩥ学活動、㒓

ᅵᩥ学㢧ᙲ活動をり㏉りつつ、山口県立大学㒓ᅵᩥ

学㈨ᩱࢭンターがᡤⶶする和⏣健ᪧⶶ㈨ᩱを୰心に⤂

する。

ラࣕࢠるさと山口ᩥ学ࡩ

リー画展「⏕ㄌ 120年、

㔠子ࡳす、ᯘⰧ⨾子、

⏣ᓥ‽子、୰本たか子」

4 ᭶ 29 ᪥(ᅵ) 

㹼8 ᭶ 30 ᪥(Ỉ) 

᫂ 36㸦1903㸧年⏕まれの山口県のᩥ学⪅には、❺

ㅴリ人の㔠子ࡳす、ᑠㄝ家のᯘⰧ⨾子、⏣ᓥ‽子、

୰本たか子がいる。⏕ㄌ 120 年をグᛕして、４人のᩥ

学⪅の⏕ᾭやసရ等を⤂する。

ラࣕࢠるさと山口ᩥ学ࡩ

リー画展「山口県ᩥ学

のおᐆ㈨ᩱ㸦௬⛠㸧」

9 ᭶ 1 ᪥(㔠) 

㹼12᭶ 27 ᪥(Ỉ) 

当㤋がᡤⶶする山口県ࡺかりのᩥ学㈨ᩱからࠗ山⨺

のḷ࠘㸦初∧・୰ཎ୰ஓⴭ㸧、ᅜᮌ⏣⊂Ṍ⮬➹᭩⡆、

Ặཎ大స⮬➹ཎ✏など、ᬑẁは᭩ᗜにಖ⟶している㈗

㔜な㈨ᩱを展♧する。

ラࣕࢠるさと山口ᩥ学ࡩ

リー画展「ἐᚋ 10 年、

まど・ࡳちおのୡ⏺㸦௬

⛠㸧」

1 ᭶ 5 ᪥(㔠) 

㹼4 ᭶ 25 ᪥(ᮌ) 

ᖹ成 26年㸦2014年㸧に 104ṓでṚཤした、࿘༡ᕷฟ

㌟のリ人まど・ࡳちお。ἐᚋ 10 年をグᛕして、まどの

⏕ᾭをり㏉りつつ、「ࡒうさん」等のリや❺ㅴ、ま

た⤮画等のసရを⤂する。

᫂維新人物ࣕࢠラリー

㈨ᩱ展♧

㏻年 ᫂維新に関する⭾大な図᭩㤋㈨ᩱの୰から、特に

人物・事物にスࢵ࣏トを当てて㈨ᩱを⤂する。

ࠔ᭩㤋ᩥࠓ
⏬ᒎྡ 㛤ദᮇ㛫 ෆ ᐜ

第 18 ᅇ୰ᅜᅄᅜ地༊ー

ズウィーク「はじࣈイ࢝

める・はじまる㹼グ㘓・

⏕活・ไ度・組⧊㹼」

6 ᭶ 1 ᪥(ᮌ) 

㹼7 ᪥(Ỉ) 

「はじめる・はじまる」を࢟ー࣡ーࢻに、グ㘓のస

成および⏕活、ไ度、組⧊などが新たにጞまる動きに

ὀ┠して、防㛗のṔྐの一コマをᩥ᭩㤋ᡤⶶ㈨ᩱから

⤂する。

┴᭷タࡿࡅ࠾⏬ᒎ➼

予算 ─ 41 ─



⛠ྡࡢ➼ࢺࣥ࣋ ෆࠉᐜ

26 高等学校等進㊰ᣦᑟ連⤡協㆟会 高校⏕等のồ人㛤ᣅ、進㊰ᣦᑟに関する協㆟、ሗ等

��㹼���� こどものㄞ᭩㐌㛫
山口県子どもㄞ᭩活動ᅋ体⾲ᙲ、県立山口図᭩㤋で
の関連イ࣋ント等

㹼��᭶ 山口県高等学校⥲ྜ体育大会 県ෆ高校⏕によるス࣏ーࢶ➇ᢏ大会

㹼��᭶ 山口県高等学校⥲ྜᩥ化⚍ 県ෆ高校⏕によるⱁ⾡ᩥ化の発⾲・展♧等

୰᪪㹼
�᭶୰᪪

県ෆᑵ⫋ಁ進協㆟会
高等学校等の教ဨ等と県ෆ業᥇用ᢸ当⪅による学
校の教育ෆᐜや業の業ົෆᐜཬびồ人ሗの

��㹼�� やまぐちࢧイ࢚ンス・ࣕ࢟ンプ ᅜ㝿⛉学࢜リンࢵࣆクへのཧ加ၨ発

୰᪪ 県ෆ業ᑵ⫋ㄝ᫂会
⏕ᚐ・ಖㆤ⪅を対㇟に、業の㨩力を┤᥋ఏえるㄝ᫂
会を実施

ୖ᪪ 㸿㹪㹭㹦㹟࣑ーࢸィング ▷期␃学ཧ加⪅の事๓学⩦会

��㹼���� 全ᅜ高等学校⥲ྜ体育大会㸦ኟᏘ㸧 会ሙ㸸ᾏ㐨ࠉ

��㹼��� 全ᅜ高等学校⥲ྜᩥ化⚍ 会ሙ㸸㮵ඣᓥ県

下᪪㹼
�᭶下᪪

全ᅜ高等学校⥲ྜ体育大会㸦ᐃ時ไ・㏻ಙไ㸧 会ሙ㸸ᮾி㒔ࠉ

ୖ᪪ 山口県高校⏕▷期␃学プログラ࣒ イへの▷期␃学࣡ࣁ

� 第��ᅇ⛉学の⏥子ᅬジュࢽ山口県大会 ୰学⏕対㇟の⛉学の➇ᢏ大会�全ᅜ大会予㑅�

�� 子どもの未来を⪃える࢛ࣇーラ࣒ いじめ・不登校等のゎỴに向けたព㆑ၨ発

下᪪ 全ᅜ୰学校体育大会㸦ኟᏘ㸧 会ሙ㸸ᅄᅜࣈロࢵク

�㹼�� やまぐち家庭教育支援強化᭶㛫 家庭のඖẼ応援ࣕ࢟ン࣌ーン

ୖ᪪ 山口県特別支援学校ᩥ化⚍⨾⾡సရ展 県ෆの特別支援学校のඣ❺⏕ᚐの⨾⾡సရの展♧

୰᪪ 㹋㹟㹦㹟㹪㹭࣑ーࢸィング
▷期␃学ཧ加⪅による体㦂発⾲ཬびእᅜ人講ᖌによるグ
ループ࣡ーク等の事ᚋ学⩦会

୰᪪ 山口県୰学校新人体育大会 県ෆ୰学⏕によるス࣏ーࢶ➇ᢏ大会

୰᪪ 地༊別進㊰ᣦᑟ連⤡協㆟会
高等学校等の教ဨ等による⏕ᚐのᑵ⫋ෆᐃ≧ἣ等に
関するሗ

୰᪪ 県ෆ業ᑵ⫋ㄝ᫂会 ᑵ⫋を希望する⏕ᚐ等と県ෆ業᥇用ᢸ当⪅との㠃ㄯ

下᪪ ඣ❺⏕ᚐᑦ༡㐨ዲ┦ὶ事業 ᑦ༡㐨と山口県の高校⏕が6'*Vをࢸーマにὶ

�㹼� やまぐち教育㐌㛫 教育に関するᬑཬ・ၨ発活動の強化㐌㛫

�㹼� 山口県୰学校ᩥ化連┕第��ᅇ⥲ྜᩥ化⚍ 様ࠎなᩥ化活動の県大会㸦発⾲・ὶ㸧

ୖ᪪ 第��ᅇ⛉学の⏥子ᅬ�山口県大会 高校⏕対㇟の⛉学の➇ᢏ大会�全ᅜ大会予㑅�

ୖ᪪ 㒊活動ᣦᑟ⪅ࢵ࣑ࢧト 望ましい㒊活動のᅾり方に関する実㊶発⾲・講₇等

�㹼�� 人ᶒ㐌㛫 人ᶒに関するඣ❺⏕ᚐసရ�㺬㺽㺛㺞㺎�のධ㈹సရ展♧

下᪪㹼
�᭶ୖ᪪

全ᅜ高等学校⥲ྜ体育大会㸦Ꮨ㸧 会ሙ㸸ி㒔ᗓࠉ

୰᪪ 特別支援教育࢙ࣇスࢸィࣂル
㞀ᐖのあるඣ❺⏕ᚐによるⱁ⾡సရ展♧、స業〇ရ
㈍等を一体的に実施

�� 地域連携教育再加㏿࢛ࣇーラ࣒
地域連携教育の実㊶発⾲、講₇や、◊✲ᣦᐃ校による
ン等ࣙࢩࢵࢭスター࣏

୰᪪㹼
�᭶ୖ᪪

全ᅜ୰学校体育大会㸦Ꮨ㸧 会ሙ㸸㛗野県ࠉ

᪥未ᐃ 第��ᅇ山口県学校⨾⾡展ぴ会 県ෆのᗂඣඣ❺⏕ᚐのඃれたసရの展♧

9 やまぐち教育࢛ࣇーラ࣒ 県ෆ教ဨ等による◊✲成果・教育実㊶の発⾲

୰᪪ ����県ෆ進学・事㨩力発ಙ࢙ࣇLQやまぐち
高校㸯・㸰年⏕等が将来の進㊰について⪃え、進学
や適⫋を発ぢするイ࣋ント

᪥未ᐃ やまぐちＩＣＴ活用コンࢸスト㸦௬⛠㸧 県ෆ高校⏕等のＩＣＴのዲ活用事をᑂᰝ

㸱
᭶

୰᪪ 山口県高等学校等᥈✲学⩦成果発⾲大会 ᥈✲⛉・⌮ᩘ⛉等の⏕ᚐによる成果発⾲

㸰
᭶

㸲
᭶

㸶
᭶

ࠉᮇ

㸳
᭶

㸴
᭶

10
᭶

12
᭶

㸵
᭶

㸯
᭶

11
᭶
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イベント等の名称 内　容

26 高等学校等進路指導連絡協議会 高校生等の求人開拓、進路指導に関する協議、情報交換等

23～5/12 こどもの読書週間
山口県子ども読書活動団体表彰、県立山口図書館で
の関連イベント等

～11月 山口県高等学校総合体育大会 県内高校生によるスポーツ競技大会

～11月 山口県高等学校総合文化祭 県内高校生による芸術文化の発表・展示等

中旬～
6月中旬

県内就職促進協議会
高等学校等の教員等と県内企業採用担当者による学
校の教育内容や企業の業務内容及び求人情報の交換

10～11 やまぐちサイエンス・キャンプ 国際科学オリンピックへの参加啓発

中旬 県内企業就職説明会
生徒・保護者を対象に、企業の魅力を直接伝える説明
会を実施

上旬 Ａｌｏｈａミーティング 短期留学参加者の事前学習会

22～8/21 全国高等学校総合体育大会（夏季） 会場：北海道　他

29～8/4 全国高等学校総合文化祭 会場：鹿児島県

下旬～
9月下旬

全国高等学校総合体育大会（定時制・通信制） 会場：東京都　他

上旬 山口県高校生短期留学プログラム ハワイへの短期留学

5 第11回科学の甲子園ジュニア山口県大会 中学生対象の科学の競技大会(全国大会予選)

18 子どもの未来を考えるフォーラム いじめ・不登校等の解決に向けた意識啓発

下旬 全国中学校体育大会（夏季） 会場：四国ブロック

1～31 やまぐち家庭教育支援強化月間 家庭の元気応援キャンペーン

上旬 山口県特別支援学校文化祭美術作品展 県内の特別支援学校の児童生徒の美術作品の展示

中旬 Ｍａｈａｌｏミーティング
短期留学参加者による体験発表及び外国人講師によるグ
ループワーク等の事後学習会

中旬 山口県中学校新人体育大会 県内中学生によるスポーツ競技大会

中旬 地区別進路指導連絡協議会
高等学校等の教員等による生徒の就職内定状況等に
関する情報交換

中旬 県内企業就職説明会 就職を希望する生徒等と県内企業採用担当者との面談

下旬 児童生徒慶尚南道友好相互交流事業 慶尚南道と山口県の高校生がSDGsをテーマに交流

1～7 やまぐち教育週間 教育に関する普及・啓発活動の強化週間

4～5 山口県中学校文化連盟第19回総合文化祭 様々な文化活動の県大会（発表・交流）

上旬 第13回科学の甲子園 山口県大会 高校生対象の科学の競技大会(全国大会予選)

上旬 部活動指導者サミット 望ましい部活動の在り方に関する実践発表・講演等

4～10 人権週間 人権に関する児童生徒作品(ﾎﾟｽﾀｰ)の入賞作品展示

下旬～
2月上旬

全国高等学校総合体育大会（冬季） 会場：京都府　他

中旬 特別支援教育フェスティバル
障害のある児童生徒による芸術作品展示、作業製品
販売等を一体的に実施

20 地域連携教育再加速フォーラム
地域連携教育の実践発表、講演や、研究指定校による
ポスターセッション等

中旬～
2月上旬

全国中学校体育大会（冬季） 会場：長野県　他

日未定 第76回山口県学校美術展覧会 県内の幼児児童生徒の優れた作品の展示

9 やまぐち教育フォーラム 県内教員等による研究成果・教育実践の発表

中旬 2024県内進学・仕事魅力発信フェアinやまぐち
高校１・２年生等が将来の進路について考え、進学
や適職を発見するイベント

日未定 やまぐちＩＣＴ活用コンテスト（仮称） 県内高校生等のＩＣＴの好活用事例を審査

３
月

中旬 山口県高等学校等探究学習成果発表大会 探究科・理数科等の生徒による成果発表

２
月

４
月

８
月

時　期

５
月

６
月

10
月

12
月

７
月

１
月

11
月

令令和和５５年年度度のの主主ななイイベベンントト等等











ＩＣＴを授業や校務において効果的に活用できる情報を集積したウェブサイトです。 

タブレット端末を活用した授業や探究的な学びに関する資料などを多数掲載中！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

    

 

 

 

 

 

 

 

    

  

  

  

 

 

https://www.ysn21.jp/wp2/  

山口県立山口博物館 
夏の特別展 

「やまぐち 大考古博」 
令和５年７月２１日（金） 

～９月３日（日） 

ここからアクセス 

できます↓ 掲載内容例 

やまぐちＩＣＴ新たな学びラボ 

❏ Google Workspace、Teams、Zoom等の活用に関する研修動画 

❏ ＩＣＴを活用した新たな授業提案 好事例を募集中 

❏ 県内の先生方の取組紹介 

❏ ＰＢＬ（課題解決型学習）で活用できる「教育プログラム」 

❏ 山口県教育委員会の発行物  など 

 

令和５年度山口県教育推進の手引き 

 

令和５年(2023 年)４月 

山口県教育委員会 

〒753-8501 山口市滝町１番１号 

 

「家庭の元気応援キャンペーン」 

マスコットキャラクター 

ファミリン 

やまぐち教育応援団 

シンボルマーク 

ええるくん 

山口県立山口博物館 

マスコットキャラクター 

なっとくん 
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